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序

埼玉県では「環境優先•生活重視」、「悶かな彩の国づ

くり」を基本理念として、 6つの基本施策に沿い県政

を進めております。

調節池の整備は、その第 1番目の施策「 Iさわやか

で安心して暮らせる環境づくり」の「5災害に強い地

域づくり」に基づき進められているものです。

流域の都市化が進む河川の治水対策として、河道の

負担を軽減し、治水機能の向上を図るため、公園など

の都市施設と複合的に利用することを目的にした調節

池の整備を進めていくというものです。

上之調節池の建設も、この施策に基づき、 1級河川

星川の洪水対策のために計画されました。

今回報告いたします北島遺跡のある熊谷市は、荒川

によって形成された扇状地上に立地しており、北島遺

跡をはじめとする中条遺跡群は、この扇状地の扇端部

付近に位置しています。

市内には、弥生時代中期の環濠集落である池上遺跡

や、日本最古の「出挙」木簡か検出され話題となった

小敷田遺跡など、数多くの重要な遺跡が存在していま

す。

また熊谷市は、源頼朝に従って活躍をした武蔵武

士の 1人である、熊谷次郎直実ゆかりの地であるほか、

市内を中山道や秩父往還が通り、中世以来の交通の要

衝・宿場町として栄えたところとして知られておりま

す。

今回の調節池建設予定地は、埋蔵文化財の所在カFJf_

分に予想されておりました。そこでこの遺跡の取り扱

いについて、関係機関が慎重に協議を重ねて参りまし

たが、やむを得ず記録保存の措置を講じることになり

ました。当事業団では、埼玉県教育局生涯学習部文化

財保護課の調整により、埼玉県河川課の委託を受け、

発掘調査を実施いたしました。

発掘調査の結果、縄文時代の遺物や、弥生時代中期・

古墳時代前期、奈良～平安時代および中近匪の遺構や

遺物が数多く検出されましたなかでも、 120軒の竪穴

住居跡や、 70棟にものぼる掘立柱建物跡の大部分は奈

良時代から平安時代のものであり、これまでに調査さ

れている北島遺跡の調査成果と合わせ、この時期この

地域には大規模な集落が広がっていたことを窺わせま

す。

本書は、これらの成果をまとめたものであります。

本書が、埋蔵文化財の保護および普及・啓発、学術研

究の基礎資料、教育機関の参考資料として広くご活用

いただけることを願ってやみません。

刊行に当たり、発掘調宜に関する諸調整にご尽力い

ただきました埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課を

はじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまでご協力い

ただきました埼玉県土木部河川課、熊谷土木事務所、

埼玉県北部公園建設事務所、熊谷市教育委員会ならび

に地元関係者各位に深く感謝申し上げます。

平成10年3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

ー 本書は、埼玉県熊谷市大字上川上字会下後443-1

番に所在する北島遺跡に関する発掘調査報告書で

ある。

発掘調査に対する指示通知は以下のとおりであ

る。

平成6年11月28日付け

平成 7年4月18日付け

平成8年4月16日付け

2

3

 

遺跡名の略号はKTJMである。

発掘調査は上之調節池建設に伴う事前調査であ

る。埼玉県教育局指導部文化財保護課の調整のも

と、熊谷土木事務所の委託を受けた財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4
 

本事業は、

教文 2-122号

教文 2-13号

教文 2-9号

I-3の組織により実施した。本事業

のうち、発掘調査と整理事業の担当者は以下のと

おりである。

発掘調査＝平成 6年 9月1日～平成 8年 7月31

日

平成6年度：鈴木孝之、書上元博、

新屋雅明、大屋道則

平成 7年度：儀崎

平成 8年度：儀崎

ー、木戸春夫、

鈴木孝之、

上野真由美

山川守男

ー、富田和夫

整理事業＝平成 8年 4月 1日～平成10年 3月31

日

言

5
 

6
 

7
 

8
 

平成 8 年度• 9年度：鈴木孝之

写真撮影は、発掘調査時は各担当者が行い、遺物

写真は鈴木・書上・大屋・上野が行った。

遺物の巻頭カラー写真撮影は小川忠博氏に委託し

た。

遺跡の基準点測量、窄中写真撮影・測量は、株式

会杜日成プランに委託した。

分析・鑑定は下記へ委託した。

胎土分析：株式会社第四紀地質研究所

テフラ・珪藻・花粉・植物珪酸体分析、樹種・種

実・貝同定：パリノ・サーヴェイ株式会杜

獣骨鑑定：群馬県立大間々高等学校

，
 

10 

11 

12 

出土品の整理および図版の作成は鈴木が行った。

本書の執筆は、 I-1を埼玉県教育局生涯学習部

文化財保護課が、 IV-1(l)・(2)、VIー 1を書上が、

IV-1 (3)を上野が、そしてVの付編は各委託機

関・委託者が行い、その他については鈴木が行っ

た。

本書の編集は、資料部資料整理第 1課の鈴木が

行った。

本書にかかる資料は、平成 9年度以降、埼玉県立

埋蔵文化財センターが管理・ 1呆管する。

本書の作成にあたり下記の方々・機関から御教

示・御協力を戴いた。（敬称略・五十音順）

熊谷市教育委員会

宮崎重雄

金子正之



凡例

1 遺跡全体におけるX・Yの数値は、国土標準平面

直角座標点第IX系（原点：北緯36度0~分00秒、東

経139度5~分00秒）に基づく各座標値を示す。ま

た、各挿図における方位指示は、すべて座標北を

表す。

2 グリッドについては、北島遺跡においてこれまで

に当事業団で実施した 3度（第 1~13地点）の発

掘調査の際に設定した 9X9m方眼を、引き続き

踏襲した。

呼称は、 X・Yともにアラビア数字を用い、北

西隅の杭番砕 (91~ 101……）で代表させた。表記

はX方向＝東西方向を先に、 Y方向＝南北方向を

後に記した。

3 本書の文中・挿図・表などにおける遺構の略号は、

下記のとおりである。

s J.....•住居跡

SB…••掘立柱建物跡

SA・・・・・•柵列跡

S K•• …•土壊

SE ・・・・• •井戸跡

SD・・...溝跡

SX……性格不明遺構

4 調査時点において、複数の地点を同時に調査した

ため、これまでの発掘調査と同様に、各々の遺構

名は地点ごとに第 1号から命名した。また、同一

地点内においても、複数の箇所を同時に調査した

ため、遺構名は番号順の配列とはならなかった。

そこで、各遺構を検索する際の煩雑さを避ける

ため、整理作業の段階で、遺構番号を新たに振り

直すこととした。ナンバリングは北西から順次、

南東へ送る方式を基本とするが、一部これと異な

るものもある。

なお溝跡については、旧番号をそのまま遣構番

号とした。

5 遺構の挿図の縮尺は、住居跡・掘立柱建物跡・柵

列跡・土壊•井戸跡・ピット： 1/60、カマド： 1/

30、を原則とし、例外的なものについては、スケー

ルで示した。

6 遺物挿図の縮尺は、土師器・須恵器等： 1/4、石製

品・金属製品： 1/3を基本とするが、例外的なもの

はスケールで示した。

7 土層断面図のレベル数値は、海抜標高（m) を示

す。

8 遺物観察表は次のとおりである。

・ロ径・器高・底径はcmを単位とし、推定値は（

内に記した。

．胎土は、肉眼観察による混人物を記した。 A:赤

色粒子 B ：石英 c ：雲母 D ：黒褐色粒子

E:白色粒子 F:光沢のある黒色粒子 G:自

然釉 H:白色針状物質 I :その他

・焼成は相対的な 3段階で表すが、あくまでも主観

的なものである。

・須恵器観察の略号

ロクロ回転方向 R＝右 L＝左

底部切り離しと調整の分類

全面箆削り A 

周辺箆削り B 1く 2→a

1 :;:o: 2→b 

糸切り離し C 

9 挿図中のアミ掛けについては、以下のとおりであ

る。

言疇

図焼土

□ 粘土

□ 炭化物

□ 柱痕跡
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写真図版目次

図版 1上 北島遺跡周辺全景航空写真 中 第16号住居跡ピット 2遺物出土状況

下 北島遺跡周辺全景航空写真 下 第17号住居跡

図版2 北島遺跡周辺 図版12上 第17号住居跡遺物出土状況

（昭和22年撮影・米軍写真） 中 第17号住居跡遺物出土状況

図版3上 14地点全景 下 第17号住居跡カマド

下 14地点現況 図版13上 第19号住居跡左から右へ

図版4上 14地点東部全景（東）より 中 第21• 22 • 24 • 25 • 26号住居跡

下 14地点現況（東より） 下 第21号住居跡カマド

図版5上 第22• 23号住居跡下層縄文出土状態 図版14上 第22• 23号住居跡

中 弥生土器集中地点（112-lOlG) 中 第21（左）・ 24（奥）・ 25号住居跡全景

下 弥生土器集中地点（112-lOlG) 下 第24号住居跡カマド

図版6上 弥生土器集中区 図版15上 第27号住居跡

中 弥生土器集中地点遺物出土状況 中 第29号住居跡カマド遺物出土状況

(112~ 101G) 下 第29号住居跡遺物出土状況

下 第49• 51 • 22 • 20 • 21 • 23号土壊（弥生） 図版16上 第29号住居跡遺物出土状況

図版7上 第51号土爛断面（弥生） 中 左より第33• 30 • 31 • 32 ・住居跡

中 第13号土瑠（弥生） 下 第31号住居跡カマド

下 第13号土瑞遺物出土状況（弥生） 図版17上 第33号住居跡カマド

図版8上 第 3号住居跡全景 中 第36号住居跡

中 第4• 5号住居跡遺物出土状況 下 第38号1主居跡

下 第 5号住居跡遺物出土状況 図版18上 第39号住居跡カマド

図版9上 第 8号住居跡遺物出土状況 中 第40号住居跡

中 第 8号住居跡遺物出土状況 下 第41号住居跡

下 第11号住居跡 図版19上 第41号住居跡カマド

図版10上 第12号住居跡遺物出土状況 中 第42（奥） •43号住居跡全景

中 第15号住居跡 下 第42号住居跡北カマド

下 第15号1主居跡カマド遺物出土状況 図版20上 第42号住居跡東カマド

図版11上 第16号住居跡 中 第44• 45（奥）丹住居跡全景



下 第44号住居跡カマド 図版33上 第 1号掘建柱建物跡

図版21上 第45丹住居跡カマド 中 第2号掘建柱及也物跡

中 第46号住居跡 下 第 4号掘建柱建物跡

下 第46号住居跡カマド 図版341: 第6号掘建柱建物跡

図版22上 第46号住居跡紡錘車出土状況 中 第 7号掘建柱建物跡

中 第47（左） •48号住居跡全景 下 第8号掘建柱建物跡

下 第47号住居跡カマド 図版35上 第10号掘建柱建物跡

図版23上 第47号住居跡カマド 1遺物出土状況 中 第13号掘建柱建物跡

中 第47号住居跡カマド 2 下 第14号掘建柱建物跡

下 第48号住居跡カマド遺物出土状況 図版36上 第15号掘建柱建物跡

図版24_ト 第48号住居跡カマド 中 第16号掘建柱建物跡

中 第49号住居跡 下 第18号掘建柱建物跡

下 第49• 50（奥）号住居跡全景 図版37上 第19号掘建柱建物跡

図版25上 第49号住居跡カマド 1 中 第20号掘建柱建物跡

中 第51（右）． 52号住居跡 下 第20号掘建柱建物跡Pll

下 第53号住居跡 図版38上 第20号掘建柱建物跡P6柱材

図版26上 第54号住居跡 中 第20号掘建柱建物跡P5

中 第55（奥）． 56号住居跡 下 第21（外側）・ 22号掘建柱建物跡

下 第57号住居跡 図版39上 第24（左側）・ 25号掘建柱建物跡

図版27上 第57号住居跡東カマド 中 第26号掘建杜建物跡

中 第58号住居跡 下 第28号掘建柱建物跡

下 第59号住居跡 図版40上 第29号掘建柱建物跡

図版28上 第59号住居跡カマド 1 中 第30号掘建柱建物跡

中 第59号住居跡カマド 2 下 第31号掘建柱建物跡

下 第61号1主居跡 図版41上 第32（奥）。 33号掘建柱建物跡

図版29上 第62号住居跡 中 第36号掘建柱建物跡

中 第63（中央）． 64• 65号1打吾跡 下 第38号掘建柱建物跡

下 左より第67• 68 • 69号住居跡 図版42上 第40号掘建柱建物跡

図版30上 第67号住居跡遺物出土状況 中 第41号掘建柱建物跡

中 第67• 68 • 69丹住居跡掘り方 下 第43号掘建柱建物跡

下 第70号下層住居跡 図版43上 第52号土壊遺物出土状況

図版31上 第70号住居跡カマド 中 11小96-b内ピット

中 第70号下層住居跡カマド 下 第18号土壊完掘

下 第70号住居跡掘り方 図版44__ト 第 2号井戸跡

図版32上 第71• 72（奥）号住居跡 中 第5号井戸跡

中 調査区東北部現況 下 第5号井戸跡

下 現況第14地点から見た16地点 図版45上 第14号井戸跡



中 第10号井戸跡完掘 図版58 グリッド出土土器

下 北西部遺構群 図版59 グリッド出土土器

図版46上 第 1号溝（上層） 図版60 グリッド出土土器

中 北西端部（南より） 図版61 グリッド出土土器

下 第 1号溝 図版62 グリッド出土土器

図版47上 第 1号溝完掘 図版63 グリッド出土石器

中 第 1号溝北部遣物出土状況 図版64 グリッド出土石器

下 第 1号溝北部遺物出土状況 図版65 第 4号住居跡出土遺物

図版48上 第 1号溝北部遺物出土状況 第 5号住居跡出土遺物

中 第 1号溝遺物出土状況（八稜鏡） 図版66 第 5号住居跡出土遺物

下 第 1号溝遺物出土状況（八稜鏡） 第 8号住居跡出土遺物

図版49上 第 2号溝 図版67 第 8号住居跡出土遺物

中 第 2号溝 第11号住居跡出土遺物

下 第 2号溝北壁断面 第12号住居跡出土遺物

図版50上 第 3号溝遺物出上状況 図版68 第12号住居跡出土遺物

中 第 3与溝緑釉陶器出土状況 第13号住居跡出土遺物

下 第 7号溝（110-96G)馬歯出土状況 第15号住居跡出土遺物

図版51上 第 7号溝（110-96G)馬歯出土状況 図版69 第15号住居跡出土遺物

中 第17号溝遺物出土状況 第16号住居跡出土遺物

下 第17号溝遺物出土状況 第17号住居跡出土遺物

図版52上 第 4号井戸跡 図版70 第17号住居跡出土遺物

中 第19• 53号溝 第21号住居跡出土追物

下 第32号溝北端部 第24号住居跡出土遺物

図版53上 第35号溝 図版71 第24号住居跡出土遺物

中 第39• 40号溝 第27号住居跡出土遺物

下 第54号溝遺物出土状況 図版72 第28号住居跡出土遺物

図版54上 第54号溝遺物出土状況 第29号1打国跡出土遺物

中 調査区東半部全景 図版73 第31号1打習跡出土遺物

一~ド 調査区東半部全景 第33号住居跡出土遺物

図版55上 道路状遺構（北より） 第34号住居跡出土遺物

中 道路状遺構馬歯 第36号1打苦跡出土遺物

下 道路状遺構（西より） 第38号住居跡出土遺物

図版56上 道路状遺構馬歯 第39号住居跡出土遺物

中 道路状遺構（南より） 図版74 第39号住居跡出土遺物

下 道路状遺構土層断面 第40号住居跡出上遺物

図版57上 第 1号再葬墓出土土器 第41号住居跡出土遺物

下 グリッド出土土器 第42号住居跡出土遺物



図版75 第42号住居跡出土遺物 図版87 第 1号溝跡出土遺物

第44号住居跡出土遺物 図版88 第 1号溝跡出土遺物

第46号住居跡出土遺物 図版89 第 1号溝跡出土遺物

第47号住居跡出土遺物 図版90 第 1号溝跡出土遺物

図版76 第47号住居跡出土遺物 図版91 第 1号溝跡出土遺物

第48号住居跡出土遺物 図版92 第 1号溝跡出土遺物

第49号住居跡出土遺物 第2号溝跡出土遺物

図版77 第49号住居跡出土遺物 第3号溝跡出土遺物

第50号住居跡出土遺物 第4号溝跡出上遺物

第51号住居跡出土遺物 第5号溝跡出土遺物

図版78 第51号住居跡出土遺物 図版93 第5号溝跡出土遺物

第52号住居跡出土遣物 第 7号溝跡出土遺物

第53号住居跡出土遺物 図版94 第7号溝跡出土遺物

第54号住居跡出土遺物 第17号溝跡出土遺物

図版79 第54号住居跡出土遺物 図版95 第17号溝跡出土遺物

第55号住居跡出土遺物 図版96 第17号溝跡出土遺物

第58号住居跡出土遺物 図版97 第19号溝跡出土遺物

第59号住居跡出土遺物 図版98 第22号溝跡出土遺物

図版80 第59号住居跡出土遺物 第32号溝跡出土遺物

第61号住居跡出土遺物 第34号溝跡出土遺物

第62号住居跡出土遺物 第19号溝跡出土遺物

図版81 第63~65号住居跡出土遺物 図版99 第19号溝跡出土遺物

図版82 第63~65号住居跡出土遺物 第2号性格不明遺構出土遺物

第66号住居跡出土遺物 第 1号溝跡出土遺物

第67号住居跡出土遺物 図版100 第 1号溝跡出土遺物

第70号住居跡出土遺物 第5号井戸跡出土遺物

第61号土壊出土遺物 第46号住居跡出土遺物

第 5号井戸跡出土遺物 第59号住居跡出土遺物

図版83 第47号住居跡出土遺物 図版10U 第14地点紡錘車

第20号掘立柱建物跡出土遺物 下第15• 16地点紡錘車

第21• 22号掘立柱建物跡出土遺物 図版102上第14地点土錘

第24号撮立柱建物跡出土遺物 下第15• 16地点土錘

第 1号溝跡出土遺物 図版103上第14~16地点貝巣穴痕泥岩

図版84 第16号井戸跡出土遺物 ド第14~16地点砥石

第 1号溝跡出土遺物 図版104上第14地点鉄製品

図版85 第 1号溝跡出土遺物 下第14• 15地点鉄製品

図版86 第 1号溝跡出土遺物 図版105上第15地点全景（南より）



下第15地点現況（南より） 中第30号住居跡掘り方

図版106上第 3号溝（西より） 下第33号住屈跡

下第15地点現況 図版119上第 1号掘建柱建物跡

図版107上第 1 （左）． 2• 3 （手前）号住居跡 中第2号掘建柱建物跡

中第 2号住居跡カマド 下左より第3• 4 • 5号掘建柱建物跡

下第3号住居跡 図版120上第4号掘建柱建物跡

図版108上第3号住居跡カマド 中 第5号掘建柱建、物跡

中第4• 5 （奥）． 6 （左）号住居跡 下第6号掘建柱建勁跡

下第 7号住居跡出土状況 図版121上第7砕掘建柱建物跡

図版109上第8号住居跡 中第8号掘建柱建物跡

中第8号住居跡カマド 下第9号掘建柱建物跡と道路状遺構

下第9号住居跡 （東より）

図版llO上第10（内側）． l1号住居跡 図版122上第9号掘建柱建物跡（東より）

中第10• 11・12号住居跡 中 第9号掘建柱建物跡と道路状遺構

下第10号住居跡カマド （西より）

図版111上第13号住居跡 下第9号掘建柱建物跡と道路状遺構

中第13号住居跡カマド （西より）

下第14号住居跡 図版123上第3号溝（東より）

図版112上第14号住居跡カマド 中第3号溝土層断面

中 第15• 16（内側）号住居跡 下第3号溝堰跡か

下第15号住居跡カマド 図版12土tへ 第15号溝5区灰層

図版113上第17号住居跡遺物出土状況 中第16号溝灰層

中 第17号住居跡カマド 下第16号溝

下第18号住居跡 図版125上第16号溝5区遺物出土状況

図版114上第18号住居跡カマド 中 第16号溝灰釉出土状況

中 第19号1主居跡 下 第16号溝1区馬歯出土状況

下第19号住居跡カマド 図版126上第19号溝3区遺物出上状況

図版115上第20号住居跡検出状況 中第19号溝3区遺物出土状況

中第18（奥）・ 19• 20（中央）． 21号住居跡 下調査区全景（南東より）

下第20号住居跡カマド 図版127上道路状遺構検出状況（南より）

図版116上第22（奥）・ 23号住居跡 中第16号溝道路状遺構（南より）

中左より第25• 26 • 27号住居跡 下道路状遺構検出状況（西より）

下第28号住居跡 図版128上道路状遺構北辺（東より）

図版117上第28号住居跡カマド 中道路状遺構屈曲部分（北東より）

中 第29号住居跡 下道路状遺構路床溝断面

下第30号住居跡 図版129上道路状遺構付近遺物出土状況

図版118上第30号住居跡カマド 中道路状遺構路床溝土層断面



F 馬骨出土状況（東辺） 図版141 第16号溝跡出土遺物

図版130上 第 1号上壊 図版142 第21芳溝跡出土遺物

中 第4号土壊遺物出土状況 第9号溝跡出土遺物

下第11号土壊 第19号溝跡出土遺物

図版131上第13号土塙 第16号溝跡出土遺物

中 第17号土壊遺物出土状況 図版143 第21号溝跡出土遺物

下第2号井戸跡 グリッド 7出土遺物

図版132上ピット 114 ピット 124出土遺物

中ピット 124 グリッド

下ピット 127 表面採集

図版133 第 2号住居跡出土遺物 図版144 第15号住居跡出土遺物

第3号住居跡出土遺物 第25号住居跡出土遺物

第5号住居跡出土遺物 第21号溝跡出土遺物

第10号住居跡出土遺物 第15号溝跡出土遺物

第12号住居跡出土遺物 図版145上調査区全景（東より）

図版134 第12号住居跡出土遺物 下調査区現況（東より）

第13号住居跡出土遺物 図版146上調査区全景（南北より）

第14号住居跡出土遺物 下調査区現況（西より）

第15号住居跡出土遺物 図版147上調査区東部（右にSD35) 

図版135 第16号住居跡出土遺物 下調査区土層断面

第17号住居跡出土遺物 図版148上第1号住居跡（掘り方）

第18号住居跡出土遺物 中第2号住居跡（掘り方）

図版136 第20号住居跡出土遺物 下第3号住居跡（掘り方）

第21号住居跡出土遺物 図版149上第4号住居跡（掘り方）

第22号住居跡出土遺物 中第5 （右側）． 6号住居跡

図版137 第24号住居跡出土遺物 下第9号住居跡・第32号土壊遺物出土状況

第28号住居跡出土遺物 図版150上第9号住居跡遺物出土状況

第29号住居跡出土遺物 中第10• 11（左）号住居跡

第33号住居跡出上遺物 下第10（右）・ 11号住居跡カマドA・B遺物

第34号住居跡出土遺物 出土状況

図版138 第5号掘立柱建物跡出土遺物 図版151上第 1• 2 （手前）号掘建柱建物跡

第 9号掘宜j杉也物跡出土遺物 中第3苛掘建柱建物跡

第17号土壊出土遺物 下第5号掘建柱建物跡

第 1号井戸跡出土遺物 図版152上第6号掘建柱建物跡

図版139 第15号溝跡出土遺物 中第7号掘建柱建物跡

図版140 第15号溝跡出土遺物 下第8号掘建柱建物跡

第16号溝跡出土遺物 図版153上 第9号掘建柱見評勿跡



中第10号掘建柱建物跡 第2号井戸跡出土遺物

下第11号掘建柱建物跡 第8号井戸跡出土遺物

図版154上第12号掘建柱建物跡 第3号性格不明遺構出土遺物

中 第13号掘建柱建物跡 図版166 第10号井戸跡出土遺物

下第14号掘建柱建物跡 第 1号性格不明遺構出土遺物

図版155上第32号土爛遺物出土状況 第 1号溝跡出土遺物

中 第2号井戸跡中層遺物出土状況 第3号溝跡出土遺物

下第3号井戸跡遺物出土状況 第4号溝跡出上遺物

図版156上第5号井戸跡 図版167 第4号溝跡出土遺物

中第8号井戸跡 第5号溝跡出土遺物

下第10号井戸跡 図版168 第5号溝跡出土遺物

図版157上第11号井戸跡 第12号溝跡出土遺物

中第12号井戸跡 第13号溝跡出土遺物

下第20丹井戸跡 図版169 第14号溝跡出土遺物

図版158上第4 （左） • 5号溝 第17号溝跡出土遺物

中第5号溝(98-104G)遺物出土状況 第30号溝跡出土遺物

下第 7 （右）． 9 （左）． 30号溝 図版170 第39号溝跡出土遺物

図版159上第30• 111号溝 第66号溝跡出土遺物

中第35号溝 図版171 第66号溝跡出土遺物

下第35号溝土層断面 第70号溝跡出土遺物

図版160上第39号溝 第71号溝跡出土遺物

中第58（手前左）． 59（手前右）． 60号溝 第73号溝跡出土遺物

下第100号溝 第80号溝跡出土遺物

図版161上第30（右）・ 100号溝 第104号溝跡出土遺物

中第104号溝 図版172 第104号溝跡出土遺物

下第104号溝遺物出土状況 第110号溝跡出土遺物

図版162上第104号溝 第111号溝跡出土遺物

中 第104号溝馬骨出土状況 図版173 第113号溝跡出土遺物

下第104号溝遺物出土状況 第121号溝跡出土遺物

図版163上第109（右）． no号溝 第111~112号溝跡出土遺物

中第30• 110号溝 図版174 第111~112号溝跡出土遺物

下第111号溝 図版175 表面採集・グリッド

図版164上第111• 112（手前）号溝合流部 図版176 第104号溝跡出土幣金具

中 第111• 112号遺物出土状況 北島遺跡周辺（昭和22年撮影・米軍写真）

下第115• 124 • 125号溝 図版177 北島遺跡遠景（北より）

図版165 第9号住居跡出土遺物 北島遺跡遠景（北東より）

第 1号井戸跡出土遺物 北島遺跡から北東方向を望む



I 調査の概要

1.発掘調査に至る経過

埼玉県は、「環境優先•生活重視」、「埼玉の新しいく

にづくり」を基本理念として、豊かな彩の国づくりを

椎進するため、種々の施策を講じている。水環境の保

全・再生に関しても河川流域を一つの圏域とした総合

的な水環境の整備を進めている。

県内には利根川・荒川の 2大水系に含まれる152の

ー級河川があり、下流には広大な低地部が存在してい

る。急激な都市化に伴う雨水の流出羅の増大、河川流

域の1呆水、遊7図幾能の低下などにより、中小河川のは

ん濫や市往油也のたん水被害が頻発している。不慮の水

害から人命及び財産を守るために治水対策を進める必

要があり、熊谷市上之調節池もこうした治水事業の一

環として計画されたものである。県教育局生涯学習部

文化財保護課ではこのような施策の推進に伴う文化財

の保護について、従前より関係部局と事前協議を重ね、

調整を図ってきたところである。

北島遺跡についてはすでにスポーツ文化公園事業に

伴う発掘調査が、埋蔵文化財調査事業団によってなさ

北島遺跡

れており、周囲の状況についてある程度の見通しが得

られている。

上之調節池についても調整を重ねたが、事業の計画

変更が不可能であることから、造成地区について記録

保存の措置を講ずることとした。文化財保護課では止

むを得ず発掘調査する部分について、財団法人埼玉県

埋蔵文化財調査事業団に発掘調査を依頼した。

調査は平成 6 年度・ 7 年度•8 年度の 3 年にまたがっ

て行われた。文化財保護法にもとづき、財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団理事長から文化庁長官あてに

埋蔵文化財発掘調査届カサ是出された。それに対する指

示通知は以下の通りである。

平成6年11月28日付け教文第 2-122号

平成 7年4月18日付け教文第 2-13号

平成8年4月16日付け教文第 2-9号

（文化財保護課）
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2。発掘調査。報告書作成の経過
(1) 調査の方法

北島遺跡の発掘調査は1994（平成 6)年9月1日か

ら1996（平成8)年7月31日まで行われた。

今回の北島遺跡の発掘調査は、上之調節池建設に伴

うものである。

しかし、北島遺跡そのものについてはこれ以前に、

スポーツ文化公園建設に伴った 3度の発掘調杏が実施

されており、当事業団が発掘調査と整理作業を実施し

そこで混乱を避けるため、便宜上これまで3回の調

査を第 1次～第 3次調査、今回を第4次調査と呼称す

ることとした。

第1次～第 3次調査は、スポーツ文化公園に関わる

諸施設予定地の調査であり、調査地点は複数に及んで

しヽた。

そのため第 1次調査開始時点で、発掘調査に着手し

た順に、第 1 地点•第 2 地点。第 3 地点……と調査地

点名を付すという方針か決定された。第 3次調査まで

に調査されたのは、第 1地点～第13地点である。

今回の調査は、以前の調査と調査原因が異なるが、

遺跡名が同じで位置的にも隣接しているため、地点名

もこれまでのものに続けて付すこととした。

またグリッドの設定方法やグリッド番号について

も、過去3回調査で使用されたものから継続させ、座

標値もこれに合わせた。

即ち調査グリッドは、第 1次調査において調査地点

全域を網羅する 9X9mの方眼を設定し、これに西北

端から、東西方向・南北方向ともにアラビア数字を振

り当てたものである。

国土方眼座標による第IXl座標系に従って基準点を設

定したもので、座標値X=lS.640、Y=-38.920を基

点とする。

表記に際しては、第 1次調査時点でグリッドの北西

コーナーで交点となる数値をグリッド名とし、 X軸（東

西）方向を先行させ、 Y軸（南北）を後続させた。そ

して、今回の第 4次調査でもこれを踏襲した。

グリッド名の表記で、若干統一を欠く例も存在した

が、今回の整理事業では当初の表記法に倣うこととし

た。

これまでにおける北島遺跡の発掘調査の期間と、調

査地点は以下のとおりである。

第 1次： 1985（昭和60)年11月1日

~1987（昭和62)年6月30日まで

第1地点～第 8地点

第2次:1988（昭和63)年9月1日

~1989（平成元）年3月31日まで

第9地点～第11地点

第3次： 1989（平成元）年10月1日

~1990（平成2)年3月31Hまで

第12地点～第13地点

第4次： 1994（平成6)年9月1日

~1996（平成8)年7月31日まで

第14地点～第16地点 （今回）

(2) 発掘調査

平成6年度調査期間：平成6年9月1日～平成 7年

3月31日まで

調査面積： lO,OOOm2

平成 6年 9月1日 埼玉県教育局文化財保護課・埼

玉県熊谷土木事務所・埼玉県北部公園建設事務所およ

び財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団の四者にて、

調査の行程・＿方法などについて打ち合わせ。この際に、

第14地点から調査に入る旨決定される。

9月 調査事務所設置、器材・重機梢知、と平行して、

各調査地点にトレンチを設定し、第一次調査のための

準備を行った。

10月 重機によるトレンチ掘りを行い、第 1次調査

を開始した。排水作業のための動力工事を実施。

第1次調査と平行して、第14地点から本調査のため

の、重機による表土除去作業を開始。

11月 第一次調査を終了し、第14地点は本調査のみ

となる。
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平成 7年3月 第14地点の空中写真撮影・測鼠を実

施した。第14地点の調査と平行して、第15地点の表土

除去作業のための準備開始。

平成 7年度調査期間：平成 7年4月1日～平成8年

3月31日まで

調査面積： 18,830m' 

平成 7年4月 第15地点において、重機による表土

除去作業を開始。以後、遺構の調査を開始した。

7月 第14地点の空中写真撮影・測量を実施した。

8月 第16地点において、重機による表土除去作業

を開始。第16地点の遺構の調査を開始した。

10月 第15地点の空中写真撮影・測量を実施した。

平成 8年1月 自然科学分析のためのサンプリング

を実施した。

2月 調査事務所周辺の調査の準備に合わせ、事務

所の撤去・移設を行なう。旧事務所閲辺の表土除去作

業を実施。次いで、遺構の調査に入る。

第14• 16地点の空中写真撮影・測量を行う。

平成8年度調査期間：平成 8年4月1日～平成 8年

7月31日まで

調査面積:3,000m' 

平成8年4月 調査事務所設置、器材・重機i般入。

第14地点（旧調査事務所周辺）の表土除去作諜逹≫開始

し。その後、遺構の調査にはいる。

7月 第14地点の空中写真撮影・測量を行う。

旧調査事務所周辺の調査を終了。危険個所の埋め戻

北島遺跡

し、各器材の撤収および調資事務の撤去を行い、すべ

ての調査を終了した。

(3) 整理事業

平成 8~9年度にかけて実施された。

平成 8年度

平成8年4月 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団本部にて整理作業を開始した。

本年度は、遺物の水洗い・註記をすべて終了し、遺

物の接合復元を 8割まで終了した。接合・復元の終わっ

た遺物については、調査地点順に実測を開始した。

図面類については、原図の修正を終了し、第二原図

作に入った。そして第二原図化の終わったものから、

順次トレースを開始した。

調査中に撮影した写真の整理も行い、終了した。

平成9年度

4~10月 遣物復元を終了の後、遺物実測を終了し

た。次いで、写真撮影を行う遺物の選定して、色塗り

を行った。

遺構図面は、前年度に引き続きトレースを行い、こ

れと平行して遺物図面のトレースを行い終了した。

事実記載関係の原稿執筆を開始した。

11月～平成10年1月 遺構・遺物の版組と割付を行

い、遺物の写真撮影を実施した。そして、これらと平

行して原稿執筆を行った。印刷業者を決定。

入稿後校正作業を行い、 3月に報告書を刊行した。
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3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査平成 6年 (1994)度 主 任 長 滝芙智子

珂！ 事 長 荒井 桂 主 事 菊池 久

副 理 事 長 富田真也 専門調査員兼
関野栄

専 務 理 事 栃原嗣雄
経理課長

常 務 理事兼
主 任 江田 和美

管 理 部 長
加 藤 敏 明

主 任 幅田明美

珂！ 事 兼
小 川 良 祐 主 任 腰塚 雄 ―

調査部長
調査部

管理部
調査部副部長 高橋 夫

庶務課長 及川孝之
調査第一課長 坂野和信

主 フ旦 市 川 勇 三
主任調査員 儀 崎

主 事 長 滝 芙 智 子
主任調査員 木戸春夫

主 事 菊池 久
主任調査員 鈴木孝之

専門調査員兼
関野栄 主任調査員 山川守男経 理 課 長

主 任 江田和美 調 査 員 上野 真 由 美

主 事 幅 田 明 美

主 事 腰塚雄― (3) 発掘調査・整理事業平成 8年 (1996)度

調査部 珂！ 事 長 荒 井 桂

調査部副部長 高橋 夫 副理事長 富田真也

調査第一課長 坂野和信 専務理事 吉川國 男

主任調査員 鈴 木 孝 之 常務理事兼
稲葉文夫

管理部長
主任調査員 書上元博

事 兼理
小川良祐

主任調査員 新届雅明 調査部長

調 フ旦 員 大屋道則 管理部

庶務課長 依 田 透

(2) 発掘調査平成 7年 (1995)度 主 フ旦 西沢 信行

理 事 長 荒井 桂 主 任 長滝美智 子

副 理 事 長 富田臭也 主 事 菊池 久

専 務 理 事 吉川國男 専門調査員兼
関野栄

経理課長
常務理事兼

新 井 秀 直管理部長 主 任 江田和芙

理 事 兼
小川良祐 主 任 福田明芙

調査部長
主 任 腰塚雄―

管理部
調査部（発掘調査）

庶務課長 及川孝之
調査部副部長 高橋一夫

主 査 市川勇三
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調査第一課長 坂野和信 管理部

主 木旦 儀崎 庶務課長 依田 透

主任調査員 富田和夫 主 木旦 西沢信行

資料部（整理事業） 主 任 長滝美智子

資料部長 梅沢太久夫 主 任 腰塚雄―

主 幹 兼 谷井 彪
専門調査員兼

関野栄
資料部副部長 経理課長

専門調査員兼
今泉泰之

主 任 江田和美
資料整理第一課長

主 任 福田明美
主任調査員 鈴木孝之

主 任 菊池 久

資料部
(4) 整理事業平成 9年 (1997)度

資料部長 谷井 彪
理 事 長 荒井 桂

主 幹 兼
小久保 徹

副理事長 富田真也 資料部副部長

専務理事 塩野 博
専資料門整調理第査一員課長兼 坂野和信

常務理事兼
稲葉文夫

管理部長 主任調査員 鈴木孝之

理 事 兼
梅沢太久夫

調査部長
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II 遺跡の立地と讚境

北島遺跡は、埼玉県熊谷市大字上川上字会下後に位

置する。熊谷市は、埼玉県の北部に位置しており、県

北部地域の交通・経済等をはじめとして、さまざまな

分野について中心的役割を担って現在に至っている都

市であるといえる。

熊谷市の南には荒川が東流しており、この北側約0.

7キロメートルのところにJR高崎線の熊谷駅がある。

熊谷の市街地はこの熊谷駅を中心として形成されてお

り、今も拡大を続けている。

現在この市街地は、JR熊谷駅の北約2.5キロメー

トルの地点を通過する国道17号線の熊谷バイパス付

近にまで及んでいる。そして、この熊谷バイパスの北

側には水田地帯が広がっており、北島遺跡はこの一角

に位置しているのである。

熊谷市の大部分は荒川によって形成された扇状地上

に立地している。熊谷市北東部の、上中条・大塚・今

井一帯の妻沼低地には中条遺跡群が広がっているが、

北島遺跡はこの中条遺跡群を構成する遺跡の 1つであ

り、その南半部にあたる。

中条遺跡群周辺には荒川の旧河道と推定される痕跡

がよく残り、これらの複雑な旧河道によって形成され

た自然堤防が分布している。

北島遺跡は、こういった自然堤防のうちの 1つに立

地しているといえる。また、扇状地形の扇端部に特徴

的にみられる湧水地が、本遺跡の西側地域においても

存在しており、自然堤防地形に加えて、水利面でも自

然的好条件を兼ね備えていたと考えられるのである。

これらの好条件は、北島遺跡が比較的長期間に亘っ

て続くことになった要因の 1つと考えられるのであ

る。

しかし、この一帯は以上にみてきた地形的・自然的

環境によって、河川の氾濫は度重なるものであったと

思われ、古代の地形を推定するのはきわめて困難であ

る。

北島遺跡は、調査原因が異なるものの、これまで当

事業団による調査は 4度目となるため便宜上、第 4次

調査と仮称することとする。

第4次調査地点は、利根川の南西約4.8キロメート

ル、荒川の北東約3.3キロメートルの位置にあたり、利

根川と荒川が最も接近する地域に相当するといえよ

う。JR高崎線熊谷駅からは、北東へ約3キロメート

ルの距離にあたる。

北島遺跡は、やや断続的ではあるものの縄文時代（晩

期）から平安時代、さらに中世にかけて長期的に営ま

れた大規模な集落跡である。

近年、国道17号線熊谷バイパスや国道125号線、ス

ポーツ文化公園、 ミニ工業団地関係などの発掘調査が

行われ、周辺の地域についての立地・環境や、そこに

存在している諸遺跡についての様相が次第に明らかに

されつつある。

弥生時代の遺跡としては、弥生時代中期の環濠集落

である池上遺跡や、関東地方では最も古い段階の須和

田期の方形周溝墓か検出された小敷田遺跡などの、き

わめて重要な遺跡が所在している。これらの中核的な

集落の周辺部に形成された小規模な遺跡として、天神

遺跡・平戸遺跡、および北島遺跡第 2地点が挙げられ

る。

今回の第 4次調査では、第14~16地点から縄文晩期

末～弥生時代中期の土器力湘t出され、さらに北島遺跡

の上限がさかのぼることが明らかとなった。

弥生時代後期については、東沢遺跡・小敷田遺跡・

池守遺跡および北島遺跡第9地点が挙げられる。

古墳時代については、前期では天神遺跡・雷電遺跡・

権現山遺跡・東沢遺跡・池上遺跡・池守遺跡・小敷田

遺跡、および北島遺跡第 5• 12 • 14地点などが挙げら

れる。とくに小敷田遺跡では、機内地方や東海地方な

ど外来系の土器が多数出土しているほか、この時期の

方形周溝墓群が検出されている。また、東沢遺跡・小

敷田遺跡では、河川跡から鋤・鍬をはじめとした多量

の木製農具が出土しており注目される。
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古墳時代中期については、他の時期に較べ不明な点

が多いが、権現山遺跡・常光院東遺跡・女塚古墳南側

周辺部のほか、北島遺跡第4地点などが挙げられる。

古墳時代後期の集落については、中島遺跡・光屋敷遺

跡・北島遺跡に加えて、諏訪木遺跡が挙げられる。

集落跡のほかに、周辺では古墳も多数分布している。

北島遺跡の北側では鎧塚古墳・女塚古墳群、権現山古

墳・大塚古墳などからなる中条古墳群、南西側では肥

塚古墳群が位置している。

奈良～平安時代については、中条遺跡群では北島遺

跡のほかに天神遺跡・中島遺跡・常光院東遺跡・光屋

敷遺跡などを挙げることができるが、北島遺跡を除い

て小規模なものが多いといえる。この点から、この地

域では北島遺跡が中心的な意味を持っていたと思われ

る。また周辺では、 7憔紀末～ 8世紀初頭頃の稲の貸

付けを記した「出挙」木簡が出土したことで大きく注

目された小敷田遺跡や、整然と配された 9祉紀代の掘

立柱建物跡群の検出された池上遺跡などが所在してい

る。

またこれらの遺跡のほかに、近年確認された諏訪木

遺跡もまた、この地域の歴史を考える上で欠くことの

できない遺跡の内の 1つであると思われる。

諏訪木遺跡は北島遺跡の南約 1キロメートルに位置

する古墳時代・奈良～平安時代、さらに中近世に亘る

大規模集落であり、北島遺跡と時期的に重なる部分が

多い。とくにこの遺跡では、古墳時代から平安時代に

亘る水辺の祭祀と思われる痕跡が大溝で確認されるな

ど、注目すべき資料が多数出土している。

上にみた遺跡とはまた別に、周辺の低湿地一帯では、

中条条里・小敷田条里・南河原条里など条里制に関わ

る遺構か痕跡をとどめている。

周辺には、中世館跡が数多く確認されており、その

大半は中条遺跡群でも北方に位置している。そして、

これらの多くは中条氏関連と推定されるものである。

遺跡としては中条館跡・光屋敷遺跡・常光院東遺跡・

権現山遺跡などがあり、これらの遺跡は主として中肌

前半の館跡と思われる。

北島遺跡

また上記の遺跡の他に、北島遺跡でも第 3• 4地点

から15靴紀後半の館跡に伴うと思われる堀跡が検出

されている。北島遺跡第14地点で検出された溝の中に

は、古代から中近世までおよんでいた溝跡や、さらに

現代にまで痕跡をとどめていた溝跡も存在した。

第16地点では、時期は確定できないものの、明らか

に区画溝であると思われる遺構も検出されている。

さらに、中匪と思われる掘立柱建物跡や井戸跡など

も、第 1次から第 4次までを通じて検出されているの

である。

北島遺跡を含むこの周辺では、古代から中世まで継

続する集落跡は少なく、本遺跡はこういった点からも

周辺の遺跡とは異なっており、中心的な役割を担って

いた遺跡であるとも推定される。そしてこういった集

落は、遺構の疎・密の違い、規模の大小はあるものの

近世・近代、さらに現代にまで続いたものと推測され

る。

また見方を変えるならば、遺跡の分布が時代によっ

て一定しておらず、時代とともに推移していったとも

考えられる。これは、扇端部付近に位置する自然堤防

上という、水利面に恵まれた環境とは裏腹に、水によ

る被害にもまた近い位置にある、ということに因るの

であろうか。

実際にこの地域一帯には、旧河川の複雑な痕跡が実

に数多く残されており、河川による地理的環境への影

響の大きさを物語っている。そしてこの水による影響

は、地理的なもののみではなく、幅広い意味での住環

境へも大きく作用したと考えられるのである。そうし

てこの環境変化の中で、その時々により生活の場を移

動させていったのであろうか。

従来、自然堤防の形成が盛んであった地域では、主

にその自然堤防上に遺跡の存在を求めがちであった。

しかし、こういった自然堤防上のみではなく、その周

辺の低湿地にも遺跡が広く存在する場合が珍しくな

い、という調査例が次第に明らかとなって久しい。

中条遺跡群内における北島遺跡も、その典型的な事

例といえよう。そして北島遺跡を例に取るならば、こ
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れまで調査を行った各地点は、調査開始以前の地形は

ほとんど起伏のみられない平坦地であった。この点に

ついては、明治陸軍による迅速測図（第 3図）にも微

高地としては表現されておらず、また昭和22年撮影の

米軍写真（写真図版2)を観察してもそれらしい微地

形はみられない。

しかし、調査にあたって表土除去を行ってみると、

現地表面からは窺い知ることのできなかった微地形が

現れ、その微高地上には集落跡が存在していたのであ

る。現地表面で確認できる自然堤防上はかりではなく、

第 1図 埼玉県の地形区分

現地表面に隠れた標高の低い自然堤防上にも、大規模

な集落は存在する可能性が大きくなったことにより、

中条遺跡群の様相もまた巽なることとなる。

もちろん、この事柄は今回初めて分かったものでは

ない。第 1~3次の調査段階で毎度のように確認され

た事柄であり、今回もそれを再確認しつつ北島遺跡の

広がりを追ったに過ぎない。

今後、この周辺の発掘調査が行われる度ごとに、現

地表面だけからでは推測できない様相がさらに浮かび

上がってくるといえよう。
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北島遺跡
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第 1表周辺遺跡地名表

1 北島遺跡 (No.14~16地点） 2 北島遺跡 (No.l~13地点） 3 光屋敷遺跡

6 中条古墳群 7 女塚古墳 8 鐙塚古墳

11大塚古墳 12東沢遺跡 13肥塚古墳群

16成田氏館跡 17箱田氏館跡 18池上遺跡

4 中条氏館跡

9 中島遺跡

14河トー氏館跡

19小敷田遺跡

5権現山古墳

10天神遺跡

15熊谷市No.59遺跡

，
 



第 3図 遺跡の位置迅速測図（行田町熊谷騨）
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III 遺躊の概要

北島遺跡およびその周辺は現在、水田域に集落が点

在するという景観を呈する。この地域は、利根川と荒

川が最も接近する地点であり、利根川の南約4.0キロ

メートル、荒川の北約3.6キロメートルにあたる。この

一帯は、両河川の支流によって形成された自然堤防が

数多く分布し、これらの自然堤防上には多数の遺跡が

立地している。そのうちの 1つである北島遺跡は、位

置的・地形的にみて、荒川の支流である旧河川によって

形成された自然堤防上に立地していると考えられる。

但し、低湿地面や河川との高低差の小さな自然堤防

であるため、明治陸軍の迅速測図（第 3図）にも表現

されておらず、また昭和22年撮影の米軍写真（写貞図

版2)にもそれらしい徴地形はみられない。現在の北

島遺跡およびその周辺は平坦面に近く、地形的な起伏

は少ないが、今回の調査において表土の除去を行なっ

た結果、南東方向に開く谷地形が検出された。

そして第 1~3次の調査においても、表土除去を行

なった結果、調査開始以前にはみられなかった凹凸を

もった旧地形力叩兌出されている。往時の周辺地形は、

今以上には起伏に富んでいたといえよう。

北島遺跡の調査では、第 1~4次のいずれの場合も

水に悩まされ、雨の多い時期には、水中ポンプで24時

間排水し続ける状態であった。湧水も豊富で、降雨の

ために冠水した住居跡床面に小孔が開き、水が湧き出

しているということもしばしばであった。

水の豊富さに関して地元の農家の方に伺ったとこ

ろ、「子供の頃から排水の心配をしたことはあるが、用

水の心配はしたことかない」とのことであった。

北島遺跡の中心をなす平安時代に、住居床面から湧

水したとは思われないが、立地的にみて水は豊富で

あったと思われる。今回の調査では実に多くの溝跡が

検出されたが、これらの溝跡の多くは用水・排水とは

無縁ではなかったと思われる。

第16地点の南西端部から、第14地点にかけて南西方

向に広がる谷地形などからみて、今回調査を行った第

11 

北島遺跡

14~16地点は、概ね東西に廷びる自然堤防の南東端部

に相当するすると思われる。調査地点は、現：新星川

の河川敷のすぐ北側に位置しており、北島遺跡全体の

中で最南端部にあたる。北島遺跡をのせる東西に延び

る自然堤防の形成には、この河川の作用が大きく作用

したものといえよう。

今回の調査では、第14~16地点をとおして縄文時代

晩期～弥生時代中期の遺物が出土した。特に第14地点

においては再葬墓のほか、覆土に焼土塊や被熱した骨

片を含む土塙、さらに遺物が出土しなかったため断定

はできないが、弥生時代中期と思われる住居跡が1軒

検出された。次いで古墳時代前期の住居跡が、これも

1軒ではあるが確認されている。今回の調査区におけ

る中心は、 8祉紀から12匪紀に至る集落跡で、時期的

にはさらには中近憔まで及んでいたと考えられる。

特徴としては、住居跡が8~9世紀代を中心として

おり、掘立柱建物跡も多くはこれに伴う時期と考えら

れるに対し、溝跡は10~12世紀まで続いているものが

多いと思われ、時期的にややずれている。

第14地点では住居跡・掘立柱建物跡•井戸跡等が西

半部に集中し、この中を中性まで続くと思われる南北

方向の溝跡と、東西方向の溝跡が河川に向かって貫流

する。西半部には、谷に向かう溝跡が多数みられる。

第15地点の遺構出土状況を見ると、集落はさらに北

側と西側に広がっていると推定される。特徴となる遺

構としては、河川方向から北上し大きく屈曲して西に

向かう古代の道路状遺構がある。この屈血する箇所の

内側には大型の掘立柱建物跡があり、両者は1井存して

いた可能性が高い。また河川との関連も興味深い。

第16地点での住居跡や掘立柱建物跡は疎らで、分散

する傾向がみられる。最も特徴となるのは溝跡群で、

基本的に水路の可能性が高いが、水の流れた痕跡のな

いもの、地割り溝とみられる溝なども存在する。

さらに、谷地形に面した水場的様相を見せる箇所も

あり、水との関連の深さを伺わせている。
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第 6図 グリッド配置図
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N 検出された と選物

1.縄文晩期末～弥生時代

概要

これまでに実施された北島遺跡の発掘調査では、第

2 • 9 • 10 • 12 • 13の各地点で、弥生時代中期を主体

とする弥生土器が出土しているが、弥生時代の遺構の

有無については不明であった。

今回調査の第14地点では、弥生時代中期の再葬墓 1

基と土壊群が検出された。それぞれ、埋納土器・焼士

塊が露出したために退構の存在力浙窟認されたものであ

り、以後、確認に努めたが、他に弥生時代の遺構は検

出されなかった。

第14地点では、原則として、基準土層V層（黒褐色

土）とVI層噴褐色上）上面で遺構の確認を行った。

V層は浅い谷地形を裂う土層で、上面には塊状の F.A.

火山灰が顧著に見られた。

なお、、第14・15・16地点の調査では、遺構には伴わ

ないものの、縄文時代晩期末～弥生時代中期の土器お

よび石器が多く出土している。これらについては、「グ

リッド出土」として一括して後述することにする。

(1) 弥生時代の遺構

第 1号再葬墓（第 8図）

112-93グリッドに位置する。第40号住居跡の貼床下

で埋納土器上端力渇t出された。墓壊上半部は、第40号

住居跡か掘られた際に破壊されたと考えられる。さら

に、一部攪乱も受けているようであった。

募塙は、 V層内から掘り込まれていると考えられた

が、 V層部分での立ち上がりは不明瞭であった。 VI層

上面で確認した墓壊下部の規模・形態は、長径0.55m、

短径0.25~0.30mの不整楕円形である。

埋納土器は、甕が1個体であった。甕は、墓壊底面

に10cmほど土を敷いて埋納されたものと推定された。

なお、墓瑞内では他の出土追物は無く、また、埋納

土器内部から人骨等は検出されなかった。

出土遣物（第 8図1)

15 

北島遺跡

1は甕で、口縁部～胴部上半を欠く。胴部下半には、

半裁竹管を束ねたような工具で横位から斜位に条痕を

施す。胴部最大径付近には、 LR縄文力湘黄転がしに施

され、残存部上端付近には、文様帯を区画する沈線が

みえる。施文順位は、条痕→縄文→沈線である。内面

は、幅広のヘラ状工具でナデが施される。底面には、

木葉痕が残る。胎土は、荼褐色で粗い砂粒がめだっ。

この甕の時期については、弥生時代中期初頭～中期

前半と推定される。

弥生時代土壊群（第 8図）

108-94グリッドに位置する。第 1号再葬墓からは、

北北東に約40m離れている。 VI層上面で焼土塊の一部

が露出した状況で確認された。

土壊群は、ほぼ円形の大小の土壊6基から成り、ほ

ぱ南北に重複しながら連なる。いずれの土壊も、覆土

上層は地山VI層に近似する土であるが、下層には焼土

粒や骨片を含む。

最大の弥生SK1はほぽ円形の土壊で、規模は、直

径1.1~1.2m、深さ56cmである。狡土には、 10cm前後

の大きな焼土塊や被熱した骨片を多量に含む。土層断

面の観察では、土壊を何度も掘り返しながら、焼土塊

や骨片を合む土を投棄した状況が観察された。

骨片については、分析を行ったが、遺存状況が不良

で、動物の種類や部位などの特定はできなかった。

弥生sk1の底面付近では、壺 1点が出土している。

出土遺物（第 8図2。3• 4) 

2 • 3は、壺の頸部付近、 4は壺の胴下半部で、按

合はしないが、淡黄色で緻密な胎土が共通し同一個体

と考えられる。いずれも器面の風化・剥落が著しい。

2は、 2本の区画沈線下に撚り不明の細かい縄文が

見える。 3は、区画沈線の下に縦走羽状沈線文がくる。

4については、条痕等の施文の有無は不明である。

この壺の時期については、弥生時代中期前半と推定

される。



第 7図 縄文晩期末～弥生中期の土器分布図
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北島遺跡

第 8図 第 1号再葬墓・弥生土壊群
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州
品

第 1号再葬塞

1 暗褐色十 基準土附の V層と近似、上層の立ち上り不明確

2 黙褐色土 上器内部底面の上

3 暗褐色土 基準士層 Vl層との境は明確、若干Vl層起源の小ブロッ

クを混人

弥生SKI 

゜
2m 
1,60 

い口

弥生時代土壊群

1 灰褐色土 ］3層、 VI層との境界が不明確、地山 VI層と近似

2 暗灰褐色土 焼土粒及び微細な骨片をごくわずか混入

3 暗褐色上 焼土粒をわずかに混入

4 暗褐色七 ¢ 10 cmO)橙色の焼土粒を 30~40％混入、微細な骨片少

5 暗褐色士 微細な焼十粒、骨片をやや多

6 暗褐色十 焼土粒，骨片ごくわずか混入

7 暗赤褐色上 焼土が密に詰まっている、層の下面から 10cm位の幅で展

状に骨片が集中する

8 灰褐色十 5層内のブロック（地起源）

9 明椿色十 焼上かぎっしり詰まっている、若干骨片混入

10 黙褐色土 9屈の下に薄く屑状に炭化物の層あり、若干焼土混入

II 暗灰褐色上 ごくわずかに焼土混入、骨片混入なし

12 暗褐色土 焼上粒少、骨片ごくわずか

13 灰掲色十 1層、 VI層との境界が不明確（地山上層に近似）

＼ 
"' 

＼ 
弥生SKI

弥生SKI 
3 
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j 
実測図・底部拓影 ゜
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1 2 
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(2) グリッド出土の土器

縄文時代晩期末～弥生時代中期の土器は、 V層内や

VI層上部など明確な遺構に伴わずに検出されており、

また、他の時期の遺構覆上内からも出土している。

ここでは、その内容について述べることにする。

縄文時代晩期末～弥生時代中期の土器が、特に集中

して検出された区域は、以下のとおりである。

【第14地点】① 111-87(VI層・溝跡覆士）

② 108-94・95 (VI層；弥生土壊群周辺）

③ 112-101 (V層）

④ 108 • 109-98 (V層）

【第15地点】① 109-83• 84（住居跡覆土）

② 114-80 （溝跡覆土）

第14地点①集中区（第 9図1~5)

1~4はSD3覆土内、 5はVI層上部の出土である。

1は浅鉢の日縁部である。口縁下を 1条の沈線で区

画した下に三分岐の浮線網状文を描く。連結部以外で

は隆線部と沈線部の輻は変わらず、浮線文としての作

出は不充分である。日縁部内面には沈線1条をめぐら

す。外面には赤彩の痕跡が見られる。

2は有肩の浅鉢の日縁部である。肩部はヘラ状工具

で何度も強くナデられて、屈曲部の隆線が強調される。

屈曲部下の沈線のさらに下には、結節により断絶され

る短沈線がめぐる。隆線部は、沈線部よりも幅狭く断

面三角形状で際だっ。日縁部内面には沈線1条をめぐ

らす。外面には赤彩の痕跡か見られる。

3は鉢か。 2と同様に、降線部は、沈線部よりも輻

狭く断面三角形状である。

4は鉢の体部。 3条の平行沈線を捕いた後、最も下

の沈線を上にえぐり込んで、 2条の隆線部を密按させ

冗字状文を作出する手法が見られる。隆線部は、断而台

形状である。

5も鉢の体部。 4と同様の手法による冗字状文が施

される。外面には赤彩の痕跡が見られる。

第14地点②集中区（第9図7~11• 17、第11図33)

7~11および17は、いずれも弥生土堀群周辺のVI層

上部からの出上である。直接に接合はしないが、文様

- 18 

構成や胎上は極めて近似しており、同一個体である可

能性が高い。ここでは、代表として17について述べる。

17は深鉢である。日縁部直下から 4条の幅広の平行

沈線が施される。日縁および沈線間の隆線部は、沈線

部に比べて幅狭で断面三角形状であるため、 4条の平

行浮線としての効果を持つ。最も日縁に近い沈線は結

節を持ち、それにより上下の浮線が連結される。結節

部は、左右の沈線端部から粘土が押されて器面より若

干突出する。結節は、 8単位程度と思われる。平行沈

線の下には、斜め方向に細密条痕が施される。施文順

序は細密条腹→平行沈線である。内面には輻広のヘラ

状工具によるナデが施される。

第11図33の底部も、胎土が近似しており同一個体の

可能性がある。また、第 9図6は、出土地点がやや離

れるが、上記と同様の特徴を持つ日縁部破片である。

第14地点③集中区（第9図15・16、第10図18~24、第

11図31• 32 • 36) 

いずれも、谷地形縁辺のV層の出土である。

15 • 16は甕の日縁部か。ともに粘土帯を貼付して肥

厚された日縁部で、粘土幣下端は、ナデられた後、沈

線］条が引かれる。肥厚部には、カナムグラ囮転施文

のような痕跡も見られるが、風化のため不明確である。

18 • 19 • 21 • 22 • 24は、同一個体と推定される。頸

部～口縁部がほぱ直立し、胴部上半にやや肩を持つ甕

である。

口縁付近はわずかに肥厚しており、沈線をめぐらし

て輻 1cmほどの文様帯をつくり LR縄文を横回転に施

す。頸部は無文。胴部上端には 3条の平行沈線を施文

する。頸部と胴部上半の境には段が作出されているが、

これは平行沈線の上段の沈線の上側の縁を頸部の曲線

に合わせて削り取っているためである。

主要な文様は、この平行沈線と、幅約4cmほど間を

おいてめぐる 3条の平行沈線とに区画される。中心と

なるモチーフは、 2重の沈線による三角連繋文で、文

様幣を更に縦方向の沈線で区画した中に猫かれる。

三角形の項部は、上部の平行沈線の 2条目に接する。

三角形のド辺からは下部の平行沈線の 2条目に連結す



北島遺跡

第 9図 グリッド出土土器(I)
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グリッド出土土器(2)
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第11図 グリッド出土土器(3)
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第12図 グリッド出土土器(4)
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る縦沈線がのびてエ字文を形成する。

胴部以下は、沈線文様幣の内外を問わず、斜め方向

の細密条康が施されており、麿り消し等は明確でない。

20 • 23についても、近似する胎土を持つ。

第11図31は、甕の日縁部か。口唇部には沈線状のく

ぼみ力喝忍められる。外面にはL無節縄文が施文されて

いるが、回転方法が不規則である。

32は条痕文系の壺の胴部上半である。屈曲を持たず、

なだらかに頸部～胴部へ移行する器形と思われる。

文様は、貝殻と思われる原体で、 4条程度を単位を

として、上から、波状文・波状文・横区画文・波状文

と施文され、それ以下は横方向の条痕文を施す。器壁

は壺としては比較的薄い。

36は甕の底部である。器壁の風化力噌：しく、施文の

第13図 グリッド出土土器（5)

□¥59  

表採

北島遺跡

有無は不明である。底面には網代振が見られる。

第14地点④集中区（第11図26• 27 • 30 • 34) 

いずれも V層からの出土である。

26 • 27 • 30は甕で、同一個体と推定される。

26 • 27は日縁部破片で、緩い波状日縁と思われる。

外面には、半裁竹管を束ねたような工具で横位から斜

位に条痕を施す。 30は胴部破片である。

34は甕の底部で、外面には、半裁竹管を束ねたよう

な工具で横位から斜位に条痕を施す。底面には木葉痕

が見られる。

第14地点出土のその他の土器

第9図6が、②集中区出土の深鉢に近似した特徴を

持つことは前に述べた。 12は深鉢の日縁部で、日縁下

に幅広の沈線1条をめぐらす。 13は、日縁がほぽ直立

SD 19 

□□58 

実測図・底部拓影 ゜
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O 10cm 
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する壺か。口縁下に半裁竹管状工具による細い平行沈

線が2単位4条が施され、口唇にも細く鋭い沈線が施

される。第10図25と出土地点が近く、胎土が近似する。

25は胴部破片で、細密条痕の上から横区画・縦区画・

菱形（？）などの沈線文が施される。 14は甕の日縁部。

口縁はわずかに肥厚され、その下に 2条の平行沈線が

めぐる。日縁肥厚部には、かなり間隔をあけて短沈線

が施される。第11図28は甕の口縁部。貝殻と思われる

原体で、斜め方向の条痕が施される。 29は甕の口縁部

で、 2個 1単位の山形の突起を持つ。外面には細く浅

い沈線が3条、斜めに施文される。 35は甕の底部か。

外面には斜め方向に細密条痕が施される。底面はナデ

られており、無文である。

第15地点①集中区（第12図37~39• 42 • 45 • 4 7 • 54 • 

55 • 58) 

いずれも平安時代の住居跡である SJ 17 • 22 • 23の

覆土及び床下の出土である。

37は小型の細頸壺の口縁部。短く直立する無文のロ

縁部下に沈線1条がめぐる。赤彩の痕跡が見られる。

38 • 39は同一個体で、甕の日縁部。やや外反して開く

日縁で、外面に断面コ字状の沈線が2条施文される。

42は甕の口縁部か。日縁には輻狭の粘土帯が貼付され

複合日縁とする。粘土帯下端は調整されない。 45は壺

の頸部～胴部上端。 RL縄文力噸従回転で施された後、

沈線が施文される。 47も壺の頸部～胴部上端で、地文

はRL縄文の縦・斜め回転。 54• 55は同一個体で、い

わゆる筒形土器と思われる。細い沈線で入り組んだ文

様を描き、細かなLR縄文を充填する。 58は壺の底部

か。底面には木葉痕が残る。

- 24 

第15地点②集中区（第12図40・46・52・53、第13図57)

グリッド周辺の溝跡裂土の出土の遺物が主体であ

る。

40は甕の日縁で、外面には粗い条痕が施される。 46

は甕の胴部か。 RL縄文縦回転を地文とし、 3条の平

行沈線が施文される。 52は壺の胴部。太い沈線と LR

縄文による磨消縄文の文様を持つ。赤彩の痕跡有り。

53は壺の胴部。 RL縄文を地文とし、太く深い沈線で

文様が描かれる。

57は砲弾形の深鉢で、日縁下に断面三角形状の微隆

起線を作出する。口縁と微隆起線の間は丁寧に指押さ

えがなされる。日唇には、ヘラ状工具で強く押してキ

ザミを施す。微隆起線の下には、半裁竹管を束ねたよ

うな工具で縦方向・斜方向の条痕を施す。内面は輻広

のヘラ状工具によりナデ調整が加えられる。

第15地点出土のその他の土器

41は甕の日縁部。徴かに条痕か見える。 43は肥厚さ

れた甕の口縁で、横方向の条耕砂ゞ施される。 44も甕の

日縁で、 LR縄文が横回転に施される。 48は壺の胴部

でLR縄文を用いた麿消縄文、 49は甕の胴部で、 RL

縄文を地文とし、平行沈線の間を磨り消す。 50• 51は

沈線文のみの破片である。 56は壺の胴部で、横方向の

粗い条痕が見られる。

第16地点出土の土器（第13図59)

59は表面採集による。 59は細頸壺の頸部である。残

存部の上端には刺突列点文がめぐり、その下はRL縄

文横回転、更に鋸歯状沈線文が施文される。施文順序

は、縄文→剌突文、縄文→沈線文で、鋸歯状沈線文の

下の縄文は磨り消される。



(3) グリッド出土の石器

北島遺跡から出土している石器は、地山や1打国跡の

床面下などの出土が多くを占め、また住居跡や溝跡か

ら出土した石器も、明確に遺構にともなうものはなく、

流れ込みと考えられた。そこで出土した石器は、遺構

ごとではなく、すべてを一括してグリッド出土石器と

して報告することとした。また石器の時期については

調査区内から、縄文時代晩期から弥生時代中期の土器

が出土していることから、石器の時期も同様であると

考えられる。

石器は打製石器がはとんどを占めており、明確な磨

製石監は検出されていない。

剥片・石核（第14図1~4)

北島遺跡の14地点、 15地点からは、石材がチャート

やホルンフェルスの泉lj片や砕片が出上している。ホル

ンフェルスの剥片などは打製石斧などの製品の製作過

程で、生じたものと考えられた。しかしながらチャー

ト製の定形的な石器は、今回の調査では出土しておら

ず、剥片、砕片については、特定の石器と結びつけて

は考えられなかった。また剥片同士で接合するものも

なかった。泉ll片の中には縁辺に刃こぼれなどの、痕跡

が認められるものもあり、簡単な掻器として利用する

ため剥片事体を作り出していた、可能性も考えられた。

そこで鋭い縁辺を持ち、そこに刃こばれ状の痕跡を持

つ剥片を 3点と、それらの剥片の母岩として利用され

たと考えられるチャート製の石核を 1点、図示するこ

ととした。

lは14地点の弥生包合層より出土した縦長の剥片

で、長さ4.1cm、幅2.2cm、厚さ1.2cm、重さ10.13gで

ある。石材はチャートである。離面には主要剥離面が

大きく残るもので、右側縁には刃こぼれ状の痕跡があ

る。 2は14地点の108-98Gから出土した縦長の剥片

で、長さ4.1cm、輻2.9cm、厚さ1.4cm、重さ12.21 gで

ある。石材はチャートである。泉lj離によって鋭く剥が

れた右側縁に刃こぼれ状の痕跡がある。 3は15地点の

110-83グリッドから出土したもので、長さ4.0cm、輻4.

北島遺跡

5cm、厚さ0.8cm、重さ12.15gである。石材はチャート

である。左側縁には刃こぼれ状の痕跡がある。 1と2

は石質が似ており、同一母岩である可能性もある。

4は14地点109-98グリッドから出土した石核で、面

の一部に自然面が残るものである。長さ4.8cm、幅7.4

cm、厚さ4.1cm、重さ146.33 gで、石材はチャートであ

る。出土している条Ij片と接合はしなかった。 108-98グ

リッドからは、石質が似ているチャート製の剥片が出

土していることから、 1 ~ 3のような泉Il片を作る、剥

離作業を行っていた可能性が考えられる。

打製石斧（第15図5~10、第16図11• 12) 

8点出土している。 5~ 8は大形のもので、いわゆ

る石鍬と呼ばれる石器である。大きさ、基部の作り出

しや、刃部の形状など 9~12の他の打製石斧とは、分

離できるものだが、ここでは打製石斧として大きく分

類することとする。 5は16地点96・97-104グリッドよ

り出土した。長さ18.4cm、輻9.9cm、厚さ1.6cm、重さ

390.49 gで、石材はホルンフェルスである。薄手のも

ので、基部に自然面を残す。両面とも大きく主要剥離

面を残し、調整剖離は側縁より最小限にとどめている。

柄に当たる基部には袂りをいれており、刃つぶし状と

なっている。刃部は丸みを持っている。 6は14地点

109-96グリッドから出土した。右側半分近くを欠損す

るもので、残っている計測値は長さ24.6cm、幅9.5cm、

厚さ3.0cm、重さ867.68gで、石材は緑泥片岩である。

粗い剥離を側縁より行ったのち、調整泉lj離を基部の挟

りを中心に、最小限に行っている。刃部先端の一部を

欠損している。出土している打製石斧のなかで一番大

形のものである。 7は15地点110-81グリッドより出土

したもので、長さ20.2cm、輻11.2cm、厚さ3.8cm、重さ

852. 78 g、石材はホルンフェルスである。基部の一部

を欠損する。基部の先端に自然面を残すものである。

基部には挟りを入れて作り出しており、刃部は丸みを

おびる。 5と比べ厚手のものである。 8は14地点の第

5トレンチより出土したものである。刃部のみか残る
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第14図 グリッド出土石器（I)

え

口
1 ロニ 2 

ものであるが、全体の形状は 5~7と同様であると考

えられる。残存する長さ7.4cm、輻11.9cm、厚さ2.2cm、

重さ240.64 gで、石材はホルンフェルスである。やや

風化が進んでいる。刃部は薄く作り出されており、縁

辺は刃こぼれ状になっている。全体の形状がわかる 5

~7については、製作方法がほぼ同じで形状も似通っ

ている。

9 ~12は5~ 8に比べると、小形のものである。 9

は15地点の110-81グリッドより出土した。刃部に最大

幅があるものである。刃部は直線的である。偏平な原

石を利用したもので、第一次剥離後は側縁からの、最

小限の調整により形を作り出している。長さ13.6cm、

輻8.3cm、厚さ2.4cm、重さ335.99 gで、石材は硬砂岩

である。 10は14地点の108-96グリッドで出土したもの

で、いわゆる短冊の形をしたものである。表面に大き

く自然面を残す。裏面に残る一次剥離面には、擦れた

ような痕跡か縦方向に認められた。長さ6.6cm、輻5.8

cm、厚さ1.0cm、重さ56.35 gである。石材は砂岩であ

5cm 

る。 11、12は厚手のもので、礫器に近いものである。

11は15地点109-83グリッドより出土したもので、長さ

は10.2cm、幅は7.5cm、厚さは3.5cm、重さは264.47 g 

で、石材はホルンフェルスである。 11は一次剥離後に

二次剥離を粗く行い、調整はほとんどされてない。刃

部は破損後に、粗く剥離を行ったのみで、刃部として

使用されたかは不明である。基部の一部に自然面が残

る。 12は15地点114-83グリッドより出土したものであ

る。基部側の半分を欠損している。一次判離後には、

粗い二次剥離を行い調整はほとんどされていない。長

さ9.5cm、幅9.1cm、厚さ3.3cm、重さ342.85 gで、石

材はホルンフェルスである。

掻器（第16図13~18)

6点が出土している。石器の一辺に鋭い刃部を作り

出し使用しているものである。形状は一定ではないが、

ここではすべて掻器として一括した。それらの中には

弥生時代において特徴的な石器として知られる石包丁
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北島遺跡

第15図 グリッド出土石器(2)
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第16図 グリッド出土石器(3)
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に類似するものもあった。図示した中では、 15~18の

横長の剥片を利用したものが、それに当たる可能性も

が考えられた。特に18については、磨く作業とも考え

られる痕跡がみられ、また平面の形状も石包丁に近い

もので、磨製石包Tの製作途中であった可能性も考え

られた。それらを機能を考えずに形状のみで、石包丁

とすることもできたが、 15~17のような掻器は、縄文

時代にも存在することや、確実な時期も不明な出土状

況から、ここにおいては掻器として分類した。

13は15地点の84-114グリッドで出土したもので、右

側縁部が欠損している。形状は三角形に近いもので、

刃部は直線的で刃こぼれ状になっている。長さ7.5cm、

輻7.7cm、厚さ2.8cm、重さ168.30gで、石材はホルン

フェルスである。 14は15地点の80-113グリッドから出

土したものである。母岩から切り取った大形の剥片の

一辺を、そのまま刃部として使用しており、表面に大

きく自然面を残す。基部には調整を加え、袂りを作り

出して形を整えている。やや風化が進んでいる。刃部

は外湾するもので、平面の形状はいわゆる石匙とされ

るものである。長さ13.9cm、幅11.5cm、厚さ1.9cm、重

さ267.54gで、石材はホルンフェルスである。 15は15

地点114-83グリッドから出土したものである。欠損の

ため形は明確ではないが、横長のものと考えられる。

刃部はやや外湾するもので、刃部の調整は表面側から

のみ行い、裏面には大きく自然面が残るものである。

長さ5.6cm、幅9.2cm、厚さ2.8cmで、重さ137.19gで

ある。石材はホルンフェルスである。全体的にやや風

化が進んでいる。 16は15地点の80-113グリッドから出

土したもので、横長の泉ll片を利用している。刃部は直

線的で、調整剥離などは行われておらず、剥片の一辺

をそのまま利用している。背に当たる部分はほぼ平ら

な面を作り出して、使用している。長さ7.2cm、幅10.

1cm、厚さ3.1cm、重さ173.58 gである。石材はホルン

フェルスである。 17は15地点の80-113グリッドから出

土してものである。右半分を欠損しているが、横長の

剖片を利用しているものである。一次剥離後は、剥離

側からのみ剥離、調整を行い、裏面にはそのまま自然

北島遺跡

面が残されている。｝］部は残存部分から、やや外湾す

るものと考えられる。長さ6.6cm、輻7.1cm、厚さ1.7cm、

重さ80gで、石材はホルンフェルスで、全体的に風化

が観察される。 18は14地点の108-98グリッドから出土

したもので、右側を欠損している。一次剥離によって

母岩から比較的薄く切り離された、剥片の形をそのま

ま利用し、調整は刃部の作り出しにのみ行っている。

調整判離はすべて一次判離面側から行っており、裏面

にはそのまま自然面が残っている。表裏面ともに擦れ

た痕跡があり、磨きの作業の工程の途中であった可能

性もある。長さ8.5cm、幅5.8cm、厚さ0.7cm、重さ68.

84gである。石材は砂岩である。

磨石（第16図19• 20、第17図22)

磨石については、ひとつの石器で磨石の機能と敲石

の機能をもつ石器が多く、厳密に区別することは困難

である。北島遺跡出土のものも同様であることから、

ここでは一括して磨石として分類することとした。

19は14地点の108-96グリッドから出土したもので、

小形の偏平な磨石である。磨面は表裏面の二面と考え

られるが、方向など痕跡は明確ではない。周縁は敲打

痕が残る。長さ7.lcm、幅4.9cm、厚さ1.3cm、重さ64.

14 gである。石材は硬砂岩である。 20は15地点110-82

グリッドから出土したもので、長さ9.2cm、幅4.9cm、

厄さ1.5cm。重さ98.57gである。石材は砂岩である。

19と同様に薄手の偏平なもので、磨面は表裏面の二面

である。周縁には敲打痕が認められた。 22は14地点の

108-87グリッドから出土したものである。偏平であっ

た19、20とは異なり、棒状のものである。磨面は表裏

面と左側面の 3面を使用している。また上下の端部に

は敲打痕があり、下部は特に顕著に見られた。敲石と

して主に使われていたと考えられる。

石皿（第16図21、第17図23)

置いた状態で使用されたと考えられる比較的大形の

ものを、石皿として分類した。

21は15地点の第16号溝から出土したもので、半分を

- 29 -



第17図 グリッド出土石器(4)

9

.

 

,'’ 

¥

f

 

¥

’

9

 

.

9

,

'

’

―

 

.

'

,

'

,

9

 

I

{

I

`

 

ー
・

、

.

¥

,

、
9

,

.

,

 

9
 

.

.

 

',1

、

.

>

、

9

1

,

'

.

9

9

.

1

.

¥

.

i

,

 

.

.

.

 9

`

.

 

ヶ
'
,

.

.

 

.
 

』

¥

,

／

へ

.

．

，

り
．
，
・
｀

.

9

,

・

ベ

．

，

h

‘

'

,

l

,

9

．
し
、
：
＇
ー
｀

＇ 

l 9 9・

I 

I ̀ ‘’,  r :’9 :、1』

¥ • 9 ； げ

｀ C) 

、で‘‘

一—
,.,・' 

.. :. ~. 
9, 『9,.,

9, 

• 9.,  ¥ 9ヽ9,

\‘•. 9.9. 
\\-....,•, 

,. 9 :..  

ト今~ 、， ，` '・,.，， 
3̀ ← 

9ふ`了

j

i

 

、
r

,

,

n

'

 

一
、

・
 

/

9

 

J
 

，
 

.

,

 ／
口
~
1
1

-

9

1

1

9

 

,

9

,

 

＼

ー

"

i

'

C

9

,

'

,

'

、'
,

'

9

，イ．＇，．？

、
'

,

'

,

'

,

'

9

、9
,
9
/
9
,i

9

:

 

、

{

r

,

r

,

,

9

9

、

'

,

9

]

'

,

'

＼
ー
＇
＼
＼
ー
し
-
]
,
'
:

,

¥

¥

’

’

 

、

¥

¥

..
 

9
 

9

:

【

'

`

,

.

.

.
 

9
,
9

』
-

/
,
9
,
,
'
.
1
ー
'

’

’

9

'

,

9

'

`

`

'
,
1

ー
ー
，
＼
＼
I

・

』

、

＼
 

＾

ヤ

ヘ

ー

、

22 

へ

）

゜← ~ 

0 、~‘q’,

r
>
 

らふ

, r c ` 
r c 

9

.

、

I
.
 

9

,

ー

り

S

、

；
 

,

'

ハ

~`~·‘~ ヽ

~f

~1 

＼

，

 

l
『

へ

＇

・

じ

・

〇

し

"

▲

▼

▲

9

1

 

,

¥

‘

]

 

9

9

 

、

J

ヽ
~`

、

＇

▲
 

.̀
‘9 

バ
l

•• 
9

,

 

沢
3

弓

J

~J 

―

―

 
9-. 

心

卜

C

‘

'

-

、
9
.
 

ヽ

▲

ヽ
＼
』

-

、

、

`

r

)

‘
 

`

U

,

'

 

23 

24 

゜
10cm 

欠損するものである。長さ7.3cm、輻10.8cm、厚さ2.2

cm、重さ274.79 gで、石材は硬砂岩である。 23は14地

点の108-98グリッドから出土したものである。表裏面

の2面を麿面として使用している。長さ15.0cm、輻13.

5cm、原さ2.2cm、重さ634.81gである。石材は安山岩

である。

凹石（第17図24)

24は15地点の第114ピットから出土したもので、長

さ15.8cm、輻13.0cm、厚さ8.3cm、重さ2182.25 gで、

石材は砂岩である。側面には磨面が残る。
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2.第14地点

概要

今回調査を行った 3地点のなかで、第14地点は最も

面積の大きい調査地点である。そしてこれは第 1~16

地点全体を通してもいえる事柄である（第 5図）。

今回の調査を便宜上第4次調査と呼称するが、第 4

次調査の調査地点は、これまでの調査地点全体からみ

れば、第11地点（第 2次調査）とともに最も南東に位

置することになる。

第14地点と第15地点のすぐ南は現：新星川であり、

両地点とも河川敷に面した位置にあたる。

なお、今回の調査原因である上之調節池の建設用地

は、この新星川を挟んだ南側にまで及んでいる。

この調節池建設用地内の新星川両岸において、河川

に直行するかたちで15~20mおきにトレンチを設定

し、遺構の有無の確認調査が行われた。その結果、い

ずれのトレンチにおいても、客土や耕作土の直下は粘

土層または砂礫層であり、遺構は検出されなかった。

第4次調査地点は、東西に展開する自然堤防上に立

第18図第14地点全体図

北島遺跡第14地点

地し、その南端部に位置するといえよう。そして第14

地点は、第15地点とともに北島遺跡全体の中において

も南端部に相当する表現できよう。

第16地点南西端付近を谷頭とする谷地形が、現在集

落の広がっている方角に向かって、北西から南東に広

がっている。そのためこの周辺では、谷地形に向かう

溝跡が多数みられる。

この谷を埋めている黒褐色土（基本土層のV層•第

19図）の直上に、部分的ではあるがFA分布している。

このことから FA降下時にも浅い谷地形であり、湿地

状を呈していたと推定される。またこの湿地状の範囲

内ではほとんど遺構は検出されず、遺物も他の箇所に

較べてきわめて少なかった。

概ねこの地点は東半分が浅い谷地形であり、西半分

は平坦面であるといえる。

第14地点で検出された遺構は、 8匪紀後半から12憔

紀に亘る。この中で、住居跡は主として 8世紀後半か

ら9世紀代を中心とするのに対し、溝の大部分は 9世

’’  

!112,05 

i 

ロロI I ] 1 3 06 o x 7595m 

m 1¥|1 ；三8rn/
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紀後半から10世紀、もしくはそれ以降にまで及び、住

居跡を切り込んでいる例が多い。

検出された遺構は、弥生時代中期の再葬墓 1 基•土

瑞6、弥生時代中期と恩われる住居跡 1軒、古墳時代

前期の住居跡 1軒を始め、奈良～平安時代の住居跡72

軒、掘立柱建物跡4北東、楕列跡6基、井戸跡15基、溝

跡102条、土壇78基、ピット 358基である。

本地点の特徴の 1つに、弥生時代中期の再葬墓と土

壊群の間題がある。これらの問題についての資料はき

わめて少なく、今回の調裔で新たな知見が加わったと

いえる。この成果に関しては本報告書中の「結語1.

2」を参暗願いたい。

奈良•平安時代については、コ字形に配された掘立

柱建物群と、その内側に設けられた住居群というセッ

ト関係をもつ例が存在した。また、既期の住居跡から

出土した線刻をもつ石製紡錘車は、類例の少ない花弁

を意匠としており注目される。

これらの他に、第 1号溝で検出された土師質土器の

杯の集中出土も、本地点の特徴：の 1つとして挙げられ

る。このタイプの土器は、他の遺構でも確認されてい

るものであるが、他の遺跡における類例を探し出すこ

とはできなかった。類例の蓄積が待たれる資料といえ

る。また、その出土の仕方も一括性があり興味深い。

第19図 基本土層

24.0m 
表土（客土）

24.Om II 

I 暗灰褐色シルト
※白色パミス

II 黒褐色シルト※白色パミス

m
-
N
I
>
:
 

m 灰褐色シルト VI 

N 黒褐色シルト

※FA  

V 黒褐色シルト VI 灰褐色シルト

※部分的に縄文晩期の

土器片を混じる

（砂質度増加）

゜
1m 

23 0 m 

15地点 S D

14~16地点基本土層

I 灰白色上 耕作土、浅間 A軽石微騒、下面にMn沈着

II 灰黄褐色土 浅間 A軽石微罷、 Mn沈着

I11 褐灰色士 浅間 B軽石微量、遺構の大部分はこの層位の下

面にあたる

w 灰黄褐色土 炭化物粒子・焼七粒子微量、遺構の大部分はW

・V陪を掘り込む

v 褐灰色上 炭化物粒子・焼土粒子・粘質微最、直上に Fa

がのる

VI 褐色十＿ シルト質、 Mn沈着少

注 1 V層は、浅い谷状地形の土で、全面に存在するわけではない。 V層 上面に は 、プロ ッ ク状に F Aが

のっている。平安の遺構は、この層の上面で確認できる C (V層のないところでは VI層ヒ面）

注 2 VI層 は 、 深 さ を 増 す ご と に 砂 質 と なる。平面的には、調査区南側にゆくに従って砂質の度を増し

南端部付近では、同じ標高でも、ほぼ完全な細砂層となる。晩 期 の遺物 を 含む（ ま ばらに ） のは、

北半のシルト質の部分である。

注 3 弥牛中期の遺構は、 VI層 上 面 で 確 認できるはずであるが、極めて見つけにくい。
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(1) 住居跡

第14地点において検出された住居跡は7陣干である。

この他にも、住居跡の痕跡の可能性が考えられる例が

1 ~2存在した。

しかしこれらは、住居跡の掘り方が部分的に遺存す

るものであったり、壁面のごく一部分が断片的に遺存

していると推定されるものであって、住居跡と確定す

るには至らなかった。そのため、これらの痕跡につい

ては残念ながら住居跡としてここに掲載することを差

し控えることにした。

第 1号住居跡（第20図）

108-89グリッドに位置する。 SD4に遺構の大部分

を切られており、北壁と西壁の一部分と隅丸を呈する

北西コーナーが遺存していたにとどまる。調査し得た

範囲は南北方向が2.32m• 東西方向2.24mであり、深

さは0.43mであった。主軸方向はN-28'-Wを指すと

思われる。

第20図第 1号住居跡

ご
a
s

L

1
ー

北島遺跡第14地点

砂粒を主体とする地山を床面としており、比較的平

坦である。柱穴・周壁溝．炉および貯蔵穴などは検出

されなかった。

覆土の様相から、弥生時代中期の住居跡と推定され

る。

第 2号住居跡（第21図）

108-89グリッドに位置する。 SD1 • 82と2基の

ピットに切られる。

遺構の遺存度はきわめて悪く、部分的に床面が残っ

ていたのみであり、壁面の立ち上がりは検出されな

かった。プランは方形を呈すると思われる。調査し得

た範囲は南北3.06m・東西2.76m・深さは0.6mであ

る。主軸方向はN-1°-Eと推定される。

砂粒を主体とする地山を床面としている。

古墳剛〖前期（五領式期）の土器片が出土したが、

図化し得た遺物はなかった。

第21図第 2号住居跡

¥ SJI 
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第22図第 3号住居跡
SJ 3カマド Q| 

し）
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゜-「
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゜゜:i l 1ド心

゜ A'B B' 
*',587G tり

］＼  

I 
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。 南6m

゜
言口／□□□／／ロニ三言二：

第 3号住居跡土層

1 灰褐色土 地山灰褐色粘土を主体とする層、炭化物

粒子(¢ 0. 1~0. 3 cm)・焼土粒子(¢

0.2~1 cm)若干

゜

第 3号カマド

1 暗赤褐色土 炭化物粒子・焼土粒子若干、

しまりやや弱・粘性やや弱

2 暗褐色土 炭化物粒子・焼土粒子少、ロ

ーム粒子微量、しまり・粘性

やや弱

L~ 23.7 m 2m 

。
L= 23.6 m 1m 

第 3号住居跡（第22• 23図）

西側を排水溝に切られており、検出できた東西規模

は4.27m、主軸方向の規模は4.21m、深さはO.lmであ

る。主軸方向はN-1°-Eである。

カマド 1基が検出されており、長さ1.06m・輻0.47m・

深さ0.22mを測る。カマド内はあまり焼けておらず、

焼土や炭化物も少鼠であった。

遺存状況はきわめて悪く、部分的には遺構確認面で

床面が検出された。住居跡内に1且馴）ピットカ浙碑さ

れているが、いずれも住居跡を切っている。

出土遺物は土師器杯と須恵器杯の破片力浙出ほれ、

共に墨痕力喝忍められたが判読できなかった。

第23図 第3号住居跡出土遺物

~1 I ¥ 

゜
10cm 

第2表 第3号住居跡出土遺物観察表（第23図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1 底径 1 胎七 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

1 I須恵器杯 1. 2 I 5. s I CEH I普通I灰褐色 I底85I A 底部に墨書文字不明
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北島遺跡第 14地点

第24図 第 4 • 6 • 7号住居跡
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第 4・6・7号住居跡土層

1 暗褐色土 焼土プロック・焼土粒子多

2 暗褐色土 焼土粒子やや少、炭化物粒子

やや多

゜
L=23.Bm 2m 

S J 4カマド

叫

叫

3
 

A
-

第 4号カマド

1 暗褐色土 焼土プロック・

焼上粒子多

2 暗褐色上 焼土粒子やや少、

炭化物粒子やや多

3 暗褐色土 焼土粒子、炭化

物粒子

SJ 6カマド

I / ¥ 
／
 ー

I
,
 ー／

 ／
 

ー
／
 

／
 

第 6号カマド

1 暗褐色土 炭化物粒子微量、ローム粒子少

2 赤褐色土 焼土粒子・炭化物粒子少

3 暗赤褐色土 焼土粒子少、炭化物粒子若干

。
L= 23.7m 1m 
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第 4号住居跡（第24• 25図）

106-87グリッドに位置する。 SJ4 • 6を切る。住

居北側部分を排水溝によって切られる。 SJ7 • SD 

79との新旧関係は不明である。プランは長方形を呈す

ると思われる。規模については、東西方向は4.44mで

あるが南北方向は3.06mまでしか検出できなかった。

第25図 第4号住居跡出土遺物

口 口

深さは 8cmである。

カマドが東壁中央より南寄りに 1基検出された。全

長0.84m・焚日幅0.84mを測る。 2層は焚日～煙出し

に相当すると思われる。住居跡は灰褐色土を充壌して

床面を構築している。

図化し得た遺物は、計6点であった。

＼ ロ

□ ~6 
／ ＼ 

゜
10cm 

第3表 第 4号住居跡出土遺物観察表（第25図）

番号 器 種 日径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器坑 (13.2) 2.9 ACEFH 蒋通 明褐色 口25 器面風化口：内外面とも横ナデ体（外） ：箆削り（内）：ナデか

2 須恵器杯 11.8 3.6 6.5 ABH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 C貼床内

3 須恵器坑 2.6 6.7 BEH 良 灰褐色 底100ロクロ成形 C貼床内

4 須恵器杯 12 1 3.9 6.0 EH 良 灰褐色 口65 ロクロ成形 Ba貼床内

5 須恵器碗 3 2 7.7 EH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RBb貼床内

6 須恵器杯 1 5 6.1 BEH 良 青灰色 底100ロクロ成形 RC

第26図 第 5号住居跡出土遺物(I)

口

［二／

□ 72  

二

ロロ／： 二~=/
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ヽ
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北島遺跡第14地点

第27図 第 5号住居跡
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第 5号住居跡土層

1 黒褐色土 炭化物粒子・灰・焼土粒子多、 2次的

投棄遺物多

2 暗褐色土 焼土粒子・ロームプロック多

3 灰褐色粘質土 焼土粒子少（壁溝埋土）

4 明褐色粘質土 灰色粘質土、焼土粒子少（壁溝埋土）

5 明褐色粘質土 Dームプロック・炭化物粒子・焼土粒子少、

（人工的埋土、 上層に貼床あり）

6 灰褐色粘質土 ロームプロック多、焼土粒子・炭化物粒子少、

（上面に貼床あり）

。
L= 23,8 m 2m 

第28図 第 5号住居跡出土遺物(2)

口ロニ／ロニ／。
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~1 
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¥
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10cm 

第 4表 第 5号住居跡出土遺物観察表（第26• 28図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 士師器坑 (12. 4) 3 0 AEH 普通 明褐色 口45 器面風化口：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか

2 七師器杯 (12 2) 3 5 CEH 普通 橙褐色 口30 器面風化日：内外面とも横ナデ体（外） ：箆削り（内） ：ナデか

3 土師器杯 (13 1) (2 8) EH 普通 橙褐色 日25 器面風化日：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか

4 須恵器杯 12.6 4 2 6 0 AEH 普通 灰白色 底100ロクロ成形 RC
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5 須恵器杯 (11 2) 2.7 5.9 BEH 普通 灰褐色 底65 ロクロ成形 RC

6 須恵器杯 (12.0) 3.9 6.1 AEH 不良 灰橙色 底100ロクロ成形 RC

7 須恵器杯 12.4 4 1 5.8 BEGH 良 灰褐色 底100ロクロ成形 C 内色に自然釉

8 須恵器杯 (12.3) 3 7 6.4 BEH 良 青灰色 底100ロクロ成形 c， 須恵器杯 (11.8) 4 0 (5.4) BEH 普通 灰褐色 底45 ロクロ成形 C 外面：スス付着

10 須恵器杯 12.4 4.0 6.0 EH 普通 灰橙色 底100ロクロ成形 RC

11 土師器甕 4.0 4.1 ACEH 普通 明褐色 底95 外面：スス付着（外）：箆削り（内）：箆ナデ

12 土師器甕 (22 8) 4.7 ACEFH 普通 暗荼褐色 日30 内外面：スス付着口：内外面とも横ナデ胴（外）：箆削り

13 須恵器甕 ABEGH 良 緑灰色 （外）：平行叩き目文（内）：青海波文貼床面

第 5号住居跡（第26~28図）

106-87グリッドに位置する。 SJ4に切られる。住

居跡北側は、調査区外に続く。規模は、東西方向は4.

02mであるが、南北方向については3.04mまで調査で

きたにとどまる。このため、プランは方形か長方形で

あるかは不明である。カマドは検出されていない。も

し北カマドが存在するとすれば、主軸方向はN-0゚と

なる。

輻8~20cm・深さ10~20cmの周壁溝が巡る。床面は

3枚検出された。 1次床面は最下面で、この上面にロー

ムブロックを含む灰褐色土 (9層）を厚さ 5~15cmほ

ど充填して 2次床面を造り、さらにこの上面に明褐色

砂質土 (8層）を 5~20cmほど充填して 3次床面を構

築しているのが観察された。 1 • 3次床面は比較的平

第29図 第6号住居跡出土遺物

坦であるが、 2次床面はやや凹凸がある。

図化し得たのは土師器8、須恵器5の計13点である。

第6号住居跡（第24• 29図）

106-87グリッドに位置する。 SJ4に切られるが、

SD7との新旧関係は不明である。北側については排

水溝に切られ、さらにその北側は調査区外である。住

居跡の規模は南北3.35m・東西0.5mまで確認できた

にとどまる。深さは 8cmである。 N-90"-Eを指す。

床面はプラン確認の段階で、大部分が失われていた。

カマド 1基が、東壁に検出されている。全長0.68m・

輻0.64mを測る。カマドの覆土は、焼土粒子と炭化物

粒子が若干含まれている程度であり、内部の焼け方は

弱い。

図化し得た遺物は少なく、計3点であった。

ロニニ／ニ ¥l三

゜
10cm 

1: 4 

：／色）

0 5cm 
| l l 1 : 3 

第5表 第6号住居跡出土遺物観察表（第29図）

番号 器 種 口径器高底径

1 土師器坑 （12.6) I (2.9) I -
2 土師器甕 ー 2.2 I (4.6) 

胎土

AEH 

AEFH 

焼成色調 I残存 備 考

普通荼褐色 口15 器面風化口：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか

普通黒褐色 底35 外面スス付着（外）：箆削り（内）：箆ナデ

3 :棒状鉄製品。用途は不明である。銹化著しく、

原形を大きく失っている。両端部を欠損しており、長

さは不明。現存長4.6cm。断面形は0.5X0.5cmの方形を

呈する。

第7号住居跡（第24図）

106-87グリッドに位置する。 SJ4 • 6と重複して

いるが、新旧関係については不明である。排水溝によっ

て遺構の大部分を失っており、南壁の一部分が遺存し

ているのみである。壁面の立ち上がりは37cmである。

なお、 SBl検出時には本住居跡は確認されていない。
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北島遺跡第14地点

第30図 第 8 • 9号住居跡
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土師器杯の小破片が出土しているが、図化するには

至らなかった。

第 8号住居跡（第30• 31図）

SJ9、SD80 • 96を切り、 SB4も切っていると

思われる。確定はできないがSD95・96には切られて

いるかも知れない。プランは長方形を呈する。長径x

短径x深さは4.56X 3. 25X O. 27mである。主軸方向は

N-1 °-Eを指す。

カマド 1基力検出されている。カマドは北壁中央よ

り東寄りに設けられている。全長1.48m・焚口幅0.6m

を測る。 7層は焚日部・燃焼部、 4層は煙道部、 2層

は天井崩落土に相当すると思われる。僅かに残る袖の

第31図 第8 • 9号住居跡出土遺物

SJ 8 

□三□／

口

疇にまで炭化物が及んでおり、袖部の造り替えであ

ろうか。燃焼部・煙道部の側面は、両面とも非常によ

く焼けている。住居掘り方内に、灰色粘土ブロックを

合む黄褐色土を充壌して構築されている床面は比較的

平坦である。カマド脇の土壊は床面では確認できな

かったもので、床下土壊の可能性が考えられる。

図化し得た遺物は、計6点であった。

第 9号住居跡（第30• 31図）

106-96グリッドに位置する。 SD80を切っていると

思われる。規模は南北4.43m、東西は不明、深さは0.

27mである。主軸方向はN-1"-Eを指す。遺物の

出土は少なく、図化し得た遺物は、 1点のみであった。
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第6表 第8号住居跡出土遺物観察表（第31図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 土師質坑 12.0 3.5 5.4 ADE 不良 白橙色 日85 器面風化口：内外面とも横ナデ体～底（外）：箆削りか

2 土師質杯 (1 2. 8) 3.9 (5. 7) AEH 普通 白橙色 日30 器面風化内外面ともナデかカマド

3 須恵高台杯 3.2 6.2 ABEH 普通 灰褐色 台50 ロクロ成形底：糸切り離し後高台貼付けカマド

4 須恵高台杯 (13.9) 6.2 6.2 ACE 不良 暗橙褐色 台95 ロクロ成形底．回転糸切り離し後高台貼付け

5 土師高台杯 14 0 5 1 5.9 CEH 不良 橙褐色 台100ロクロ成形器面風化著 C後貼付高台 2次的に火を受ける

6 土師器甕 19 3 18.5 AEF 普通 橙褐色 口90 口：内外面とも横ナデ胴（外）：箆削り（内）・箆ナデ

第7表 第9号住居跡出土遺物観察表（第31図）

番号 1 器種 I 口径 1器高 1底 径 1 胎土|t尭成 1 色調 1残存 備 考

1 I須恵器杯 1.7 I (6.4) I EH I普通 橙褐色 I底25Iロクロ成形 c
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北島遺跡第14地点

第32図 第IO• 11号住居跡
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第 11号住居跡カマド

1 暗灰褐色土 炭化物粒子・焼土粒子

多

炭化物粒子・焼土プロ

ック少

炭化物粒子・焼土プロ

ック多

炭化物粒子・ロームプ

ロック・焼土粒子少
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暗灰褐色土

黒色土

暗褐色土

第 10号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土プロック・灰・炭化

物粒子多（天井部崩落土）

灰・炭化物粒子多

ローム粒子・焼土粒子含、

SJ 11埋土

ローム粒子・炭化物粒子

・焼土粒子含（掘方）
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第10号住居跡（第32図）

106・ 107-86・ 87グリッドに位置する。北カマド 1基

のみが遺存していた。 SJ11~14を切る。 SB2との

新旧関係については不明である。

遺存していた範囲内での規模は、全長1.0m・幅0.52

mを測る。カマドの主軸方向はN-1°-Eを指す。

4層はカマド掘り方、 2層は燃焼部・煙道部、 1層

は天井崩落土に相当すると思われる。燃焼部は浅く揺

鉢状に窪み、緩やかに立ち上がりながら煙道部へ続く。

カマドの焼け方は弱い。

土師器・須恵器の小破片が少量出土しているが、図

化し得る遺物はなかった。

第11号住居跡（第32• 33図）

106 • 107-86 • 87グリッドに位置する。 SJ12~14 

を切り、 SJ10・SB2に切られる。また住居跡西端

部は調査範囲外に続く。プランについては、西端部を

欠くため方形か長方形であるかは不明である。

南北方向は4.35mであるが、東西方向は3.58mまで

しか確認できなかった。深さは8cmである。主軸方向は

N-1 °-Eである。

カマド 1基力検出されている。カマドは東壁中央よ

第8表 第11号住居跡出土遺物観察表（第33図）

番号 1 器 種 1 日径 1器高 1底径 1 胎士 |t尭成 1 色調 1残存

りやや北寄りに設けられている。全長1.22m ・焚口輻

0.63mを測る。

袖部を遺存する。袖部は地山の掘り残し部分に粘土

を貼り付けたものであろうか。 3層は焚日部・燃焼部、

4層は煙出し部、 2層は天井崩落土に相当すると思わ

れる。底面カマドの焼け方は弱い。焚日部底面か僅か

に窪む程度で、燃焼部・煙道部はおおむね平坦面であ

る。煙出しの部分は比較的急勾配で立ち上がる。

カマドの南側床面には、焼土粒子を混入する炭化物

層が分布していた。

本住居跡は、 SJ12の2次床面をロームブロックと、

ローム粒子を混入する褐色上で埋め戻して床面として

いる。床面は比較的平坦である。

遺物の出土はきわめて少なく、図化し得たのは須恵

器杯 1点のみであった。

第33図 第11号住居跡出土遺物

ロニ
〇 10cm 

備 考

1 I須恵器杯 （11.9) I 3.2 I 5.0 I AEH I普通 黒灰色 I底100ロクロ成形 RC確認面

第12号住居跡（第34• 35図） ると思われる。

106・107-86・87グリッドに位置する。プランはやや

歪んだ長方形を呈する。 SJ13 • 14を切り、 SJ10・ 

11・15およびSB2に切られる。また、本住居跡の西

端部は調査範囲外に続いている。

南北方向は3.78mであるが、主軸方向は4.65mまで

しか調査できなかった。深さは0.2mである。主軸方向

はN-90°-Eである。

カマド 1基ヵ検出されている。カマドは東壁中央よ

りやや南寄りに構築されており、全長0.98m・幅0.74

mを測る。袖部は確認されなかった。焚日部をSB2

によって切られている。

3層は燃焼部、 2層は煙道部から煙出し部に相当す

煙道部～煙出し部は20゚ 程の勾配で立ち上がる。カマ

ド内部の焼け方は弱い。

本住居跡は床面が2枚検出された。

1疇面は、 SJ13床面の上面にロームブロックと

灰色粘土ブロックからなる灰褐色土を充填している。

2次床面は、ロームブロック・灰色粘土ブロック・

炭化物・焼土粒子からなる暗灰色土を充填して床面を

構築している。 1次床面はおおむね平坦であり、部分

的に貼り床面を補修していると考えられる箇所(3層）

が観察された。

図化し得た遺物は、土師器杯1・甕2、須恵器蓋4.

杯12、その他 1の、計20点であった。
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北島遺跡第 14地点

第34図 第12号住居跡
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第35図 第 12号住居跡出土遺物
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北島遺跡第14地点

第9表 第12号住居跡出土遺物観察表（第35図）

番号 器種 ロ径 在＂＂ヤ 戸白l― 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 CEH 不良 灰白色 ロクロ成形天井部：箆削り (R)貼床内

2 須恵器蓋 2.4 CEH 不良 灰白色 ロクロ成形天井部：箆削り (R)後つまみ貼付し周辺ナデ

3 須恵器蓋 (19 1) 1.4 EH 稗通 灰褐色 日15 ロクロ成形

4 須恵器蓋 17.2 3.2 2.9 CEH 普通 灰白色 100 ロクロ成形天井部：箆削り後つまみ貼付周辺ナデ墨書有

5 土師器坑 (11.8) 2.9 AEF 普通 明褐色 口45 ロ（上）：内外面横ナテロ（下）：ナデ体（外）：箆削り貼床内

6 須恵器杯 (12.1) 3 7 (6.5) EH 良 灰褐色 口50 ロクロ成形 C

7 須恵器杯 (12.5) 3 5 6.3 DEH 普通 灰褐色 底55 ロクロ成形 RC

8 須恵器杯 (11. 8) 3 0 6.0 DEH 普通 灰褐色 底50 ロクロ成形 RC貼床内壁溝， 須恵器杯 02. 7) 3 4 (5 7) EH 蒋通 灰褐色 日25 ロクロ成形 C 貼床内

10 須恵器杯 12.7 3 2 7 6 DEH 不良 灰褐色 底80 ロクロ成形 C 周辺箆削りか

11 須恵器杯 (12.0) 3.2 5 9 EH 不良 暗灰褐色 底95 ロクロ成形 RC貼休内

12 須恵器杯 1. 3 6.0 CEH 普通 暗灰褐色 底100ロクロ成形 RC掘方内

13 須恵器以 (13 3) 3.5 (7.0) DEH 将通 灰褐色 底40 ロクロ成形 C 箆記号有

14 須恵器杯 0.8 6.3 EH 普通 灰褐色 底80 ロクロ成形 C 箆記け有「メ」

15 須恵器杯 1 5 (6.8) AEH 不良 黒灰色 底70 ロクロ成形 RC貼床内

16 須恵器杯 (15. 7) 5 8 EH 良 灰白色 口30 ロクロ成形

17 須恵器杯 (12.3) 3.7 DEH 普通 灰褐／荼褐 口25 ロクロ成形貼床内

18 七師器甕 (21.1) 5 4 ADEFH 評通 荼褐色

19 土師器甕 (21.5) 8 9 ACEH 普通 荼褐色

20：砥石（淡緑色の凝灰岩製）。全面にスス付着。両

端部を欠損。砥石の 4面ともに使用しており、細かな

条線がみられるが、表面は比較的滑らか。現存長7.2

cm・輻4.0cm・厚さ3.3cm。

第13号住居跡（第36• 37図）

106 • 107-86 • 87グリッドに位置する。 SJ14を切

り、 SJ10~12 • SB 2に切られる。住居跡西端部は

調査区外に続く。プランは歪んだ長方形を呈すると考

えられる。規模は、南北方向3.87mであるが、東西方

向は4.06mまで検出できたにとどまる。深さは0.34m

である。主軸方向はN-90'-Eを指す。

カマド 1基ヵ検出されている。カマドは北壁中央よ

り東寄りに設けられている。全長1.05m・輻0.78mを

測る。

3 • 4層は焚口部・燃焼部、 2層は天井崩落土に相

当すると思われる。燃焼部は凹凸が多いが平坦面に近

く、煙道は30度程の勾配で煙出しの部分へと続く。内

面の焼け方は弱い。

住居跡のプランは歪んでおり、特に東壁で顕著であ

る。また、北壁もカマドを境にして壁面が食い違って

いる。掘り方に、焼土粒子を混入する砂質の褐色土を

充壌して、床面を構築している。

日15 器面風化日：内外面横ナデ胴（外）：箆削りか（内）：箆ナデか

日25 ロ：内外面とも横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

45 

出土した遺物は少なく、図化し得たのは土師器甕2、

須恵器蓋 1・杯2の、計5点であった。

第14号住居跡（第36• 37図）

106・ 107-86・ 87グリッドに位置する。 SJ10~13・ 

SB2に切られる。住居西端部は調査区外に続く。プ

ランは長方形を呈する。規模は南北方向は3.38mであ

るが、東西方向は3.57mまで調査できたにとどまる。

深さは主軸方向はN-1°-Wである。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央よ

り南寄りに設けられている。全長1.37m・輻0.47mを

測る。

7層は焚口部・燃焼部、 6層は煙道部・煙出し部に

相当すると思われる。燃焼部は浅く窪むが比較的凹凸

が多い。内部の焼け方は弱い。

このカマドの北約 lmの位置に、東西約 lm・ 南北

約0.7mの土塙状のプランが検出された。覆土は灰褐

色帖土ブロック・焼土粒子・炭化物粒子を含む暗灰色

土であり、検出状況からみて旧カマドを埋め戻した可

能性が考えられる。

輻10~20• 深さ 10c而呈の周壁溝が巡る。

図化し得た遺物は土師器杯2、須恵器lの計3点で

ある。



第36図第13• 14号住居跡
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第 13• 14号住居跡土層

1 灰褐色土 ロームプロック・灰色粘土プロック若干

2 褐色土 砂質土、焼土粒子多

3 灰褐色土 ロームプロック・粘土プロック多 ゜
La23.Bm 2m 

SJ 13カマド S J 14カマド

SJ11 / ]  L 屈

SJ 13 

□ 2 
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第 13• 14号住居跡カマド

1 灰褐色土 焼土粒子若干

2 暗褐色土 焼土粒子多、天井部崩落上

3 暗褐色土 灰層、焼土粒子少、灰・炭化物粒子少

4 黒色土 灰層、灰・炭化物粒子多

5 赤褐色土 被熱により赤色化・硬化した粘土層

6 暗赤褐色土 焼土粒子多、炭化物粒子若干、しまり

強・粘性やや弱

7 黒色土 灰層

S) IIカマド

゜
L=23.7m 1 m 
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北島遺跡第14地点

第37図 第13• 14号住居跡出土遺物
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第10表 第 13号住居跡出土遺物観察表（第37図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 17.7 1. 7 EH 普通 灰褐色 日25 ロクロ成形

2 須恵器杯 (12.3) 4 0 6.0 BEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC

3 須恵器杯 (13.0) 4.2 6.4 BEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 Bb壁溝

4 土師器甕 4.3 4.1 ACH 普通 荼褐色 底75 外：箆削り内：箆ナデ

5 土師器甕 (22.2) 5.7 ACEFH 普通 荼褐色 口15 日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内） ：箆ナデか

第11表
l 

番号

第14号住居跡出土遺物観察表（第37図）
l 

胎器種 ロ径 I器高I底径 土 焼成 色 調 残存 備 考

1

2

3

 

土師器杯

土師器杯

須恵器杯

(11.7)1(3.2) 

(12.0) I (3.2) 
- I 0.8 6.0 

AEH 

AEH 

BEH 

普通

普通

普通

荼褐色

荼褐色

灰褐色

日15

口15

底70

器面風化口：内外面横ナデ体（内・外） ：ナテか・箆削り壁溝

口：内外面とも横ナデ体（内・外）：ナデ・箆削り

ロクロ成形 RC
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第38図 第 15号住居跡
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第 15号住居跡ピット

1 暗褐色土

2 暗黄褐色土

3 暗褐色土

6
 

B
_
 

B' 

第 15号住居跡土層

1 暗褐色土 褐色砂質土多、炭化物粒子少

2 褐色土 炭化物粒子少

3 黒色土 炭化物主体層、焼土プロック・焼土粒子少

4 褐色土 炭化物粒子・焼土粒子少、黄褐色粘質土多

5 暗褐色土 炭化物・ロームプロックやや多

6 黒色土 炭化物層

7 暗褐色土 2次床面貼床

。
L~23.8m 2m 

S J 15カマド

◎ 
I 0 

第 15号住居跡カマド

1 褐色土 焼土プロック多（天井部崩落）

2 暗褐色土 焼土少、ローム粒子少（流入土か）

3 黒色土 灰・炭化物多、焼土少

゜
L=23.Bm 1m 
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北島遺跡第14地点

第39図 第15号住居跡出土遺物
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゜
1 ~ 9 10cm 

I 4 

口
第15号住居跡（第38• 39図）

107-87グリッドに位置する。 SJ11・12・16を切り、

SJ 17に切られる。プランは方形を呈する。長径x短

径x深さは3.69X3.26X O. 20mである。主軸方向はN

-4 ° Eである。

カマド 1基力咽ミ出されている。カマドは北壁のほぼ

中央に設けられている。全長1.07m・焚口幅0.59mを

測る。柚部は検出されなかった。

3層は焚き日部・燃焼部、 1層は天井崩落土、そし

て2層は混入土に相当すると思われる。カマドの焼け

方は弱い。

本住居跡は、 SJ16の2次床面の上位に、

ロックを多く含んだ暗褐色土を10cm前後の厚さに充

壌して、床面を構築している。

床面直上には、炭化物を主体としで焼土ブロックや

焼土粒子を混人する土層が、

布していた。

ロームブ

2~10cm前後の厚さで分

また、床面項上に小範囲ではあるが、敷物状の痕跡

をとどめた炭化物力屯団iされている。

本住居跡はSJ16を拡輻したものであろうか。

図化し得た遺物は、土師器 1、須恵器8、石製品 2

の計11点であった。
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第40図 第16号住居跡
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第 16号住居跡土層

1 暗褐色土 下層面に黒色灰層が一面に堆積する

(SJ 16一次床面）

暗灰色土 ロームプロック多、人為的埋め戻し

(SJ 16二次床面）

暗褐色土 灰色粘質土（壁溝埋土）3
 

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黄褐色土

黄褐色土

黒色土

黄褐色土

黒色土

s
 
l
 

rs 

第 16号住居跡カマド

1 暗灰色土 粘質土、ロームプロック多、人為的に埋め戻して黒色

灰色土を堆積する (SJ 16二次床面）

ロームプロック・炭化物少 (SJ 16天井部崩落土）

ローム・焼土ブロックやや多 (SJ 16天井部崩落土）

灰階、灰・炭化物粒子極めて多、焼土粒子少

砂質強、天井部構築土か

貼床、カマド 2次床面

灰層、黄褐色土若干、炭化物粒子・焼土粒子少

灰少

灰・焼土粒子少

゜
L= 23、7m 1m 
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北島遺跡第14地点

第12表 第15号住居跡出土遺物観察表（第39図）

番号 器種 ロ径 "'"9" ,・ •rも口―J 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (11. 7) (3.2) EH 良 灰褐色 1]35 ロクロ成形カマド

2 須恵器杯 (11 8) 3.3 (6.2) CDEFH 不良 灰白色 底35 器面風化ロクロ成形 C

3 須恵器杯 1 3 6.4 AEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 Ba

4 須恵器杯 12.3 3 5 6.9 EH 普通 灰褐色 完形 ロクロ成形 RC

5 須恵器杯 12.7 3 5 5 9 EH 普通 灰褐色 95 ロクロ成形 C （箆か）記号有

6 須恵器杯 0.7 (6 9) CEH 普通 灰褐色 底45 ロクロ成形 Ba

7 須恵高台碗 (18 2) 8 5 10. 5 EH 普通 暗灰青色 台90 ロクロ成形 RC後高台貼付佐波理模様

8 t師器甕 (19.8) 3 3 ACEH 不良 暗橙褐色 日15 日：内外面とも横ナデ器面風化カマド確認面， 須恵器甕 EGH 良 暗灰褐色 外：平行叩き目文内：青海波文

10：紡錘車（凝灰岩製）。ほほ完形。表面にスス付着。

上径3.0cm・下径4.2cm・厚さ2.3cm、重さ54.lg。

第41図 第16号住居跡出土遺物

□ 

ロニロ

ロニロ

第16号住居跡（第40• 41図）

107-87グリッドに位置する。 SJ15に切られる。プ

ランは長方形を呈する。長径x短径は3.32X2.75m、

壁面での深さは18cm、カマドでの最深部では40cmを測

る。主軸方向はN-91°-Eである。カマド 1基か検出

されている。カマドは東壁中央より、僅かに南よりに

設けられている。全長1.19m・焚日幅0.62mを測る。

使用面は 2枚確喩忍された。

□ 

｀ 
/ I I ¥ 7 

，_今'ふ'

1次カマドは 6~9層で、

焚き口部・燃焼部に相当すると思われる。灰層はきわ

11：砥氏石（凝灰岩製）。両端部を欠損する。

使用しており、細かな条線がみられる。

こ

□□--〈8

＼ 

口

又

めて厚い。

～煙出し部、

や屈曲しているのは、

いているのは、

た。

4面とも

（ロ
こ］エニ 11

012  

゜
1 ~10 10cm 

1: 4 

゜
11 ・12

10 

2次カマドは、 1次カマドの灰層の上に黄

褐色土を貼って床面としている (5層）。

1 • 2層は天井崩落土、

築土に相当する思われる。

↑0cm 
1. 3 

4層は焚日部

3層はカマド構

5層の北端部で、煙道がや

2次カマド構築際にさらに煙道

を長くした痕跡であろうか。袖の下面にまで灰層力悧し

1次カマドの灰層の上に構築したため

と考えられる。床面もカマドに対応して 2面検出され

1次床面は、掘り方内に地山ブロックを含む明褐
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第13表 第16号住居跡出土遺物観察表（第41図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 土師器杯 11. 9 3.9 AEFH 普通 荼褐色

2 土師器杯 12 8 3.7 7 1 CEH 普通 灰白色

3 須恵器杯 12.3 3 8 6 9 ADEH 普通 暗灰褐色

4 須恵器杯 (12.3) 3 3 7.2 DE 普通 灰褐色

5 須恵器杯 11.6 3.7 7.4 CEH 不良 灰白色

6 須恵器杯 11 6 3.7 6 8 AEH 普通 灰褐色

7 須恵器杯 2.4 6 8 AEH 普通 橙褐色

8 土師器甕 (12.8) 4.2 ACEFH 普通 荼褐色， 上師器杯 4.6 AEFH 普通 明褐色

10 土師器甕 7.3 4 0 AEFH 普通 茶褐色

色土を充填して床面を造っている。 2次床面は、 1次

床面上にロームブロックを多く合む暗褐色土による貼

り床で、表面は硬化している。

図化し得た遺物は、計12点であった。

11:紡錘車。ほほ完形であるが、表面は荒れている。

側面に線刻の痕跡か。上径3.9cm・孔径0.9cm・重さ66

g。凝灰岩製。貼り床内出土。

第42図 第17号住居跡出土遺物

三 1 ロニロニ2
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゜
1 ~13 

残存 備 考

完形 器面風化ロ・体：内外面横ナデ・ナデ底（外）：箆削りカマド

底95 ロクロ成形 RBb 1次貼床内

底100ロクロ成形 Bb 1次休

底50 ロクロ成形 RBb貼床内

底90 器面風化著ロクロ成形 Bb 1次床

底100ロクロ成形 RBb 1次貼床内

底45 ロクロ成形 RBb貼床内

口45 外面スス付着口：内外面横ナデ胴：内外箆削り・ナデ貼床内

底100外：箆削り内：箆ナデ貼床内

底100外：箆削り内：箆ナデ 1次貼床内

12:土錘。荼褐色。焼成：普。 ABE。重さllg。

第17号住居跡（第42• 43図）

107 • 108-86 • 87グリッドに位慨する。 SJ 15 • 16 

を切り、 2基のピットに切られる。住居跡南部はトレ

ンチによって失われている。プランはやや隅丸の方形

を呈する。長径X短径x深さは3.49X2.79X0.18mで

ある。主軸方向はN-1°-Eである。カマド 1基が検
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北島遺跡第14地点

第43図第17号住居跡
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゜
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第 17号住居跡カマド

1 黒褐色土 灰層、炭化物粒子・灰多

2 褐色土 ロームプロック・炭化物粒子

・焼土粒子少、掘方か

3 黒色土 灰層、しまり弱・粘性強

第 17号住居跡ピット土層

1 暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子やや多、

掘方か

゜
L= 23、7m 1m 

出されている。カマドは北壁中央に設けられている。

全長0.70m・焚日幅0.48mを測る。僅かに柚の部分が

遺存していた。 3層は焚日部に相当すると思われる。

この使用面 (3層）を埋め戻し (2層）、新たに使用

面(1層）としていると思われる。どちらの使用面も

焼け方は弱く、僅かに焼土や炭化物がみられる程度で

あった。図示してある床面まで掘り下げていく過程で、

黄褐色粘土粒子を少量含む、ごく薄い土層を確認した。

確証を得るには至らなかったが、貼り床面の可能性が

考えられる。カマドの使用面が2面あるのと関連する

のであろうか。

図化し得た遺物は、総計14点であった。
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第14表 第17号住居跡出土遺物観察表（第42図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 2.7 1 9 EH 一普通 灰臼色 摘95 ロクロ成形

2 上師器杯 11.4 3.3 ACEFH 普通 荼褐色 口55 ロ：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）ナデ

3 土師器杯 (12 8) (3.2) ADE 普通 荼褐色 ロ20 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか

4 土師器坑 (12 0) 3 3 ACEFH 普通 荼褐色 底70 日：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

5 土師器杯 m.1) 3.4 ABDEFH 蒋通 荼褐色 口35 口：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

6 土師器杯 (12 0) 2.8 ACDEF 普通 明褐色 ロ20 器面風化口：内外面横ナテ体（外）：箆削りか（内）：ナデか

7 t師器杯 (12 0) 3 5 DEFH 普通 暗荼褐色 口45 日：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

8 須恵器杯 2.2 (8.0) EH 普通 灰白色 底15 ロクロ成形 Bb カマド， 須恵器杯 11.8 3.4 CEH 曹通 灰褐色 口95 ロクロ成形 Ba
10 須恵器杯 0 7 6.7 DEH 蒋通 灰褐色 底85 ロクロ成形 Bb
11 須恵器杯 11.8 3 5 6.3 AEH 普通 暗灰褐色 底100ロクロ成形 RC
12 土師台付甕 4.4 10.2 ACEFH 普通 暗荼褐色 台65 器面風化脚台部：内外面とも横ナデ

13 土師器甕 AEH 普通 黒灰色 外：平行叩き目文内：青海波文

14:鉄製小刀。銹化著しく小破片化しており、復元

実測である。切先付近と茎部に木質付着。平棟造り、

第44図第18• 19号住居跡
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第 19号住居跡土層

1 黒褐色土 黒褐色土・ロームプロック(¢ 1 cm)多量の混合土、焼

土粒子少

片関造りか。現存長19.3cm・推定刃長17.6cm・刀身棟幅

0.2~0.3cm•最大刃幅1.2cm・茎輻0.7cm・茎厚0.3c皿

S J 18カマトゞ
尭

I
 

ー
し
、

三

第 18号住居跡カマド

1 暗赤褐色土 カマド燃焼部底面、焼土

粒子・焼土ブロック(¢ 1 

cm)多、炭化物多

。
L~2 3 7m 2m 

。
L~23.7m 1m 
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第18号住居跡（第44図）

105-91グリッドに位置する。 SJ19・20を切る。発

掘調査時に設けた排水溝に切られる。

カマド 1基のみの遺存である。本カマドと、 SJ19・

20との位置関係からみて、 a:これらの住居跡に伴う

とは考えられないこと、 b:本カマド底面がSJ19の

床面を切っていることなどから、これらとは別個の住

居跡に伴うカマドであると判断した。その場合は北カ

マドになると推定される。

カマドは煙出し部分が失われている。現存長は0.74

m・現存輻は0.46m・深さは 5cmを測る。

遺存状況のみから見る限り、主軸方向はN-1°-E

となる。

遺物は出土しなかった。

第19号住居跡（第44図）

105 • 106-91グリッドに位置する。 SJ20 • S BlO 

を切り、 SJ18と排水溝に切られる。プランは全体的

に大きく歪んだ隅丸長方形を呈する。

プランが大きく歪んでいるのは、別の住居跡のプラ

ンの痕跡の可能性が考えられるが、カマドとの位置関

係からみてSJ18の可能性は低い。 SJ20、あるいは

ここには痕跡をとどめていない全く別の住居跡のプラ

ンであろうか。

プランの歪みが大きいため規模が確定は困難であ

る。検出段階における、南北方向の最長部分は2.83m・

東西輻の最大部は1.29mを測る。

遺構の遺存状況はきわめて悪く、プラン確認の段階

で、床面もしくは掘り方が現れてしまっていた。本住

居跡の南西コーナー周辺は遺存状況が最も悪く、壁面

は残っていなかった。

カマドは検出されていない。住居跡の西壁の北半分、

または北辺に存在していたとしても、すでに失われて

しまった可能性が高い。

残されていたプランからみる主軸方向は、 N-1° 

-Eである。

周辺の地山は砂流を主体とする暗黄褐色土であり、

乾燥するとヒビ割れる土質である。

北島遺跡第14地点

本住居跡の掘り方はややドーナツ状を呈するもの

で、比較的凹凸が多い。掘り方の深さは浅い部分で5

cm前後、深いところ15cm前後である。

掘り方内に、径1emf呈のロームブロックと黒色土の

混合土を充填して床面を造っている。

本住居跡はSJ20と重複しているが、 SJ19 • 20は

ほぼ同様の掘り方をもっており、土質も非常に近い。

そのため、平面観察からも土層断面観察からも、 S

J 19 • 20の掘り方を分離することはできなかった。そ

こで断面図上にも、 SJ20を切っているはずである本

1主居跡の掘り方の立ち上がりを図示することができな

かった。

遺物は出土しなかった。

第20号住居跡（第45図）

105-91グリッドに位置する。 SJ18・19および調査

時に掘削した排水溝に切られる。プランは隅丸方形を

呈すると思われる。

S J 18 • 19と同様に住居跡の遺存度はきわめて悪

く、遺構確認面のレベルで床面、ないしは掘り方が現

れている状況であった。

北西コーナー付近は、遺構の時点ですでに失われて

いた。

規模は、東西方向が3.46mであったが、南北は方向

は2.41mまでしか残されていなかった。

カマドは検出されていない。東壁には確認されず、

北壁はプランと床面がすでに失われていることから、

カマドをもっていたとすれば北カマドであった可能性

が高い。北カマドの場合、主軸方向はN-8°-Eを指

すことになる。

掘り方をもつ。掘り方は比較的凹凸が多く、深さは

浅い部分で 8cm程、深い部分で20c而茎である。

掘り方内に、径 le頑呈のロームブロックと、黒色土

の混合土を充壌して床面を造っている。

SJ 19 • 20は重複しているものの、掘り方の土質は

似ており、両住居跡の掘り方を分層することはできな

かった。

遺物は出土しなかった。
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第45図第20号住居跡
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第 20号住居跡土層

1 黒褐色土 黒褐色土・ロームブロック(¢ 1 cm) 

混合土、焼土粒子少 ゜
L二 23.7m 

第21号住居跡（第46~48図）

106 • 107-92 • 93グリッドに位置する。 SJ22を切

り、 SJ24および発揺調査時に掘削した排水溝に切ら

れている。

プランは隅丸長方形を呈する。長径x短径X深さは

4.26X 3.45X 0.17mである。主軸方向はN-92°-E

である。

カマド 2基力検出されている。カマド（1）は東壁中央

よりやや南寄りに設けられている。全長1.71m ・輻0.

52mを測る。 6層はカマド掘り方、 4 • 5層は焚き日

部、 5層は燃焼部から煙り出し部に相当すると思われ

る。掘り方には径3~5c碕呈の地山ブロックと暗褐色

土との混合土を充填している。

焚き口部は僅かに窪む程度であるが、燃焼部はやや

平坦な揺鉢状を呈し、煙道部で一旦ピット状に窪んだ

後、急勾配で煙り出し部分へ向かう。

カマド(1)は遺構確認の段階で検出されたのに対し、

カマド (2)は本住居跡の床面下から検出された。

この点から、両カマドは併存してい

たのではなく、初めに設けた北カマド

であるカマド(2)を廃棄して、カマド(1)

を東カマドとして新たに構築したも

のと推定される。カマド内面の焼け方

は弱しヽ。

カマド(2)は、北壁中央より東寄りに

設けられている。当初、床面精査の段

階では検出されておらず、掘り方精査

の時点でi餌忍された。従って、初めに

北カマドとして設置されたのち廃棄

され、カマド(1)が東カマドとして設け

られたと考えられる。

現存長1.38m・幅0.56mを測る。

2 • 4層は焚日部・燃焼部・煙出し部

に相当すると思われる。燃焼部は揺鉢

状を星してやや窪み、長く平坦な煙道

部へと続く。

確認面から燃焼部の最深部までは

16cm、煙道部の最深部までは10cmと、ごく浅い。カマ

ド内部の焼け方は弱い。

2m 

東壁部で一部分途切れるが、 ドーナツ状の掘り方を

もち、その他の部分は砂浪立主体の地山を床面としてい

る。

掘り方の底面は比較的平坦で、そこに地山粒子を含

む暗褐色土を充埴して床面を造っている。

南東コーナ一部分に、長径x短径X深さが45X45X

10cmのピット状の遺構力確認された。覆土には焼土粒

子や灰が認められた。灰ピットもしくは貯蔵穴であろ

うか。

出土した遺物は、今回の発掘調査で検出した住居跡

の内では、比較的多い部類にはいるが、遺物の遺存率

は低い。

実測し得た遺物は、土師器杯5・甕3、須恵器蓋 1.

杯 2のほか、土錘 1の、計12点であった。

2 • 9 • 11はカマド内からの出土である。
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北島遺跡第 14地点

第46図 第21 • 22号住居跡
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第 21• 22号住居跡土層

1 暗褐色上 ローム粒子多、炭化物粒子少

2 暗褐色土 暗灰褐色粘土少、木根か

3 暗褐色土 灰褐色粘土多（掘方）

4 褐色土 カーボン多・焼土粒子少（掘方）

5 灰色粘土 地山主体、焼土粒子 (¢0.3cm)

・炭化物粒子 (¢0.3cm)多

6 暗黄褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 暗褐色土

10 暗褐色土

11 暗褐色土

12 暗褐色土

S J 26掘方

粘質シルト

S J 26壁溝

SJ 26掘方

焼土少

地山層

焼土粒子貯蔵穴

S J 22カマド

--
排

水

溝

゜
L=23.6m 2m 

第 22号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.2cm)多、焼土少、天井部か

2 黒褐色土 炭化物粒子・焼土粒子 (¢0.Scm)・焼土プロ

ック(¢ 0. 1~0. 2 cm)多

3 暗褐色土 ローム粒子・ロームプロック(¢ 0. 1~0.2 

cm)多、焼土粒子・炭化物粒子少、硬質、燃焼部掘方

埋め土

4 暗褐色土 灰褐色粘土少、ローム粒子 (¢0.Scm)多、硬質、燃

焼部掘方埋め土

言 一
。

L = 23.6 m 1m 
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第47図第21号住居跡カマド(I)・ (2) 

SJ 21カマド(I)

叫
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／魯
冷

SJ 22 

SJ 21カマド(2)
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o| 

A
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A' B
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三
゜

L = 23.6 m 1m 

第 21号住居跡カマド (1)

1 暗黄褐色土 粘土プロック多（天井崩落土）

2 赤褐色土 焼土プロック・焼土粒子多

3 黒色土 灰層

4 暗褐色土 ローム粒子・カーポン若干

5 赤褐色土 焼土プロック・カーボン多

6 暗黄褐色土掘方

第 21号住居跡カマド (2)

1 暗灰褐色土 シルト質、焼土粒子・炭化物粒子・灰多

2 褐色土 シルト質、焼土粒子多・炭化物粒子少

3 暗褐色土 シルト質、焼土粒子・炭化物粒子少

4 灰褐色土 シルト質、焼土粒子・炭化物粒子少

第48図 第21号住居跡出土遺物

三 1 □ j2 ロニ-::::::;;3

三 -::}5□□／ ＼ 

ロニc_:::]4

＼ ←一ーク
I ¥ 8 

↑

]

 □
 

□
 

了--――--
：ーロ 10 

＼ □,2 

゜
1 ~11 10cm 

1:4 
0 12 5cm 
1 ,  1 1 : 3 

―- 58 -



北島遺跡第14地点

第15表 第21号住居跡出土遺物観察表（第48図）

番号 器種 [I 径 器高 底 径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 11 9 2.8 摘 2.1 CEH 良 灰褐色 日75 ロクロ成形犬井部．箆削り (R)端部：横ナデ覆土

2 土師器杯 (12 2) 3.6 CEFH 普通 荼褐色 口15 器面風化口：内外面横ナデ体：内外ナデか・箆削りカマドー式

3 上師器杯 (12. 7) 2.9 AEH 普通 橙褐色 体60 器面風化口：内外面横ナデ体：内外ナデか・箆削り覆上

4 土師器恥 (12.6) 3.0 ADEH 曹通 橙褐色 日25 器面風化日：内外面横ナデ体：内外ナデか・箆削り覆土

5 土師器杯 (13. 7) 2.6 AEFH 普通 荼褐色 口25 口：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ覆土

6 土師器杯 (14. 7) (4.1) ACEFH 普通 荼褐色 口20 ロ（上）：内外面横ナデロ（ド）～体（外）：箆削り（内）：ナテ覆上

7 須恵器杯 2 4 6.7 CFH 不良 暗灰褐色 器面風化著しいロクロ成形か C 覆土

8 須恵器杯 1 0 6.1 EH 普通 灰白色 底100ロクロ成形 RC覆士， 土師器甕 (23.4) 13.4 ACDEH 普通 橙褐色 日25 風化日．内外面横ナデ胴：内外箆ナデ・削りカマド覆上

10 七師器甕 (25. 7) 6 5 ACEH 普•通 荼褐色 ロ20 器面風化 II：内外面横ナデ体：内外箆ナデ°箆削り覆t

11 土師器甕 2 8 5.1 ACEH 普通 橙褐色 底55 胴（外）：箆削り（内）：箆ナデカマドー括

12:土錘。完形。黒灰色。焼成：普通。胎土： AEH。

表面は荒れており、ザラザラしている。法最は長さ5.

9cm•最大径2.5cm・孔径0.6cm、重さ 34.0 gを測る。掘

り方内からの出土である。

第22号住居跡（第46• 49図）

106-92・ 93グリッドに位置する。 SJ23を切り、 S

J 21および排水溝に切られる。プランはやや歪んだ隅

丸長方形を呈する。長径x短径x深さは5.01X2.75X

0.04mである。主軸方向はN-8°-Eである。

カマド 1基力検出されている。カマドは北壁中央よ

りやや西寄りに設けられている。全長1.02m・輻0.62

mを測る。 3• 4層はカマド掘り方か。 2層は燃焼部・

煙道部に、そして 1層は天井部崩落上に相当すると思

われる。カマド内部の焼け方は弱い。

本住居跡は短辺（南北方向）と長辺（東西方向）と

の比率が大きいの力叫甜敗の 1つといえよう。

本住居跡の遺存度はきわめて悪く、遺構確認面とは

とんど同じレベルで、床面が現れてしまう状況であっ

た。北壁は、カマドの西側と東側とではプランがやや

ズレている。これについては、排水溝を境界として、

発掘調査年度が巽なったことによって、遺構確認面の

レベルに若干の差が生じてしまったことにも起因する

かも知れない。

掘り方をもつ。掘り方は住居の範囲全体を掘り下げ

ているが、住居跡の東側部分では壁面際をドーナツ状

に、他の箇所よりも深く掘っている。

そしてそこに、内容物の異なる 2種類の土 (4• 3 

層）充壌しして床面を造っている。

出土遺物はきわめて少なく、土帥器甕1、刀子 1の

計 2点であり、どちらも小破片であった。

第49図 第22号住居跡出土遺物
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第16表 第22号住居跡出土遺物観察表（第49図）

~:] _Lg：~ご甕 1(:,1:I門：I口／斧IA四CE:H1::I : 褐 :I ::: I口内外面ともし横竺テ覆上

考

2 :鉄製刀子の断片であると思われる。銹化著しく、

原形をとどめていない。切先と基部を欠損しており、

刃部のごく一部分のみの遺存である。刃輻1.2cm・棟輻

〇.3cmを測る。
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第23号住居跡（第50• 51図）

106-92・ 93グリッドに位憤する。

切られる。プランは長方形を呈すると思われる。

カマドは北壁に設けカマド 1基が検出されている。

SJ 21と排水溝に

規模は南北方向が1.95mであるが、東西方向は1.55

mまで遺存しているのみであった。深さは0.13m。主

軸方向はN-6°-Eである。

られている。 1層は燃焼部に相当すると思われる。カ

マド内部の焼け方は弱門、、

凹凸の多い掘り方に褐色土を充填して床面とする。

図化し得た遺物は、須恵器杯の小破片 2点であった。

第50図 第23号住居跡
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第 23号住居跡土層

1 暗褐色土 灰褐色粘土粒子・焼土粒子 (¢0.Scm)

・ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm）少

ローム粒子(¢ 0. 3~0. 5 cm)多、ロ

ームプロック(¢ 1 cm)少

褐色土プロック・粘土プロック若干、

炭化物粒子少

黄褐色土 暗褐色土・粘土プロック混合土、炭化

物粒子少
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第 23号住居跡カマド

1 暗褐色上 焼土粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多、焼土プ

ロック(¢ 1 cm)少
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第51図 第23号住居跡出土遺物
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第52図第24• 25 • 26号住居跡(I)
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北島遺跡第14地点
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第 24• 25号住居跡上層

1 灰色粘土 地山主体、焼土粒子多

2 灰色粘土 第 1層に準じる、灰・炭化微粒子・葉理構造

3 灰色粘土 第 1層に準じる

4 灰色粘土 第 1屈に準じる、第 1層より焼土粒子少

5 灰色粘土 炭化物粒子・灰の葉理構造を若干

6 灰色粘土 地山主体

7 暗黄褐色土 地山土と暗褐色土、 SJ 27掘方

8 暗赤褐色土 焼土プロック・焼土粒子多、炭化物粒子少、

SJ 43カマド脇の灰ピットか

9 暗黄褐色土 S J 27の壁溝、地山土

10 暗褐色土 ローム粒子・炭化物粒子少、しまり強・

粘性弱

11 黒褐色土 ローム粒子・焼土粒子若干、しまり強・

粘性弱

12 黒褐色土 ローム粒子少、しまり強・粘性弱

A
一

A
 

8
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第 24号住居跡カマド

1 暗赤褐色土 焼土粒＋・炭化物粒子、しまり強・

粘性弱

2 赤褐色上 焼七プロック多、炭化物若干、し

まり強・粘性弱

3 黒色上 炭化物層中に焼土粒少、しまり弱．

粘性強

4 暗褐色土 地山と暗褐色土の混合土（カマド

掘方）

5 暗褐色土 SJ 43周溝か

。
L~23,5m 1m 
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第53図第26号住居跡(2)カマド

ユ
ャ

。
L~23.4m 1m 

第24号住居跡（第52• 54図）

107-92 • 93グリッドに位置する。 SJ21 • 25 • 26を

切る。プランは長方形を呈する。長径x短径x深さは

4.65X 3. 82X 0. 22mである。主軸方向はN-90°-E

である。

カマド 1基ヵ検出されている。カマドは東壁中央よ

りやや南寄りに設けられている。全長1.41m・焚日幅

0.6mを測る。 5層はSJ26の周壁溝覆土、 4層はカマ

ド掘り方、 2。3層は燃焼部・煙道部・煙出し部に相

当すると思われる。

カマド掘り方は揺鉢状に掘り窪められ、砂粒を多く

含む地山ブロックと、暗褐色土からなる混合土力吋ジ飼

されている。

燃焼部の窪みは緩やかに立ち上がって、煙道部へと

続く。煙道は平坦面に近く、煙出しの部分で急勾配に

立ち上がる。カマド内部の焼け方は弱い。

本住居跡はドーナツ状の掘り方をもつ。掘り方は、

北辺・東辺・西辺では輻15~20cm、深さ 5~15cm、南

辺では85~90cm・深さ10cm前後を測る。掘り方底面は、

比較的凹凸が多い。但し、調査時点では掘り方と判断

したが、南辺をのぞく他の 3辺については、その形状・

規模から、掘り方の可能性のみではなく、周壁溝の可

能性も否定し切れない。

それ以外の箇所については、砂粒主体の地山を床面

としており、床面の硬化は少なかった。

土層断面の 8層は焼土ブロック・焼土粒子・炭化物

粒子、および灰を多く含む灰ピット状の遺構で、 SJ

26に帰属すると考えられる。

遺物の出土は少なく、図化し得たのは土師器杯 1。

甕1、須恵器杯8・甕1の、計11点である。

2と11はカマド内からの出土、その他は覆土からの

出土であった。

第25号住居跡（第52図）

107-92・93グリッドに位置する。 SJ24に切られる。

SJ 26との新旧関係については、調査段階での断面観

察からの推定である。

本住居跡は、北東コーナーと南東コーナーのみの遺

存である。規模については、南北方向が3.29mである

が東西方向については不明であり、 SJ24 • 26のプラ

ン内に収まると思われる。

遺構の遺存度はきわめて悪く、遺構確認面から 4cm 

前後掘り下げれば、床面が現れてしまうという状況で

あった。

調査し得た範囲内においては、掘り方は認められず、

暗灰褐色の砂粒を主体とした地山を床面としている。

床面の硬化は少ない。

住居跡の覆土は、地山を起源とする灰色粘土粒子を

主体とする土層である。

SJ 24の調査時点においても、東壁にはカマドは 1

基しか検出されておらず、これはSJ24に帰属するも

のであった。

また、 SJ24の床面や掘り方の精査の段階でも、掘

り方の下位（北壁近く）に、カマドが1基検出された

のみであった。

そしてこのカマドは、 SJ24~26との位置関係から

みて、 SJ26帰属すると推定された。

SJ 25にはカマドが存在しなかった、という可能性

も無論否定できないが、 SJ24のカマドはSJ25のカ

マドと共通ではないか、というのが発掘調査時におけ
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る印象であった。

その場合、 SJ24はSJ25を拡張した住居跡という

関係になり、遺構として連続することになる。この仮

定に立ては、本住居跡はSJ26に切られるのではなく、

逆に切っていると判断すべきであろう。

但し残念なことに、 SJ24を調査をしている段階で

はSJ26の存在を意識しておらず、 SJ26との新旧関

係までは捉えることはできなかった。

遺物はまったく出土しなかった。

第26号住居跡（第52• 53図）

107-92・93グリッドに位置する。 SJ24に切られる。

本住居跡は遺構確認段階では確認されず、 SJ24の掘

り方を調査している際に検出された。 SJ25との新旧

関係については、 SJ24~26の検出状況から SJ25に

切られている可能性が高い。

プランは長方形を呈する。長径X短径x深さは4.

第54図 第24号住居跡出土遺物
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北島遺跡第14地点

19X2.92X0.15mである。主軸方向はN-90°-Eを

指す。

カマド 1基力検出されている。カマドは北壁中央よ

り東寄りに設けられていた。カマドは燃焼部から煙道

にかけての最下面が僅かに遺存しているという状況で

あった。全長0.99m・焚日幅0.6mを測る。

焚日と覚しき位置付近に 2基のピットが検出され

た。覆土は焼土粒子・焼土ブロック・炭化物を含む暗

赤褐色土で、灰ピットであろうか。

南東コーナーから南西コーナーにかけてと、北壁に

周壁溝力涌侑認された。輻は13~25cm・深さは10cm前後

である。遺構の検出状況からみて、 SJ24に切られて

いる部分には、検出し得た範囲以外にも周壁溝が巡ら

されていた可能性が高い。掘り方はもたず、砂粒を主

体とする暗灰褐色の地山を床面としている。

遺物はまったく出土しなかった。
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第18表 第24号住居跡出土遺物観察表（第54図）

番炒 器種 日径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器以 (13. 5) 2.9 ABEH 普通 橙褐色 口20 器面風化著口：内外面横ナデか体：内外ナデ・箆削り 覆上
2 須恵器杯 (12.5) 3 5 (7.2) CDEH 不良 灰臼色 口25 器面風化著ロクロ成形か C カマド覆士
3 須恵器杯 12 0 3 2 7 1 DEH 普通 灰褐色 底85 ロクロ成形 RBb箆記号有覆土
4 須恵器坑 (12 3) 3 7 6.3 CEH 普通 暗赤灰色 底75 ロクロ成形 Ba 覆土

5 須恵諾杯 (13 7) 3.4 (7 7) EH 稗通 青灰色 口20 ロクロ成形 A 覆土

6 須恵器杯 1 1 (5 8) DFH 普通 灰褐色 底35 ロクロ成形 Bb覆土

7 須恵器杯 12.6 3.5 7 1 EH 普通 灰褐色 底95 ロクロ成形 RBb 覆土

8 須恵器杯 (12 6) 3.4 7 1 CEH 稗通 灰褐色 底95 ロクロ成形 RBb箆記号有覆土， 須恵器杯 1. 7 CEH 普通 灰白色 ロクロ成形 RC箆記号有覆土

10 須恵器甕 8.1 12 6 EGH 普通 灰褐色 底95 ロクロナデ胴：外面平行叩き目文内面に自然釉付着覆土
11 十^ 師器甕 20 9 19.5 ACEFH 普通 橙褐色 口55 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデカマド覆土

第55図第27号住居跡

星SK46 

第 27号住居跡土層

1 灰黒色土 地山上層を起源とす

<
る、地山最上層の黒

色プロック(¢ 0. 2 SE 3 

~0. 3 cm)を多、全

体に不均ーだが構成

粒子の風化はかなり

進んでいる。

2 灰黒色土 1層に準じるが地山

-b6-93Gより )I _ 
最上層黒色プロック

は 1層に比べて少東4•南 8m

゜
L=23.6 m 2m 

第27号住居跡（第55• 56図）

106・107-93グリッドに位置する。 SK46・ SE 3に

切られる。プランはやや歪んだ隅丸長方形を呈する。

長径x短径x深さは4.8X3.36X0.13mである。軸方

向はN-0°-Eである。カマドは検出されていない。

掘り方はもたず、地山を床面としており、硬化も少

なかった。出土した遺物は少なく、図化し得たのは 2

点である。］は底部に墨書をもつが判読できなかった。

第56図 第27号住居跡出土遺物

で ロニ］こ2

゜
10cm 

第19表 第27号住居跡出土遺物観察表（第56図）

番号 1 器種 1 日径 1器高 1l民径 1 胎土 1焼成 I 色調 I残存 備 考

1 須恵器杯 13.3 3.6 7.8 ー 普通灰白色 1底100ロクロ形成 LA墨書有覆上

2 上師器杯 （12.0)1(2.l)I - I ACEH 普通暗褐色 口25 「l：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ覆土

- 64 -



北島遺跡第14地点

第57図第28• 29号住居跡
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第 28-29号住居跡土層

1 灰褐色土 黒色土プロック (¢0.5cm)少

2 灰褐色土 黒色プロック (¢0.Scm)多

3 灰褐色土 黒色土プロック (¢10cm)多

4 灰褐色土 黒色土プロック少、黒色プロッ

クの量は 1層よりやや多 2層よ

り少

S J 29カマド bl 

oI 

≫
 

5 灰褐色土 黒色土プロックを含まず

6 灰褐色土 地山最上層の黒色土プロック少

7 灰褐色土 地山最上層の黒色土プロック少

0| 
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第 29号住居跡カマド

1 灰褐色土 地山最上部の黒色プロッ

ク少

2 黒色土 焼土粒子・灰褐色土粒子

．灰少

3 灰褐色土 黒色土プロック少最

4 灰褐色上 黒色土プロック少最

5 灰色粘七 粘性強、袖部

6 灰色粘土 天井部崩落士

。
L~23 .4 m 1m 
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第28号住居跡（第57• 58図）

105 • 106-94 • 95グリッドに位置する。 SJ29 • S 

J 30を切り、 SK8に切られる。やや歪んだ方形を呈

する。長径x短径x深さは3.11X2.71X O.18mであ

る。主軸方向はN-16°-Eである。カマドは検出され

なかった。

SJ 28~34は浅い埋没谷を切って造られており、黒

色の遺構確認面の中に、灰褐色の覆土をもつ住居跡が

浮かび上がって検出されるという状況であった。

本住居跡は、谷を埋めている黒色上を取り除き、谷

の底面（＝砂粒を主体とする地山）を床面としている。

実測し得た遺物は 4点である。 4は須恵器杯底面を

転用した紡錘車である。内面側に畢書があるか、不鮮

明なため判読できなかった。

第29号住居跡（第57• 58図）

105 • 106-94グリッドに位置する。 SB16・ SB17 

に切られる。プランは隅丸長方形を呈する。長径x短

径x深さは4.33X 3. 3X O. 24mである。主軸方向はN

-1 °-Wである。

カマド 1基か検出されている。全長0.89m・焚日幅

0.56mを測る。 5層は灰色粘土でカマドの袖部、 3層

は燃焼部・煙道部、 6層は天井部の崩落土に相当する

と思われる。カマド内部はあまり焼けていない。燃焼

部のほぼ中央に台付き甕9が日縁部を下に向けた状態

で検出された。

埋没谷の底面を住居の床面としており、平坦で地盤

自体も堅固であった。

実測し得た遺物は、計10点である。

第58図 第28• 29号住居跡出土遺物
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北島遺跡第 14地点

第20表第28号住居跡出土遺物観察表（第58図）

裔号 器種

三
日径 器高 底径 胎上

12.7 3.8 6.8 EH 

(12.3) 3.1 CEH 

(12.4) 3 2 6.0 CEH 

焼成 備

普通、＂：／灰褐 底100ロクロ形成 C 墨書有（井か）覆土

良：灰褐□日15 ロクロ成形覆土

普通暗灰褐色底15 ロクロ成形 C 覆土

考

4 ：紡錘車。須恵器杯の底部を穿孔し、欠け日の面

取りをして転用したもの。底部は全面回転糸切り離し。

第21表 第29号住居跡出土遺物観察表（第58図）

灰褐色、 DFH、焼成：普。内面側に墨書有り、田十田

または西か。直径7.3cm・原さ0.6cm・重さ43.0g。

番乃 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 上師器杯 (12.1) (3 2) ABCDEH 普通 暗褐色 日30 日：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

2 土師器杯 12 1 3 4 AEFH 普通 黒褐色 外面スス付着口：内外面横ナデ体：内外ナデ・箆削りカマド

3 七師器杯 (12 3) (3.4) AEFI 普通 暗褐／黒褐 口30 ロ：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナテ｀

4 須恵器杯 1 5 (6 0) DE 普通 灰褐色 底45 ロクロ成形 c箆記号有覆土

5 須思器杯 12 6 3.7 5.4 CDEH 将通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC箆記号有カマド間辺

6 須恵器杯 12 8 3 8 6.1 DEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC箆記号有カマド周辺

7 上師器甕 (19 8) 3.1 AEFH 普通 荼褐色 口20 器面風化著しい日：内外面とも横ナデ床直

8 土師器甕 (22 7) 6.6 ACDEF 普通 橙褐色 口25 ロ：内外面とも横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ床直， 上師台付甕 14 1 15 5 ACEF 普通 暗茶褐色 口95 ロ：内外面横ナデ胴部→方向箆削りスス付着カマド内

10 須恵長頸壺 (7.6) 4.8 EH 良 灰青日 口35 ロクロナテ内外面とも口縁部付近に自然釉床直

第30号住居跡（第59• 60 • 61図）

106-95グリッドに位置する。 SJ31~33を切り、 S

J 28に切られる。

プランは西側に広がる隅丸長方形を呈する。東壁と

西壁では長さの違いが大きく、約70cmになると思われ

る。長径x短径x深さは4.51X3.24X0.14mである。

主軸方向はN-94°-Eを指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央に

設けられている。全長1.03m・焚日幅0.5mを測る。 4.

5層はカマド掘り方、 2 • 3層は燃焼部・煙出し部に

相当すると思われる。燃焼部は若干窪み、煙出し部は

緩やかに立ち上がる。内部の焼け方は弱い。

埋没谷の底面を掘り下げて床面としており、掘り方

をもたない。床面は凹凸が多い。地山は比較的堅固で

ある。

図化し得た遺物は土師器杯1.甕1、須恵器蓋2.

杯 4•長頸壺 1 、土錘 1 の計10点で、大部分は小破片

であった。

第31号住居跡（第59• 60 • 62図）

106-95グリッドに位置する。長方形を呈すると思わ

れる。カマドの西側カウ゜ランの屈曲しているが、形状

からみてコーナーである可能性は低く、歪みをもった

プランはさらに北側まで続くと考えられる。規模は主

軸方向で3.44m、南北方向ではカマド北側の屈曲点ま

でが1.7mである。深さは 7cmを測る。主軸方向はN

-101°-Eである。

カマド 1基、東壁に設けられている。全長0.98m• 

輻0.62mを測る。 2層は燃焼部・煙道部に相当すると

思われる。カマド内部の焼け方は弱い。

住居跡の遺存度は低く、壁面の立ち上がりは不明瞭

であった。

遺物の出土は少なく、実測し得たのは土師器杯3、

須恵器杯 3点の計6点であるが、いずれも小破片で

あった。 1 • 4 • 6は床面直上からの出土である。

第32号住居跡（第59• 63図）

106-95グリッドに位置する。 SJ30~32に切られ

る。北東コーナー付近は埋没谷の肩部に位置しており、

床面・壁面ともに検出できなかった。埋没谷の黒色土

をそのまま床面としていたのであろうか。その他の部

分は谷の地山を床面としているが、掘り込みが浅いた

めSJ28やSJ30程明瞭ではなかった。

プランは隅丸であるが、方形か長方形であるかは不

- 67 



明。平面規模は東西3.99mであるが、南北方向は2.97

mまでしか退存していなかった。深さは 8cmである。

主軸方向はN-93'-EまたはN-30'-Eである。

実測し得た遺物は須恵器杯の破片 1点のみであった。

第33号住居跡（第59• 60 • 63図）

106-95グリッドに位置する。 SJ30に切られる。プ

ランは歪んだ隅丸長方形を呈する。長径x短径x深さ

は5.64X2.4X0.12mである。主軸方向はN-94'-E

第59図第30• 3 I • 32 • 33号住居跡(I)-
埋没谷

SJ 32 

SJ30 SJ31 A
 

日
竺
宅
．
巳
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SJ 28 
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ヽ
ヽ
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ヽ
ヽ
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A
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言―

A
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である。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央よ

りやや南寄りに設けられている。全長0.82m・幅0.54

を測る。 4層はカマド掘り方、 2層は焚日部、 3層は

燃焼部・煙道部に相当すると思われる。焚日部は平坦

で、燃焼部は揺鉢状に窪み、煙道部は緩やかに立ち上

がる。内部の焼け方は弱い。

南東コーナーは大きく湾曲している。住居跡は、埋

0| 

第 30• 31 • 32 • 33号住居跡土層

1 灰褐色土 黒色土プロック若干

2 灰褐色土 黒色土プロック若干

・焼土粒子・炭化物

粒子少

4 灰褐色土

A' 5 灰褐色土

B

一
8' 

ロー つ／／／／グ／グ／／／／／／ グ／三

叫

A' 3 灰褐色土 灰白色・粘土粒子若

干、焼土粒子・炭化

物粒子少

黒色土プロック(¢ 4 

cm)若干、焼土粒子・

炭化物粒子やや多

黒色プロック(¢ 8 cm) 

若干、炭化物粒子・焼

土粒子少

6 灰褐色土 黒色プロック(¢,0. 5 

cm)・焼土粒子少

7 灰褐色土 黒色プロック(¢,0. 1 

~0. 7 cm)少

8 灰褐色土 黒色プロック(¢,1 cm) 

少量

゜
L =2 3 5 m 2m 
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北島遺跡第14地点

第60図 第30• 31 • 33号住居跡(2)カマド
SJ 30カマド ol 

S ] 33カマド 0| '-'I 
o| 

ol 0| 
0[ 

o| 

A
-

A
 

B
一

B' A
 

A' B
 

B
 

SJ 31カマト‘
叫 切

第 33号住居跡カマド

1 灰褐色土 黒色土プロック(¢ 5 cm)若干

2 黒色土 炭化物粒子多、灰褐色土若干

3 黒色土 炭化物粒子・焼土多・灰褐色土プロック少

4 暗褐色土 炭化物粒子少、粘性やや強

叫 o| 

A
-

A' B
-

B' 

第 30号住居跡カマド

1 褐灰色土 黒色プロック若干

2 黒色土 焼土粒子・褐灰色土プロック少

3 褐灰色土 炭化物粒子・焼上粒子少

4 暗褐色土 炭化物粒子・焼土粒子少

5 灰褐色土 炭化物粒子少

第 31号住居跡カマド

1 褐灰色土 焼土粒子・炭化物粒子多

2
 

褐灰色土 焼土粒子・炭化物粒子少

゜
L~23.4m 1m 

第61図 第30号住居跡出土遺物
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没谷底面の地山を掘り窪めて床面としており、掘り方

をもたない。

第22表 第30号住居跡出土遺物観察表（第61図）

遺物の出土はきわめて少なく、実測し得たのは僅か

に1点のみであった。

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 3 2 2.9 AEH 普通 灰褐色 底65 ロクロナデ天井部：箆削りかつまみ：貼付け成形雑覆土

2 須恵器蓋 1.6 2.9 DEH 許通 灰白色 摘95 ロクロ成形天井部：箆削り（R)覆土

3 土師器杯 (12.8) (3.6) ACDEFH 曹通 橙褐色 口35 器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：箆削りか（内）：ナデか

4 須恵器杯 (13.3) 3.2 CEH 普通 灰褐色 日15 ロクロ成形

5 須恵器杯 2 2 6.3 ACEH 普通 暗灰色 底85 ロクロ成形 RC覆土

6 須恵器杯 1 3 (6.2) EH 普通 灰褐色 底55 ロクロ成形 RC覆土

7 須恵器杯 1.2 DE 将通 臼灰色 ロクロ成形底：回転糸切り離し後周辺箆削り覆土

8 上師器甕 (18.1) 5 3 ACEFH 評通 明褐色 口15 器面風化日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ覆t， 須恵長頸壺 3.3 頸(4.8) EH 良 黒灰色 ロクロ水挽き成形

10:土錘。残存率35,1ゞ ーセント。明褐色、焼成：普

通。胎土： ACEH。

長さ (6.1)cm・ 最大輻（2.9) cm・孔径 (0.6) cm、

現存重量19.6gを測る。

第23表 第31号住居跡出土遺物観察表（第62図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 (11,6) (3 1) ACEFH 普通 荼褐色 日20 器面風化日：内外面横ナテ体（外）：箆削り（内）：ナデ床面

2 土師器杯 (11. 7) (3.2) ACEFH 普通 橙褐色 口15 器面風化著日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ覆上

3 土師器坑 (13.5) (3.1) ACDEH 普通 橙褐色 口35 日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ覆土

4 須恵器杯 (13.2) 3.3 (7.6) EH 普通 灰褐色 口15 ロクロ成形 C 床直

5 須恵器杯 (13.1) 3.4 ACEH 不良 灰橙色 口15 ロクロ成形外面に墨書「中」 覆土

6 須恵杯（底） EH 普通 灰褐色 ロクロ成形底：回転糸切り離し外面に墨書床直

第62図 第31号住居跡出土遺物

□::c:71 口ーニ □三ロニ3 口口

こー／

第63図 第32• 33号住居跡出土遺物
SJ 32 

三 -Tl:
。

こニニロ
6 

゜
10cm 

SJ 33 

ロニニ／1

10cm 

゜
10cm 
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北島遺跡第14地点

第64図第34号住居跡

SD7 

。゚
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 タも

必

゜9`
千

。

SK55 

゜
L=23.5m 2m 

S J 34カマド

。
:

〉

言
゜

L=23.5m 1m 

第 34号住居跡カマド

1 黒色土 カーポンと灰が基調、焼土プロッ

ク多、しまりやや弱・粘性やや強

2 暗灰白色土 灰層中に焼土プロック(¢ 2 cm)少、

しまりやや弱・粘性強

3 暗灰白色土 灰層中に焼土プロック(¢ 2 cm)少

4 黒褐色土 焼土プロック(¢ 5 cm)少、しまり

強・粘性やや強、カマド掘方

5 黒褐色土 粘土粒子少、しまり強・粘性やや強、

カマド掘方

6 黒褐色土 焼土粒子、カーポン多、しまり強・

粘性やや弱、煙道・煙出

7 暗黄褐色土 焼土粒子・カーボン微量、しまり

強・粘性やや弱
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第24表 第32• 33号住居跡出土遺物観察表（第63図）

番号 1 器 種 I LI径 1器高 1底 径 1 胎十 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 I須恵器杯 1- I 3.3 

七師器杯 12.1 I 3.5 

7.8 DEH 

AEH ::I ::: I合芯I;;;：： ：：ヽj：」：ナテ体（外）：箆削（内）：ナテ覆上

第34号住居跡（第64• 65図）

106・ 107-96グリッドに位置する。 SD7 • S K55お

よび7基のピットに切られる。

プランはおおむね方形を呈するが、かなり歪んでお

り、南壁では東側が外に向かって屈折している。長径x

短径x深さは4.48X4.1X0.05mである。主軸方向は

N-104°-Eである。

カマド 1基ヵ殻出されている。カマドは東壁中央に

設けられており、煙出しの部分を欠く。現存長1.42m • 

幅0.88mを測る。 4 • 7層はカマド掘り方、 2 • 3層

は焚日部・燃焼部、 5 • 6層は煙道部・煙出しに相当

すると思われる。燃焼部は揺鉢状に窪み、煙道部は平

坦である。カマド内部の焼け方は弱い。位置的にみて、

焚日部・燃焼部がかなり内側にある。

住居跡の遺存度はきわめて悪く、とくに北壁では確

認面と床面がほとんど同レベルであった。掘り方をも

たず、地山を床面としている。

遺物は少なく、実測し得たのは計6点である。

第65図 第66図第35号住居跡カマド

←ご---三--きミ □三 ’‘ 
三‘

＼ 
3 □□ -(4 

゜
1 ~ 5 10cm 

1 : 4 

り： ： 
6 

こ
゜

6 10cm 
1,3 

第25表 第34号住居跡出土遺物観察表（第65図）

番号 器 種 ロ径 器高 底 径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 (16 9) 1 6 EH 普通 灰褐色 口10 ロクロ成形

2 須恵器杯 (12 4) 3.4 (5 5) AEH 良 暗灰色 底20 ロクロ成形 C

3 須恵器杯 CEH 普通 灰褐色 ロクロ成形 C カマドー括

4 土師器甕 (17.8) 5.2 ACEFH 普通 荼褐色 日25 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

5 十師台付甕 6 2 脚9.9 ABCEF 普通 黒褐色 脚100器面風化胴下半↓方向箆削り脚台部：内外面横ナデカマド

6は貝巣穴痕泥岩の可能性が考えられるため、 し一し一

に掲載したが明確ではない。土器などの焼成遺物では

なく、被熱の痕跡もみられない。

不明瞭ではあるが、縦に割れた貝巣穴の一部と思わ

れる箇所が観察されたこと、今回の北島遺跡の調査に

おいて、明確に貝巣穴痕泥岩といえる例が存在するこ

となどから、本例もその類例とした。

現存部分の長さは4.0cm・幅は3.0cm・厚さは1.8cm、

重さは10.7 gを測る。明橙褐色。
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北島遺跡第14地点

第35号住居跡（第66図）

115-87グリッドに位置する。主軸方向はN-3°-E 

である。カマドは 1基、東壁に設けられており全長0.

93m・輻0.53mを測る。 1層は燃焼部、 2層は煙道部

に相当すると思われる。

住居跡の遺存度はきわめて悪く、床面も大部分が失

われていた。調査し得た範囲内では掘り方はもたず、

地山を床面としている。遺物は検出されなかった。

第36号住居跡（第67• 68図）

109 • 110-96グリッドに位置する。 SD7に切られ

る。長方形を呈する。規模は南北方向は2.52m・深さ

は0.14mであるが、東西方向は3.26mまでしか遺存し

ていなかった。

カマドは検出されなかった。カマドをもったとすれ

ば、平面形態からみて東壁にあったとは考えにくい。

東カマドであろうか。主軸方向はN-93°-Eもしくは

N-3°-Eと考えられる。掘り方はなく、砂粒を主体

とする地山を床面としている。北・南・西の 3辺を幅

10~20cm・深さ 5cm前後の周壁溝が巡る。

遺物は少なく、実測し得たのは須恵器杯2点である。

第66図 第35号住居跡カマド

S J 35カマド 切

A' 

B' 

ol 
l 

Q| 

A
-

A' B-

第 35号住居跡カマド

1 灰色粘土 地山土主体、炭化物

粒子・焼土粒子少

2 灰黒色土 灰粒子 (¢0.lcm)・

焼土粒子(¢0.5cm)

多、煙適からの流入

土層

゜

8' 

L=23.Bm 1m 

第67図第36号住居跡

--to9-96Gより

東2•南 8m

SD 7 

第 36号住居跡土層

1 黒褐色土 カーボン・焼土粒子微蓋、

しまり強・粘性弱

2 暗茶褐色土 砂粒プロック多、カーボン

少、しまり強・粘性弱

3 黒色土 炭・灰層、しまり弱

4 黒褐色土 焼土粒子少、しまり強

5 茶褐色土 鉄分多、しまり強・粘性弱

。
L=23.6m 2m 
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第68図 第36号住居跡出土遺物

ロニ／ 口

〇 10cm 

第26表 第36号住居跡出土遺物観察表（第68図）

番号 1 器 種 1 口径 1器晶 1 底径 1 胎土 1焼成色調 I残存 備 考

1 土師器杯 一 3.2 I 6.3 I CEGH 普通灰褐色 底50 ロクロ成形 Bb体部に自然釉付着

2 須恵器杯 （12. 7) I 3. 6 I 7.1 I BER 不良 黒灰色底100ロクロ成形 A（静止か）

第37号住居跡（第69図）

111-93グリッドに位置する。北東コーナー付近を、

ピット状に攪乱を受けている。プランは隅丸長方形を

呈する。長径x短径x深さは3.32X 2. 67X O. lmであ

る。主軸方間はN-1r-wである。

カマドは検出されていない。

住居跡はきわめて遺存度が悪く、遺構確認面と床面

とのレベル差がほとんどなかったため、壁面の立ち上

がりを検出しづらかった。そのためか、プランを検出

第69図第37号住居跡

りょ

m

G

a

 

匂

咽

土
5

し終わった段階で壁面はやや歪んだものとなってし

まった。

1詞範囲全体を、比較的乎坦に掘り下げた後、暗灰

褐色土を 5~12cmほど充埴して床面を造っているの

が観察された。地山は黒褐色土であり、掘り方直下に

FA力幡忍められた。床面には部分的にではあるが、硬

化した箇所が検出された。床面は比較的平坦である。

遺物の出土はきわめて少なく、図化し得た遺物はな

かった。

第 37号住居跡士層

1 灰褐色上 焼土粒子・カーポン少、しまり強・粘性弱

2 暗灰褐色土 カーポン微量、しまり強・粘性弱、掘方

3 黒褐色土 地山直上に FA

゜
L=23.5m 2m 
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北島遺跡第14地点

第70図 第38号住居跡

・:. 

：：；••こり

．． 
3 9. ・.. 

第 38号住居跡土層

1 暗褐色土 粘土プロック、しまり強・粘性弱

2 暗褐色土 カーボン少

゜
L=23.5m 2m 

SJ 38カマド
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黒褐色土

10 黒褐色土

1 1 暗黄褐色土

12 

第 38号住居跡カマド

1 灰白色土 焼土粒子・カーボン少、し

まり弱・粘性やや強

粘土粒子・焼土粒子、しま

り弱・粘性やや強

粘土プロック・カーポン少、

しまり弱・粘性やや強

暗灰褐色土 粘土プロック層中に、炭化

物粒子・焼土粒子多、しま

り強・粘性やや強

暗茶褐色土 焼土プロック、しまり強・

粘性弱

焼土粒子少、しまり弱・粘

性強

カーボン・焼上粒子少、し

まり強・粘性弱

暗黄褐色土 カーボン・焼土粒少、しま

り強・粘性弱

粘度土プロック (¢0.3cm)

・焼土粒子・カーボン少

粘土プロック・焼土粒子・

灰多、しまり強・粘性弱

粘土粒子・カーボン・焼土

粒子少

灰・焼土粒子多、しまり強

・粘性弱

黒色土

黒色土

黒色土

黄褐色土

暗茶褐色土

B
一

B' 

゜
l=23.5rn 1m 

- 75 -



第38号住居跡（第70• 71図）

111-93 • 94グリッドに位置する。長方形を呈する。

ただし北東コーナーと南東コーナーは隅丸に近い。長

径x短径x深さは4.88 X 3. 53 X O. 08 mである。主軸方

向はN-13°-Wである。

カマド 1基ヵ検出されている。カマドは北墜中央よ

り、僅かに東寄りに設けられている。全長1.48m・焚

ロ輻0.74mを測る。

4 • 6層が焚日部、 8• 11 • 12層が燃焼部・煙道部

に相当すると思われる。焚日部は緩やかに下降して、

燃焼部に続く。焚き口部はピット状を呈する灰の掻き

出しによるものであろうか。燃焼部は揺鉢状に窪み、

第71図 第38号住居跡出土遺物

煙道部は緩やかに立ち上がって煙り出し部に続いてい

く。

住居跡の遺存度はきわめて悪く、遺構確認面から 2

~3 cm掘り下げると床面に達するという状況であり、

壁面の検出は困難であった。

掘り方をもち、ややドーナツ状に近い。住居の範囲

全体を掘り下げたのち、暗灰褐色土を充填して床面を

作り出しており、床面は部分的に硬化している箇所も

認められた。

小破片が比較的多く出土しているが、按合率は低

かった。実測し得た遺物は土師器甕3、須恵器蓋1.

杯 2、貝巣穴痕泥岩 2の計8点であった。

一二— -'-__ ¥ w □ 1 <
1 ---..,..---I ¥ 3 /~, -,  4 

¥-7ロ ロー（ロ
0 I~6 10cm 

1 4 

匂び° “―〇-じ
0 7 こ。 7 8 10cm 

第27表 第38号住居跡出土遺物観察表（第71図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵器蓋 (16.1) 3.4 EH 普通 灰褐色

2 須恵器坑 (12 0) 3 0 CEH 良 灰褐色

3 須恵器杯 (12 2) 3.7 6.4 CEH 普通 褐灰色

4 上師器甕 (20 5) 5.0 ACDEH 普通 荼褐色

5 七師器甕 5.8 ACDE 普通 白橙色

6 土師器甕 2.9 4.8 ACEF 普通 黒褐色

7 • 8は貝巣穴痕泥岩であると思われる。貝巣穴と

思われる孔はきわめて小さいが、貝巣穴痕泥岩の可能

性を考えて掲載した。明オリーブ色をしており、二次

I 3 

残存 備 考

日45 ロクロ成形天井部箆削リ端部横ナデ掘方C

日15 ロクロ成形掘方d

底100RC 

日20 器面風化口：内外面横ナデ胴：内外箆ナテ・箆削り掘方d

n10 日：端内外面横ナデ頸：内外ナデ胴：内外箆ナデ・箆削カマド

底55 器面風化胴（外） ：箆削り（内） ：箆ナデ底（外） ：＋ーかカマド

的に被熱していると思われる。 7は貝巣穴2箇所が観

察される。l.6Xl.2X0.9cm、1.2g。 8は貝巣穴2箇

所が観察される。1.8Xl.8X0.8cm、1.4g。
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北島遺跡第14地点

第72図 第39号住居跡

j 土93 G 

い

＇

第 39号住居跡土層

1 灰色粘上 地山上層主体、炭

化物粒子・焼土粒

子含まず均一

。
L二 23 5 2m 

SJ 39カマド
bl 01 

第 39号住居跡カマド

1 黄褐色土 地山上層を主体とする、焼土粒子(¢,0. 1~1 cm) 

多、やや均ー（天井部の崩落土層か）

2 黄褐色土 1暦に近似、炭化物(¢,0. 1~1 cm)多、灰・焼土

粒子若干（煙道からの流入上屈か）

3 黄褐色土 2層に近似、灰・炭化物・焼土やや不均一ー（流入土

層か）

4 黄褐色土 2層に近似、灰・炭化物・焼＿十微吊均ー（流入土層

か）

0| 0| 

A A' 

言
B
-

B
 

。
L~23.4m 1m 
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第39号住居跡（第72• 73図）

111・112-92・93グリッドに位置する。プランは隅丸

長方形を呈する。壁面はやや歪んでいるが、床面は比

較的平坦である。長径x短径x深さは5.96 X 4. 33 XO. 

2mである。主軸方向はN-5°_Wを指す。

カマド 1基力検出されている。カマドは北壁中央よ

りやや東寄りに設けられている。全長1.32m・輻0.58

mを測る。 1層は天井からの崩落土、 2~4層は焚日

部・燃焼部に相当すると思われる。カマド内部の焼け

方は弱い。

住居跡の遺存度は悪く、とくに西壁では壁面の検出

は困難であった。掘り方をもたず、砂沫立を主体とした

暗褐色土の地山を床面としている。床面は部分的に硬

化している箇所力鳴められるほかは、全体的に軟質で

ある。

図化し得た遺物は少なく、計8点であった。

第73図 第39号住居跡出土遺物
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第28表 第39号住居跡出土遺物観察表（第73図）

番号 器 種 日径 器高 底径 胎七 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 17.3 4.1 摘 3.0 ACEH 不良 灰褐色 口55 器面風化著しい天井部箆削りロクロ成形か？覆土

2 土師器杯 (10. 9) 3.0 ACEH 普通 荼褐色 体30 器面荒れる口：内外面横ナデ体（外）：箆削（内）：ナデ覆土

3 上師器坑 (11.2) (3 4) ACEF 普通 橙褐色 日25 器面荒れる日：内外面横ナデ体（外）：箆削（内）：ナデ覆土

4 須恵器杯 (11.6) 3 9 EGH 良 黒灰色 口20 ロクロ成形覆土

5 須恵器坪 (12.2) 3 3 CEH 普通 灰褐色 口15 ロクロ成形覆土

6 須恵器杯 (11.5) 3.3 (6.4) DEH 普通 暗灰色 底25 ロクロナデ C 覆上

7 須恵高台杯 2 2 (8.4) CEH 不良 灰褐色 台35 器面風化著ロクロ成形底：回転切り離し後貼付高台覆t

8 須恵長頸壺 (9. 9) 1.2 BE 良 灰褐色 ロ20 内面に自然釉付着ロクロ成形覆七

第40号住居跡（第74• 75図）

111 • 112-93 • 94グリッドに位置する。 SE13に切

られる。プランは東西にやや長い方形を呈する。長径x

短径x深さは5.82X5. 41X 0. 25mである。主軸方向は

N-0゚ を指す。ピットもしくは土壊状の遺構が検出さ

れたが、覆土が住居跡のものと共通していたため、本

住居跡に帰属すると見なしたが、性格については不明

である。

カマド 1基ヵ検出されている。カマドは北壁中央よ

り、やや東寄りに設けられている。カマドは全長1.24

m・幅0.72mを測る。

中央を浅く掘り窪めた掘り方をもつが、掘り方底面

には焼土粒子を多く含む炭化物粒子が分布しているの

が観察された。意図的に入れたものであるのか否か、

については不明である。

遺物は少なく、図化し得たのは計10点であった。
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北島遺跡第14地点

第74図第40号住居跡

SE13 
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口
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1 
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SEl3 

第 40号住居跡土層

1 黒褐色土 焼土粒子・カーポン少、しまり強、粘性弱

2 黒褐色土 焼土粒子・カーポン少、しまり・粘性弱(SJ9掘方）

， 口

。
L二 23.5rn 2m 

SJ 40カマド

b| 0| 

oi ol 

A
一

A' B
一

B' 

第 40号住居跡カマド

1 黒褐色土 焼土粒子少、しまり・粘性弱

2 黄褐色土 しまり・粘性やや弱

3 暗褐色土 黄褐色土プロック・焼土粒子微量、し

まり・粘性やや弱

4 暗褐色土 炭化物粒子・焼土粒子混じる、しまり

・粘性やや弱

5 暗褐色土 焼土粒子多、遺物混入、しまり・粘性弱

6 暗褐色土 焼土粒子微星、しまり・粘性やや弱

。
L=23.5m 1m 
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第75図 第40号住居跡出土遺物
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第29表 第40号住居跡出土遺物観察表（第75図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎七 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 (14.6) 3 1 CEH 普通 灰褐色 口20 ロクロ成形犬井部箆削り

2 士師器杯 (12.9) 2.5 ABEH 普通 明褐色 ロ20 日：内外面横ナデ体（外）：箆削りか C区掘方内

3 須恵器杯 (11.8) 3.5 CEH 蒋通 灰褐色 口20 ロクロ成形 c区掘方内

4 須恵器杯 (12 1) 3.1 CH 普通 灰白色 日15 ロクロ成形掘方内

5 須恵器杯 (16 0) 4.6 CEH 良 暗灰褐色 口20 ロクロ成形

6 須恵器杯 CEH 曹通 灰褐色 Bb 

7 須恵器杯 (6.2) CEH 普通 灰白色 底40 RC 

8 土師器甕 (12 9) 4.0 ACEFH 普通 荼褐色 口20 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り， 土師台付甕 6.8 7.7 AEF 普通 黒褐色 台35 外面スス付着胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ脚台部：横ナデ

10 土師器甕 4.4 5 2 4 4 ACDE 普通 黒褐色 口50 外：箆削り（スス付着）内：箆ナデ

第41号住居跡（第76• 78図）

114-90グリッドに位置する。北側を SD4に切られ

る。遺存状況はきわめて悪く、確認面から 5~10cm程

で床面が検出された。

住届跡の主軸方向の規模は4.13m、南北3.06m、深

さは0.16mである。主軸方向はN-80°-Eである。

検出された東カマドは、住居跡の南東コーナー近く

に位置している。カマドの長さは1.31m・幅は0.63m・

深さは0.18mを測る。

部分的に周壁溝をもち、幅は10~15cm、輻広な箇所

で28cmであり、深さは 5~10cmを測る。遺存範囲内で

は南東コーナーと東壁側に周壁溝は存在しなかった。

ごく部分的に貼り床されているが、大部分は地山を

床面としており、硬化も少ない。カマド内は焼土・炭

化物が少なく、焼け方も少なかった。出土遺物はきわめ

て少なく、実測し得た遺物はいずれ証皮片で、土師器杯1

点・甕 1点、須恵器杯4点の計6点である。

第42号住居跡（第77• 79図）

114-92グリッドに位置する。 SJ43を切る。

プランは長方形を呈する。長径X短径x深さは3.

53X2.73X0.13mである。主軸方向はN-13°-Wで

ある。カマド 2基が検出されている。

カマド(1)は東壁の南寄りに設けられ、全長I.Im・輻

0.57mを測る。 3• 4層は燃焼部に相当すると思われ

る。カマド(2)は北壁のやや東寄りに設けられ、全長1.

63m・幅0.58mを測る。 2 • 3層が燃焼部と、それに

続く煙道部に相当し、燃焼部は播鉢状を呈す。両カマ

ド共に内部はあまり焼けていない。

住居跡の床面は、部分的に貼り床の痕跡が観察でき

たが大部分は地山を床面としており、床面の硬化も少

ない。

遺物の出土は少ないが、大部分は床面直上であった。

実測可能な遺物は、土師器杯1、須恵器杯3点の、計

4点である。
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北島遺跡第14地点

第76図第41号住居跡
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SJ 11カマド

bI 

第 41号住居跡土層

1 暗褐色土 焼土粒子・カーボン微量、しまりやや弱

2 黒暗褐色土 焼土粒子・カーボン少、しまりやや弱

b|いゞ： 0| 

ol ~:、 0
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第 41号住居跡カマド

1 暗黄褐色土 炭化物・焼土粒子微量

2 暗褐色土 炭化物・焼土粒子若干

3 黒褐色土 炭化物多、焼土微員、しまり弱（灰層）

4 暗褐色土 炭化物・焼土粒子微量・黄褐色砂質土混（天

井部）

5 暗褐色土 焼土粒子微量、しまり強

6 暗褐色土 焼土プロック(¢ 1 cm)多

。
L=23.5m 1m 
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第77図第42• 43号住居跡
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゜ 第 42号住居跡土層

1 灰褐色土 焼土粒子・緑灰色の粘土粒子少
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第 42号住居跡カマド (1)
A A' C C' 

1 暗褐色土

2 暗赤褐色土

3 赤褐色土

4 黒色土

B B' B B' 
第 42号住居跡カマド (2)

1 暗赤褐色土

2 赤褐色土

3 黒色土

゜
L= 23 6 m 1m 

bl 
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北島遺跡第14地点

第78図 第41号住居跡出土遺物
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第30表 第41号住居跡出土遺物観察表（第78図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 12.2 3 1 ABCF 普通 荼褐色 体80 器面は摩滅

2 須恵器杯 1.5 (6.6) E 普通 灰褐色 底45 RBb 

3 須恵器杯 (11 9) 4.1 (6.0) DEH 将通 灰褐色 日25 LC 

4 須恵器杯 3 0 6.5 許通 灰褐色 底100RC 

5 須恵器杯 (14.0) 3 8 CEH 普通 灰黒／灰褐 日20 ロクロ成形

6 土師器甕 (20.3) 6.3 ACEF 普通 暗荼褐色 口30 風化している日：内外横ナデ胴（外） ：箆削り（内）：箆ナデ

第79図 第42号住居跡出土遺物
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第31表 第42号住居跡出土遺物観察表（第79図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 上師器杯 (12.9) 3.0 ADEH 普通 荼褐色 口35 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削り

2 須恵器耳 (12. 9) 3.4 6.3 CEH 普通 灰褐色 底100RBb覆土

3 須恵器杯 2.4 (7.6) CEH 普通 灰褐色 底45 Bb 

4 須恵器坑 05. 7) 3.6 CEH 普通 灰褐色 日25 ロクロ成形覆土

第43号住居跡（第77図）

114-92グリッドに位置する。 SJ41の東約10m、S

J 44の北西約2.4mの距離に相当する。 SJ42に切ら

れる。

やや正方形に近い長方形を呈し、コーナ一部分は明

瞭に屈曲する。長径x短径x深さは2.95 X 2. 38 XO. 02 

mである。主軸方向はN-14°-Wを指す。

住居跡の遺存度はきわめて悪く、遺構確認面と住居

跡床面はほとんど同レベルであり、壁面の検出は困難

であった。

北壁の東側半分と東壁の大部分が失われており、カ

マドも検出されなかった。掘り方は検出されず、地山

を床面としており、床面の硬化も少なかった。

遺物はまったく検出されなかった。

83 -



第80図 第44• 45号住居跡
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第 44-45号住居跡土層

1 灰褐色土 焼土粒子・緑灰色粘土

粒子少

2 暗褐色土 焼土粒子・カーボン微

犀、しまり強・粘性弱

゜
L二 23.6 m 2m 

<I 

SJ 44カマド S J 45カマト

第 44号住居跡カマド

1 赤褐色土 焼土粒子多、カーボン

少、しまり・粘性弱

2 暗褐色土 焼土粒子多、カーポン

少、しまり・粘性弱

3 黒褐色土 カーポン多、しまり・

粘性弱

第 45号住居跡カマド

1 赤褐色土 焼土粒子多、しまり・粘性弱

。
L= 23.5m 1m 
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第44号住居跡（第80• 81図）

114 • 115-92グリッドに位置する。 SJ42 • 43の南

約2.4m、SJ46の西18m、SJ53の北西約16mの距離

にあたる。 SJ45を切る。

プランは主軸方向に長い隅丸の長方形を呈する。長

径x短径X深さは3.46X2.62X0.16mである。主軸方

向はN-91°_Eである。

カマド 1基が、東壁のほぼ中央に検出されている。

カマドは全長1.49m・輻0.51mを測る。 3 • 4層は燃

焼部に相当する。灰層は比較的厚く、他の住居跡に較

べてカマド内部は焼けている部類にはいる。

壁面付近にごく部分的に貼り床されているのが観察

されたが、大部分は砂地を主体とする地山をそのまま

床面として使用していると思われる。また、床面の硬

化も少ない。床面は比較的凹凸が少なく、平坦である。

出土した遺物は少なく、図化し得たのは土師器杯

1・甕2、須恵器杯 1の計4点である。

第45号住居跡（第80図）

114・115-92・93グリッドに位置する。主軸方向に長

い長方形を呈し、コーナ一部分は比較的明瞭に屈曲す

る。長径X短径x深さは3.78X2.73X0.lmである。主

軸方向はN-88°-Eである。

カマドが1基、東壁の南東コーナー寄りに検出され

ている。カマドは全長約0.76m・焚口幅0.48mを測る。

前庭部に26X22cm・深さ 6cmのピットがあるが、覆

北島遺跡第14地点

土はカマドと同じであり、焚日施設あるいは掻き出し

穴などのカマドに伴う施設であろう。

住居跡の遺存状況はきわめて悪く、遺構確認面と住

居跡床面はほとんど同じレベルであり、壁面の立ち上

がりはごく僅かであった。

SJ 44と同様に、砂地を主体とする地山を、住居床

面として使用していると思われる。

遺物は出土しなかった。

第46号住居跡（第82• 83図）

114-94・ 95グリッドに位置する。主軸方向に長い長

方形を呈する。長径x短径x深さは4.19X2.94X0.22

mである。主軸方向はN-79°-Eである。

東壁は北側半分（＝カマド北側）が、コーナ一部分

に丸昧をもちながら0.7mほど張り出す。

北東コーナーと南東コーナーに小穴があるが、前者

は遺物が検出されていることから貯蔵穴と推定した。

途中途切れはするものの、周壁溝が南壁・西壁•北

壁に巡らされている。周溝は輻10~15cm・深さ10c頑呈

である。カマド 1基力渭遺岬央より僅かに南寄りに検

出されている。カマドは現存長1.59m・焚日幅0.63m、

煙出部をピットに切られている。住居跡は砂地を主体

とする地山を床面としているが、カマドは掘り方をも

つ (10層）。 6 層 •7 層は焚日から煙出に相当する。

出土遺物は少数で、土師器杯 3・甕 1、須恵器杯 1、

鉄製刀子 1と線刻をもつ石製紡錘車 1の計7点である。

第81図 第44号住居跡出土遺物

□□□/ 
▽ / 

—□\3 
゜

10cm 

第32表 第44号住居跡出土遺物観察表（第81図）

番号・ 器種 日径 器高 底径 胎士 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 02.5) 2.5 ADEH 普通 橙褐色 日20 器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：箆削りか覆土

2 須恵器杯 (12. 0) 3 0 DEH 管通 青灰色 口15 ロクロ成形覆土

3 土師器甕 (20 9) 8.2 ACE 普通 荼褐色 日20 風化著口：内外面横ナデ胴（外）：箆削（内）：箆ナテか覆土

4 七師器甕 7.5 ABCEF 普通 茶褐色 口15 風化著日：内外面横ナデ胴（外）：箆削りか（内）．箆ナデか
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第82図第46号住居跡

第 46号住居跡土層

ヽ 1 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子・マンガン少

2 暗褐色土 暗黄褐色土（地山土）プロック混入

第 46号住居跡カマド

1 暗黄褐色土 暗褐色土プロック若干、しまり・粘性やや弱

2 暗黄褐色t 1層に類似するが、焼土粒子の混入あり、し

まり・粘性やや弱

3 黄褐色土 ほぽ地IlI、カマド側壁、天井のオーバー・ハ

ング部分、内面が若干焼けている、しまりや

こ

、四| <
や弱、粘性弱

'-< EJ 

O - 4 暗黄褐色土 1層に類似、焼土粒子混入なし、しまり・粘

二： 性やや弱

5 暗黄褐色土 下面に焼土粒子多

6 暗灰褐色土 焼上粒子微量（灰層 1)

7 暗黄褐色土 全体的に被熱のため若干赤色化している、し

まり・粘性やや弱

8 暗灰褐色土 焼土粒子 2~3  ％混入、しまりやや弱・粘性

弱（灰層 2)

9 暗黄褐色土 全体的に被熱のため、若干赤色化している

（底面の焼けた部分か）しまり強・粘性やや強

10 暗黄褐色土 砂粒子をプロック状に多、しまり・粘性やや

強、 10層直上が使用面か（掘方）

第 46号住居跡貯蔵穴土層

1 暗褐色土 しまり弱、粘性やや強

／ ／ ―  ーロ□ニ／／／／／口／／／／／ロー／二／三 2 暗灰褐色土 焼土粒子、しまり・粘性弱

゜
L:::;23 6m 2m 

□I 

A A' 

SJ 46カマド
bl 

B B' 

：三

:I  
＼ I I I I C C' 

<I 
ー＼ ／ ,~~ グ／ク:///////9/

o| 

゜
L= 23.5m 1m 
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第83図 第46号住居跡出土遺物
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゜
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6は鉄製（鍛造）の刀子の一部

と思われるが、銹化著しく原形を

とどめていない。刃部と基部の一

部分と思われる。現存長7.4cm・現

存刃輻1.6cmを測る。

7は紡錘車である（凝灰岩製）。

ほほ完形。上径3.2cm・下径4.3cm・

厚さ1.2cm・孔径0.7cm、重さ37.1

gを測る。実測図は本米広い面を

上にすべきとの意見もあるが、側

面の線刻を正位とすることを優先

した。 3面ともに線刻をもつ。上・

疇の意匠は花弁で線刻も比較的

明瞭である。下面は蓮華であろう

か。側面の線刻は不明瞭で、内容

の判読も困難である。植物を側面

から描いたようなものと、文字・

記号状の、 1つ1つが独立して描

かれているものとが存在する。

第33表 第46号住居跡出土遺物観察表（第83図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 (11 1) (3.3) ABCDEF 普通 荼褐色 日20 器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：箆削りか（内）：ナデか

2 土師器杯 11 4 3.5 ACFH 普通 橙褐／黒斑 日80 日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

3 上師器杯 (12 6) 3 4 ACDEFH 普通 橙褐色 体30 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削りか（内）：ナデか

4 須恵器杯 12 5 3.6 6.4 不良 灰褐／橙褐 底95 ロクロ成形 RC

5 土師器甕 5 3 ADEF 普通 暗荼褐色 日10 日：端部内外横ナデ頸：内外ナデ胴（外）：箆削（内）：箆ナデ
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第84図第47• 48号住居跡(I)
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第 47 • 48号住居跡土層

1 黒褐色土 焼土粒子・灰混入

2 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子微量

3 黄褐色土 上面に薄い灰居あり（カマド付近）

4 炭化物層 炭化した木質の堆積層

5 暗褐色土 2層に近似

6 黄褐色土 3層に近似

7 暗褐色土 地山ブロック多（掘方）

8 暗黄褐色土 地山に近似、粘性あり

9 炭化物層 4層に近似

S J 17カマド(!)

第 47号住居跡カマド（ 1)

1 暗褐色土 焼上粒子微塁、しまり・粘性やや強

2 暗茶褐色土 地山プロック・赤色下したプロック少

しまり・粘性やや弱、天井部か

3 暗褐色土 地山土混入、しまり・粘性やや弱

4 暗赤褐色土 暗褐色上が被熱のため赤色した層、し

まり・粘性やや弱

5 暗灰褐色土 灰層、焼土粒子 30~40％混じる、しま

り・粘性弱

6 暗褐色土 焼土粒子少、しまり・粘性弱、煙突部

分か

7 暗灰褐色土 ほぽ純粋な灰層、焼土粒子少、しまり

・粘性弱

8 暗褐色土 焼土粒子少、しまり・粘性やや弱

9 暗茶褐色土 地山プロック若干、しまり・粘性やや弱

10 暗茶褐色土 焼土粒子少、しまり・粘性やや弱

11 暗灰褐色土 灰層、焼土粒子少、しまり・粘性弱

12 暗褐色土 地山プロック多（掘方）

゜
L=23.6m 1m 
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第85図第47• 48号住居跡(2)カマド

叫
SJ 47カマド (2)

01 

A
-

A' B
-

叫

B' 

第 47号住居跡カマド (2)

1 黒褐色土 焼土粒子・灰・炭化物混しる、しまり・

粘性やや弱

2 暗黄褐色土 黒褐色土少、しまり・粘性やや弱

3 暗黄褐色土 大粒の焼土粒子多、しまり・粘性やや弱

4 暗灰褐色土 灰層、焼土粒子少、しまり・粘性弱

5 暗褐色土 掘方覆土、焼土粒了・地山プロック少、

しまり・粘性やや弱

SJ48 

SJ 48カマド

第 48号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土粒子微塁、しまり

弱

2 木炭層 木炭が集中する

3 暗灰褐色土 灰層、焼土粒子少、し

まり・粘性やや弱

4 暗灰褐色土 焼土粒少、しまりなし、

粘性弱

゜
L = 23.6 m 1m 

第47号住居跡（第84~86図）

113 • 114-95 • 96グリッドに位置する。 SJ48を切

り、 SB38に切られる。プランは主軸方向にやや長い

隅丸長方形を呈する。長径x短径x深さは4.32X 3. 

55X0.23mである。主軸方向はN-89°-Eである。

カマド 2基が検出されている。カマド(1)は東壁中央

よりやや南寄りに設けられている。全長1.28m・焚ロ

幅0.66mを測る。掘り方は12層、 10・ 11層は焚日部、

4 • 5層は燃焼部、 6層は煙出部に相当し、 2層は天

井部からの崩落土と思われる。内部はよく焼けている。

カマド(2)は全長1.5m・焚口幅0.61mを測る。掘り方は

5層、燃焼部は 3• 4層に相当すると思われる。内部

はよく焼けている。

平面図には図化されていないが、 ドーナツ状の掘り

方をもつ。貼り床は 5層直下で、黄褐色粘土粒子を主

体とするが、非常に薄いため図化し得なかった。 3層

もこれと類似しており、 2次床面の可能性がある。

カマド（2)～北東コーナーにかけて土師器杯・甕の破

片が床面から浮いた状態でまとまって出土している。

第48号住居跡（第84• 85 • 87図）

114-95グリッドに位置する。 SJ47に切られる。主

軸方向に長い長方形を呈すると考えられる。長径3.79

m、短径は2.90mまで確認できた。深さ0.17mを測る。

東壁は中央付近でやや屈折しており、西壁のプラン
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第86図 第47号住居跡出土遺物
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と平行しない。主軸方向はN-103"-Eである。

東壁付近は浅い掘り方をもち、貼り床されている (9

層）が、その他の部分は砂寸也を主体とした地山を床面

としている。

カマド 1基が東壁中央より南寄りに設けられてい

る。カマドは全長1.05m・焚口輻0.59mを測る。 3. 

4層は燃焼部に相当すると思われる。カマドに向かっ

北島遺跡第14地点

て右側、南東コーナーに存在する楕円形の小穴は平面

規模は0.46m・0.36m、深さは 8cmを測る。遺物も出

土していることやその位置。形状等から貯蔵穴と推定

した。

図化し得た遺物は土師器杯 1・台付き甕1、須恵器

蓋 1、土錘 1の計4点である。

第34表 第47号住居跡出土遺物観察表（第86図）

番号 器種 日径 在""-~ .I.切← 底 径 胎十一 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 EH 普通 灰褐色 ロクロ成形

2 土師器杯 11.8 2 8 ACEFH 普通 荼褐色 器面風化口：内外面横ナデ体（外）・箆削りか（内） ：箆ナデか

3 士師器杯 (13 1) 3 4 ACEFH 普通 荼褐色 日15 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削り

4 上師器杯 (13.1) (3.5) ACEF 普通 荼褐色 口15 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか

5 土師器杯 (11 6) (3 4) AEF 普通 荼褐色 口35 器面風化「l：内外面横ナデ体（外）：箆削（内）：ナデかカマド2

6 須恵器杯 (11. 9) 2.8 EH 普通 灰褐色 口20 ロクロ成形

7 須恵器杯 1 1 6 3 AEH 良 暗灰褐色 底100ロクロ成形 A

8 須恵器杯 1 1 (6 2) EH 普通 灰褐色 底80 ロクロ成形 RC， 須恵器杯 1 8 3 3 AEH 普通 灰褐色 底95 ロクロ成形 RCカマド

10 上師器甕 (11 4) 3 4 ACEF 普通 荼褐色 口30 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナテかカマト2

11 士師器甕 20.1 9 9 AEH 普通 荼褐色 l1 80 日：内外面横ナデ胴（外）：箆削リ（内）：箆ナデカマド2

12 土師器杯 21.0 22 0 20 4 EH 将通 明褐色 口90 ロ・内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデカマド2

13 上師器甕 22.0 15.7 ACEFH 普通 橙褐色 口70 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削リスス付着（内）・箆ナデ

14 七師器甕 20.6 26 4 4 8 ACE 普通 明荼褐色 底100 日：内外面横なで胴～底（外）：箆削り（内）：箆ナデ

15 土師器杯 8 3 4.0 EH 蒋通 明褐色 底50 （外）：箆削り（内）：箆ナデカマド2

16 土師器甕 6 1 3.9 AEFII 普通 橙褐色 底80 （外）：箆削り（内）：箆ナデ

17 士師器甕 20.6 4 5 ABEH 普通 荼褐色 外面スス付着（外）：箆削り（内）：箆ナデカマド2

18・ 19:土錘。 18：荼褐色、完形。焼成：普、 AEH。

全長3.7cm・径1.0cm・孔径0.2cm、重さ 3.9g。 a区出

土。 19:荼褐色、完形。焼成：将、 AEH。全長3.9cm・

径1.7cm ・孔径0.4cm。重さ 3.9g。 b区出土。

20:鉄製刀の一部か両端部を欠く。銹化著しく、原

形をとどめていない。 d区出土。現存長5.5c皿

第87図 第48号住居跡出土遺物
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第35表 第48号住居跡出土遺物観察表（第87図）

番サ 器種 日径 仕0口｝← 百向 底径 胎土 焼成 色調

1 土師器杯 (10 6) (3.0) ADEH 将通 荼褐色

2 須忠器蓋 3.6 EH 普通 灰白色

3 t師台付甕 4.5 (8 2) ABCDE 普通 荼褐色

残存 備 考

口15 日：内外面横ナテ休（外） ：箆削リか（内） ：ナデか

体30 ロクロ成形天井部：箆削り（ロクロ右回転） 貯穴

脚25 器面風化胴：内外箆ナデ・箆削脚台部：内外面横ナデカマド

4は上錘である。橙褐色の表面に黒斑を有する。一

方の端部を欠損する。焼成は将通、胎土： ACE。現存

長3.4cm・最大径0.9cm。孔径0.3cm、3.08gを測る。

セクション。ベルト内出土。
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第88図 第49号住居跡(I)
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第 49号住居跡土層

1 暗褐色土 焼土粒子・マンガン・炭化

物粒子少、しまり・粘性弱

1層に近似、地山プロック

(¢ 5 cm)少

暗灰褐色土 灰層・焼土粒子少、しまり

・粘性弱

しまり・粘性あり

3層とほぼ同じ

焼土粒子少、 SJ50の覆土か

掘方、地山プロック混じる

焼土粒子少

暗黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

。
L=23.7m 2m 

SJ 49カマド(I)

I 

9
I
Z
 

9
c
z
 

第 49号住居跡カマド (1)

1 暗褐色土 焼土粒子(¢ 3~4 cm)少、しま

り・粘性やや弱

灰層、焼土粒子少、しまりなし、

粘性弱

焼土粒子（¢ 1 cm)少、しまり・

粘性ややあり

地山プロック・灰・焼＿十粒子少、

しまり・粘性やや弱

灰層、炭化物・焼土粒・土器片

少、しまり・粘性やや弱

被熱のためやや赤色化している

焼土粒子・炭化物・灰・土器片

少、しまり・粘性やや弱

6層に近似、地山プロック

(¢ 1 cm)少

焼土粒子少、しまり・粘性やや弱

4
 

5
 

6

7

 

暗灰褐色土

暗褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

暗褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

暗褐色土

．笙3

゜
1m 
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北島遺跡第 14地点

第89図第49号住居跡(2)カマド

SJ 49カマド(2)

s010 

ul 

A
 

A
 

B
一

01 

叫

B' 

第 49号住居跡カマド (2)

1 暗褐色土 焼土粒子微蜃、しまり・粘性弱

2 暗黄褐色土 暗褐色土・地山小プロック(¢ 1 

5 cm)の混土層、焼土粒子微尾、

しまりやや弱

3 暗赤褐色土 2層に近似するが被熱している、

しまり・粘性弱

4 暗赤褐色土 2層に近似するが被熱している、

しまり・粘性弱

5 暗褐色土 焼土粒子(¢ 1 cm)若干

6 暗褐色士 焼ナ粒子（¢ 1 cm)若1→

7 暗灰褐 色 t 灰層、暗褐色上プロック(¢ 1. 5 cm) 

・焼土粒子少

8 暗灰褐色土 灰囲、焼土粒了•(¢ 0. 5~1 cm)微畠

9 暗灰褐色土 8層に近似するが、焼上微粒子ほと

んど含まない

10 暗褐色土 カマドを作りかえたとき壁にはり

11 暗褐色土

12 暗黄褐色土

13 黙 褐色 t

14 暗褐色土

つけた土か、しまり・粘性弱

カマドを作りかえたとき壁にはり

つけた土か、しまり・粘性弱

焼土含まない、しまり・粘性弱

焼土含まない、 しまり・粘性弱

焼土粒子（¢ 1~2 cm)若干、しま

り・粘性弱

15 暗灰褐色士 灰層、焼土粒子(¢ 1~2 cm)少、

しまり・粘件弱

16 暗黄褐色土 焼土粒子微量、しまり・粘性弱（掘Jj)

17 黒褐色土 炭・焼上プロック(¢ 2 cm)若1-、

しまり・粘性やや弱

18 暗褐色土 地山プロック・焼上粒子・炭化物

少、しまり・粘叫やや弱（掘方覆ナ）

19 暗褐色土 焼土粒子少、しまり・粘性やや強

（掘方覆土）

゜
L~ 23.6 m 1m 

第49号住居跡（第88~90図）

114-96グリッドに位置する。 SJ50・ S DlOを切る。

長方形を呈する。長径x短径x深さは5.4X4.03X 0. 

38mである。主軸方向はN-1°-Eである。

カマド 2基が検出されている。カマド(1)は東壁中央

よりやや南寄りに設置されており、全長1.53m・焚日

輻0.55mを測る。 5• 7 • 8層は燃焼部、 1層は煙道

部に相当すると思われる。燃焼部は揺鉢状を呈し、煙

道部は急勾配に立ち上がって煙出し部に至る。煙出し

部は比較的よく焼けている。

カマド(2)はほぼ同じ位置で造り替えが行われてお

り、ともにSD20を切る。 1次はAカマドで現状では

長さ 1.04m・輻0.5mまで力叶窟認できた。 16層は掘り

方、 14• 15層は燃焼部に相当すると思われる。 2次は

Bカマドで全長1.53m・焚日輻0.58mを測る。 17• 18 

層は掘り方、 9層は焚日部、 7 • 8層は燃焼部、 12• 

13層は煙道部、 2層は天井の崩落土と思われる。カマ

ド内部はよく焼けている。

平面図には図示していないが、住居跡東側はごく浅

い掘り方をもち貼り床されている (3層）。その他の部

分については砂地を主体とする地山を床面として使用

していると考えられる。

遺物の出土数は、今回の調査では比較的多い部類に

属し、実測し得たのは、土師器7点・須恵器5点の他

に土錘 1点、貝巣穴痕泥岩 2点の計15点である。

13は土錘である。黒褐色、完形。焼成は普通である。

胎土は ACH、長さは3.8cm・径は1.3cm・孔径0.3cm、

重さは8.1gを測る。

14 • 15は貝巣穴痕泥岩であると思われる。どちらも

貝巣穴として明瞭なものはみられないが、今回貝巣穴

痕泥岩として明確に判断できるものと土質がきわめて

近く、二次的に被熱している点でも共通しているため、
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第90図 第49号住居跡出土遺物
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第36表 第49号住居跡出土遺物観察表（第90図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 上師器杯 (12 2) 3.7 ACE 普通 明褐色 口25 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか覆土

2 須恵器杯 (11 8) 3 0 (6.3) EH 蒋通 灰褐色 口35 ロクロ成形 C

3 須恵器杯 12.0 3 2 7.0 CEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RCベルト

4 須恵器杯 12 2 3 5 6.4 EH 普通 暗灰褐色 ロクロ成形 RC 口縁上半（外）：黒灰色

5 須恵器杯 (11 9) 3 5 CEH 普通 黒灰色 日20 ロクロ成形

6 須恵高台杯 13.0 4.4 台8.4 CDE 不良 暗灰褐色 台75 ロクロ成形 C 高台張付か底（外）：墨書か？

7 土師器甕 (19 6) 4.5 ACEH 普通 暗褐色 日25 器面風化日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナテ

8 土師器甕 (23 5) 7.5 ACEH 普通 荼褐色 口25 器面風化口：内外面横ナデ胴（外）：箆削（内）：箆ナデカマド， 七師器甕 (21 0) 7.4 ACEFH 普通 橙褐色 器面風化日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

10 士師器甕 (21 8) 7.2 ACFH 普通 明褐色 器面風化口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

1 1 土師器甕 7 8 4.8 AEH 普通 荼褐色 底95 器面風化（外）：箆削り（内）：箆ナデ

12 上師器甕 (21.5) 13.0 ACDEH 評通 明褐色 日30 器面風化口：内外面横ナテ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ
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貝巣穴痕泥岩の可能性が高いと判断して、ここに掲載

することにした。

14:縦に割れた貝巣穴と思われる痕跡が、 1箇所で

はあるが観察される。暗オリーブ色。 2.5X2.4Xl.2

cm、5.4gを測る。

15:貝巣穴と思われる痕跡か2箇所有り。明赤褐色。

2.8Xl.8Xl.3cm、4.3gを測る。

第50号住居跡（第88。91• 92図）

114-96グリッドに位置する。 SDlOを切り、 SJ49 

に切られる。プランは隅丸長方形を呈する。

長径x短径x深さは3.88X 3. 08X O. 39mである。主

軸方向はN-1°-Eである。

カマド 1基が検出されている。カマドは北壁中央に

第91図 第50号住居跡出土遺物

□ /1 

□□--
口

北島遺跡第14地点

設けられており、煙出部は一部攪乱を受けている。全

長1.84m・焚日幅0.44mを測る。カマドの遺存状況は

比較的良好で、煙道部がトンネル状に残っている箇所

もあった。前庭部にある平面規模は38X29cm・深さ22

cmの土壇状の窪みは、焚日の灰を掻き出すさいにでき

たものであろうか。 9層は掘り方、 5 • 6層は燃焼部

～煙道部、 1 • 2層は天井部に相当すると考えられる。

住居跡は掘り方をもち (7層）、黄褐色粘土粒子を主

体とした土で貼り床されているが、貼り床自体はきわ

めて薄いため図化し得なかった。貼り床面は、地山を

そのまま床面としている住居跡に較べて若干硬化して

いた。

出土遺物は少なく、図化し得たのは計9点である。

二 口

ロニニ／／
I ¥ 6 ＼ I ¥ 7 

¥ 
□ 

← 三」 一口＼

゜
10cm 

第37表 第50号住居跡出土遺物観察表（第91図）

番号 器種 「I径 益ロロ 古向 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 (12 1) (2.8) ACEH 将通 荼褐色 日25 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削リカマドたき「1部

2 須恵器杯 2 5 (8.3) EFH 普通 灰褐色 底40 ロクロ成形 RBbベルト

3 須恵器杯 (11 7) 3.5 (6 0) EH 普通 暗灰褐色 日35 ロクロ成形 RC

4 須恵器杯 (12.0) 3 4 6.3 DEH 普通 灰褐色 底55 ロクロ成形 RC

5 須恵器杯 (13. 6) 3 7 EH 将通 灰褐色 日15 ロクロ成形

6 須恵器杯 2.8 6.3 CDEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC

7 須恵器堺 3 5 (6. 7) CFH 稗通 暗灰褐色 底50 ロクロ成形 RC箆記号有

8 須恵器杯 2 7 (6. 5) EH 許通 灰褐色 底60 ロクロ成形 RC掘方 d区， 土帥器甕 21.2 8 3 ACEFH 曹通 橙褐色 器面風化口：内外面横ナデ胴（外）：箆削りカマド煙突
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第92図 第50号住居跡

。

ぐ
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--ti.-96(；上り

東4•南 4m

□o 

。

SJ 49 

．
 

]

m

 ］
 

。
口

第 50号住居跡土層

1 暗褐色土 炭化物微羅、マンガン

沈着、 しまり・粘性弱

2 暗褐色土 焼土粒子少、重複する

住居跡の覆土か

3 暗褐色土 焼土粒子少

4 暗褐色土 地山プロック(¢ 1~ 

1. 5 cm)少、（掘方）

゜
L=237m 2m 

SJ 50カマド

0| 

A236 A' 

A' 

i::,| 

□I 

第 50号住居跡カマド

1 暗褐色土 しまり・粘性やや弱、天井部

2 赤褐色土 天井部下面・側面の焼けた部分、しまり

やや弱・粘性弱

3 暗褐色土 地山プロック若干、しまりやや弱・粘性

やや強

4 暗灰褐色土 焼土粒子・炭化物・地山プロック少、灰

層、しまり弱・粘性やや弱

5 暗褐色土 焼土粒子若干、しまり・粘性やや強

6 暗灰褐色土 焼土粒子・炭化物少、灰層、しまり弱．

粘性やや弱

7 褐色土 やや砂質・焼土粒子少、しまり・粘性や

や弱

8 暗褐色土 しまりやや弱・粘性やや強

9 褐色土 炭化物粒子・焼土粒子全く含まない掘方

覆土、しまり・粘性やや弱

823.2 B' C232 C' 

。
1m 
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北島遺跡第 14地点

第93図第51 • 52号住居跡(I)
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B B' 

ロコ言□三三
第 5152号住居跡士層

1 暗褐色土 砂粒プロック(¢ 3 cm)多、焼土粒子・炭化物粒

子少、しまり強・粘性弱

2 灰黄褐色土 砂粒プロック(¢ 3 cm)少、炭化物粒子微呈、し

B 

まり強・粘性弱（貼床）

8' 3 暗褐色土 地山プロック少、遺物若干

4 暗褐色土 地山プロック若干

5 黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子少、しまり・粘性弱、

溝状遺構

6 暗褐色士 焼土粒子多、炭化物粒子少、しまり強・粘性弱

゜
L=236m 2m 

S J 52カマト` Q| 

叫

¥/― □ 
第 52号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土粒子・黄褐色土プロック少

2 暗黄褐色土 焼土粒子多

3 暗黄褐色土 2層よりも色調明るい

ト（aI）)か羹：
4 暗褐色土 地山プロック・焼土粒子・灰少

B 5 暗黄褐色土 2層に近似、焼土粒子多

6 黄褐色土 ほぽ純粋な地山土

7 黄褐色土 ほぽ純粋な地山土

8 黄褐色土 ほぽ純粋な地山土

9 黄褐色土 ほぽ純粋な地山土

10 暗灰褐色土 焼土粒子・炭化物粒子若干、灰層

ol l¥¥¥‘̀ 
11 暗赤褐色土 煙道下面の焼けた部分

炉
A A' B B' 

゜
L=23.6m 1m 
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第94図第51号住居跡(2)カマド

S J 51カマド 切

B' 

ol 

第 51号住居跡カマド

1 暗黄褐色土 焼土粒子若干、しまり・粘性やや弱

2 暗褐色土 焼土粒子若干、しまり・粘性やや弱

3 暗褐色土 灰居、焼土粒子・炭化物粒子若干、

しまり・粘性やや弱

4 暗灰褐色十 灰層、焼ナ粒子若干、ほぼ純粋な灰層、

しまり・粘性弱

5 暗灰褐色土 灰層、暗褐色土若干混じる点で 4層と

異なる、焼土粒子やや多、しまり・粘

性やや弱

6 暗褐色土 焼土粒子(¢ 0. 5~1 cm)少、しまり・

粘性やや弱

7 暗黄褐色土 ほぽ地LII、袖残存部か

A
-

A'B  B' 

゜
L二 23.6m 1m 

第51号住居跡（第93~96図）

114 • 115-95 • 96グリッドに位置する。 SJ52 • S 

DlO・ S K77を切る。プランはやや不整形な長方形を

呈する。長径x短径x深さは4.86X 3. 87X O. 42mであ

る。主軸方向はN-10°-Eを指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは北壁中央よ

り東寄りに設けられている。全長1.0lm・焚口幅0.71

mを測る。カマドは焚日が若干窪みをもつか‘、全体的

に水平面に近く、煙道部は緩やかに立ち上がる。

4 • 5層は燃焼部、 2層は天井部に相当すると思わ

れる。カマド内からは、支脚に使用されたと推定され

る石が1点出土した。

住居跡は比較的遺存状況が良好で、壁面の立ち上が

りは明確である。掘り方 (6• 7層）は地山ブロックを

含む暗褐色土で、砂粒ブロックを含む灰黄褐色の貼り

床 (3層）との違いは明瞭である。貼り床而は部分的

に硬化していた。

また、この貼り床面の直下には、断面図に図化し得

ないほど薄い土層ではあるか、灰褐色粘土粒子を主体

とする層が1枚あり 1次貼り床面の可能性がある。こ

の場合、 3層は 2次貼り床面ということになる。

4 • 21は掘り方内からの出土、その他は 2次貼り床

面上からの出土である。

実測し得た遺物は、上師器杯8・甕4、須恵器蓋3.

杯14、灰釉陶器 1、土錘 1、貝巣穴痕泥岩 2、計33点

である。

第52号住居跡（第93• 97図）

114-95グリッドに位置する。 SJ51に切られる。プ

ランは長方形を呈すると思われる。平面規模は主軸方

向（南北）に2.35m、東西は2.08mまで計測できた。

深さは0.18mである。主軸方向はN-10°-Eを指す。

カマド 1基か検出されている。カマドは北壁に設け

られているが、中央にあるのか一方によっているかは

不明である。カマドは全長1.18m・焚日輻0.52mを測

る。 10層は燃焼部～煙道部、 2 • 3層は天井部に相当

すると考えられる。燃焼部は窪みをもつが、灰の掻き

出しによるためであろうか。煙道は30度程の傾斜で立

ち上がる。

東側半分を SJ51に切られているほかは、住居跡の

遺存度は比較的良好で、壁面の立ち上がりも明瞭であ

る。住居跡は掘り方をもたず、砂沫立を主体とした地山

を床面としている。床面には明瞭な硬化は観察できな

かった。

実測し得た遺物は、計2点である。

- 98 -



北島遺跡第14地点

第95図 第51号住居跡出土遺物(I)
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第96図 第51号住居跡出土遺物(2)
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第38表 第51号住居跡出土遺物観察表（第95図）

番与 器種 ロ径 ；；ロ｝ロー 一「与口J 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 摘2.9 2.2 ACEH 普通 灰褐色 ロクロ成形天井部：箆削り

2 須恵器蓋 摘3.2 1.5 CEH 普通 灰白色 摘100ロクロ成形天井部：箆削りロクロ右回転墨書有「大」か

3 須恵器蓋 16 7 2 3 EH 普通 青灰色 ロクロ成形端部横ナデ

4 土師器杯 (10.8) (2.8) ACDEF 普通 荼褐色 日20 器面風化口：内外面横ナテ胴（外）：箆削（内）：ナデか掘方

5 土師器杯 (13.6) (3.5) ACEH 普通 荼褐色 日30 器面風化口：内外面丁寧な横ナデ体：内外ナデ・箆削掘方

6 土師器邸 (1 3. 4) 3.1 ACEF 普通 荼褐色 ロ25 口．内外面横ナテ体（外） ：箆削り（内）．ナデか

7 土師器杯 (12 8) 3.6 ACDEH 普通 橙褐色 日60 器面風化日：内外面横ナデ体（外）：指ナデ・箆削りカマド

8 上師器杯 (15 0) 2.3 ACEFH 普通 荼褐色 日20 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか， 土師器杯 (12 0) 3.3 CEF 普通 明褐色 ロ25 口・内外面横ナテ体（外） ：箆削り（内）：ナデベルト

10 土師器杯 (11.8) (3.4) ACDEH 蒋通 明褐色 体25 日：内外面横ナデ体（外） ：箆削り（内）：ナデかベルト

11 上師器杯 (13.1) 2.7 EH 曹通 灰白色 日20 ロクロ成形

12 須恵器杯 (13.4) 2.8 CDE 不良 橙褐色 日25 器面風化ロクロ成形 c区カマド

13 須恵器杯 (12 2) 3.3 CEH 普通 灰褐色 ロクロ成形

14 須恵器杯 1.4 7.2 AEH 普通 白灰色 底30 ロクロ成形 LBa

15 須恵器杯 (11.8) 3.7 16 8 CEH 普通 灰褐色 口40 ロクロ成形底：箆削り

16 須怠器杯 1.8 (8.3) CEH 将通 灰褐色 底35 ロクロ成形 Bb

17 須恵器杯 0.9 6.6 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 Bb

18 須恵器杯 1.1 6.1 CEH 普通 灰褐色 底85 ロクロ成形 Bb

19 須恵器杯 (11.1) (3.5) (6.8) EH 良 暗灰褐色 口35 ロクロ成形 Bb

20 須恵器杯 12.1 3.5 6.6 CE 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC

21 須恵器杯 12.0 3.4 6.5 CEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC箆記号有 a区掘方

22 須恵器杯 2.7 6.8 AEH 普通 黒灰色 底75 ロクロ成形 RC

23 須恵器杯 (12.3) 3.4 7.2 CE 普通 橙灰色 口30 ロクロ成形 C

24 須恵器杯 0 7 6.3 ACEH 稗通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC

25 須恵器杯 (12. 7) 3.5 (7.6) DE 普通 底35 ロクロ成形 c
26 灰釉高台杯 1.8 (8. 9) E 良 灰白色 台25 ロクロ成形

27 土師器甕 (20.2) 4 0 ADEFH 曹通 橙褐色 器面風化［I：内外面とも横ナデ

28 上師器甕 (20. 7) 6 9 ACFH 普通 荼褐色 日25 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

29 土師器甕 3.4 4.4 ACEH 普通 荼褐色 底95 胴～底（外）：箆削り（内）：箆ナデ

30 土師器甕 4 9 4.6 ACEH 蒋通 黒褐色 底100外面スス付着胴～底（外）：箆削り（内）：箆ナデ

31は土錘である。明褐色、残存率95-?、°ーセント。表

面は荒れてザラザラしている。完形。焼成は普通。胎

土： ACEH。長さは4.3cm・最大径は1.0cm・孔径0.3

cm、現存重量は2.9gを測る。

32は貝巣穴痕泥岩である。小破片ではあるが、貝巣

穴と思われる痕跡が1箇所明瞭にみられ、さらに貝巣

穴の可能性がある部分が2箇所観察される。二次的被

熱有り。明赤褐色。l.8Xl.2X0.9cm、1.3 g。

33は貝巣穴痕泥岩と思われる。明瞭に貝巣穴と判断

される痕跡はないが、 32の貝巣穴痕泥岩との類似点か

ら、本例も貝巣穴衰泥岩と判断した。二次的被熱有り。

明赤褐色。 3.4Xl.9Xl.4cm、4.1gを測る。

-100 -



北島遺跡第14地点

第97図 第52号住居跡出土遺物
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第39表 第52号住居跡出土遺物観察表（第97図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 I残存 備 考

1 須恵器蓋 (7.1) I 2.2 I 2.8 I DEH 不良灰白色摘 90ロクロ成形

2 土師器甕 （19.0) I 5.8 I - I ACEH 普通荼褐色 口25 器面風化日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

第98図 第53号住居跡出土遺物

エニ—-- j -~-ン
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第40表 第53号住居跡出土遺物観察表（第98図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 CEH 普通 灰褐色 ロクロ成形 RC

2 須恵器杯 0 7 EH 普通 青灰色 ロクロ成形 C トレンチ内

3 須恵器杯 CEH 不良 灰褐色 ロクロ成形 C

4 七師器甕 (22. 9) 5.1 ACDEFH 普通 明褐色 ロ25 器面風化口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

第53号住居跡（第98• 99図）

115-94グリッドに位置する。 sx2 • 4、SDSに

切られる。プランは長方形を呈する。長径x短径x深

さは5.84X4. 29X O. 04mである。主軸方向はN-1 ° 

-Eを指す。

カマドは検出されなかったが、これはSX2・4に

切られているためと思われる。

住居跡の遺存度はきわめて悪く、遺構確認面から僅

かに掘り下げるのみで床面となり、壁面を把握するの

は困難であった。しかし、壁面の大部分が失われてい

たものの、さいわいコーナ一部分が3カ所遺存してお

りプランと平面規模をとらえることができた。

調査し得た範囲内では掘り方はみられず、砂沫立を主

体とする地山を床面としていた。床面には、特に硬化

している箇所は観察されなかった。

遺物の出土は少なく、図化し得た遺物はいずれも小

片で、上師器甕 1、須恵器杯 3の計4点であった。
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第99図 第53号住居跡
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1 暗褐色土 焼土粒子・炭化

物粒子少、しま

り強・粘性弱

゜
L~2 3.6 m 2m 

第54号住居跡（第100• 101図）

115-95グリッドに位置する。 SD8に切られる。南

壁の大部分が失われているが、南西コーナー部分が遺

存していたため、平面プランと規模をとらえることが

できた。プランは主軸方向が僅かに長いが、概ね方形

を呈する。また、北西コーナー付近が若干歪むものの、

他のコーナー部分では明確に屈曲している。長径X短

径x深さは4.41X4.33X O.12mである。主軸方向はN

-0 °を指す。

カマドが1基、北壁の中央に設けられている。カマ

ドも遣存度が悪く、形状・規模を把握することはでき

なかった。全長0.87m・焚口輻0.53mを測る。前底部

側にある平面規模・深さが0.53X 0.43X 0.18mの土壊

状の遺構は燃焼部であり、窪んでいるのは灰の掻き出

しによるものと思われる (3層）。煙道は緩やかに立ち

上がる。

掘り方はなく、砂悧虹ヒ体の地山を床面としていると

思われる。床面に硬化面は特に認められなかった。

出土した遺物は少なく、図化し得たのは土師器甕 1、

須恵器杯7．紡錘車 1、土錘3の、計12点である。

第55号住居跡（第102図）

114・ 115-96グリッドに位置する。 SJ56を切り、住

居跡東側の大部分を土取りによって攪乱されている。

プランの大部分が失われているため、方形か長方形

であるのかは不明。遺存している 2カ所のコーナ一部

分をみる限り、隅丸を呈する。
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北島遺跡第 14地点

第54号住居跡 ,~ 
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第 54号住居土層

1 暗褐色土 黄褐色土・地山プロック少、炭化物粒子

微量、しまりやや弱・粘性弱

言 ー一

゜
L=23.6m 2m 

SJ 54カマド

第 54号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土粒子やや多、炭化物粒子若干、し

まりやや弱・粘性やや強

2 暗褐色土 焼土粒子微量、しまりやや強・粘性や

や弱

3 暗黄褐色土 焼土粒子微罷、炭化物粒子若干、しま

りやや弱・粘性やや強

了言宣言言：
゜

L= 23.6m 1m 

平面規模は、東西は1.58mまで確認できたのにとど

まる。南北は2.4m、深さはO.lmである。

調査し得た範囲内においてカマドは検出できなかっ

たため、主軸方向は特定できなかった。主軸方向は、

北カマドの場合N-2T-E、東カマドの場合N 117° 

-Eとなる。

堀り方はもたず、砂沫立を主体とする地山を床面とし

ており、硬化は少ない。

出土遺物は少なく実測し得た遺物は、須恵器杯2、

鉄製小刀 1の、計3点である。 2の須恵器杯は体部と

底部の外面に墨書をもつ。底部の墨書は「春山」と思

われるが、体部のものは欠損部分が多く文字不明。
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第101図 第54号住居跡出土遺物
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第41表 第54号住居跡出土遺物観察表（第IOI図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎七 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 3.3 6.2 CEH 良 暗灰色 底100ロクロ成形 RBb溝

2 須恵器杯 (11 5) 3.8 (6 5) BDE 普通 灰白色 口15 ロクロ成形 C 溝

3 須恵器坑 (12 5) 3 5 6.4 CDEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC
4 須恵器杯 (12.3) 3.1 CH 良 暗灰褐色 日25 ロクロ成形

5 須恵器杯 (1 3. 1) 3 2 EH 不良 灰橙褐色 口15 ロクロ成形

6 須恵器杯 0.7 ACEF 蒋通 灰青色 ロクロ成形 Ba溝

7 須恵器杯 0.7 AEH 普通 灰白色 ロクロ成形 A 溝

8 上師器甕 (20 1) 3.1 AEF 普通 明荼褐色 口10 口：内外面とも横ナデ

9 :紡錘車。須恵器杯底部を転用。欠け口を面取り。

底部：回転糸切り離し。 EH、灰褐色。重さ44.4g。

11 ：土錘。 DH、二次的被熱か。赤褐色。1.5g。 12:

土錘。 BF、明褐色1.5 g。 13:土錘。 BEH、黒褐色。

第42表 第55号住居跡出土遺物観察表（第102図）

番号 1 器種 I 口径 1器高 1底径 1 胎七 1焼成I色調 I残存 備 考

1 須恵器杯

2 須恵器杯

CEH 普通灰褐色 ー ロクロ成形 c箆記号有

1.9 I 7.8 I AEH 蒋通 白灰色底100ロクロ成形 RA体（外）：墨痕意昧不明底：墨痕「春山か」

3は小刀か（鉄製）。銹化著しく小破片化しており、

遺物取り上げ時にはバラバラになってしまった。茎部

に木質残存。平棟・両関造り。関は直角に近いと思わ

れる。現存長17.4cm・ 茎部幅0.9cm・厚さ0.3cm。

第43表 第56号住居跡出土遺物観察表（第102図）

番号 1 器種 1 |]径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 I須恵器杯 1.8 ACEH 普通I灰褐色 I- Iロクロ成形 RC
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北島遺跡第14地点

第102図第55• 56号住居跡出土遺物
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第 55• 56号住居跡土層

1 暗褐色土 焼土粒子・地山プロック(¢ 1 cm)少、

しまり・粘性やや強、床面との間にご

く薄い炭化屈あり、 SJ55覆土

2 暗褐色土 焼土粒子・地山プロック(¢ 1. 5 cm)少、

しまり・粘性やや強、 SJ 56 

SJ 55 ェニ:"1 

： 
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：
 

゜
1 • 2 10cm 

1: 4 

こロロ
, a り

，
 ゜
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J:3 
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t

蛮

゜
L~ 23.7m 2m 

゜
10cm 

第56号住居跡（第102図）

115-96グリッドに位置する。 SJ55 ・SD 8 ・およ

び土瑞に切られるほか、 SJ55と同様に住居跡東側の

大部分を土取りによって攪乱されている。遺構の大部

分が失われているため、プランが方形であるのか長方

形であるのかは不明。遺存していた唯一のコーナーか

らみる限り、隅丸を呈すると思われる。

平面規模は、南北3.21m、東西2.37X0.15mまで確

認できたのにとどまる。

調査し得た範囲内においてカマドは検出できなかっ

たため、主軸方向は特定できなかった。北カマドの場

合はN-20°-E、東カマドの場合はN-110'-Eとな

る。掘り方はもたず、砂沫立を主体とする地山を床面と

しており、硬化は少ない。

出土遺物はきわめて少なく、須恵器杯の小破片 1点

のみである
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第103図第57号住居跡(I)
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SJ 57 

三-98Gより

東5•南 4m

SJ 58 

第 57号住居跡土層

1 灰褐色土 焼土粒子(¢ 0. 2~2 cm)、カーボン(¢ 1 

~3 cm)微量

2 灰褐色土 カーボン少

ヽー---- ―一□冒言言言□9:
゜

L=23.6m 2m 

S J 57カマド(I) S J 57カマド(2)

第 57号住居跡カマド（ 1)

1 暗褐色土 カーボン多、焼土粒子少

第 57号住居跡カマド (2)

1 赤褐色土 焼土粒子少

。
Lc23.4m 1m 
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第57号住居跡（第103~105図）

107-98グリッドに位置する。 SJ58を切る。プラン

は長方形を星する。長径x短径x深さは4.28X 3. 09X 

0.08mである。主軸方向はN-1°-Eを指す。

カマド 2基ヵ検出されている。カマド(1)は北壁中央

よりやや西寄りに設けられている。全長0.99m・焚ロ

幅0.58m、を測る。焚口付近は平坦で、燃焼部は浅い

北島遺跡第14地点

揺鉢状を呈する。カマド内部はあまり焼けていない。

カマド(2)は東壁中央よりやや南寄りに設置されてお

り、全長0.8m・焚日幅0.55mを測る。焚日付近は平坦

で、燃焼部から煙出しにかけて浅い揺鉢状を呈する。

内部はあまり焼けていない。

ドーナツ状の掘り方をもち、貼り床は部分的に硬化

していた。実測し得た追物は、計4点である。

第104図第57号住居跡(2)掘方
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第 57号住居跡掘方

1 暗黄褐色土 粘土プロック(¢ 5 cm) 

多・カーポン少

゜
L=23.6 m 2m 

第105図 第57号住居跡出土遺物
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第44表 第57号住居跡出土遺物観察表（第105図）

番号 器種 日径 益叩 古向 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 (15.8) 1.9 CEH 将通 灰褐色 日20 ロクロ成形覆七

2 土師器杯 (13. 2) (2 7) ACEH 普通 荼褐色 日15器面風化著口：内外面横ナテ体（外） ：箆削（内）：ナデか覆上

3 須恵器杯 (13. 3) 3.0 DEH 将通 灰褐色 日20 ロクロ成形覆上

4は紡錘車である（土製）。胎土は AEFHである。

焼成は普通、橙褐色。上径は推定4.6cm・下径は推定5.

8cm・孔径は推定0.8cm・高さは1.7cm、現存重量は29.

3gを測る。残存率4:Yゞ ーセント。

第58号住居跡（第106• 108図）

107-98グリッドに位置する。 SJ57に切られる。東

西方向が若干長く方形に近い長方形を呈する。長径X

短径x深さは3.21X2.84X0.lmである。主軸方向は

N-3°-Eを指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは北壁中央よ

第106図第58号住居跡

土1-98Gtり

瓶‘2•南 4m

1: 

第 58号住居跡土層

1 灰褐色土 焼土粒子(¢ 1~2 cm)・炭化物粒了(¢ 1 

~2 cm)微星

2 灰褐色土 焼士粒子少

りやや東寄りに設けられている。カマドは全長1.6m• 

焚日輻0.54mを測る。 2層か焚日・燃焼部・煙出しに

相当しよう。カマド底面は僅かに窪む程度であまり焼

けていない。

掘り方は部分的なものではなく住居全域を掘り窪

め、粘土ブロックを含む暗黄褐色土を10~15c両星の厚

さに敷き積めて床面としている。床面は部分的に硬化

している箇所が認められた。

出土遺物は少なく、実測し得たのは土師器杯 1・甕

1、須恵器杯1の3点で、いずれも破片であった。

SJ 58カマド

口 ｀
 

、3

Q| 

ol 

A
-

A' B一 8' 

第 58号住居跡カマド

1 灰褐色土 地山を基本とし焼土粒子(¢ 1 

~2 cm)多、煙道部の流入土層

2 灰黒色土 灰・炭化物の混合層

゜
L=23.5m 2m 

゜
L= 23.6 m 1m 

- 108 -



北島遺跡第 14地点

第107図第59• 60号住居跡(I)

S014 

玉凸 G

ヤ

SJ 59 

゜

，．
 

SJ 60 

り

SJ61 

SD14 

言
SJ 59カマド(1)

bf 
，
 

｀
ハ
）

ol 01 

゜
L~23.6m 2m 

第 59-60号住居跡土層

1 暗褐色土 炭化物粒子・地山土少、 2層との境

に灰層あり

2 暗褐色土 炭化物粒子・地山土少、しまり・粘

性やや弱

3 暗褐色土 炭化物粒子・地山土少、しまり・粘

性やや弱

4 暗褐色土 炭化物粒子・焼土粒子少、しまり・

粘性やや弱

5 暗黄褐色土 地山プロック多、炭化物粒子少

6 暗黄褐色土 地山プロック多、焼土粒子・炭化物

粒子若干

7 黄褐色土 地山プロック多、砂粒子・炭化物粒

子少

A
-

A' 

B
-

B' 

第 59号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子若干、しまり

やや弱・粘性弱

2 黒褐色土 焼土粒子多、炭化物粒子・灰若干、

しまりやや弱・粘性弱

3 暗灰褐色土 灰層、焼土粒子少、しまりやや弱．

粘性弱

4 暗褐色土 地山プロック、焼土粒子微量、しま

りやや弱・粘性弱

粘質上

地山プロック袖か

粘質上

炭化物粒子少（掘方）

5 暗灰褐色土

6 黄褐色土

7 暗灰褐色土

8 暗褐色土

。
L~23.5m 1m 
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第108図 第58号住居跡出土遺物

ロここー-::::::;;JI
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゜
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第45表 第58号住居跡出土遺物観察表（第108図）

番号 器 種 ロ径 益na． 古向 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 上師器杯 (12.4) (2 7) ACEFH 普通 明褐色 日30 日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ覆土

2 須恵器杯 1.4 6.0 CEH 普通 青灰色 底100ロクロ成形 RC覆土

3 七師器甕 (21.2) 4.9 ACEH 普通 荼褐色 日30 外面にスス付着日：内外面横ナデ胴（外）：箆削りカマド

第59号住居跡（第107• 110 • 111図）

107 • 108-97 • 98グリッドに位置する。 SJ60 • S 

D14を切る。やや方形に近い隅丸長方形を呈する。長

径x短径x深さは5.59X 4. 31X O.15mである。主軸方

向はN-4°-Eを指す。

カマド 2基力検出されている。カマド（1）は、北壁中

央よりやや東寄りに設けられている。全長1.16m• 焚

ロ幅0.92mを測る。 8層は住居跡の掘り方、 1 • 2層

第109図第60号住居跡(2)カマド

゜S J 60カマド(2) 0| 

ol 

A
-

A'B  ．．  

o| 

は燃焼部から煙道部、 6 • 7層は袖部に相当すると思

われる。

カマド(2)は東壁中央より南寄りに設置されている。

当初SJ60との関連を考えたが、土層断面の観察から

本住居跡に帰属するカマドと判断した。全長1.37m• 

焚口輻0.77mを測る。 13~15層は非常に堅固な土層で

あり、焼土粒子やカーボンも徴量であることから、カ

マド掘り方の可能性も考えられる。 2~11層は、燃焼

9 10 

第 60号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土粒子若干、カーボン微醤、しまり強・

粘性弱

2 暗茶褐色土 焼土粒子・カーポン少

3 黒褐色土 粘土粒子・焼土粒子微量、しまり・粘性

やや強

4 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子・砂粒子少

5 暗灰褐色土 焼土粒子・灰粒子少、しまりやや強・粘性

やや弱

6 茶褐色土 焼土粒子少、 Fe沈着、しまりやや強・粘

性やや弱

7 暗灰褐色土 灰層中に焼土粒子・炭化物粒子少、しまり

・粘性やや弱

8 暗茶褐色土 焼土粒子・炭化物粒子少

9 暗灰褐色土 灰層中焼土粒子少、しまりやや弱・粘性弱

10 暗黄褐色土 焼土粒子・粘土粒子少、しまり強・粘性弱

11 暗灰褐色土 灰層中焼土粒子少、しまりやや弱・粘性弱

12 黒褐色土 粘土粒子・炭化物粒子微畠、しまり・粘性

やや強
8' 13 黒褐色土 粘土粒子若干、焼土粒子・炭化物粒子少、

しまり強・粘性やや弱

14 暗黄褐色土 炭化物粒子・焼土粒子微量、しまりやや強・

粘性やや弱

15 暗黄褐色土 焼土粒子微贔、しまり非常に強・粘性弱

16 黒褐色土 粘土粒子・炭化物粒子・焼土粒子微贔、し

まり強・粘性やや強

17 暗褐色土 焼土粒子少、しまり強・粘性やや弱

゜
L二 23.5m 1m 
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北島遺跡第14地点

第110図 第59号住居跡出土遺物(!)

「 ／
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口

＼ I I 12 
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゜
1 ~17 10cm 

I: 4 

部・煙道部に相当すると思われる。

住居跡はドーナツ状に掘り方をもち、床面には一部

硬化した箇所も認められた。また、床面の60パーセン

ト程にわたって薄い灰層が広がっていた。

出土遺物は比較的多く、図化し得た遺物は土師器

8・須恵器9、その他 5、計22点である。
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第111図 第59号住居跡出土遺物(2)
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北島遺跡第14地点

第46表第59号住居跡出土遺物観察表（第110図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 (13.0) 2 7 AEH 普通 荼褐色 ロ20 外面風化著口（上半）：内外横ナデロ（下半）：外箆削り

2 土師器杯 (11.8) (2.5) ACDEFH 普通 橙褐色 日30 器面風化日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナテ‘か

3 上師器杯 (16 5) 3.5 AEFH 普通 橙褐色 口25 器面風化日：内外面横ナテ体（外）：箆削り（内）：ナデか

4 土師器杯 (13 1) (3 1) ADE 普通 荼褐色 口25 器面風化著日：内外面横ナテ体（外）：箆削り（内）：ナデか

5 須恵器坑 12.6 3.9 7.3 AEH 不良 灰褐色 底95 ロクロ成形 RBb器面摩滅

6 須恵器杯 (12.2) 3.6 6.2 CDEH 普通 灰褐色 底80 ロクロ成形 C 箆記号有

7 須恵器杯 12 3 3.6 7.2 ABEH 普通 灰褐色 口90 ロクロ成形 RC

8 狽恵器杯 (11.8) 3.4 6.5 CEH 普通 灰褐色 底55 ロクロ成形 RC， 須恵器杯 (12. 7) 3.9 5.7 ACDEH 不良 灰褐色 底100ロクロ成形 RC

10 須恵器杯 (11 0) 3 9 5 8 DEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 A

1 1 須恵器杯 (15.2) 2 7 BEH 将通 灰褐色 日20 ロクロ成形

12 須恵器杯 2.3 6.2 AEH 不良 黒褐色 底50 ロクロ成形 RC

13 須恵器杯 1.2 6.6 CEH 普通 灰褐色 底95 ロクロ成形 RC

14 土師器甕 (17.5) 6.3 ACEFH 普通 荼褐色 日25 器面風化口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：ナデか

15 上師台付甕 8.7 ACEG 普通 橙褐色 器面風化粋脚台：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

16 土師器甕 (15.8) 8.1 ACDEFH 普通 黒褐色 口15 11：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ（外）：スス付着

17 土師器甕 (21.4) 5 8 ACEFH 普通 荼褐色 ロ25 器面風化口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

18・．土錘。 ACEH、完形、黒褐色。重さ6.7 g。 19・・

刀子か（鉄製）。平棟・両関造り。関は直角に近い。 20:

刀子か（鉄製）。鍛造。銹化著しく原形とどめず。 21:

貝巣穴腹泥岩と思われる。貝巣穴の痕跡が2箇所認め

られる。二次的被熱有り。

22：紡錘車（蛇紋岩製）。器面は磨滅著しく、表面が

剥離している部分もある。剥離はとくに上面で顕著で

ある。上面は内側に線刻が僅かに残っているが、磨滅

が激しく意味不明。側面にも線刻がみられるが、文字・

記号・絵のいずれであるのか不明。下面には線刻は行

われていないと思われる。ほぼ完形。重さ61.7 g。

第60号住居跡（第107• 109 • 112図）

108-97・98グリッドに位置する。 SJ61を切り、 S

J 59に切られる。平面規模は東西は5.75mを測るが、

南北は3.08mまで確認できたのみである。 SJ59のカ

マド(2汁寸近で東壁がクランク状を呈する。揺り方をも

ち、床面には硬化した部分力碍忍められた。

出土遺物は少なく、図化し得たのは須恵器杯 1、鉄

斧1の計2点である。

第112図 第60号住居跡出土遺物

ロニ／ i/1\~ 
111111111111111111> 

゜
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第47表

番号

第60号住居跡出土遺物観察表（第112図）
l 

胎器種 ロ径 I器，白叶底径 土 焼成 色 調 残存 備 考

須恵器杯 (10. 9) 3.3 5.4 DEH 良 灰褐色 底1001ロクロ成形 A

2は有袋式鉄斧か（鉄製）。銹化が著しく、 しかも鉄

斧に堅固にこびり付いていたため、クリーニングして

も表面の錆が僅かに落とせる程度であった。また、x
 線写真でも遺物の輸郭線は不明瞭であった。そのため、

実測図はX線写真による推定線であり、確定的なもの

ではない。刃部は基部よりも若干輻広で、やや湾曲す

ると思われる。袋部の断面形は隅丸の長方形か。両刃

か。現存長6.6cm・刃部輻3.7cm。

第113図 第61号住居跡出土遺物
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第48表 第61号住居跡出土遺物観察表（第113図）

番号 器種 「I径 器高 底径 胎十一 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 (18.3) 2.8 AEH 普通 暗灰褐色 口30 ロクロ成形天井部（外）：箆削り（R)オ屈方
2 須恵器杯 (12 1) 3 0 6.5 DEH 不良 灰白色 底100ロクロ成形 RC
3 須恵器杯 11 8 3.4 6.6 CDEH 不良 灰白色 日70 ロクロ成形 RBb
4 上師器甕 (20 8) 9.6 ACDEFI 普通 荼褐色 口20 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内） ：箆ナデ
5 七師器甕 11 8 4 0 ACEH 普通 赤褐色 底65 器面風化胴～底（外）：箆削り（内）・箆ナデ

6 須恵器甕 7.5 (13 4) CEH 普通 黒灰色 底15 ロクロ成形胴（外）F位：箆削り底（外）：周辺箆削り掘方
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第61号住居跡（第107• 113 • 114図）

108-97・98グリッドに位閻する。 SJ62を切り、 S

J 61に切られる。プランは、やや隅丸の長方形を呈す

る。 SB41の北80cm、SJ63~65の西北西約17mの位

置に相当する。

北壁をみると、東側のコーナーは検出されているが、

北島遺跡第14地点

西側のコーナーはSJ61のため失われている。このこ

とから、北壁は若干歪んでいたと思われる。また、東

壁は外側に向かってやや湾曲している。現況での長

径x短径x深さは4.62X2.95X0.15mである。

遺存していた範囲内では、カマドは検出されていな

い。北壁にあったとすれば、主軸方向はN-2°-Eと

第114図第61• 62号住居跡

¥m SJ 59 

SJ 60 

ぶ‘し

SJ 61 

A
-

4.5 - (:) 

〗汀芯

笠口

。

I"! 

土-98Gより

東 5• 南 5m←ぅ
よ

3

A' 

SJ 62 

C
、

A

l

 

A' 

A
-

A' 

4・5 

B
-
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c- c
 

第 61 • 62号住居跡土層

1 暗褐色土 地山プロック少、しまり・粘性弱

2 暗褐色土 地山プロック若干、しまり・粘性弱

3 暗黄褐色土 カーホン・粘土粒子少、しまり・粘性

やや強

4 暗褐色土 粘土プロック・炭化物粒子少、しまり

・粘性やや強

5 黄褐色土 地山プロック多、砂粒子若干、炭化物

粒子少

6 暗黄褐色土 地山プロック少

゜
L =23.6m 2m 
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なる。

壁面の立ち上がりは比較的緩やかで、とくに西壁で

は顕著である。

掘り下げを行っている時点では床面は不明瞭で、サ

ブ・トレンチ調査による土層断面の観察によって、よ

うやく床面を認識できる程度：のものであった。

掘り方は住居範囲全体を掘り下げ、壁面付近をドー

ナツにさらに深くしたもので、地山ブロックを含む暗

黄褐色土を充填して床面としている。床面は部分的に

硬化している箇所か確認された。

出土した遺物は少ないが、その多くは南壁中央付近

に分布していた。全体的に遺存率は低い。

図化し得た遺物は、土師器甕2、須恵器蓋 1・杯2.

甕 1の、計6点である。

1 • 6は掘り方内から、その他はほぽ床面直上から

の出土である。

第62号住居跡（第114• 115図）

108-98グリッドに位置する。 SJ 61 • SB 42・ピッ

トに切られる。プランは隅丸長方形を呈する。長径x

短径x深さは4.56 X 3. 96 X O. 06 mである。主軸方向は

N 2 °-Eである。

部分的に途切れるが、輻10~15cm・深さ 5cm前後の

周壁溝が巡っている。北壁中央より東に寄った位置に、

屈折しているプランが認められる。このプランは、本

住居跡の他の壁面と方位的にズレていないことから、

もう 1軒別の住居跡が存在しており、その立て替えが

本住居跡の可能性も考えられる。

掘り方はドーナツ状で、地山ブロックを合む暗褐色

土を充壌して床面を造っている。

実測し得たのは、須恵器蓋1.;I:不2の計3点である。

第115図 第62号住居跡出土遺物

口 ／ 口 ~3 

゜
10cm 

第49表 第62号住居跡出土遺物観察表（第115図）

釆田巧ロ▲ 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (12.4) 3.6 6.8 ACEH 不良 黒灰色 底55ロクロ成形 RC

2 須恵器蓋 (17.0) 4 1 3.2 CEH 普通 灰褐色 摘80ロクロ成形天井（外）：箆削り（R)端部：内外面とも横ナデ

3 碩恵器杯 (12. 7) 3 3 DEH 不良 灰白色 日20ロクロ成形

第63号住居跡（第116・117図）

108 • 109-100グリッドに位置する。 SJ64 • 65を切

り、土砂採取による攪乱を受けている。プランはやや

歪んだ隅丸長方形を呈すると思われる。規模は南北方

向は2.75mと推定され、東西方向が3.98m・深さは0.

26mを測る。主軸方向はN-11°-Wである。

北壁にカマドと思われる施設が3基検出されたが、

a:カマドの覆土が本住居跡覆土に連続すること、

b:周壁溝との位置関係から、東端のカマドを本住居

跡に伴うものと判断した。この場合、カマドは北壁中

央より東寄りに設けられていることになる。カマドは、

全長1.04m・焚日幅0.47mを測る。 7 • 8層は焚き口
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北島遺跡第 14地点

第116図第63• 64 • 65号住居跡
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第 63-64-65号住居跡土層

1 灰白色土 シルト質、マンガン斑多

2 砂暦 シルト質

3 灰白色土 シルト質

4 暗褐色土 シルト質、炭化物粒子少

5 炭化物層

6 褐灰色土 マンガン粒子多、焼土粒子少

7 灰白色土 マンガン斑多

8 砂層

9 黄褐色土 カーポン微量

10 暗褐色土 焼土粒子少

叫

叫
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吋
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第 63・64・65号住居跡カマト

1 灰白色土 シルト質、マンガン斑多

2 暗褐色土 シルト質

3 炭層 シルト質

4 褐灰色土 シルト質、炭化物粒子少

5 砂層

6 黄白色土 マンガン粒子多、焼土粒子少

7 赤褐色土

8 黒褐色土

0 L~ 23.6m 1m 
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第117図 第63~65号住居跡出土遺物
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北島遺跡第 14地点

第50表 第63~65号住居跡出土遺物観察表（第 117図）

番号 器種 口径 益＂＂ 古向 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 上師器杯 (12.1) 2.9 ACEFH 普通 荼褐色 日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

2 土師器杯 (13 0) 3 3 ACDEFH 普通 荼褐色 体50 ロ：内外面横ナデ体（外） ：箆削りか（内） ：ナデか 4区覆上

3 土師器界 11 8 3.7 ABCEFH 稗通 橙褐色 体85 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

4 土師器杯 (13 1) (3 5) AEFH 普通 明荼褐色 口25 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか

5 上師器杯 (12 1) 2 7 AEFH 普通 荼褐色 体70 ロ：内外面横ナデか体（外）：箆削り（内外面に黒斑）覆土

6 土師器杯 (13.5) (3.1) ACE 将通 荼褐色 日25 器面風化著口：内外面横ナデか体（外）：箆削りか

7 土帥器杯 (11.4) 3.0 AEFH 不良 黒褐色 口30 ロ上半：内外面横ナデ下半：内外面ナデ体（外）：箆削力~覆土

8 須恵器杯 (12.4) 3 4 BEH 良 灰青色 ロ25 ロクロ成形， 須恵器杯 12.3 3.9 6.0 BEH 蒋通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC箆記号「メ」

10 須恵器杯 11. 7 3.2 6 8 EH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC覆上

11 須恵器杯 1.3 (6 3) BEH 普通 灰褐色 底45 ロクロ成形 RC

12 須恵器杯 1 6 (6.9) AEF 不良 灰橙色 底30 ロクロ成形 Ba

13 須恵器杯 0.9 6.3 BEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC覆上

14 須恵器杯 0.6 (6 0) EH 普通 灰褐色 底85 ロクロ成形 RC

15 士師器甑 AEH 普通 暗荼褐色 内外面スス付着

16 須恵長頸壺 5 9 9.2 DEFH 良 薄緑灰色 ロクロナデ

17 須恵小型壺 11.6 5 1 CEGH 良 臼灰色 台95 ロクロ水挽成形底：糸切り離後高台貼付内外面自然釉付着

18 須恵長頸壺 6.5 BEH 普通 暗灰色 ロクロ成形覆土

19 須恵高台壺 台101 3.6 EH 普通 暗灰／紫灰 台95 胴部外面：粗い回転箆削り張り付け高台覆土

20 土師器甕 (12.8) 3.8 ABEFH 普通 荼褐色 口45 日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ覆土

21 t師器甕 (19.9) 2.9 ACEFH 普通 橙褐色 口25 ロ：内外面とも横ナデ覆上

22 土師器甕 (19.1) 3.6 ABEFH 将通 荼褐色 口15 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：ナデか覆土

23 上師器甕 (18. 7) 4 4 AEFH 普通 荼褐色 口15 器面風化口：内外面横ナデ覆土

24 士師器甕 20.4 3.6 AEFH 普通 荼褐色 口55 ロ：内外面とも横ナデ覆土

25 土師器甕 (20.2) 5.1 ABEFH 普通 荼褐色 口15 ロ：内外面横ナテ胴（外）：箆削り（内）：ナデか筏土

26 土師器甕 (24.1) 5.3 ACEFH 普通 橙褐色 口15 ll：内外面横ナデ胴（外）：箆削（内）：ナデかスス付着覆土

27 土師器甕 (22.2) 3.8 ABEFH 将通 明褐色 口15 日：内外面とも横ナデ覆土

第118図 第66号住居跡出土遺物
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第51表 第66号住居跡出土遺物観察表（第118図）

番号 器種 日径 命＇’". 古回 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 上師器杯 (13.8) (4. 4) ACDEFH 普通 明褐色 口30 器面風化日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか

2 七師器杯 (12. 3) 2.6 ACEH 普通 荼褐色 口20 器面風化日：内外面横ナデ体（外）：箆削（内）：ナデかカマド

3 土師器坑 (14.1) 2 9 ABCDEFH 普通 荼褐色 日20 器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：箆削りか（内）：ナデか

4 須恵器杯 (12.0) 3.2 CDEH 普通 灰白色 口20 ロクロ成形

5 須恵器杯 (12.0) 3.7 (7 6) DEH 普通 灰褐色 口15 ロクロ成形 Bb

部から燃焼部に相当すると思われる。燃焼部は、床面

より僅かに窪んで揺り鉢状を呈し、平坦な煙道部に続

く。煙出し部分は、比較的急勾配で立ち上がる。燃焼

部から煙道部にかけて、内面は若干被熱のため焼けて

赤褐色化している。

カマド袖部分の基部が遺存していた。焚き日部から

北東コーナーにかけて、焼土粒子を含む炭化物層が広

がっていた。東壁・北壁・西壁にかけて、輻10~30• 
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深さ 5emf呈の固壁溝が巡っているが、南壁においては

検出されなかった。東壁はやや湾曲しているため、プ

ランはやや歪む。

調査期間の間題と、当住居跡の調査開始当初2軒の

1主居跡を想定していたこと、また遺物の出土量が比較

的少なく、

と等々 から、

んどを行わなかった。また、 SJ63~65の3軒と判断

したが、

しかも大部分が覆土からの出土であったこ

ドットを落としての遺物取り上げをほと

4軒の可能性も考えられたため遺物の帰属を

確定することはできなかった。そこで、 SJ 63と確定

できる遺物とできない遺物とを別図版として掲載する

こととした。特定し得た遺物は、計4点にとどまった。

第64号住居跡（第116図）

109-100グリッドに位置する。

第119図

SJ 63に切られてい

るが、 SJ65との新旧関係は不明である。、また土砂採

第66• 67 • 68 • 69号住居跡
SJ 68カマド 1

ー＝＝デー——+--

5 

丑日
0 。
5 世・

：； 
SJ68 

ト
レ
ン
チ

ト
レ
ン
チ

SJ67 

取による攪乱と、排水溝によって切られているためプ

ランは不明である。検出できた範囲は、東西1.75m • 

南北2.24mにとどまり、深さは0.25mである。主軸方

向はN-12°-Wを指す。カマドを 1基もつと判断し

た。掘り方から 2軒となる可能性が考えられる。

遺物は、帰属する遺構を特定できなかった。

第65号住居跡（第116図）

109-100グリッドに位置する。 SJ65に切られ、また

西側に攪乱を受けている。 SJ64との新旧関係につい

ては確認できなかった。当初SJ63の一部であるとの

可能性を考えていたが、南東コーナー付近でプランが

ズレることから、別の住居跡であると推定した。

位置関係から、中央のカマドを本住居跡のものと考

えた。但し、焼け方が弱く疑間も残る。

遺物は、帰属する遺構を特定できなかった。
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第66号住居跡（第118~120図）

107-101グリッドに位置する。 SJ67~69を切り、 S

D14に切られる。またこれとは別に、第 1次調査によ

るトレンチによっても切られている。

プランは隅丸長方形を呈する。長径X短径X深さは

4. 56 X 3. 28 X O. 33 mである。主軸方向はN-80°—E

である。

カマド 1基か検出されている。カマドは東壁中央よ

りやや南寄りに設けられている。今回の調査で検出さ

れたカマドの内では遺存度が良好な部類に含まれる。

全長は1.52cm・焚日輻は0.55cmを測る。両袖とも地

山を掘り残した部分に、白灰色の粘土を貼り付けたも

と考えられる。 2層は天井部の懸け日への崩落土、 4 

層は天井部、 7層は焚き口部・燃焼部、 5 • 6層は煙

道部・煙出し部に相当すると思われる。

カマド内部はよく焼けており、とくに燃焼部では袖

部内側が赤色化・硬化していた。焚日から燃焼部にか

けて浅く窪み、煙道部は緩やかに上昇し、煙出し部で

急勾配に立ち上がる。焚日から住居跡の南東コーナー

にかけて、炭化物が分布していた。カマド内からの遺

物ははとんどない。

4軒の住居跡の重複は複雑で調査は非常に困難で

あった。本住居跡は、 SJ67の上面を灰褐色土で埋め

戻して貼り床したと思われる。東壁のプランは、カマ

ド北側の方が南側よりも35cm程張り出している。

図化し得た遺物は 6点で、 6はモモの種子である。

第67号住居跡（第119• 121 • 122 • 124図）

107-101グリッドに位置する。 SJ68・69を切り、 S

J 66 • SD 14およびトレンチに切られる。プランは方

形に近い隅丸長方形を呈する。

長径x短径x深さは4.OX 3. 52X O. 33mである。主

軸方向はN-101°-Wを指す。カマドは検出されな

かった。

本住居跡の床面は、 SJ68を埋め戻して貼り床して

いる可能性が高い。なお、 SJ68直上の床面を図示し

たが、この上位に貼り床の可能性がある、ごく薄い土

層2枚か、土層断面に観察された。

北島遺跡第14地点

南東コーナー付近に、長径X短径x深さが53X40X

18cmを測る土壊力惰t出されている。この土壊は、 SJ

68を切っておらず、 SJ66 • 68の炭化物粒子が混入し

ていないことなどから、本住居跡に伴うと判断した。

貯蔵穴であろうか。

出土した遺物は少なく、図化し得たのは須恵器杯3

点のみであった。

第68号住居跡（第123図）

107-101グリッドに位置する。 SJ69を切り、 sJ 

66 • 67およびトレンチに切られる。プランは隅丸方形

を呈する。長径x短径x深さは2.8X2.49X0.15mで

ある。主軸方向はN-99'-Eを指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央よ

り南寄りに設けられている。カマドの遺存度は非常に

悪く、カマドは燃焼部底面の一部と煙出し部が遺存し

ているのみであった。燃焼部の範囲についても、焼土

や炭化物の分布範囲から推定したものである。全長1.

51cm・輻0.61cmを測る。 1層は天井崩落土、 2層は煙

出しの部分に相当すると思われる。

カマド周辺には 5基のピットカ検出されているが、

いずれも炭化物粒子と焼土粒子が非常に多く混入され

ていたが、性格については不明である。南東コーナー

に位置するピットは貯蔵穴であろうか。

出土した遺物はごく少なく、実測し得た遺物は土師

器の甕片 1点のみであった。

第69号住居跡（第124図）

101-107グリッドに位置する。 SJ66~68・ SD14 

およびトレンチに切られる。プランは隅丸長方形を呈

すると思われる。遺存状況はきわめて悪く、床面の一

部分と掘り方が遺存しているのみであり、僅かに確認

できた壁面の立ち上がりは 5c碕呈であった。規模は南

北方向は2.58mであるが、東西方向は2.55m、深さは

0.14mまで確認できたのみである。主軸方向はN-99'

-Eを指す。カマドは検出されていない。

凹凸の多い掘り方 (2• 3層）に、ロームブロック

を含んだ黒灰色土を充埴して床面を造っている。

遺物は出土していない。
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' 第 66号住居跡カマド

1 灰褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5 

cm)、焼土粒子(¢〇

3 ~0. 5 cm)少

かまと懸け口（天井部）

陥没土層か、焼土粒子

(¢0.5cm)多

懸け口、 4層に近似、

焼土・焼土粒子含ま

ない

暗灰褐色土 天井部、焼土ブロッ

ク（¢ 1 cm)少

焼土粒子(¢0.5cm)、

焼土プロック(¢ 1 cm) 

多、炭化物少

砂質、ローム粒子（¢

0. 2 cm)、炭化物多

炭化物層、灰・焼土

プロック(¢ 1. 5~  2 

cm)多
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北島遺跡第 14地点

第121図第67号住居跡
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第122図 第67• 68号住居跡出土遺物
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第52表 第67号住居跡出土遺物観察表（第 122図）

番号 器種 口径器晶I底径

□ ロ
胎土

EH 

DE 

ACEH 

焼成I色調 I残存 備

普通灰白色 口10 ロクロ成形

普通 白灰色 底25 ロクロ成形 Bb

不良橙灰色底100器面風化著ロクロ成形 RC

考

第53表 第68号住居跡出土遺物観察表（第 122図）

番号 1 器種 I il径 1器高 1底径

1 土師器甕 （19.8) I 4.8 

胎上

EFH 

焼成l色調 I残存 備 考

普通I橙褐色 Imo I口：内外面横ナデ胴（外） ：箆削り（内）：箆ナテ
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第123図第68• 69号住居跡
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第 68-69号住居跡土層

1 灰黒色土 灰褐色粘土・ロームプロック（¢ 1~2 cm) 

多、粘性強

2 黒灰色土 粘質土、炭化物多

3 黒灰色土 ローム粒子(¢0.Scm)多、ロームプロック

(¢ 2~3 cm)・炭化物粒子・焼土粒子少

。
L~23.5m 2m 

SJ 68カマド

SJ 66 

マ
E
N

23 2 

第 68号住居跡カマド

1 暗褐色土 灰褐色粘土多、

天井部か

2 黒褐色土 ローム粒子多、

焼土粒子・炭化

物粒子少

。
1m 
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北島遺跡第 14地点

第124図 第66• 67 • 68 • 69号住居跡掘方

゜
Lc23.5 m 2m 

第70号住居跡（第125• 126図）

107-101グリッドに位阻する。プランは長方形を呈

する。長径X短径X深さは4.6X3.41X0.15mである。

主軸方向はN-90"-Eである。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁のほぼ

中央に設けられている。全長1.77m・焚口輻0.67mを

測る。

遺存度は比較的良好である。カマド掘り方を埋め戻

して焚き口部・燃焼部を作り出している。カマドは掘

り残した地山に粘土を貼って構築している。 9• 10層

は焚口部・燃焼部、 6 • 7層は煙道部・煙出し部、 1. 

2層は天井部に相当すると思われる。

焚口部・燃焼部に相当すると考えられる 2枚の層の

うち、 19層は柚部の下位面にもぐり込んでいる。この

ことから、袖部は造り換えが行われれている可能性が

高い。カマドの燃焼部・煙道部の内面および底面はよ

く焼けており、被熱のために赤褐色に変色し、硬化し

ている。カマド内部からは、土師器や須恵器の破片が

浮いた状態で出土しているが、接合率は低く、図化し

得たのは 4の土師器杯1点のみであった。

掘り方は、住居範囲全体を掘り下げるタイプである

が、壁面際をさらに深く堀っており、 ドーナツ状を呈

する。そして、ロームブロックや粘土ブロックを含む

灰黒色土を、住居中央では 2~5cm・壁面際では 8~22

cmほど充填 (7~9層） し、さらにその上面に、粘土

ブロックを含む灰褐色土で貼り床を行っている。

周壁溝を全周させている。輻は10~20cm・深さは約

15cmを測る。周壁溝内に小ピットがあるが、壁柱穴が

存在したのであろうか。

住居中央に床下土壊か確認された。長径X短径x深

さは1.25X l.15X O.15mである。

図化し得た遺物は比較的多く、計15点であった。
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第125図 第70号住居跡(I)
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第 70号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~  

0. 8 cm)・焼土粒子少

焼t粒子(¢0.5cm)・

炭化物粒子少

ローム粒子(¢ 0. 5~  

0. 8 cm)・焼土粒子少

灰褐色粘土多

粘質土ローム粒子(¢ 0 

. 3 cm)・炭化物少

粘質土、ローム粒子（¢

0. 8 cm)多

炭化物粒子多、焼土粒

子少

ロームプロック(¢ 3~ 

5 cm)多

ロームプロック(¢ 2~ 

3 cm)多

灰褐色粘土若干、炭化

物粒子少

粘土粒子・ロームプロッ

ク(¢ 1~2 cm)多

地山プロック若干、貼

床か

灰褐色粘土プロック(¢

3 ~5  cm)・ロームプロ

ック(¢ 2~3 cm)多

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

，
 
10 

11 

12 

灰褐色土

灰褐色土

暗褐色土

灰黒色土

灰黒色土

灰黒色土

灰黒色土

灰黒色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

黒灰色土

゜
L=23.5m 2m 

S J 70カマド

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

暗灰褐色土

暗褐色土

暗灰褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗灰褐色土

黒色土

10 

第 70号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土プロック(¢ 1~2 cm) 

少、天井部

ローム粒子(¢0.Scm)多、

焼土ブロック(¢ 2 cm)・ 炭

化物少

ローム粒子(¢0.5cm)、焼

土プロック(¢ 1~2 cm)少、

天井部

粘質土、焼土粒子（¢ 0. 5 

cm)、炭化物粒子少

焼土粒子(¢0.Scm)多、灰

褐色粘土少

焼土粒子(¢ 0.8cm)、焼土

プロック(¢ 1 cm)多、炭化

物粒子少

ローム粒子(¢ 0. 5~0.8 

cm)多、焼土粒子(¢ 0. 5 cm) 

・炭化物粒子少

焼土粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm) 

・焼土プロック(¢ 2 cm)少

炭化物層、焼土粒子(¢ 0. 5 

cm)多

炭化物層、焼土粒子少黒色土

。
L= 23.5m 1m 
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北島遺跡第 14地点

第126図 第70号住居跡(2沖屈方

口 怜

第 70号掘方・床下土層

1 灰黒色土 炭化物多、焼土粒子少

2 灰黒色土 ロームブロック(¢ 3~5 cm)多

3 灰黒色土 ロームブロック(¢ 2~3 cm)多

4 灰黒色土 灰褐色粘士若干、炭化物少

5 暗灰褐色土 粘土粒子・ロームブロック(¢ 1~ 2 

Cill)多

地山プロック少、貼床力

灰褐色粘土フロック(¢ 3~5 cm)・ ロ

ームプロック(¢ 2~3 cm)多

゜

6

7

 

暗灰褐色土

黒灰色土
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第54表 第70号住居跡出土遺物観察表（第126図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器J;不 (10.6) (2.8) ACEH 普通 荼褐色 口30 器面風化著ロ・内外面横ナテ体（外） ：箆削り（内） ：ナテか

2 上師器杯 (11 1) 3 4 ACEF 将通 荼褐色 体45 器面風化口：内外面横ナデ体（外）．箆削り（内） ：ナデか

3 土師器杯 (11 1) (2.8) CEFH 将通 荼褐色 口25 器面風化著日：内外面横ナテ体（外） ：箆削りか（内） ：ナテ‘か

4 土師器杯 (11 6) (3.0) ACDEH 将通 荼褐色 口15 器面風化口：内外横ナデ体（外）・箆削（内） ：ナテかカマド

5 ナ師器坪 (13.1) (3. 0) ADEH 普通 茶褐色 口30 器面風化日：内外面横ナデ体（外）：箆削りか（内）：ナデか

6 須恵器杯 02.6) 2 2 DEH 不良 灰白色 日20 ロクロ成形
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第127図 第71 • 72号住居跡
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第 71•72 号住居跡士層

1 暗褐色土 Fe • M n沈着多、

硬質

炭化物・焼土少、焼

土ブロック(¢ 1 cm) • 

ローム粒子(¢ 0. 5 

Clil)多、硬質

炭化物粒子・ローム

粒子(¢ 0. 5~0.8 

Clil)少、硬質

2
 

3
 

第 71号住居跡カマド

1 暗褐色土 Dーム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm) 

・炭化物粒子少

地山に近似

焼土粒子(¢0.5cm)少、天井

崩壊土か

炭化物粒子多、天井崩壊土か

炭化物層、焼土プロック(¢ 1 

cm)多

炭化物粒子・焼土プロック(¢

2 cm)少、硬質

2

3

 

4

5

 

暗褐色土

黒色土

6
 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

゜
2m 

暗黄褐色上

暗褐色土

゜
L~23.4m 1m 

-128-



北島遺跡第14地点

7 須恵器杯 (12.2) (3.5) (7.6) EH 稗通 灰褐／明荼 口15 ロクロ成形 Bb

8 須恵器杯 (11 6) 3.4 6.2 BDEH 不良 暗灰褐色 底55 ロクロナデ RBa

， 土師器甕 (13 0) 4.4 ACEFH 普通 暗褐／黒色 日25 ロ：内外面横ナテ胴（外）．箆削り（内） ：箆ナテ

10 土師器甕 (18 6) 6.4 ACDEH 評通 暗荼褐色 1125 日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内） ：箆ナデ

11 土師器甕 (18.8) 6 4 ACEF 普通 荼褐色 口35 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

12 土師器甕 (20. 7) 5.7 ADEHI 普通 橙褐色 口30 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ掘方

13 上師器甕 6 0 5.0 ACEH 普通 荼褐色 底60 （外）：箆削り（内）：箆ナデ

14 土師器甕 2.9 6.0 AEFH 将通 灰褐色 底15器向風化（外）：箆削り（内）：箆ナデ

15 土師台付甕 5.9 (10 1) AEFH 普通 明褐色 台15胴（内）：箆ナテ脚台部：内外面とも横ナデ

第128図 第71 • 72号住居跡出土遺物

ロニー／ 口［ニ ` r 下

/ I I ¥ 3 

゜
10cm 

第55表 第71・72号住居跡出土遺物観察表（第128図）

1番号 1 器種 1 口径 1器高［底径［胎土 1J:尭成 1 色調 1残存 備 考

1 土師器杯 （10.5)1(3.0)1 -

2 須恵器杯 一 3.0 I (6.6) 

3 須恵器杯 ー o.s I (6.0l 

ABEFH 普通荼褐色 口15 日：内外面とも横ナテ体（外）：箆削り（内）：ナデ埋t

BCDEH 普通灰褐色 底35 ロクロ成形 Ba埋土

ACDEH 不良灰白色 底45 ロクロ成形 RBb埋土

第71号住居跡（第127• 128図）

110-105グリッドに位置する。 SJ72を切る。排水溝

に切られる。

今回の発掘調査のために掘削した排水溝の南側壁面

に、カマドと住居跡の床面力咽侑認された。そして調査

区内と、排水溝の北側壁面には住居跡の痕跡はみられ

なかった。そこで調査範囲を南側に拡輻した結果、 2 

軒の住居跡力湘t出され、 SJ71 • 72と命名した。

じ止の点から、 SJ71は排水溝の幅の中に収まる小

型住居跡であると考えられる。遺存状況が悪いため、

プランが方形であるのか長方形であるのかは不明であ

る。

現状における規模は、東西（主軸）方向が3.3m•南

北方向が1.05m・深さは0.22mである。主軸方向はN

-121°-Wを指す。

カマドが1基検出された。 3• 4層はカマド柚部、

6層は煙道部に相当すると思われる。 5層は焼土粒子

を含む炭化物層であるが、この層がカマド袖の下部に

まで及んでいた。この点についての可能性としては、

1 :検出時点ですでに袖部が崩落している場合、 2 : 

床面に炭化物が広がっているままの状態で、新たにカ

マドを構築している場合、とが考えられる。

このカマドの袖自体がきわめて堅固なものであり、

2つの可能性のうち、後者の可能性がより高いと思わ

れた。

焼土の分布している箇所はカマドの燃焼部に相当す

ると考えられるが、位置的に若干袖部とのズレがみら

れる。

遺物の出土は少なく、当初 1軒の住居跡を想定して

いたため、結果的に帰属する遺構は決定できなかった。

実測し得た遺物は、 SJ71・72併せて土師器杯1、須

恵器杯2の計3点であり、いずれも小破片であった。

第72号住居跡（第127• 128図）

ll0-105グリッドに位置する。 SJ71と排水溝に切

られる。 SJ71と同様に拡輻部分に位置するが、この

部分は土山の下にあるため、これ以上調査範囲を広げ

ることができず、ごく狭い範囲の調査にとどまらざる

を得なかった。住居跡の東壁を部分的に調査できたの

みで、その範囲内においてカマドは検出されなかった。

1 ~3層が覆土に相当すると考えられる。しかし調

査範囲に制約があるため、断面A-A'では壁面まで掘

り広げることはできなかった。検出し得た壁面は比較

的明瞭で、立ち上がりは15cmまで確認できた。位置的

にみて、谷地形の肩部に立地していると思われる。
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(2) 掘立柱建物跡

今阿の調査で検出された掘Wオ肢暫勿跡は、合わせて67

棟であった。内訳は第14地点： 4訃東、第15地点： 9棟、

第16地点： 1吋東である。

本地点で検出された掘立柱建物跡の中には、コー

ナーピットに柱痕が2つある例かみられた (SB38)。

床支えのための柱痕であろうか。

第 1号掘立柱建物跡（第130図）

105 • 106-87グリッドに位置する。南側を排水溝に

よって切られている。但し、輻1.0~1.5mの排水溝の

南側を調査した際いには、本掘立柱建物跡の続き部分

は検出されなかった。これらの点から考えられる可能

性は 3点である。

1 :排水溝によって、桁行方向の 3間目が失われて

いる。 2・．柱穴が浅く、遺構確認面の段階でプランが

失われている。 3:プランは 2間X2間である。

1の場合、 P5の南側のピットは排水溝によって切

られていると推定されるが、 P6南側のピットは排水

溝よりも南に位置すると考えられる。

最も浅いピットが20cm前後しかないことも含めて、

2の可能性が最も高いのではないか、 というの力哺訃査

時の印象であった。

3の場合、 P5-P6間にピットが存在するはずで

あるが、検出されなかった。

梁行3.6mであるが、桁行は3.5mまで確認できたに

とどまる。規模は 3X 2間と推定される。主軸方向は

N-16°-Wである。

土師器の小破片が少数出土しているが、図化し得た

ものはなかった。

第2号掘立柱建物跡（第131図）

106 • 107-86 • 87グリッドに位置する。 SJ10~13 

を切り、 P7 • P 8を排水溝に切られている。規模は

2 X 2間でプランは方形を呈する。僅かに規模の大き

い東西方向を桁行と推定した。

桁行4.3m・梁行4.2mで、柱間距離は桁行cm2.l~2.

2m、梁行2.1~2.2mであるが、 P4-P5間が1.8m、

P7-P8間か1.9mといったように、柱間距離に若

干の違いがみられる。

主軸方向は東西方向を桁行とみた場合、 N-96°-E

である。検出されたピットは 8本である。

各柱穴は直径20~40cmの円形もしくは楕円形を呈

するか、 P3はやや長方形に近い。深度は50~60cmを

測り、掘り方も明瞭であった。遺構確認面から10~20

cmほど、覆土をスライスするように削っていったが、

柱痕跡は検出されなかった。

p 1底面には、柱痕と覚しき窪みが2筒所認められ

るが、柱の立て替えあるいは床支えの柱であろうか。

図化し得た遺物は、土師器甕1・須恵器杯1、刀子

と思われる鉄製品 1であるが、いずれも小破片である。

これらの他にも、七師器甕・須恵器杯の小破片が1点

づつ出士しているが、図化するには及ばなかった。

第3号掘立柱建物跡（第133図）

106 • 107-87グリッドに位置する。 SB4、SAl、

S DlOO • 101をはじめ12基のピットと重複している

が、新旧関係は不明である。

規模は 2X 2間で、桁行3.3m・梁行3.2mを測る。

南北方向が僅かに長いが、ほほ方形を呈する。長径X

短径は3.3X3.2mである。主軸方向はN-13°-Wを

指す。

柱間距離は、桁行方向は1.6~1.7mであるが、 P4

-P 5間は1.lm、P3-P4間は1.9mというように

不規則である。あるいはpgとしたピットが該当する

のであろうか。梁行方向は1.7mを測る。

柱穴は直径25~50cm、深度は10cmから深いものでは

60cmであるが、全体的に小規模である。掘り方は円形

もしくは楕円形を呈する。

木抒良跡はp1のみで検出できた。また平面では検出

できなかったものの、土層断面の 6層も柱痕に相当す

ると思われる。

p 1~P3の並びは直線的であるものの、桁行方向

とはやや歪みがある。

遣物は出土しなかった。
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北島遺跡第14地点

第130図 第 1号掘立柱建物跡
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第 1号掘立柱建物跡土層

1 灰色土 灰色粘土、灰白色地山、粘土プロック多

2 灰色土 灰色粘土多

3 灰色土 灰色粘土
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第 4号掘立柱建物跡（第134図）

106-87 • 88グリッドに位置する。 SB3、SD80・

99~101、SAおよび多数のピットとの重複関係は不

明である。 SJ8には切られていると思われる。

規模は 2X 2間で、東西に庇をもつ。当初、西側の

みに庇をもつと考えたが、 SJ8の掘り方の下位面か

らピットカ検出されたため、東側にも庇を有すると判

明した。

東西3.7m、南北3.4mを測るが、庇を含めた東西規

模は7.4mである。西側の南北規模は、東側に比べて小

さく、建物のプランはやや歪んでいる。柱間距離は、

東西方向でl.Sm、但し東側庇部分では2.0mを測り、

南北方向では概ね1.6m前後を測る。軸方向は、東西方

向ではN-88°-Wであり、南北方向ではN-2°-E 

を指す。

柱穴は、直径35X40cm~40X 45cmの円形もしくは長

方形を呈するものと、 45X50cm~50X 50cmの方形もし

くは長方形を呈するものとが混在している。掘り方は、

全体的に小規模である。 1層は柱痕に相当すると思わ

れるが、柱の多くは抜き取りであると思われる。

土師器・須恵器の小破片が少数出土したが、図化す

るには至らなかった。
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第131図第 2号掘立柱建物跡
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第 2号堀立柱建物跡土層

1 褐色土 焼土粒子・カーポン多

2 褐色土 ローム粒子若干・焼土粒子少

3 明褐色土 ロームプロックと灰色粘土少

4 暗褐色土 ロームプロック少・焼土粒子・

炭化物粒子・粘性やや強

5 明褐色土 ロームプロック・灰色粘土

6 暗褐色土 粘性やや強、きめ細かい

7 暗黄褐色土 ロームプロック主体、灰色粘土

粒子多

8 黄褐色土 ロームプロック含む灰色粘質土
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第132図 第 2号掘立柱建物跡出土遺物
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北島遺跡第14地点

第56表 第2号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第132図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1底径 1 胎上 1焼成 1 色調 I残存 備 考

1 須恵器杯 一 1.1 I 6.8 I EH 普 通 灰 褐 色 底95 ロクロ成形 C

2 土師台付甕（13.5)I 3.6 I - I AEFH 普通橙褐色 口20 日：内外面とも横ナデ胴（外） ：箆削り（内）：ナテか

3は鉄製の刀子と思われる。銹化著しく、原形をと

どめない。切先と基部を欠損し、刃部の一部分のみが

第133図第3号掘立柱建物跡

遺存していると思われる。鍛造か。現存長3.8cm・棟輻

0.3cm・刃輻1.2cmを測る。
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第 3号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 焼土粒子少

2 褐色土 ロームプロック多

3 褐色土 灰色粘土若干

4 暗褐色土 灰色粘土プロック少

5 灰褐色土 焼土粒子・カーボン多

6 灰色粘土 柱抜き取りか

B
-

B' 

第 5号掘立柱建物跡（第135図）

107-88グリッドに位置する。 SJ8に切られる。 S

J 9、SB4、SD80 • 86と重複するが、新旧関係は

不明である。検出し得た限りでは 2X 2間であるが、

Pl-P6間に柱穴はみられない。さらに西側に続く

可能性も考えたが、 SJ4の精査時点においても本遺

構の柱穴は認められなかった。

しかしSJ4に切られ、深度も SJ4のの覆土内で

収まってしまう可能性も否定できないため、ここでは

1 2 3 4 5 6 7 8 

：詞

゜
L= 23、7m 2m 

便宜上東西方向を主軸として扱うことにする。

規模は桁行現存長3.5m・梁行3.6mを測る。 N-90°

-Eを指す。

柱間距離は桁行で1.3~1.6m、梁行で1.5mを測る。

深度は50~60cmと深いものもあるが、 P2 • P 4は10

cm前後ときわめて差がある。

断面形からみて、隅柱は掘り方底面まで達するタイ

プであると思われる。

遺物は出土しなかった。
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第134図 第 4号掘立柱建物跡
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第 4号掘立柱建物跡土層

1 暗褐色土 灰・焼土粒子多

2 掲色土 焼土粒子・ロームプロック、粘性やや強

3 暗褐色土 灰色粘土・焼土粒子、灰少・粘性やや強

4 黒色土 焼土粒子少

5 褐色土 ロームプロック少

6 褐色土 ロームプロック・炭化物少

7 灰褐色土 ロームプロック少

E E' 
l 2 34 5 67 S9lDlll2l3l4 

260』||1 | | 1 1 | 1 | 1 | | 1 

゜
L~23.Bm 2m 

―-134 -



北島遺跡第14地点

第135図第 5号掘立柱建物跡
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第 6号掘立柱建物跡（第136図）

107・108-87・88グリッドに位置する。第 1次調査時

のトレンチによって切られている。 SBI~4が他の

遺構と重複していたのに対し、本遺構はSD79と重複

するのみである。但し、新旧関係は不明である。

規模は 3X2間で桁行5.8m・梁打3.6mを測る。主

軸方向はN-89°-Eを指す。

柱間距離は桁行方向で不揃いであり、1.6~2.3mと

バラつきがある。なかでも P4-P5間が1.7m、P8

-P 9間が1.6mで、とくに短いといえる。梁行方向の

柱間距離は1.8mである。杜痕は検出できなかった。 P

゜

°l 

OI 

1 2 34 5 6 

::IT'17T 

゜
L~23.Bm 2m 

1 ~P3の並びは直線的であるが、桁行とは若干歪み

がある。

P6~P7 間に柱穴は検出できなかった。全体的に

深度の浅い掘り方であり、さらに第 1時調査によるト

レンチによってプランが失われてしまったのであろう

か。なお、 P6 ・P 7以西に柱穴は検出されていない。

村穴の規模は、直径30X40cmもしくは40X50cmの円形

ないしは楕円形を呈するもので、全体的に小規模な掘

り方といえよう。

土師器杯、須恵器杯の小破片が出土しているが、図

化するには至らなかった。
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第136図 第6号掘立柱建物跡
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第 6号掘立柱建物跡士層

1 暗褐色土 褐色土プロック・

焼t少

ローム粒子若干

焼土粒子少

2

3

4

5

 

灰色粘質土

灰色粘質土

暗灰色土

明褐色土

1234 5' 789  

26゚ 。胃

゜
L二 23.7m 2m 

第 7号掘立柱建物跡（第137図）

110-86・ 87グリッドに位置する。 SB8と重複する

が、新旧関係は不明である。規模は 2X 2間で、 P 9 

も本遺構に帰属して、総柱の掘立柱建物跡になると思

われる。桁行・梁行とも4.8mを測り、主軸方向はN

-7 °-Eを指す。

遺構確認面では検出できなかったが、 10~15cmほど

柱穴内をスライスするように掘り下げた結果、 6箇所

で柱痕跡を平面で確認することができた。土層断面を

観察すると、柱痕(1層）が、柱｝鴻涌iまで届くもの

(P 1 • 3) と届かないもの (P2・4・6・7・8) 

がある。後者の場合、柱痕と底面の間に枯土ブロック

を含む堅緻な、黄褐色土または暗黄褐色土 (3• 4層）

が貼られていた。掘り方は、直径50X70cm程の円形ま

たは長方形を呈すが、 P2~4のように長方形に近い

形態のものも混在する。

図化し得た遺物は須恵器杯2点である。

師器の小破片が2点出土した。

この他に土
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北島遺跡第14地点

第137図 第 7号掘立柱建物跡
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第 7号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーポン・焼土粒子微屋

しまりやや弱・粘性強

2 暗褐色土 粘土粒・粘土プロック少、

しまり強・粘性強

3 暗黄褐色土 粘土プロック多、しまり

立 非常に強・粘性強

4 黄褐色土 粘土プロック(¢ 5 cm)多、

しまり・粘性強
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第138図 第 8号掘立柱建物跡
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1 黒褐色土 カーポン・焼

土粒子微星

2 暗褐色土 粘土粒・粘土

プロック若干

3 暗黄褐色土 粘土プロック

旦 B' 多
-=--.. 4 暗黄褐色土 粘土プロック

(¢ 5 cm)多

5 灰白色土 灰色粘土プロ

ック層
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北島遺跡第14地点

第139図 第 7号掘立柱建物跡出土遺物
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第57表 第 7号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第139図）

1番号 器種 ロ径 '倫,"~ —I可古 底径 胎t 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (14.8) 4 6 BH 普通 灰褐色 日25 ロクロ成形外面に黒斑

2 須恵器杯 1.6 6.2 BH 将通 灰褐色 底30 ロクロ成形 RC

第 8号掘立柱建物跡（第138図）

110-87 • 88グリッドに位置する。 SB7と重複する

が、新旧関係は不明である。規模は 2X 2間で、桁行

5.8m・梁行5.5mを測る。主軸方向はN-90°-Eを指

す。

柱間距離は、桁行方向で芯々2.6mと3.lm。梁行方

向で芯々2.5mと2.7mと比較的大きい。掘り方は、円

形または楕円形を呈するものと、 P4・5のように長

方形に近い形状のものが混在する。前者は直径70X80

cm~lOOX 115cmで、深さ65~80cmを測り、後者は0.

75Xl.0m • 0.8Xl.35mで、深さは65~80cmを測り、

全体的に掘り方の規模は大きいといえる。

1層が柱痕に相当すると思われるが、検出し得た限

りではいずれの柱穴も底面に届いている。 2~5層は

粘土ブロックを合む版築状の土層で、きわめて堅緻で

ある。

土師器片が数点出土したが、きわめて小さな破片で

あるため図化には至らなかった。

第 9号掘立柱建物跡（第140図）

110-88 • 89グリッドに位置する。東西方向の 1辺、

2間分のみの検出である。この範囲内での規模は5.2

m、柱間距離は2.6mを測り、掘り方は比較的大きいと

いえる。この掘り方の規模からみて柵列の柱穴とは考

えにくく、周辺を精査したがやはりプランは検出され

第140図 第 9号掘立柱建物跡
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なかった。各柱穴の深度が浅いことから、表土削平の

段階で柱穴が失われたものと判断した。

この 1辺は、桁行か梁行であるのか不明であるため、

―-139-



主軸方向も不明であるが、この柱穴の並び自体はN

-85°-Wを指す。またこの並びが梁行である場合、主

軸方向はN-5°-Eを指すことになる。 Plの規模は

1.05X0.95mの隅丸方形を呈し、深さは0.3m、P2は

1. 05X O. 65mの長楕円形を呈し、深さは0.2m、P3は

0. 85X O. 65mの円形を呈し、深さは0.25mを測る。

遺物は出土しなかった。

第141図 第ID号掘立柱建物跡

第10号掘立柱建物跡（第141図）

105・106-91グリッドに位置する。 SJ19・20を切っ

ていると思われる。 SK32~34、SD102~105との新

旧関係は不明である。規模は 2X 2間であり、排水溝

のため柱穴 2本が失われているが、梁行側の北側に庇

をもつタイプと考えられる。桁行4.5mで、庇までを合

めると6.7m、梁行は3.4mを測る。柱間距離は桁行で
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第 10号掘立柱建物跡土層

1 褐色砂質土 ローム粒子少

2 暗褐色土 SJ 19号掘方埋上

3 暗灰色粘質土 ローム粒子少、 （柱

抜き取り痕か）

4 暗灰色粘質土 粘性強（柱痕か）

5 灰色粘土 ロームプロック少

6 明褐色土 灰色粘土少

c-
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, 2 3 4 5 6 7 8 9 

::fll11言「。 L二 23.6 m 2m 
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2.2~2.3m、梁行

で1.6~1.7m、主

軸方向は N-1° 

-Eを指す。

柱 穴 は40~60

cmの円形もしくは

楕円形を呈し、深

度は浅いもので

20cm前後、深いも

ので60cm前後を

測る。全体的に掘

り方は小さいとい

える。 P3・4は

杜痕明確である。

その他は抜き取り

されているのであ

ろうか。 P3は桁

行線上からやや外

れている。

土師器と須恵器

の小破片が数点出

土したが、図化す

るには至らなかっ

た。

第11号掘立柱建物跡（第142図）

第142図 第11号掘立柱建物跡
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105・106-92グリッドに位置する。 SK43やピットと

の新旧関係は不明である。規模は 2X 2間の総柱であ

り、桁行3.3m、梁行2.6mを測る。全体的に歪なプラ

ンである。主軸方向はN-89°-Eを指す。

柱間距離は、桁行で1.9m前後と 1.5m前後で、とも

に西側の柱間距離が短い。梁行では1.2~1.4mでばら

つきがある。

柱穴は、直径30~40cmの円形もしくは楕円形を呈

し、深度は20cm前後を測る。全体的に掘り方は小規模

である。柱痕跡は検出されなかった。

須恵器甕の小破片 1点が出土したが、図化するには

至らなかった。

第12号掘立柱建物跡（第143図）

105-92 • 93グリッドに位置する。 SK8に切られて

いると思われるが、 SK9と5基のピットとの新旧関

係は不明である。

規模は 2X 2間で、桁行3.7m・梁行3.3mを測る。

柱間距離は、桁行で1.7~1.9m、梁行1.5~1.8mとは

らつきがある。梁行東側の規模が西側に比べて短く、

プランはやや歪んでいる。主軸方向はN-81°-Wを指

す。

柱穴は、直径30~60cmの円形もしくは長方形を呈す

る。深度は浅いもので20cm、深いもので55cmを測るが、

概ね40cm前後の柱穴が多い。 P4 • P 6を除いて、全

体的に掘り方は小規模である。
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第143図 第12号掘立柱建物跡
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3層が柱痕に相当すると思われる。オ打良が柱穴底面

まで届くもの (P 3 • 6) と、届かないもの (P 1 • 

4 • 5 • 7)がある。後者の場合、柱痕と底面の間は、

ロームブロックや粘土ブロックを含む堅緻な、灰褐色

土または暗灰褐色土である。平面位置で杜痕跡を検出

することはできなかった。

遺物は全く出土しなかった。

第13号掘立柱建物跡（第144図）

105・106-93グリッドに位置する。梁行北側の柱穴2

本を、排水溝によって失っている。 S B14 • SA 5と

重複するが、新旧関係は不明である。

規模は 2X 2間で桁行4.3m、梁行3.2mを測る。柱

間距離は不均等で、桁行がP1-P 2間2.3m• P 2 

-P 3間2.0m・P5-P6間で1.8m、梁行がp3 

第 12号堀立柱建物跡土層

1 暗褐色土 灰褐色粘土、黒褐色土プロック

(¢ 1 cm)少

ローム粒子 (¢0.5cm)・焼土粒子

炭化物多

焼上少、粘土質

ロームプロック少、粘性強

ローム粒子 (¢0.5cm)多、粘性強

ロームプロック(¢ 1~2 cm)多

ローム粒子(¢0.3cm)少

2
 

3

4

5

6

7

 

黒褐色上

灰褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

灰褐色粘土

1 2 3 4 5 6 7 8 

：：冑

方は比較的小規模である。

゜
L=23.6 m 2m 

-P 4間1.4m• P 4-P 5間1.8mである。主軸方向

はN-2°-Wを指す。柱穴の掘り方は、直径30~65cm

の円形もしくは楕円形を呈するものと、 55X35cm、

40X 30cmの長方形に近い形状のもの (P 2 • 3) 

混在する。深度は浅い柱穴で約20cm、深いもので55cm

であるが、概ね40cm前後である。全体的にみて、掘り

P6において 2本の柱痕が

検出された。今回の調査で、隅柱の柱穴以外に 2本の

柱痕か確認されたのは、本例のみであった。新1日関係

は不明であるが、本遺構と SBl4は建て替えによるも

のと思われる。

土師器の小破片が数点出土しているのみで、

は至らなかった。

とが

図化に
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北島遺跡第14地点

第144図 第13号掘立柱建物跡
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第 13号堀立柱建物跡土層

1 暗黄褐色土 粘土プロック若干、しまり非常に強・粘性やや弱

第14号掘立柱建物跡（第145図）

105・ 106-93グリッドに位置する。排水溝によって、

北東の隅柱と桁行西側の柱穴を失っている。

排水溝以西には柱穴は検出されておらず、規模は

2 X 2間と判断した。桁行4.5m、梁行4.3mを測る。

柱間距離は非常に不均等で、桁行がP2-P3間2.0

m・P3-P4間2.5m、梁行がPl-P2間1.6m• 

P4-P5間1.9m• P 5-P 6間2.4mである。

Pl-P2 間 •P4-P5 間の柱間距離と、 P 5-P 

6間のそれとでは数値が大きく異なるため、p1~P 

3の柱穴に東庇の可能性も考えた。しかし前述のよう

に、本遺構は西側にはこれ以上延びることはなく梁行

1 2 3 4 5 6 

：詞
。

L=23.6 m 2m 

2間であるということ、さらにPl-P5間に柱穴と

思われるピットが存在しないことから、東庇の可能性

はないと判断した。主軸方向はN-0゚ を指す。

梁行の柱穴の並びは、北側と南側が平行になってお

らず、プランも歪んでいる。柱穴は、直径30X50cm 

~40X 70cmを測る円形もしくは楕円形を呈するもの

で、深度は30cm前後～50cm程である。掘り方は比較的

小規模である。断面図をみると、柱が底面まで届いて

いたと思われるピット (P2 • P 4) と届いていない

ピット (P5)が存在している。

土師器と須恵器が1点づつ出土しているが、きわめ

て小さな破片であるため図化には至らなかった。
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第145図 第14号掘立柱建物跡
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第 14号掘立柱建物跡土層

1 暗褐色土 カーボン微星、しまり強・粘性弱

2 暗黄褐色土 粘土プロック若干、しまり非常に

強・粘性弱

1 2 3 4 5 6 

：言

゜
L=23.6 m 2m 

第15号掘立柱建物跡（第146図）

103・104-94・95グリッドに位置する。排水溝によっ

て、北西隅柱と桁行北側の柱穴 1本を失う。 SD16を

切り、 SD18に切られる。 SD20との新旧関係は不明

である。規模は 3X 2間で桁行6.0m、梁行4.0mを測

る。柱間距離は比較的近似で、桁行は1.9~2.lm、梁

行は2.0mと2.2m、深さは15~45cmであるが、概ね40

cm前後である。主軸方向はN-68°-Wを指す。

柱穴は、 40X40cm~75X 65cmの円形もしくは長方形

を呈する。深度は浅いもので20cm前後、深いもので約

50cmを測るが、概ね40~50cmである。

P 1 • 5 • 8に柱康力湘郡された。その他は抜き取

られているのであろうか。 5• 6層は柱痕と思われる。

土師器の小破片が僅かに出土しているのみであり、

図化し得た遺物はP6から検出された土師器甕1点の

みである。

第16号掘立柱建物跡（第148図）

105-94グリッドに位置する。 SJ29を切っていると

思われるが、 SBl6やピットとの新旧関係は不明であ

る。規模は 2X 2間で、梁行北側に庇をもつ。桁行4.

Om、庇まで合めて5.9m、梁行3.4mを測る。柱間距離

はやや不均等であり、桁行で1.9~2.2m、梁行は北側

で1.7mであるが、南側のP6-P7間はl.Om、P7

-P 8間は2.4mを測る。

P7の掘り方は、 20X25cmの円形を呈するものでき

わめて小さい。 P7-P8間に、 SJ29の床面にまで

届かないピットがもう 1つあり、入り口部を形成して

いたのであろうか。主軸方向はN-4°-Eを指す。

P7以外の柱穴は、直径30X30cm~45X 45cmの円形

を呈し、深度は20cm前後～50cm前後であるが、概ね40

cm前後の柱穴が多い。

P 1 • P 6で検出された 1層が柱痕に相当すると思
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北島遺跡第 14地点

第146図 第15号掘立柱建物跡
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第 15号掘立柱建物跡土層

1 暗灰色t． 粘七、しまりなく、柱痕

2 暗褐色土 シルト質、マンカン、 Fe沈着多、柱痕か

3 灰褐色土 シルト質（埋土）地山プロック多、 1層と同じ埋土

4 暗灰褐色土 シルト質（埋土）地山プロック多、 3層に近似

5 暗灰色土 シルト質（埋土）地山プロック多

6 灰白色土 シルト質

B
一

B' '2  3' 5 6 7 8 

62゚。ロ
。

L=2 3 7 m 2m 

われるか、土層断面からみる限り、どちらも柱痕は底

面に届いていない柱穴である。

土師器・須恵器の小破片が少数出土しているのみで

あり、図化するには至らなかった。

第58表 第15号撮立柱建物跡出土遺物観察表（第147図）

番号 1 器種 1 日径 1器高 1底径 1 胎七 1焼成 1 色調 I残存

第147図 第15号掘立柱建物跡出土遺物

゜
10cm 

備 考

1 I 土師器甕 （19.3) I 6.3 ACEFH I普通I茶褐色 I口25I外面スス付着口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ
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第148図 第 Eコ16方掘立柱建物跡
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第 16号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーボン微届、しまりやや弱・粘性やや強

2 暗黒褐色土 粘土プロック若干、しまりやや強・粘性やや弱

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 
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北島遺跡第14地占

第149図第17号掘立柱建物跡
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第 17号掘立柱建物跡土層

1 2 3 4 5 6 7 

：阿
1 黒褐色土 カーホン微量、しまりやや強・粘性やや弱（柱痕跡）

2 暗黒褐色土 粘士プロック若干、しまり非常に強・粘性やや弱

3 暗黄褐色1こ 粘土プロック多、しまり非常に強・粘性やや強

第17号掘立柱建物跡（第149図）

105・106-94グリッドに位置する。 3本の柱穴を欠い

ているが、深度が浅いために表土削平時点に失われて

しまったのであろうか。 SJ29を切っているが、 SB

16や土壊、およびピットとの新旧関係は不明である。

規模は 3X 2間であり、桁行6.7m・梁行4.7mを測

る。柱間距離は、桁行で2.0mと2.3m、梁行で2.3mを

0 L=23.6m 2m 

測る。主軸方向はN-89°-Eを指す。

柱穴は、直径50X50cm~90X65cmの円形もしくは楕

円形を呈するものと、 SOX50cm~85X 55cmの長方形を

呈するもの (P2 • 4) とが混在する。

土層断面に柱痕力渇t出できたのは、 7本の柱穴中 5

本である。またこの他に、エレベーションにおいて確

認できた 1本を加えれば、検出できなかった柱穴はP
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6だけとなる。

1層が柱痕に相当すると思われる。柱痕の検出でき

た6本の柱穴の内、柱痕が底面まで届いていないのは

1例のみであり、この場合底面との間には、粘土ブロッ

クを含む、非常に堅緻な暗褐色土が充填されている。

土師器の小破片が数点出土しているのみで、図化す

るには至らなかった。

第150図 第18号撮立柱建物跡

第18号掘立柱建物跡（第150図）

106 • 107-94グリッドに位置する。 SB17 • 19、S

K51、SXとの新旧関係は不明である。長方形を呈す

る。規模は 3X 2間であり、桁行5.9m・梁行4.2mを

測る。柱間距離は、桁行で1.7~2.2m、梁行1.8~2.4

mとばらつきがある。相対する辺同士が同規模ではな

く、プランは比較的歪みが大きい。主軸方向はN-5°
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第 18号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーボン・粘上粒微量

しまりやや弱・粘性や

や強（柱痕跡）

2 暗黄褐色土 粘土プロック若干、し

まり非常に強・粘性や

や弱

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 

:「三

゜
L=23.6m 2m 
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-Eを指す。

柱穴は、 20X20cm~SOX 75cmの円形を呈するもの、

50X 40cm~90X 60cmの長方形を呈するもの、さらに

75X 35cmの半月形を呈するものなどが混在し、バラエ

ティーに富む。遺構自体の遺存度は悪く、深度は20cm

前後～50cm前後であるが、概ね30~40cmの柱穴が多い

といえよう。

P10にみられる 1層か柱痕に相当すると思われる

ほか、平面や底面の断面形から柱痕を推定できる柱穴

(P 3 • 6)もある。 P3 • 6の掘り方については、柱

部分をさらに深く掘り下げている状態が観察できた。

遺物は全く出土しなかった。

第151図 第19号掘立柱建物跡
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北島遺跡第14地点

第19号掘立柱建物跡（第151図）

106 • 107-94 • 95グリッドに位置する。 SB18 • S 

X5と重複するが新旧関係は不明である。

規模は 2X 2間で、桁行5.2m・梁行3.3mを測る。

柱間距離は、桁行では概ね2.6mであるが、梁行では1.

5~1.8mというように輻があり、一定しない。

P4・8は桁行線上から外側に外れており、また、

P6も梁行線上からやや外側に外れている。プランは

全体的にやや歪んでいる。主軸方向はN-91°-Eを指

す。柱穴は、直径25X30cm~35X 45cmの円形もしくは

楕円形を呈するものや、 45X45cmの方形、さらに30X

50cmの長方形を呈するものなどが混在している。深度

叫

01 
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口
口

吋ロ
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，
 

、

山

山

第 19号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色上 粘土粒少、しまり強・粘性やや強

2 暗黄褐色土 粘土プロック若干、しまり非常に強・粘性強

1 2 3 4 5 6 7 8 

：戸

゜
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は20cm前後～50cm程のものまでがあるが、概ね40cm前

後の柱穴が多い。掘り方は、比較的小規模であるとい

えよう。

P3・8の土層断面の 1層は柱痕に相当すると思わ

れるが、ともに柱痕は柱穴底面まで届いている。 P5

は検出状況からみて、柱は底面に届いておらず、粘土

ブロックを含む堅緻な暗黄褐色土が充填されていた。

遺物は全く出土していない。

第20号掘立柱建物跡（第152• 153図）

104 • 105-95 • 96グリッドに位置する。 SD18や6

個のピットとの新旧関係は不明である。

規模は 2X 2間で、梁行西側に庇をもつ。桁行は5.

2mで、庇を合めると 7.3m、梁行は4.2mを測る。柱間

距離は、桁行2.5~2.7m、梁行2.0mと2.2mを測り、

比較的一定している。梁行は西側と東側で若干規模が

異なり、全体的にプランはやや歪んでいる。主軸方向

はN-72°-Wを指す。

柱穴は、直径45X50cm~75X 55cmの円形もしくは楕

円形を呈するものや、 55X45cmの方形、あるいは70X

55cmの長方形を星するものが混在している。深度は約

30cm~70cm前後であるが、概ね50cm前後の柱穴が多い

といえる。 11本の柱穴の内、 6本で柱痕力浙t出され、

さらにその内の 4本 (P5 • 6 • 8 • 11)では柱材が

遺存していた。また柱材は遺存していなかったものの、

P 4 • 7の柱痕(1層）は、柱材か溶けて粘土化して

いるのが観察された。柱痕は柱穴底面まで届いている

ものと、そうでないものとが存在する。 P10の柱材は

抜き取られていると思われる。

図化し得た遺物は、 P5出土の須恵器蓋と P9出土

の須恵器杯の、計2点であった。

第152図 第20号掘立柱建物跡出土遺物

三 ＼ーーI -¥ 2 

゜
10cm 

第59表 第20号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第152図）

番り 1 器 種 1 日径 1器高 1 底 径 1 胎土 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

1 須恵器蓋 16.6 I 3.7 摘 2.71 BEH 普通 灰白色摘100ロクロ成形端：横ナデ天井（外）：回転箆削り (R)つまみ貼付

2 須恵器杯 一 1.6 I 6.9 I BDEH 不良灰褐色 底85 ロクロ成形 RC

第21号掘立柱建物跡（第154• 156図）

109 • 110-92 • 93グリッドに位置する。 SB22 • 23 

と重複関係にあるが新旧関係については不明である。

この 3棟は新旧関係は不明であるものの、建て替えに

よる重複であると思われる。

規模は 3X 2間で桁行7.6m・梁行5.lmを測る。柱

間距離は、桁行で2.4~2.6mである力湘冠ね2.5mであ

り、梁行では2.lm• 2.4m • 2.7mと比較的幅がある。

梁行は、西側・東側ともに5.lmであるが、梁行西側

のP7-P8間は芯々で2.lmであり、 P6-P7間

（推定2.4m)、Pl-P2間（同2.4m)• P 2-P 3 

間（同2.7m)に比べて柱間距離が小さいといえる。主

軸方向はN-82°-Eを指す。

各コーナーの柱穴はいずれも鍵状プランを呈する

が、その他の柱穴は長方形を基本とするものである。

柱穴の規模は、鍵状を呈するもので1.2X0.6m~0.

95X 1. 45m・深さ0.3~0.7m、長方形の柱穴では70X

55cm~145X 90cm・深さ40cm前後である。全体的に掘り

方は大きいといえる。 P3では柱材が遺存していた。

土師器・須恵器が少数出土したか、調査中ピット番

号が混乱を米し、 SB21 • 22は遺物の帰属を特定でき

なかった。そのため、残念ながら一括して掲載する。
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北島遺跡第 14地点

第153図第20号提立柱建物跡
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第 20号掘立柱建物跡土層

1 灰色土 柱痕、粘質土しまりなく、非常

に柔らかい (P4 • P 5 • P 10 

• p 11では柱材残存）

2 黒灰色上 シルト質、炭化物粒子若干、白

灰色粘質土

3 暗灰褐色土 シルト質～砂質、柱痕かと思わ

れるが 1層とは粒径等異なる

4 暗褐色土 シルト質、黒色土と地山の混土

層、柱穴埋土

5 暗灰色土 粘質、 4層に近似、黒色土粒子

少

6 灰白色土 粘質、地山土若干
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第154図 第21号掘立柱建物跡
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第 21号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーポン・焼土粒子少

2 暗褐色土 カーボン若干

3 暗褐色土 粘土プロック若干

4 暗黄褐色土 粘土ブロック多
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第22号掘立柱建物跡（第155• 156図）

110-92グリッドに位置する。 SB21・23と重複する

が、新旧関係は不明である。但し、この 2棟とは建て

替えの関係にあると思われる。

規模は 2X 2間で、桁行4.6m・梁行4.4mを測る。

柱間距離は、桁行で2.1~2.3m、梁行で2.2mと比較的

一定であるといえる。しかし、南北の桁行に若干の違

いかあること、 P2が梁行線上からずれている点等々

から、プランは歪んでいる。主軸方向はN-82°-Eを

指す。

コーナ一部分の柱穴はP7を除いて鍵状を呈し、そ

第155図 第22号掘立柱建物跡
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北島遺跡第14地点

の他の柱穴は、円形もしくは長方形を呈する柱穴であ

る。柱穴の規模は、鍵状を呈するもので75X40cm 

~85X 55cm ・深さ20~40cm、円形のものは30X30cm

~50X 50cm・深さ20~30cm、長方形を呈するものは

95X45cm・深さ20c叫呈である。

検出できた 2本の柱痕 (P5 • 8)は、ともに直径

10cmであった。 P5の1層が柱痕に相当すると思われ

るが、村且襄は柱穴底面にまで届いている。

土師器・須恵器が少数出土したが、調査中ピット番

号が混乱を米し、 SB21・22は遺物の帰属を特定でき

なかった。そのため、残念ながら一括して掲載する。
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第 22号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーポン・焼土粒子少、しま

りやや弱・粘性強

2 暗褐色土 焼土粒・粘土プロック若干、

しまり強・粘性強

3 灰白色土 灰色粘土プロック層、しまり

強・粘性強
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第156図 第21 • 22号掘立柱建物跡出土遺物
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第60表 第21・22号堀立柱建物跡出土遺物観察表（第156図）

番り 器 種 ロ径 器高 底径 胎七 焼成 色調 残存 備 考

1 上師質杯 (12.4) 3 9 (6.0) AEH 普通 黄褐色 日25 ロクロ成形 RC

2 須恵器杯 2.2 (6.0) EH 良 暗灰色 底45 ロクロ成形 RBb

3 須恵器杯 1.0 (6 2) DEH 普通 灰白色 底25 ロクロ成形 RC

4 須恵器杯 (15 5) 5.9 BEH 良 暗灰褐色 日25 ロクロ成形

5 須恵器杯 (12 9) 3.3 6.0 AEH 将通 暗黄褐色 底75 ロクロ成形 RC黒書有？

6 須恵器甕 2.3 EH 良 灰白色 ロクロ水挽き成形

7 土師台付甕 (11.2) 3.8 ACEFH 普通 荼褐色 口25 外面スス付着口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：ナデか

8は耳環である。鉄地金銅貼りの鉄地の部分だけが

遺存していると思われる。銹化のため、鉄地よりも一

廻り大きく錆に覆われており、実測図は推定線に基づ

く。それぞれ推定で直径2.3cm・芯径0.3cmを測る。

第23号掘立柱建物跡（第157図）

109 • 110-92グリッドに位置する。

複するが、新旧関係は不明である。但し、

は建て替えの関係にあるのであろうか。

が2X 2間もしくは 3X2間で、

2棟という内容であり、

であった。

SB 21 • 22と重

プランとして不規則であるということ、

この 2棟と

規模は、調査した限りでは 2X 1間である。今回の

発掘調査において検出された掘立柱建物跡は、大部分

この他に 1X 1間が

2 X 1間というのは本例のみ

Pl-P5 

間に柱穴力湘剣出されていないこと等から、遺構はさら

に西側に続く可能性も想定された。このため、 SB21・

22の遺構確認作業の際にも精査を行ったが、図示して

あるピット以外は検出することはできなかった。

しかし、各ピットの深度が20~30cm前後と比較的浅

いことから、西側のピットが失われている可能性を依

然として否定し切れない。

またこれらの他にも、

状を呈する場合、

と、

のような印象を受ける。

P5の掘り方にも疑問点が残

る。つまり、掘立柱建物跡のコーナ一部分の柱穴が鍵

その柱穴は建物を取り囲むように鍵

状を呈するのが一般的である。柱穴の形状のみをみる

P5は掘立柱建物跡の北西コーナーに相当するか

この想定に基ずく精査も行っ

たがやはり柱穴を検出することはできなかった。

2 X 1間の想定を基にすれば、規模は桁行4.6m・梁

行2.2mを測る。柱聞距離は桁行で2.3m、梁行で2.2m

と一定している。主軸方向はN-8'-Wである。

遺物は全く出土しなかった。
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第157図第23号掘立柱建物跡
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第 23号掘立柱建物跡上層

1 黒褐色土 カーポン・

焼土粒少、

しまりやや

弱・粘性強

2 暗褐色土 粘土粒・粘

土プロック

多、しまり

強・粘性強

1 2 3 4 5 

20 0「

北島遺跡第14地点

れた。柱穴内を平面的にスライスするよう

に調査していったが、かなり掘り下げた段

階で、柱穴と柱痕か2本になると判明した

ため、両者の新旧関係は確認できなかった。

柱穴の掘り替え、または床支えのためのピッ

トであろうか。柱痕は柱穴底面まで届いて

いるものとそうでないものがあり、後者は

柱痕の下に粘土ブロックを合む堅緻な土が

充填されていた。各柱穴のピットの深度は

ばらつきがあるが、概ね40~50cmである。

土師器・須恵器が少数出土したが、調査

中ピット番号が混乱を来し、 SB24・ 25は

遺物の帰属を特定できなかった。残念なが

ら一括して掲載する。

第25号掘立柱建物跡（第159• 160図）

110 • 111-91 • 92グリッドに位置する。

重複する SB24との新旧関係はイ＜明であ

るが、両者は建て替えの関係にあると思わ

れる。

規模は 3X 2間であり、桁行7.0m・梁行

4.Smを測る。大規模な掘り方であるため、

柱間距離は特定しずらい。平面または断面

で確認できた柱痕から箪出した柱間距離

は、桁行で2.0m• 2.3m、梁行はP1-P 

2間カs7[!;々で2.lmであった。柱穴は、梁行

0 L=23.4 m 2m 

第24号掘立柱建物跡（第158• 160図）

llO・ lll-91 • 92グリッドに位置する。重複する SB

25との新旧関係は不明であるが、両者は建て替えの関

係にあると思われる。規模は 3X 2間であり、桁行7.

Om・梁行5.6mを測る。掘り方が大きいため、柱間距

離を特定しずらいが、桁行で2.0~2.7mと差が大き

い。 Pl-Pll間は芯々で2.0m、P4-P5間は土層

断面の柱痕(1層）から2.6mと算出した。梁行で2.

5~3.0mを測る。主軸方向はN-0゚ を指す。

Pl-P3間にP2が存在しており、柱痕も検出さ

は線上に乗っているが、桁行西側でp9. 

PlOが線上からずれており、プランもやや

歪んでいる。主軸方向はN-1°-Eである。柱穴の掘

り方の形状は、不整円形・不整形・長方形など様々で、

規模は最小のものでSOX60cm、最大のものでは140X

80cmを測る。コーナービットの内、 P3・6は鍵状を

呈すると思われる。 P5は柱痕 (1層）が柱梵：底面ま

で届いておらず、柱瓶の下に枯土ブロックを含む堅緻

な土が充填されていた。

土師器・須恵器が少数出土したが、調査中ピット番

号が混乱を来し、 SB24 • 25は遺物の帰属を特定でき

なかった。残念ながら一括して掲載する。
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第158図 第24号掘立柱建物跡
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第 24号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーボン・焼上粒子微量、しまりやや弱・粘性強

2 暗褐色士 カーポン・粘上粒子若T、しまりやや弱・粘性強

3 暗褐色土 粘土粒・粘土プロック若干、しまり・粘性強

4 暗黄褐色土 カーボン・焼土粒子少、しまり・粘性強

5 暗黄褐色土 粘土プロック(¢,5 cm)少、しまり・粘性強

6 暗黄褐色土 粘上プロック(¢,5 cm)多、しまり非常に強・粘性強
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北島遺跡第 14地点

第159図 第25号提立柱建物跡
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第 25号掘立柱建物跡土層

B B' 1 黒褐色土 カーボン・焼土粒子微昌

2 暗褐色上 カーポン・粘七粒若干

3 暗褐色土 粘土粒・粘土ブロック若干

4 暗黄褐色土 カーポン・粘土プロック少

5 暗黄褐色土 粘上プロック(¢ 5 cm)少

6 暗黄褐色士 粘土プロック(¢ 5 cm)多

7 灰白色上 灰色粘土屈中に砂粒若干

8 灰白色土 灰色粘土プロック層
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第160図 第24~27号掘立柱建物跡出土遺物
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第61表 第24。25号振立柱建物跡出土遺物観察表（第160図）

番号 器 種 ロ径 斥999 f9 古向 底径 胎十一 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 02.9) 1.6 EH 良 暗灰色 日25 ロクロ成形天井部：回転箆削り

2 須恵器杯 (13.0) 3 0 BEH 将通 暗灰色 口25 ロクロ成形
a r) 須恵器杯 (12.3) 3.4 (7.0) EH 普通 灰白色 底40 ロクロ成形 c
4 須恵器杯 (11 6) 3.1 6.0 BEH 普通 灰褐色 底60 ロクロ成形 RC
5 須恵器杯 (12.2) 3.2 (5.8) DEH 良 暗灰色 底45 ロクロ成形 RC

第62表 第26・27号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第160図）

番号 1 器 種 1 11径 1器晶 1 底 径 1 胎上 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

1 I七師器昇;|03.2)I 3.5 ACEFH 普通橙褐色 I 日25I I］：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：ナデか

6 :土錘。胎土： AEH、橙褐色。焼成：普通。現存

長3.2cm• 最大径1.7cm・孔径0.5cm、現存重量8.2g。

7 :土錘。 ADEH、橙褐色。焼成：普通。長さ4.7

cm•最大径1.4cm孔径0.4cm、重量9.4g。完形。 P5。

8 :上錘。 ABEH、暗褐色。焼成：普。長さ4.6cm・

最大径1.3cm．孔径0.4cm、重鼠8.1g。完形。

第26号掘立柱建物跡（第160• 161図）

111・112-91・92グリッドに位置する。 SB27を切っ

ていることから、本遺構はSB27の建て替えと思われ

る。規模は 3X 2間であり、桁行6.7m・梁行4.7mを

測る。柱間距離は、桁行・梁行方向ともに2.2mと一定

している。 P2が梁行北側の線から若干外側にずれて

いるほかは、比較的整った柱穴配置といえる。主軸方

向はN-2°-Eを指す。

柱穴は、やや不揃いではあるが長方形を基本として

いると思われるが、 P3・6のコーナーピットは鍵状

を呈する。柱穴の規模は、長方形を呈するものが80x

70cm~105X 80cm、鍵状を呈するものが100X60cmと

100X70cm、深度は40~50cm前後のピットが多い。全体

的に掘り方は大規模であるといえる。

検出された柱痕は、直径15~20数cmであった。なお、

P4では 2本の杜痕力惰血されている。

今回調査した、大部分の掘立柱建物跡について表現

できることではあるが、柱穴の掘り方に柱を入れ、周

囲を埋め戻す際に非常に突き固めたらしく、ピット内

の揺り下げは非常に困難な作業であった。
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北島遺跡第14地点

第161図 第26号掘立柱建物跡
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土師器の小破片以外で図化し得た遺物は、杯l点の

みであった。しかし残念ながら、調査中にピット番局

が混乱を米たし、 SB26 • 27のいずれに帰属するのか

特定できなくなってしまった。
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第162図 第27号掘立柱建物跡
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第27号掘立柱建物跡（第160• 162図）

111 • 112-91 • 92グリッドに位置する。

られているが、本遺構からの建て替えと思われる。

規模は 3X 2間であり、桁行7.lm・梁行4.8mを測

る。柱間距離は、桁行で2.1~2.6mと輻があるが、梁

行では一定しており 2.4mを測る。 P9 ・10は桁行線上

から外（西）側にずれている点を除けば、プランは比

較的整っているといえよう。主軸方向はN-1°-Wを

指す。柱穴は、基本的に方形もしくは長方形を呈し、

コーナ一部分の柱］▽のうち、

S B26に切

P 3 • 6は鍵状を呈する。

北島遺跡第14地点

柱穴の規模は、 50X60cm~llOX 65cmまであり、不揃い

である。柱穴の深度は約20~60cmであるが、おおむね

50cm前後といえる。

非常に堅い柱穴内を、

ていったが、柱痕を検出できたのはP4・Pl0だけで

あった。

土師器の小破片以外で図化し得た遺物は、杯 1点の

みであった。 しかし残念ながら、調査中にピット番号

が混乱を来たし、

スライスするように掘り下げ

S B26 • 27のいずれに帰属するのか

特定できなくなってしまった。

第163図 第28号掘立柱建物跡
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第 28号堀立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーポン・焼土粒子少、しまり弱・粘性

強

粘上粒・粘土プロック少しまり強・粘性

強

粘土プロック若干、しまり非常に強・粘

性強

粘土プロック(¢ 5 cm)多、しまり非常に

強・粘性強

3
 

4
 

暗褐色土

暗黄褐色土

黄褐色土

゜
L=23.6m 2m 
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第28号掘立柱建物跡（第163図）

108・109-93・94グリッドに位置する。他の遺構との

重複関係はない。規模は 3X 2間で、桁行5.5m・梁行

4.lmを測るが、桁行が東西で規模が異なること、 P

4 • 5カサ行行線上から外（南）側にずれているなど、

プランはやや歪んでいる。柱間距離は、桁行で芯々1.

7~1.9m、梁行で芯々1.8と2.lmである。主軸方向は

N-8 5 °-Eを指す。

柱穴は、直径50X50cm~70X 60cmの円形もしくは楕

第164図第29号掘立柱建物跡

円形を呈するものと、 40X60cm前後の長方形を呈する

ものとか混在する。また、コーナー・ピットの 1つで

ある P3は、 SOX70cmの鍵状を呈する。柱穴の深度は

15~55cmとばらつきがあるが、概ね30~40cmである。

P 1 • 3 • 8~10において柱痕(1層）が検出され

たほか、 P6 • 7もエレベーションで柱痕を推定でき

る。この範囲内でみる限り、柱痕は柱穴底面にまで届

くタイプであり、埋め戻し土は堅緻であった。

遺物は全く出土しなかった。

叫い＼ぃ bl 

O
I
O
e
ら

A

一 □〗:30 A
-

叫

口

OP, 

巳
只

只
□PBol

B
-

A
-

旦

三

巳

ロPa 

B
-

ロ
+

[

 

。

ol 

A' 

B' 

叫 □ 0| 

第 29号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーポン微醤、しまり強

・粘性やや弱（柱痕跡）

2 暗褐色上 粘土プロック若 F、しま

り非常に強・粘性やや弱

3 暗黄褐色土 粘土プロック多、しまり

非常に強・粘性やや弱

4 暗褐色土 粘土プロック少、カーボ

ン微星、しまり非常に強

・粘性やや弱

5 暗褐色土 粘土プロック多、しまり

非常に強・粘性やや弱

9 2 3 4 5 6 7 8 9 

26゚。ロ
゜

L=23.5m 2m 
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第29号掘立柱建物跡（第164図）

109 • 110-93 • 94グリッドに位置する。 SB30との

新旧関係は確定できなかったが、遺構内の色調などか

ら本遺構が切っているのではないか、 というの力憚閲：

時の印象であった。

規模は 2X 2間であり、桁行南側のみコーナー・ピッ

トから等間隔（1.6m)に柱穴が入り、 3間となってい

る。 P6-P7間は入り日部であろうか。柱間距離は、

桁行で芯々2.lmと2.2m、梁行で北側が2.0mと2.3

m、南側のP6-P7間は1.2mを測る。主軸方向はN

第165図 第30号掘立柱建物跡

北島遺跡第14地点

-8°-Wを指す。

柱穴の規模は、 35X35cm~70X 70cmの円形を呈する

ものと、 30X30cm、SOX30cmの方形もしくは長方形を

呈するものとが混在している。柱穴の深度は約10~60

cmとばらつきがあるが、概ね40~60cmであった。

1層は柱痕と思われるか、柱痕が柱穴底面に届いて

いるものとそうでないものとが認められる。後者の場

合、柱痕の下に粘土ブロックを含む堅緻な暗褐色土が

充填されていた。

遺物は全く出土しなかった。
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第 30号堀立柱建物跡土層

1 暗褐色土 カーポン・粘上粒子微量、しまり強・粘性弱（柱痕跡）

2 暗黄褐色土 粘土プロック多、しまり非常に強・粘性弱

D
-

D' E
_
 

： 
B' 

1 2 3 4 5 6 7 8 

：戸

゜
L~23.5 m 2m 

-163-



第30号掘立柱建物跡（第165図）

109 • 110-93 • 94グリッドに位置する。 SB29との

新旧関係は確定できなかったが、遺構内の色調などか

らSB29に切られているのではないか、というの力哺闘

査時の印象であった。規模は 2X 2間であり、桁行4.

5m・梁行3.6mを測る。柱間距離は、桁行で2.0~2.4

m、梁行1.4~2.lmというようにばらつきがある。桁

行の北側と南側は平行しておらず、梁行も西側と東側

は平行していない。プランは全体的に歪んでいる。主

第166図 第31号掘立柱建物跡

軸方向はN-2°-Wを指す。

柱穴は、 30X30cm~40X40cmの円形を呈するもの

と、 35X25cm~40X 30cmの長方形を呈するものとが混

在している。柱穴の深さは10~20cmで、掘り方は小規

模であるといえる。柱穴の配置のみからみれば、他の

ピットの方が位置的に相応しいものも存在したが、柱

穴の掘り方・柱穴内の埋戻し土の色調などから、図示

したピットの方がより可能性があると判断した。

遺物は全く出土しなかった。
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第31号掘立柱建物跡（第166図）

109・110-94・95グリッドに位置する。他の遺構との

重複関係はない。

規模は 2X 2間であり、桁行5.3m・梁行5.lmを測

る。主軸方向はN 7°-Wを指す。遺構としての遺存

度は非常に悪く、掘り方の下位面のみがかろうじて遺

存しているという状況で、桁行南側の柱穴2本がすで

に失われていた。

柱間距離は、桁行でPl-P2間1.6m・P2-P 3 

間1.6m• P 3-P 4間2.lm・P6-P7間1.8m、梁

行ではP4-P5間1.8m・P7-P8間2.9m• P 8 

-P 1間2.2mといったように非常にばらつきがあ

り、プランは平行四辺形を呈しており歪みは大きいと

いえる。

杜穴は、 35X35cm~45X 50cmの円形を呈するもので

あるが、北東のコーナーピットである P4は30X50cm 

の鍵状を呈している。柱穴の深度は10~30cm前後であ

るが、概ね20cm前後ときわめて浅い。

P2・6では柱痕か検出されたが、その直径は約15

cmであった。一層は柱痕に相当し、その周囲に充填さ

れた暗黄褐色土はきわめて堅緻であった。

遺物は全く出土しなかった。

第32号掘立柱建物（第167図）

110 • 111-94 • 95グリッドに位置する。 SB33と重

複関係にある。遺構としては重複するものの、柱穴同

士の重複箇所は少なく、新旧関係の推定は困難であっ

た。さらに重複箇所についても、土層の色調の相違点

が小さい上に、掘り方内に充填された土がきわめて堅

緻であり、掘り下げるのも困難をきわめた。

しかし、本遺構のP10と、 SB33のP10との重複箇

所の土層断面（第167図土層断面C-C')を観察した結

果、本遺構はSB33に切られていると判断した。

規模は 3間X2間であり、桁行7.5m・梁行4.9mを

測る。すべての柱穴で柱痕を検出することができた。

柱聞距離は、桁行でP3-P4間＝2.6m・P4-P 5 

閥］＝2.2m• P 5-P 6Fi』=2.7m・P8-P9柘fl=2.

4m・P9-Pl0間＝2.4m • P 10-P 1間＝2.6m、梁

北島遺跡第 14地点

行でPl-P2間＝2.6m• P 2-P 3間＝2.4m• P 

6-P7間＝2.4m。P7-P8間＝2.5mというよう

に、比較的一定しており、プランも整っているといえ

る。主軸方向はN-2°-Wを指す。

村穴は、直径lOOX80cm~160X 130cmの円形もしく

は楕円形を呈するものと、 llOX130cm~llOX 65cmの

方形または長方形を呈するものとが混在している。深

度は0.5m~0.75mであるが、概ね60cm前後である。

遺物は全く出土しなかった。

第33号掘立柱建物跡（第168図）

110~94グリッドに位置する。 SB32と重複する。し

かし、遺構としては重複するものの、柱穴同士の重複

箇所は少なく、新旧関係の推定は困難であった。さら

に重複箇所についても、土層の色調の相違点が小さい

上に、掘り方内に充填された土がきわめて堅緻であり、

掘り下げ作業も困難をきわめた。

しかし、本遺構のP10と、 SB32のP10との重複箇

所の土層断面（第168図土層断面c-c')を観察した結

果、本遺構はSB32を切っていると判断した。本遺構

は、 SB32の建て替えによる掘立柱建物跡であろうか。

梁行の北側と南側では若干規模が異なっているた

め、プランはやや歪んでいる。主軸方向はN-5°-W

を指す。

規模は 3X 2間であり、桁行5.6m・梁行3.8mを測

る。すべての柱穴で柱康を検出することができた。柱

痕の直径は概ね15~20cm前後であるが、 P9では20X

25cmであった。柱間距離は、桁行でP3-P4間＝2.

lm • P 4-P 5間＝1.8m• P 5-P 6間＝1.6m• P 

8-P9間＝2.Om • P 9 -P 10間＝1.7m• PlO-P 

1間＝1.8m、梁行でPl-P2間＝2.lm• P 2-P 

3計J=l.8m・P6-P7椙］＝1.9m• P 7-P 8間＝

1.9mを測る。柱間距離に若干ばらつきがあるものの、

プラン自体は比較的整っているといえる。

柱穴は、直径50X50cm~70X 60cmの円形もしくは楕

円形を呈するものから、 60X45cm~105X 65cmの長方

形を呈するものとが混在しているほか、コーナー・ピッ

トの 1つであるp3は120X55cmの鍵状を呈してい
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第167図 第32号掘立柱建物跡
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第 32号掘立柱建物跡

1 黒褐色土 カーポン・焼土粒子、しまり・粘性やや強（柱痕跡）

2 暗灰褐色土 砂粒子プロック(¢ 3 cm)多、カーポン少、しまり強・粘

性やや強

砂粒子プロック(¢ 5 cm)多、しまり強・粘性やや強

砂粒子プロック(¢ 5 cm)非常に多、しまり強・粘性やや強

砂粒子プロック(¢ 5 cm)層中に黒色土（地山土）少

砂層

3 黒褐色土

4 暗灰褐色上

5 灰褐色上

6 灰褐色土
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北島遺跡第14地点

第168図 第33号掘立柱建物跡
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第 33堀立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーポン・焼土粒少、しまりやや

強・粘性やや弱

2 暗褐色土 砂粒のプロック(¢ 5 cm)多、しま

り非常に強・粘性弱

3 黒褐色土 砂粒のプロック(¢ 3 cm)少、しま

り非常に強・粘性弱

4 暗黄褐色土 焼土粒子少

I 2 345 67 8910 

260』1|| 1 | 1 1 1 | 1 。
L=23.5 m 2m 

る。柱穴の深度は、約40~60cmであるが、概ね40cm前

後であった。全体的にSB32に比べて、掘り方および

建物そのものは小規模である。

土層断面図の観察から 1層は柱痕に相当すると思わ

れる。柱痕には掘り方底面にまで届いているもの (P

1 • 3~6 • 8 • 10) と、そうでないもの力噸忍められ

た。後者は、柱痕と底面との間に非常に堅緻な暗黄褐

色土 (4層）力吋ジ藁されていた。また、この層以外の

充壌土 (2• 3層）も、非常に堅緻なものであった。

遺物は全く出土しなかった。
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第34号掘立柱建物跡（第169• 170図）

112-94・ 95グリッドに位

置する。プランの南側を、

SD4によって切られるこ

とによって失っているため、

建物の規模は不明である。

南へ、もう 1間ないしは 2

間続いていたと思われる。

東西方向の規模は5.1

m •南北方向は不明。すべ

ての柱穴に柱痕を検出でき

た。柱康の直径は、 lOXlO

cm~20X 20cmと幅がある。

柱間距離はいずれも芯々で、

南北方向： Pl-P2間

=2.7m • P 3-P 4間＝

2.5m、東西方向：p4 

-P 5間＝2.6m • P 5 

-P 1:間＝2.4mを測り、

比較的一定であるといえよ

う。東西方向の柱穴の並び

をみても、柱痕は一直線上

に乗っており、遺存してい

る範囲内から判断する限り、

建物跡のプランは整ってい

る。主軸方向はN-81'-E

またはN-9°-Wを指すと

思われる。

柱穴は、直径50X55cm

~105X 75cmの円形もしく

は楕円形を呈するもので、

深度は35~50cmであるが、

概ね35cmのものが多いといえる。

第169図 第34号掘立柱建物跡
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A' 第 34号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子少、

しまりやや強・粘性やや

弱

2 暗褐色土 焼土粒子微星、砂粒プロ

ック(¢ 3 cm)若干・しま

り強・粘性やや弱

3 暗黄褐色土 砂粒のプロック(¢ 5 cm) 

多、しまり非常に強・粘

性やや弱
B' 

叫
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。
L=23.5 m 2m 

1層は柱痕に相当すると思われるが、いずれも柱穴

底面にまで届くタイプである。

須恵器杯3点が出土したがいずれも小破片で、図化

し得たのは 2点であった。

第170図 第34号掘立柱建物跡出土遺物

ロ ／ □|三

〇 10cm 
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北島遺跡第14地点

第63表 第34号謡立柱建物跡出土遺物観察表（第170図）
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第171図 第35号掘立柱建物跡
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第 35号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 カーボン・焼土粒子微星、しまりやや強・粘性やや弱

2 暗褐色土 砂粒のプロック（の 5cm)少、しまり強・粘性やや弱

3 暗黄褐色土 砂粒のプロック(¢ 5 cm)多、しまり強・粘性やや弱

：戸

0 L二 23.5 m 2m 

第35号掘立柱建物跡（第171図）

111・112-96グリッドに位置する。南側を SD4に、

中央部を SD7に切られ、さらに東側を土砂採掘によ

り攪乱されている。

遺存していた柱穴は 3本にとどまる。

遺構としては南側に続き、東側にも続く

可能性があるが、プランが不明であるた

め、残念ながら規模も不明である。

Pl-P3間には、 SD7に切られた

柱穴が存在していたと思われる。その場

合、検出されている範囲において、東西

規模は 2間分で5.3m、南北規模は 1間

分で2.5m、主軸方向はN-79"-Eもし

くはN-11'-Wが考えられる。

柱間距離は、東西方向の柱穴が等間隔

であった場合で約2.6mであり。南北方

向 (P2-P 3聞）は芯々で2.5mを測

る。

柱穴P1 • P 3は、直径80X65cmと

90X 75cmの円形を呈する。 P2はSD4

に切られているため長さは不明である

が、輻55cmで長方形を呈すると思われ

る。深度はいずれも約50cmであった。全

体的にやや大きな掘り方といえる。

3ピットとも立面で柱痕が検出でき

た。柱痕の直径は、p1で約lOXlOcm、

P 2 ・P 3では約15X15cmである。p1 • 

P3の土層断面では、 1層が柱痕に相当

すると思われるか、どちらも柱痕が柱穴

底面にまで届くものであった。柱痕の周

囲の充填土 (2• 3層）は、暗褐色土も

しくは暗黄褐色土であり、きわめて堅緻

であった。

土師器・須恵器が少数出土したが、いずれもきわめ

て小さな破片であり、残念ながら図化するには至らな

かった。
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第172図 第36号掘立柱建物跡
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第36号掘立柱建物跡（第172図）

ll5・ ll6-90・ 91グリッドに位置する。今回の発掘調

査において検出された、最も南に位置する掘立柱建物

跡である。他の遺構との重複関係はない。

規模は、 3 X 2間であり、桁行6.9m・梁行4.Smを

測る。柱間距離は、桁行で1.9~2.5m、梁行で2.1~2.

7mとばらつきがある。

桁行は、東側と西側とでは規模が異なっている。ま

た、桁行東側では柱穴の並び力速茎っているが、西側で

はP9 • PlOが外（西）側にずれている。梁行南側で
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北島遺跡第14地点

はP7が外（南）側にずれており、全体的にプランは

歪んでいる。

当初、 P4-P10間にあるピットを含めて、 2 X 2 

間で梁行側の北側に庇を有する掘立柱建物跡の可能性

も考えた。しかし、このピットの覆土と、 Pl~P10

内部の上との違い、そして各ピットとの位置関係など

からみて、本遺構に帰属するピットの可能性はないと

判断した。主軸方向はN-5°-Eを指す。

柱穴は、直径40X30cm~45X 45cmの円形もしくは楕

円形を呈するものと、 50X45cm~60X45cmの方形ある

いは長方形を呈するものとが混在している。掘り方は、

比較的小規模であるといえよう。各柱穴内部の堅緻な

土層をスライスするように梱り下げていったが、柱痕

を検出することはできなかった。但し、 P3~5.p 

9には柱痕を伺い知ることができる。

土師器・須恵器が少数出土したが、いずれもきわめ

て小さな破片であり、残念ながら図化するには至らな

かった。

第37号掘立柱建物跡（第173図）

113-94 • 95グリッドに位置する。柱穴の配置からみ

て、 2 X 1間の規模とは考えにくく、さらに南に延び

ていると思われる。そこで、南側を中心として周囲を

精査したが、ピットは検出されなかった。また、 sJ 

46の調資時点においても、ピットは確認されなかった。

深度の浅いピットが、 SJ43 • SD 12に切られたので

あろうか。検出し得たピットは 5本で、規模は東西は

2間3.3mであるが、南北については 1間のみ(2.Om) 

の確認となる。

検出された 5本の柱穴すべてに、柱痕が確認された。

柱間距離はそれぞれ芯々で、東西方向が1.6m、南北方

向は1.8mと1.9mを測る。

数値的には一定に近いが、p6は東西線上から外

（北）側にずれており、また南北の並びとは直角を呈

していない。さらにP1 • P 5の対峙関係にもズレが

あるなど、柱穴の配置は乱れており、プランは歪んだ

ものであったと推定される。主軸方向はN-98°-Wを

指す。

第173図 第37号掘立柱建物跡
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第 37号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 焼土粒子・カーポン少、しまり・粘性やや強

（柱痕跡）

2 黒褐色土 砂粒子をプロック状に若干、カーポン少、し

まり強・粘性やや強

3 暗黄褐色土 地山に近似、しまり強・粘性やや強

。
L二 23.5 m 2m 

柱穴は、直径40X40cm~45X 50cmの円形を呈するも

のと、 40X55cm~80X90cmの方形または長方形を呈す

るものとが混在している。深度は、 40cm弱～60cmであ

る。掘り方の規模については、 P5を例外として全体

的に小規模といえる。

1層は柱拉8こ相当すると思われる。柱痕の周囲の充

填土 (2• 3層）は、地山に近い非常に堅緻な暗黄褐

色土であった。

遺物は全く出土しなかった。

-171 -



第174図 第38号掘立柱建物跡
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第 38号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 焼土粒子・カーポン少、しまり・粘性やや強（柱痕跡）

2 暗灰褐色土 カーボン微量、しまり強・粘性やや強

3 黒褐色土 焼土粒子・カーボン少、しまり強・粘性やや強

4 暗灰褐色土 地山土（暗灰褐色土）をプロック状に多、しまり強・粘性やや強

5 黒褐色土 カーボン・地山土をプロック状に少、しまり強・粘性やや強
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北島遺跡第14地点

第38号掘立柱建物跡（第174• 176図）

113 • 114-95 • 96グリッドに位置する。 SJ47を切

るが、 SD12および6本のピットとの新旧関係は不明

である。

規模は 3X 2間であり、桁行は北側6.lm・南側5.9

m、梁行は東側4.2m• 西側4.4m を測る。すべての柱

穴で柱痕力検出された。柱痕の直径は概ね15X15cm、

太いもので30X30cmであった。北西のコーナー・ピッ

トである P8においては、柱腹が2本検出されたが、

1本は床支えの柱康であろうか。

柱間距離はいずれも芯々で、桁行方向で1.9~2.2 

m、梁行方向で2.0~2.3m

を測る。柱痕は、桁行・梁 第175図 第39号堀立柱建物跡

遺構はさらに南に続くと想定される。 SDlOとの新旧

関係は確認できなかった。

遺存していたのは東西の 2間 (3.6m)と、南北方向

の1間(2.5mと3.0m)のみで、深度は30~40cmであっ

た。南北方向を桁行と想定すれば、主軸方向はN-26°

-wを指す。

村ヴくは円形を呈するものの他に、長方形のものが混

在するが、掘り方は比較的小規模である。柱痕はすべ

て柱穴底部にまで届くものである。

遺物は全く出土しなかった。

行ともに線上に比較的よく I I I I 叫

乗っているといえよう。主

軸方向はN-83°-Eを指

す。

1層は柱痕に相当する

が、柱痕には柱穴底部にま

で届くものと、そうではな

いものがみられる。後者の

場合でも、柱痕と柱穴底面

の中間層（2• 5層）は、

非常に堅緻な暗灰褐色土も

しくは黒褐色土であった。

また、柱穴内の充填土は全

体的に堅緻であるといえ

る。

土師器と須恵器が少数出

土したが、小破片が多く図

化し得た遺物は上師器甕

1、須恵器甕1・杯1の、

計3点であった。

第39号掘立柱建物跡（第

175図）

113-96グリッドに位置

する。柱穴の数と配置から、
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第 39号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 焼土粒子・カーポン少、しま

りやや強・粘性やや強

2 暗黄褐色土 砂粒のプロック(¢,5 cm)多、

しまり非常に強・粘性やや強

3 暗褐色七 砂粒のプロック(¢,3 cm)少、

しまり非常に強・粘竹やや強

。
L=23 7m 2m 
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第176図 第38号掘立柱建物跡出土遺物
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第64表 第38号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第176図）

1番号 1 器 種 1 「l径 1器高 1 底径 1 胎七 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

1 I須恵器杯 2.2 I (5. 7) 
2 土師台付甕（12.2)I 3.8 
3 須恵器甕 （24.4) I 4.5 

EH 将通灰褐色 底25 ロクロ成形 RC

ACEF 普 通茶褐色 口25 器面風化日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

EH 普通暗灰褐色口20 ロクロ成形内外面とも自然釉

第177図 第40号掘立柱建物跡
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第 40号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 砂粒・カーボン少、しまり・粘性

やや弱

2 暗褐色土 砂粒のプロック(¢ 3 cm)多、カー

ポン少、しまり強・粘性弱

3 暗褐色土 カーホン少、しまり強・粘性弱

4 暗黄褐色土 カーポン・焼土粒子少

：戸
゜
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第40号掘立柱建物跡（第177図）

114・ 115-94・ 95グリッドに位置する。 SX2に切ら

れていると思われる。規模は 2X 2間の総柱で、芯々

で桁行4.5m・梁行3.8mを測る。 9本の柱穴の内、 7
 

本で柱痕を検出できた。柱間距離は、桁行で2.0~2.5

m、梁行で1.8~2.0mとばらつきがある。柱の並びは

悪く特にP9は大きくずれており、全体的にプランは

歪む。主軸方向はN-90"-Wを指す。

柱穴は、 50X40cm~SOX 55cmの円形もしくは長方形

を呈するものと、 75X55cmの長方形を呈するものとが

北島遺跡第14地点

混在している。深度は20~40cmである。柱穴の掘り方

は、比較的大きい部類にはいるが、深度的には浅いと

いえよう。

1層は柱痕と想定されるが、柱痕には柱穴底面に届

くものと届かないもの (P 8) とがある。柱穴内に充

填されているのは(2~4層）、砂浪立ブロックや焼土粒

子を合む非常に堅緻な暗褐色土もしくは暗黄褐色土で

あった。

土師器杯の小破片が出土したが、図化し得るには至

らなかった。

第178図 第41号掘立柱建物跡
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第 41号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 地山プロック少、しまり・粘性弱（柱痕跡）

2 黒褐色土 地l且プロック若干、しまり・粘性弱

3 黒褐色土 地山プロック多、しまり・粘性弱

1 234  5S  08970 

62: [ I 1 |'I I I I'1 

。
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第41号掘立柱建物跡（第178図）

108・109-97・98グリッドに位置する。直接重複する

遺構はないが、柱穴列が南北 1方向しか検出できな

かったSB42が、西側に展開している場合、本遺構と

重複することになる。

規模は 3X 2間であり、桁行4.8m・梁行3.4mを測

る。柱間距離はいずれも芯々で、桁行で1.4~1.7mと

やや輻かあるが、梁行では1.6mまたは1.7mと一定し

ている。

桁行の中間柱P4・5、P9 • 10はやや外側にずれ

るが、全体的にプランは整っているといえる。主軸方

向はN-80°-Wを指す。

すべての柱穴で柱痕を検出できた。柱穴は、 50X40

cm~SOX 60cmの円形もしくは楕円形を呈するものと、

55X 50cm~SOX 60cmの方形または長方形を呈するも

のとが混在する。また、南西のコーナー・ピットであ

るp1は110X85cmの鍵状を呈する柱穴である。柱穴

の掘り方は、一部のピットを除いて小規模な部類には

いる。

1層は柱痕に相当すると思われるが、すべての柱痕

が柱穴底部にまで届いているのが観察できた。柱穴内

の充填土は、いずれも地山ブロックを含む黒褐色土で

あった。

土師器甕と須恵器杯の小破片が少数出土したが、図

化するには至らなかった。

第42号掘立柱建物跡（第179図）

108・109-98グリッドに位置する。 SJ39を切る。南

北方向に 2間のみが検出されたにとどまる。周辺の精

査を繰り返し行ったが、残念ながら、これ以外のピッ

トを確認することはできなかった。

検出された 2間の規模は、 4.6mであり、柱間距離は

Pl-P2間＝2.7m、P2-P3間＝1.9mを測る。

遺存度はきわめて悪く、柱穴の深度はP1 =10cm、

P 2 =26cm、P3 =24cmである。

周辺を精査したにも関わらず、全くピットを検出で

きなかったのは、各ピットの遺存度が悪く、既に失わ

れてしまっていたか、あるいは今回の発掘調査による

表土削平のためピットが失われてしまった可能性も考

えられる。本遺構のピット列の軸方向はN-7°-Eで

ある。

3本の柱穴の内、 2本で柱痕力渇t出できた。柱痕の

直径は、 P2 • P 3ともに約15X15cmであった。

1層か柱痕に相当すると思われる。 P2は、柱痕が

柱穴底面にまで届くもので、柱痕の周囲には、粘土粒

子を少最合む、比較的堅緻な暗黄褐色土 (3層）か充

瑶されていた。 P3では、村柑貞は柱］咄氏面まで届かな

いものであり、柱痕の固囲は、 P2と同様の充填土で

あった。柱穴の掘り方は小規模である。

土師器と須恵器の小破片が1点づつ出土したが、い

ずれも図化するには至らなかった。

第179図 第42号撮立柱建物跡
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第 42号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 焼土粒子・カーポン少、しまり強・粘性

やや強

2 暗褐色土 カーボン少、しまりやや強・粘性やや弱

3 暗黄褐色土 粘土粒子少、しまり・粘性やや強
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北島遺跡第14地点

第43号掘立柱建物跡（第180図）

107-99・100グリッドに位置する。

SD15と重複するが、新旧関係は不

明である。

規模は 1X 1間であり、桁行はP

2-P 3間＝2.7m・ P 4-P 1 

間＝ 3.2m、梁行はPl-P2 間•P

3-P4間ともに2.2mを測る。

桁行は、北側と南側では規模が堤

なり、梁行は、東側と西側か平行し

ていない。さらに、桁行と梁行は直

角を呈していないため、建物のプラ

ンは大きく歪んでいる。主軸方向は

N-82°-Wを指す。

本遺構西側には、今回の発掘調査

のために排水溝を掘削した。このた

め、もし梁行西側に庇を有していた

場合、排水溝によって、庇の柱穴が

失われた可能性が高いことになる。

柱穴の規模を平面規模x深度•平

面形態の順に列挙すると、 Pl=

40X35X20cm・楕円形、 P 2 =35X 

35X 20cm・円形、 P 3 = 40 X 40 X 45cm・円形、 P4= 

第180図 第43号掘立柱建物跡
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第 43号掘立柱建物跡土層

1 暗灰褐色土 シルト質

2 暗灰褐色土 暗褐色土と灰白色粘

質土の混合上

3 灰褐色土 シルト質

4 暗褐色土 シルト質

9 2 3 4 

王下

。
L=23.4 m 2m 

45X 35X 40cm・円形である。遺構の遺存度が悪いもの

の、掘り方は全体的に小規模であるといえる。

4本の柱穴の内、 P2を除く 3本で、土層断面上に

柱痕が検出された。 1層が柱痕に相当すると思われる。

柱痕は、比較的軟らかいシルト化した暗褐色土で、柱

痕周囲の充壌土 (2• 3層）は比較的堅緻な暗灰褐色

土もしくは灰黄褐色土であった。このため、柱痕と充

填土との識別は比較的容易であった。

P2にみられる暗灰褐色 (4層）は、柱の抜き取り

痕内部への流入土であろうか。

土層断面の観察から、 Pl・P3・P4の柱痕は柱

穴底面に届く範囲であると認められる。

P2については、 4層が柱の抜き取り痕でなかった

としても、柱痕そのものとは思われない。そのため、

P2は杜痕が柱穴底面まで及んでいなかったと推定さ

れる。

遺物は全く出土しなかった。
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(3) 柵列跡

第14地点で検出された柵列跡、もしくは柵列跡と思

われる遺構は 6基であった。柵列跡とした根拠はきわ

めて弱く、柱穴列が一方向のみであること、 しかも掘

り方がごく小規模で、掘立柱建物跡とするには積極的

になれない遺構を柵列跡として扱った。

第 1号柵列跡（第181図）

106-87 • 88グリッドに位置する。位置的にSB3 • 

4と重複するが、新旧関係については不明である。東

西方向に 4間分検出された。

規模は6.7m、柱間距離は不均ーでPl-P2間1.9

m·P2-P3 椙］1. 8m·P3-P4~川1. 6mP4-P

第181図第 1号柵列跡

ニロ

｀ 

5間1.5mを測る。主軸方向はN-90°-E（またはW)

を指す。各柱穴の深さは25~40cmと比較的浅い。重複

関係にある SJ3 • 4の主軸方向は、各々N-13°-W、

N-88°-Wを指す。本棚列は、 SJ4と主軸方向が近

似であるといえよう。本遺構の柱穴はSB4の柱穴と

互い違いの状況で分布しており、関連性が想定される。

村打は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第2号柵列跡（第182図）

107-88グリッドに位置する。他の遺構との新旧関係

はない。柵列跡・掘立柱建物跡、両方の可能性を想定

して周辺の遺構確認を繰り返したが、この東西 2間分

以外の柱穴は検出されなかった。

規模は3.4m、柱間距離は各々1.6m• l.8mである。

主軸方向はN-84°-Wを指す。柱穴の規模は概ね30X

30cmの円形もしくは楕円形、深さは17~35cmと浅い。

柱痕を 2箇所検出できた。太さは10~15cmを測る。

遺物は出土しなかった。

第182図第 2号柵列跡
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第3号柵列跡（第183図）

109-87グリッドに位置する。他の遺構との新旧関係

はない。 SA2と同様に柵列跡・掘立柱建物跡、両方

の可能性を想定して周辺の遺構確認を繰り返したが、

この東西 2間分以外の柱穴は検出されなかった。掘立

村建物跡の、他の柱穴がすでに失われた状態との可能

性も否定できない。

この 2間分の規模は4.6m、柱間距離はPl-P2

間2.4m・P2-P3間2.2mである。主軸方向はN

-90° E （またはW)を指す。柱穴の規模は概ね30X

40cmと50X55cmを測る。柱穴の平面形状は円形もしく

は楕円形を呈し、深度は15~30cmと浅い。

因みに、南 3mに位置する SB2 • 3の主軸方向は、

各々 N-96°-E、N-13o_Wである。

柱痕は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第183図 第3号柵列跡
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第4号柵列跡（第184図）

105-92グリッドに位置する。 SK4• 5と重複する

が、新旧関係は確認できなかった。

SA2・3と同様に柵列跡・掘立柱建物跡、両方の

可能性を想定して周辺の遺構確認を繰り返したが、こ

の南北2間分以外の柱穴は検出されなかった。掘立柱

建物跡の、他の柱穴がすでに失われた状態との可能性

も否定できない。

この 2間分の規模は3.6m、柱間距離はPl-P2

間1.7m・P2-P3間1.9mである。

主軸方向はN-4"-Eを指す。柱穴の規模は概ね

35X 35cmと50X55cmを測る。柱穴の平面形状は円形も

しくは楕円形を呈し、深度は15~35cmと比較的浅い。

因みに、本遺構の東2mに位置する SB12の主軸方

向はN-81°-Wであり、南2mに位置する SBllでは

N-89'-Eを指す。

柱痕は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第184図第4号柵列跡
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第 5号柵列跡（第185図）

106-93グリッドに位置する。本遺構はSB13・ 14の

南約 lmに位置するが、新旧関係はない。

他の柵列跡と同様に柵列跡・掘立柱建物跡、両方の

可能性を想定して周辺の遺構確認を繰り返したか、こ

の東西 2間分以外の柱穴は検出されなかった。掘立柱

建物跡の、他の柱穴かすでに失われた状態との可能性

も否定できない。またこの他に、近在する SB13 • 14 

と命名した遺構と関連して別な遺構であった可能性も

考えられるが、この点については確定できなかった。

この 2間分の規模は2.7m、柱間距離は1.3mと1.4

mである。主軸方向はN-88°-Wを指す。柱穴の規模

は概ね20X20cmを測る。柱穴の平面形状は円形を呈

し、深度は10~20cmと浅い。

因みに、 SB13・14の主軸方向はN-2°-Wと、 N

-0゚ である。

柱痕は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第185図第 5号柵列跡

第6号柵列跡（第186図）

106-88グリッドに位置する。他の遺構との重複関係

はない。本遺構は当初SB4の一部分であると考えて

いたが、その後SB4のプランが確定したためこの部

分のみ柵列跡と推定した。

他の柵列跡と同様に柵列跡・掘立柱建物跡、両方の

可能性を想定して周辺の遺構確認を繰り返したが、こ

の東西 2間分以外の柱穴は検出されなかった。

この 2間分の規模は3.4m、柱間距離は1.7mであ

る。主軸方向はN-87°-Wを指す。

柱穴の規模は概ね25X35cmと30X35cmを測る。柱穴

の平面形状は円形もしくは楕円形を呈し、深度は

20~30cmと比較的浅い。 P1 • P 2において柱痕が検

出された。村打良の径は、 10cmないしは15cmであった。

因みに、 SB4の主軸方向はN-88°-Wである。

柱痕は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第186図第 6号柵列跡
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(4) 土塙

今回の発掘調査で検出された上壊は、第14地点： 78

基、第15地点： 28基、第16地点： 48基の計154基であっ

た。各地点の土壊数の比率は、第14地点： 51バーセン

ト、第15地点： 1汐ゞーセント、第16地点： 31パーセン

トである。

全体的に各土堀からの出土遺物は少なく、図化し得

る遺物が出土した土壊はさらに少数であった。なお、

ここで土壊として扱った中には、ピットとした方が良

いと思われるもの、あるいは 1基の土塙として数えた

が、複数の土瑞が存在している可能性をもつ遺構も存

在する。さらに、遺構ではなく窪み状の微地形である

可能性をもつ例も少なからず存在する。しかし、これ

らについても敢えてそのままとした。

以下順を追って記述していくこととする。

第 1号土壊（第187図）

105-92グリッドから検出した。 SD95との新旧関係

は不明。規模は139X62X 3 cm。主軸方向はN-12°-E

を指す。平面形状は楕円形を呈す。土師器杯の小破片

が出土したが、図化には及ばなかった。

第 2号土壊（第187図）

105-92グリッドから検出した。規模は72X55X 11 

cm。主軸方向はN-10°-Wを指す。平面形状は円形を

星す。土師器杯の小破片が出土したが、図化には及ば

なかった。

第3号土壊（第187図）

105-92グリッドから検出した。 SD108との新旧関

係は不明。規模は119X27X38c皿主軸方向はN 25° 

-Eを指す。平面形状は不整形を呈す。土師器の小破

片が出土したが、図化には及ばなかった。

第4号土壊（第187• 191図）

105-92グリッドから検出した。規模は134X105X 21 

cm。主軸方向はN 80°-Wを指す。平面形状は長方形

を呈す。土師器・須恵器の小破片が少数出土したが、

図化し得たのは 1点であった。

第 5号土壊（第187図）

105-92グリッドから検出した。規模は122X92X 12 

北島遺跡第14地点

C皿主軸方向はN-80°-Wを指す。平面形状は長方形

を呈す。土師器の小破片が出土したが、図化には及ば

なかった。

第6号土壊（第187図）

104-92・93グリッドから検出した。規模は76X56X

5c皿主軸方向はN-63°-Wを指す。平面形状は長方

形を呈す。遺物は出土しなかった。

第7号土壊（第187図）

105-92・93グリッドから検出した。規模は131X90X 

12cm。平面形状は不整形を呈す。土師器の小破片が出

土したが、図化には至らなかった。

第8号土塀（第187図）

105・106-95グリッドから検出した。 SD17との新旧

関係は不明。規模は117X88Xl3cm。主軸方向はN

-63°-Wを指す。平面形状は長方形を呈す。土師器の

小破片が出土したが、図化には至らなかった。

第 9号土壊（第187図）

105-93グリッドから検出した。 SD75との新旧関係

は不明。規模は98X92X 9 cm。平面形状は円形を呈す。

遺物は出土しなかった。

第10号土壊（第187図）

105-93グリッドから検出した。規模は105X105X 15 

C皿平面形状は不整円形を呈す。土師器甕の小破片が

出土したが、図化には至らなかった。

第11号土壊（第187図）

105-93グリッドから検出した。規模は119X119X 15 

cm。平面形状は不整正方形を呈す。土師器甕の小破片

が出七したが、図化には至らなかった。

第12号土壊（第187)

104・ 105-93グリッドから検出した。規模は103X

55X 15cm。主軸方向はN-86°-Wを指す。平面形状は

長方形を呈す。土師器甕の小破片が出土したが、図化

には至らなかった。

第13号土壊（第187図）

105-94グリッドから検出した。規模は77X63X 43 

cm。主軸方向はN-50°-Wを指す。平面形状は楕円形

を呈す。遺物は出土しなかった。
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第187図土壊(I)
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第14号土壊（第187図）

105-94グリッドから検出した。規模は73X63X 11 

cm。平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第15号土壊（第187図）

105-94グリッドから検出した。規模は90X75X 52 

cm。平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第16号土堀（第187図）

105-94グリッドから検出した。規模はSOX64X 36 

cm。平面形状は楕円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第17号土壊（第187• 191図）

105-94グリッドから検出した。規模は72X53X 46 

cm。主軸方向はN-25"-Wを指す。平面形状は楕円形

を呈す。灰釉陶器陶器片 1点が出土した。

第18号土塀（第187図）

105-94グリッドから検出した。規模は55X50X 40 

C皿主軸方向はN-13"-Eを指す。平面形状は円形を

呈す。

第19号土壊（第187図）

104-95グリッドから検出した。規模は87X65X 41 

C皿主軸方向はN-13°-Wを指す。平面形状は楕円形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第20号土壊（第187図）

105-95グリッドから検出した。規模は72X48X 29 

cm。主軸方向はN-6°-Eを指す。平面形状は楕円形

を里す。遺物は出土しなかった。

第21号土壊（第187図）

105-95グリッドから検出した。規模は65X51X19

C皿平面形状は楕円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第22号土壊（第188図）

105-95グリッドから検出した。規模は63X54X31

C皿平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第23号土壊（第188図）

105-95グリッドから検出した。規模は78X66X 35 

c皿平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第24号土壊（第188図）

105-95グリッドから検出した。規模は146X98X 13 

C皿主軸方向はN-57°-Wを指す。平面形状は隅丸長

北島遺跡第14地点

方形を呈す。遺物は出土しなかった。

第25号土壊（第188• 191図）

105・106-95グリッドから検出した。 SJ28を切って

いる。規模は150X 136X 30cm。平面形状は不整円形を

呈す。図化し得たのは須恵器 3点であるが、この他に

尉辺ヘラ削りの須恵器杯の底部小破片、土師器甕・杯

の小破片も出土した。

第26号土壊（第188図）

104-98グリッドから検出した。規模は82X74X35

cm。平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第27号土壊（第188• 191図）

104-98グリッドから検出した。規模は57X51X 32 

c皿平面形状は円形を呈す。緑釉陶器皿の底部と思わ

れる小破片 1点が出土したが、図化し得た遺物は土師

器甕 1点のみであった。

第28号土壊（第188図）

104-98グリッドから検出した。規模は96X85X 12c皿

平面形状は不整円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第29号土壊（第188図）

104-100グリッドから検出した。規模は133X75X 10 

c皿主軸方向はN-10°-Eを指す。平面形状は不整形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第30号土壊（第188図）

106-87グリッドから検出した。規模は65X65X10 

cm。平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第31号土壊（第188図）

107-89グリッドから検出した。 SD4との新旧関係

は不明。規模は96X93X 91c皿平面形状は円形を呈す。

土師器甕と須恵器甕の小破片が少数出土したが、図化

には至らなかった。

第32号土壊（第188図）

106-91グリッドから検出した。 SB49を切っている

と思われる。 SD99・100との新旧関係は不明。規模は

94X93X20c皿平面形状は楕円形を呈す。遺物は出土

しなかった。

第33号土壊（第188図）

106-91グリッドから検出した。規模は97X57X 13 
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第 22号土堀土層

1 暗灰色土 シルト質、均ーな土層

2 黒褐色土 シルト質、黒色土と地山プ

ロック柱穴埋土

第 25号土壊土層

1 黒色土 焼土粒子若干

2 灰色土 焼土粒子少

3 黒色土 地山の灰褐色土のプロック少

第 27号土塙土層

1 明灰色土 炭化物粒子・焼土粒子少

2 灰白色土 炭化粒子少、地山プロック

多

3 暗灰色土 砂質土に炭化物を暦状に多

第 31号土城土層

1 黒褐色土 灰・炭化物・焼土粒子多

2 黒褐色土 灰・炭化物・暗灰色粘土

プロック少

3 暗褐色土 灰色粘土プロックと褐色

ロームプロックの混土層

4 暗灰色七 ロームプロック若干

5 暗灰色土 灰色粘t主体、焼十．粒子

・炭化物少

6 明灰色粘士 黒色有機質土若干

第 38• 39号士壊土層

1 明灰色土 Dームプロック・焼土粒子

の溶水堆積土か

2 暗褐色土 暗褐色土とロームプロック

の混土層

3 明褐色土 砂質土、暗褐色十／プロック

(¢ 2~3 cm)少

第 40号土城土層

1 暗褐色土 灰褐色粘土プロック・ブロック少

゜
2m 
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c皿主軸方向はN-5°-Wを指す。平面形状は長楕円

形を呈す。遺物は出七しなかった。

第34号土壊（第188図）

106-91グリッドから検出した。 SD105・ 160と重複

するが、新旧関係は不明。規模は108X80X 16cm。主軸

方向はN-6°-Eを指す。平面形状は長方形を呈す。

土師器の小破片が少数出上したが、図化には至らな

かった。

第35号土壊（第188図）

106-91グリッドから検出した。 SD30との新旧関係

は不明。規模は115X89X 12cm。主軸方向はNを指す。

平面形状は楕円形を呈す。遣物は出土しなかった。

第36号土壊（第188図）

107-91グリッドから検出した。 SDl09との新旧関

係は不明。規模は139X 115 X 14cm。平面形状は不整形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第37号土壊（第188図）

107-91グリッドから検出した。 SK46をはじめとし

て、幾つかの遺構と重複しているが、それぞれ新旧関

係は不明。規模は115X(115) X 35cm。主軸方向につい

ても不明である。平面形状は不整形を呈す。土師器甕

や須恵器杯の小破片が出土したが、図化には至らな

かった。

第38号土壊（第188図）

107-91グリッドから検出した。 SDl09との新旧関

係は不明。規模は210X (110) X 16cm。主軸方向はN

-30°-Eを指す。平面形状は不整形を呈す。遺物は出

土しなかった。

第39号土壊（第188図）

107-91グリッドから検出した。 SD112との新旧関

係は不明。規模はlOOX71X 30cm。主軸方向はN-45°

-wを指す。平面形状は不整楕円形を呈す。土師器甕

や須恵器杯の小破片が出土したが、図化には至らな

かった。

第40号土壊（第188図）

106-92・93グリッドから検出した。 SD94との新旧

関係は不明。規模は123XlllX 16c皿平面形状は楕円

北島遺跡第14地点

形を呈す。土師器の小破片が出土したが、図化には至

らなかった。

第41号土壊（第189図）

107-91・92グリッドから検出した。 SD109との新旧

関係は不明。規模は168X65X 16cm。主軸方向はN-6°

-Eを指す。平面形状は略方形を呈す。遺物は出土し

なかった。

第42号土壊（第189図）

106-92グリッドから検出した。 SD118との新旧関

係は不明。規模は111X63XSc皿平面形状は不整形を

呈す。遺物は出土しなかった。

第43号土壊（第189図）

106-92グリッドから検出した。規模は129X99X 31 

cm。主軸方向はN-39°-Wを指す。平面形状は略長方

形を呈す。土師器の小破片が出土したが、図化には至

らなかった。

第44号土壊（第189図）

106-92グリッドから検出した。 SJ25を切るが、 S

D99・112との新旧関係は不明である。規模は79X-X

23cm。平面形状は不明。土師器甕の小破片が 1点出土

したが、図化には至らなかった。

第45号土壊（第189図）

107-93グリッドから検出した。規模は94X59X 15 

cm。主軸方向はN-70°-Wを指す。平面形状は楕円形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第46号土壊（第189図）

106-93グリッドから検出した。規模はl73X 86X 13 

cm。主軸方向はN-35°-Wを指す。平面形状は略長方

形を呈す。遺物は出土しなかった。

第47号土壊（第189図）

106-93グリッドから検出した。土壊の規模は150X

98X 8 cm。主軸方向はN-88"-Eを指す。平面形状は

略長方形を呈す。遺物は出上しなかった。

第48号土壊（第189図）

106-93グリッドから検出した。規模は114X78X 11 

cm。主軸方向はN-90°-Eを指す。平面形状は略長方

形を呈す。遺物は出土しなかった。
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第 43号士城土層

1 黒褐色土 ロームプロック多、焼土粒子少

2 暗褐色土 ローム粒子多、 Fe沈莉

第 55号土喋士層

1 黒褐色土 礫少、粘土プロック多

2 黒褐色七 焼土粒子・カーポン多

3 暗灰白色士 灰層中に焼土粒子・カーボン少

23.6 
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第49号土壊（第189図）

106-94グリッドから検出した。柱穴の可能性が考え

られる。規模は87X37X 31cm。主軸方向はN-41°-E

を指す。平面形状は不整形を呈す。遺物は出土しなかっ

た。

第50号土壊（第189図）

106-94グリッドから検出した。規模はllOX53X 48 

cm。主軸方向はN 90°-Eを指す。平面形状は長楕円

形を呈す。遺物は出土しなかった。

第51号土壊（第189図）

106-94グリッドから検出した。規模は152Xl21X8 

cm。主軸方向はN-80°-Wを指す。平面形状は略長方

形を呈す。遺物は出土しなかった。

第52号土壊（第189図）

106-95グリッドから検出した。規模は92X55X 17 

cm。主軸方向はN-90°-Eを指す。平面形状は長楕円

形を呈す。遺物は出土しなかった。

第53号土壊（第189図）

107-95グリッドから検出した。規模は60X55X 10 

C皿平面形状は円形を呈す。遺物は出上しなかった。

第54号土壊（第189図）

107-95グリッドから検出した。規模は64X54X 9 

cm。平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第55号土堀（第189図）

106・ 107-96グリッドから検出した。 SBlを切る。規

模は147X132X 18c皿平面形状は円形を呈す。遺物は

出土しなかった。

第56号土壊（第189図）

107-97グリッドから検出した。規模は117Xl05X5 

cm。平面形状は円形を呈す。土師器甕の小破片が出土

したが、図化には至らなかった。

第57号土壊（第189図）

107-98グリッドから検出した。規模は83X71X 9 

cm。主軸方向はN-84°-Wを指す。平面形状は楕円形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第58号土壊（第189図）

107-99グリッドから検出した。規模は112X98X 6 

-187 
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cm。主軸方向はN-35°―Eを指す。平面形状は略台形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第59号土壊（第189図）

107-99グリッドから検出した。規模は119X116X 6 

cm。主軸方向はN-34'-Eを指す。平面形状は略台形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第60号土壊（第189図）

107102グリッドから検出した。 SDl4との新旧関

係は不明。規模は56X(63) X 40cm。平面形状は不明で

ある。上師器杯の小破片が1点出土したが、図化には

至らなかった。

第61号土壊（第190• 191図）

108-88グリッドから検出した。規模は75X61X 75cm 

であった。主軸方向はNを指す。平面形状は楕円形を

呈す。出土した遺物はごく少数で、図化し得たのは 1

点であった。

第62号土堀（第190図）

108-95グリッドから検出した。規模は162X43Xll

cm。主軸方向はN-25°-Eを指す。平面形状は長楕円

形を呈す。遺物は出土しなかった。

第63号土壊（第190図）

108-95グリッドから検出した。規模は78X70X 6 

C皿平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第64号土堀（第190図）

108-101グリッドから検出した。規模はlOOX90X 20 

cm。平面形状は惰円形を呈す。土師器甕と須恵器杯の

小破片が1点ずつ出土したが、図化には至らなかった。

第65号土堀（第190図）

109-98グリッドから検出した。 SD7との新旧関係

は不明。規模は (96)X 62X 10c皿主軸方向はN-29°

-wを指すと恩われる。平面形状は長楕円形を呈する

と思われる。

第66号土壊（第190図）

109-98グリッドから検出した。土壊の規模は426X

-X  9cm。主軸方向はN 75°-Wを指すと思われる。

平面形状は不整形を呈すると思われる。遺物は出土し

なかった。



第190図土壊（4)

□K6 こーーロ63 CDK64一＼ロ
23.6 23.4 23 7 

コ
2 3 5 23.6 

23,6 

／ 

ロ ーこ口〉一
SK68 □6／ーロロ

23 5 23.6 笙 23.5 

□ 3 

23.6 

三

荏

ーローーロ〉―

236 

SK 74 

23.6 

SK 75 

□72 

23.5 

SK 77 
SK76 .2~ 36 

2豆

第 61号土壊土層

1 暗褐色土 炭化物粒子少

2 暗褐色上 褐色上プロック・カーボン・焼土粒子やや多

3 黒褐色土 焼土粒子・カーボンやや多

4 褐色土 灰色粘土プロック・褐色砂質土若干

5 黒褐色土 粘性強

第 71号土壊土層

1 暗褐色上 焼土粒子少

2 暗褐色土 地山プロック若干

第 76号土壊土層

1 暗黄褐色土 砂粒プロック(¢ 1~1. 5 cm)・焼士粒子少

2 暗褐色上 カーボン少

第 78号土壊土層

1 黒褐色土 焼土粒子・カーポン少

2 暗褐色土 焼土粒子少

3 焦色土 灰とカーボンからなる層

゜
2m 
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第67号土壊（第190図）

111-87グリッドから検出した。規模は83X65X 20 

cm。主軸方向はN-57°-Wを指す。平面形状は不整楕

円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第68号土塀（第190図）

110-87グリッドから検出した。 92X43X 17cm。主軸

方向はN-10°-Eを指す。平面形状は楕長円形を呈

す。遺物は出土しなかった。

第69号土壊（第190図）

110-94グリッドから検出した。規模は88X87X 8 

C皿平面形状は円形を呈す。土師器の小破片が少数出

土したが、図化には至らなかった。

第70号土壊（第190図）

111-93グリッドから検出した。規模はllOX98X 20 

C皿主軸方向はN-10°-Eを指す。平面形状は不整形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第71号土壊（第190図）

110-96グリッドから検出した。 SD7と重複してい

るが、本土壊が切られていると思われる。規模は340X

(93) X 19cm。遺存部分における主軸方向はN-2°

-Eを指す。平面形状は、現状では略楕円形を呈す。

土師器甕の小破片が1点出土したが、図化には至らな

かった。

第72号土壊（第190図）

112-92グリッドから検出した。規模は115X70X 7 

cm。主軸方向はN-77°-Eを指す。平面形状は不整形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第65表第4号土壊出土遺物観察表（第191図）

北島遺跡第14地点

第73号土壊（第190図）

114-94グリッドから検出した。規模は131X108X 30 

cm。主軸方向はN-62°-Eを指す。平面形状は長楕円

形を呈す。遺物は出土しなかった。

第74号土壊（第190図）

114-94グリッドから検出した。規模は94X55X 9 

C皿主軸方向はN-69°-Eを指す。平面形状は不整形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第75号土壊（第190図）

115-94グリッドから検出した。規模は85X70X 8 

C皿主軸方向はNを指す。平面形状は楕円形を呈す。

遺物は出土しなかった。

第76号土壊（第190• 191図）

11-95・96グリッドから検出した。規模はSOX71X 18 

cmであった。平面形状は円形を旱す。土師器・須恵器

の小破片が少数出土したが、図化し得たのは 4点で

あった。

第77号土壊（第190• 191図）

115-96グリッドから検出した。遺構の遺存範囲かき

わめて限られているため、深さ18c叫j外に規模は不明。

土師器・須恵器の小破片が少数出土したが、図化し得

たのは 1点であった。

第78号土壊（第190図）

115-96グリッドから検出した。 SDlOと重複してい

るが、新旧関係は不明。規模は164XlOlX 10c皿主軸

方向はN-45°-Eを指す。平面形状は不整形を呈す。

遺物は出土しなかった。

番号 1 器種 I 口径 1器高I底 径

1 須恵長頸壺 ー 2.4, — 

胎土

EG 

焼成I色調 I残存 備

普通I暗灰色 I- Iロクロ成形自然釉付着

考

第66表 第17号土墳出土遺物観察表（第191図）

番号 1 器種 | n径 1器高 1 底 径 1 胎土|t尭成 1 色調 1 残存 備 考

1 I 灰釉皿 2.1 I 6. 7 DE I普通I灰白色 I底95Iロクロ成形 RC高台貼付

第67表 第25号土壊出土遺物観察表（第191図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1 底 径 1 胎土 1焼成 1 色調 1 残存 備 老

1 須恵器杯 （12.6) I 3.2 

2 須恵器杯 ー 1.1 I (6.4) 
3 須恵器甕 ー 3.3 

EH 普通灰臼色 口25ロクロ成形

EH 普通灰白色 底30 ロクロ成形 RC

EGH 良 暗灰色 ロクロ水挽き成形内面：自然釉付着

―-189 -
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第68表

番号

第27号土壊出土遺物観察表（第 191図）
I 

胎器 種 ロ径 I器高 I底径 土 焼成 色 調 残存 備 考

ー 七師器甕 (18.9) 5.3 ACEFH 将通 橙褐色 口15I口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

第69表 第61号土壊出土遺物観察表（第 191図）

番号 器 種 ロ径 I器高底径 胎 土 焼成 色 調 残存 備 考

ー 七師質小皿 8.6 3.2 5.1 ACD 将通 明褐色 底100I器面風化著ロクロ成形か底：箆削りか

第70表 第76号土塙出土遺物観察表（第 191図）

番号 器 種 ロ径 益叩 も向— 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 (12.4) 3.2 ACEF 評通 明荼褐色 日15 器面風化口：内外面横ナデ体（外）：ナデ底（外）：箆削りか

2 土師器杯 (13 9) 3 8 ABEFH 将通 荼褐色 口25 器面風化日：内外面横ナデ体（外）：箆削りか（内）：ナデか

3 土師器甕 (18. 2) 4.4 AEFH 普通 荼褐色 ロ25 日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

4 上師器甕 (23.0) 5 0 ACEFH 普通 荼褐色 口15 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

第71表

番号 器種

第77号土壊出土遺物観察表（第 191図）
I 

胎ロ径 I器高 I底 径 土 焼成 色 調 残存 備 考

土師器杯 (12.3) 3.1 ADEFH 普通 荼褐色 口25I器面風化口：内外面横ナデ胴（外） ：箆削りか（内） ：箆ナデか
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第14地点土壊一覧表（第 187~190図）

番号 旧番 検出グリッド 平面形状 長軸（m) 短軸(m) 深さ (m) 主軸方向 備 考

1 34 105-92 楕円形 1 39 0.62 0.03 N-12°-E S D95 

2 35 105~92 円形 0 72 0.55 0.11 N-10"-W 

3 36 105-92 不整形 1.19 0.27 0.38 N-25"-E SD108 

4 30 105-92 長方形 1.34 1.05 0.21 N-80°-W 

5 31 105-92 長方形 1.22 0 92 0 12 N-80°-W 

6 27 105-92。93 長方形 0.76 0.90 0.12 N-63°-W 

7 26 105-92・93 不整形 1.31 0 56 0.05 

8 25 105~93 長方形 1.17 0 88 0.13 N-63°-W S Dl7 

， 24 105-93 円形 0.98 0.92 0 09 S D75 

10 29 105-93 不整止方形 1.19 0.15 

11 28 105-93 不整円形 1.05 0.15 N-59°-W 

12 23 104・ 105-93 長方形 1.03 0 55 0 15 N-86°-W 

13 ⑰ 105-94 円形 0. 77 0.63 0.43 N-50°-W 

14 ⑱ 105-94 円形 0.73 0 63 0 11 

15 ⑲ 105-94 円形 0.90 0.75 0.52 

16 ⑮ 105-94 楕円形 0.80 0.64 0 36 

17 ⑳ 105-94 楕円形 0. 72 0 53 0.46 N-25°-W 

18 ⑪ 105-94 円形 0.55 0.50 0 40 

19 ⑱ 105-95 楕円形 0.87 0 65 0 41 N-13°-W 

20 ⑭ 105-95 楕円形 0.72 0.48 0 29 N-6'-E 

21 ⑮ 105-95 円形 0.65 0 51 0.19 

22 ⑬ 105-95 円形 0 63 0.54 0 31 

23 ⑮ 105-95 円形 0.78 0 66 0 35 

24 ⑰ 105~95 隅丸長方形 1 46 0.98 0 13 N-5T-W 

25 7 105・106-95 不整円形 1.50 1.36 0.30 S J 32を切る

26 ⑮ 104-98 円形 0 82 0.74 0.35 

27 20 104-98 円形 0.57 0.51 0.32 

28 ⑲ 104-98 不整円形 0 96 0 85 0.12 

29 ⑪ 104-100 不整 1 33 0 75 0 10 N-10C-E 

30 01 106-87 円形 0.65 0 65 0.10 

31 21 107-89 円形 0.96 0.93 0.91 SD4 

32 39 106-91 楕円形 0.94 0.93 0 20 SB49・SD99・100

33 38 106-91 長楕円形 0 97 0.57 0.13 N-5C-W 

34 37 106-91 長方形 1 08 0.80 0 16 N-6 °-E 

35 42 106-91 楕円形 1 15 0.89 0.12 N S D30 

36 41 107-91 不整形 1. 39 1 15 0 14 S D109 

37 45 107-91 不整形 1.15 (1.15) 0 35 S K46 

38 47 107-91 不整形 2 10 (1 10) 0 16 S D109 

39 46 107-91 不整楕円形 1.00 0.71 0.30 N-45C-W S Dll2 

40 32 106-92・93 楕円形 1 23 1.11 0 16 SD94 

41 40 107~91-92 略方形 1 68 0.65 0.16 N-6 °-E SD109 

42 43 106-92 不整形 1.11 0 63 0 08 SDll8 

43 33 106-92 略長方形 1 29 0 99 0.31 N-39'-W 
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釆田四勺~ 旧番 検出グリッド 平面形状 長軸 (m) 短軸(m) 深さ (m) 主軸方向 備 考

44 44 106-92 0.79 0.23 S J25・SD99・112

45 ⑦ 107-93 楕円形 0 94 0.59 0 15 N-70"-W 

46 ⑤ 106-93 略長方形 1. 73 0.86 0.13 N-35°-W 

47 ⑤ 106-93 略長方形 1.50 0 98 0.08 N-88o_E 

48 ④ 106-93 略長方形 1.14 0 78 0.11 N-90"-E 

49 ⑪ 106-94 不整形 0.87 0.37 0 31 N-41□-E 

50 ⑧ 106-94 略楕円形 1.10 0 53 0.48 N-900-E 

51 ⑫ 106-95 略長方形 1.52 1. 21 0.08 N-80"-W 

52 ⑫ 106-95 略楕円形 0.92 0.55 0.17 N-90°-E 

53 ⑬ 107-95 円形 0 60 0.55 0 10 

54 ⑳ 107~95 円形 0.64 0.54 0.09 

55 5 106・ 107-96 円形 1.47 1.32 0.18 SB 1を切る

56 18 107-97 円形 1 17 1.05 0.05 

57 ⑬ 107-98 惰円形 0 83 0.71 0 09 N-84°-W 

58 (• 1 107-99 略台形 1.12 0.98 0 06 N-35°-E 

59 (• 2 107-99 略台形 1.19 1.16 0 06 N-34°-E 

60 23・ 3 107-102 0 56 (0.63) 0 04 S Dl4 

61 22 108-88 楕円形 0.75 0.61 0 75 N 

62 ⑮ 108-95 長楕円形 1 62 0.43 0 11 N-25°-E 

63 ⑳ 108-95 円形 0 78 0.70 0 06 

64 2 ・22 108-101 楕円形 1.00 0.90 0.20 

65 10 109-98 長楕円形か 0.96 0 62 0.10 N-290-W 

66 ， 109-98 不整形 4.26 0.09 N-75"-W 

67 (• 2 111-87 不整楕円形 0 83 0.65 0.20 N-57°-W 

68 ② 110-87 長楕円形 0.92 0.43 0.17 N-10°-E 

69 11 110~94。95 円形 0.88 0 87 0.08 SJ 11・ S D35 

70 ⑮ 111-93 不整形 1.10 0.98 0.20 N-10°-E 

71 4 110-96 3 40 0.19 N-2 °-E 

72 ( •2 112-92 不整形 1.15 0 70 0.07 N-7T-E 

73 ⑳ 114-94 長楕円形 1.31 1 08 0.30 N-62"-E 

74 ⑰ 114-94 不整形 0.94 0.55 0.09 N-69°-E 

75 ⑫ 115-94 楕円形 0.85 0.70 0.08 N 

76 1 115-95・96 円形 0.80 0 71 0.18 S DlO 

77 2 115-96 0.18 

78 3 115-96 不整形 1.64 1.01 0.10 N-45°-E S D10-S B 1 
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(5) 井戸跡

14地点において検出された井戸跡、または井戸跡の

可能性のあるものは、 11f-せて16基であった。以下、順

を追って述べていくこととする。

なお、文中における（ ）付の数値は、平面規模を

表す場合は推定値を、深さを表す場合は掘り下げ得た

深さを意味する。

第 1号井戸跡（第192図）

104-93グリッドに位置する。他の遺構との重複関係

はみられない。崩落の恐れと、湧水のため完掘には至

らなかった。

掘り下げは確認面から約210cmまで行ったが、壁面

の崩落の可能性を考え、土層断面は140cmまでで図化

を断念した。

規模はl.54Xl.34X(1.43) mを測る。平面形状は

円形、断面形状は筒状を呈する。下位面に比べ、上位

面の方が径が大きいのは、壁面の崩落に伴うものと思

われる。

自然埋没と推定されるが、土層断面の 1~3層は、

埋め戻しの可能性が考えられた。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

図化し得た遺物はなかった。

第2号井戸跡（第192図）

105-105グリッドに位置する。 SD39と重複関係に

あるが、調査期間の都合上SD39は小型のバックホー

で掘削してしまったため、残念ながら本井戸跡との新

旧関係を捉えることはできなかった。このほかに、 S

D55と道路上遺構とも重複しているが、どちらも本井

戸跡が切っていると思われる。

深度から、井戸跡と判断するには若干の疑問が残る

が、平面規模や断面形状から、井戸跡として扱うこと

とした。

規模は(1.20) X 113X O. Smを測る。遺存部分からみ

て、平面形状は楕円形を呈すると思われる。断面形状

はロート状を呈する。断面形状については、度重なる

壁面の崩落によって、大きく変わっているものと思わ
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れる。井戸跡最下面の標高値は22.52mである。

自然埋没と思われる。 8層は枯質土であるが、その

他の土層はいずれもシルト質である。

退構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

図化し得る遺物は出土しなかった。

第3号井戸跡（第192図）

106-93グリッドに位置する。 SJ29を切っている。

遺構の遺存度は比較的良好であり、井戸側や水溜めの

壁面はほぼ直立した状態で検出された。

湧水はほとんどなく、底面まで完掘することができ

たが、逆に井戸としての機能を持ち得たのかについて

は疑問が残った。

しかし、底面には水溜めと思われる窪みが存在して

おり、この部分 (6層）の土質は、滞水のために粘土

化しているのが観察できた。これらの点から、水を集

め溜めるための施設＝井戸であると判断した。

水溜めは位置的に、井戸の中央より、やや北側寄り

に設けられている。

規模は2.21Xl.94Xl.65mを測る。また、水溜め部

分のみの規模は0.92X 0.8X 0. 48mを測る。平面形状

は円形、断面形状は円筒状に水溜めの付属する 2段掘

りである。井戸跡最下面の標高値は21.74mである。 4

層は地山の崩落土と思われる。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

本遺構は水溜めが明瞭で、井戸跡とする根拠が明確

であった。

緑泥片岩の破片が出土したほかのみで、土器や石器

などの遺物は出土しなかった。

第4号井戸跡（第192図）

106-103グリッドに位置する。 SD19とSD35の合

流部分に位置しており、この両者と重複関係にあるが、

調査期間の都合上SD19・ SD35は小型のバックホー

で掘削してしまったため、残念ながら本井戸跡との新

旧関係を捉えることはできなかった。

規模は0.84X0. 66X 0. 74mを測る。平面形状は楕円



形を呈する。断面形状は袋状を呈しているが、 6 • 7 

層以下は滞水した水面の、上下移動の繰り返しによっ

て壁面が崩落した結果であると思われる。本来の断面

形状は、円筒状であったと推定される。

本遺構は深度的には74cmとごく浅いが、遺構の検出

面がSD19の底面であったことによる。

井戸跡最下面の標高値自体は21.74mを測る。これ

は今回の調査で検出された井戸跡の内で、底面まで完

掘し得た井戸跡中SE3と並んで、最も低い標高値で

あった。

3 • 4層中に浅間B軽石力屯出iされており、特に 4

層では多量に合まれていた。浅間B軽石の存在から、

本井戸跡はSD19と同時存在の可能性と、 SD19の覆

土を掘り込んでいる可能性の両方が考えられることに

なるか、その内のどちらであるのかは判断できなかっ

た。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

10~25cm程の河原石が2個出土したのみで、土器や

石器などの遺物は検出されなかった。

第5号井戸跡（第192• 194図）

107-96 • 97グリッドに位置する。他の遺構との重複

関係はない。湧水のため、完掘には至らなかった。ま

た、井戸跡壁面と土層断面に崩落の恐れが生じたため、

土層断面の図化を断念せざるを得なかった。その結果、

エレベーション図のみの図示となってしまった。

規模は2.31X2.20X(1.05) mを測る。平面形状は

円形を呈し、断面形状についてはロート状を呈すると

恩われる。

確認面から約130cm、言い換えれば断面形状が、揺鉢

状から円筒状に変化する位置まで掘り下げてまもな

く、曲物の痕跡か検出された。ます上面からの観察に

よって、水性の沈着による鉄分が円形に巡っているの

カ所御忍された。この箇所を内側から掘り下げると、こ

の鉄分の部分を境として、覆土が泉llがれ落ちるという

状況であった。

そしてこの沈着した鉄分の下に、ごく僅かで図化や

遺物取り上げに至らないほどの、曲物の痕跡が認めら

れた。湧水によって井戸跡底面か冠水してしまうため、

短時間の観察によるのみではあるか、本井戸跡は掘り

方をもっと考えられる。

まずロート状の掘り方を掘り、曲物の二回り程の大

きさの範囲を残して、粘土ブロックを含んだ土を充填

する。その後、曲物を底面に据え、曲物と充瑠土の間

に裏込めを行ったのではないか、というのか調査時の

印象であった。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

図化し褐た遺物は、今囮の調査で検出された井戸跡

中もっとも多く、計7点であった。

第 6号井戸跡（第192図）

106-106グリッドに位置する。 SD66を切っている

と思われる。井戸跡底面まで完掘することができた。

規模は1.13X1. lOX O. 85mを測る。平面形状は円

形、断面形状は揺鉢状を呈する。底面付近での径は45X

50cm程で、平面形状は円形を呈する。井戸跡最下面の

標高値は22.35mである。規模からみて、井戸跡とする

には若干の疑問があるが、底面の標高値が、完掘し得

た井戸跡と近似値であるため、井戸跡として扱うこと

とした。

形状や埋没状況は、 SE7と類似しているといえよ

う。本井戸跡と SE7の距離は、約3mである。

2層以下は自然埋没、 1層以上は人為的埋め戻しと

思われる。 1層中には、浅間B軽石の混入が認められ

た。

遺構円や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第7号井戸跡（第192図）

106-106グリッドに位置する。 SD44と重複関係に

あるが、新旧関係は不明である。本井戸跡は、 SE6

の北東約3mに位置する。井戸跡底面まで完掘するこ

とができた。

規模は1.82 X 1. 60 X 1. 07 mを測る。平面形状は楕円
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北島遺跡第14地点

第192図 井戸跡(I)
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第 1号井戸跡上層

1 暗褐色土 礫少、砂質

2 暗褐色土 Fe沈着多

3 暗褐色土 粘土ブロック多

4 灰黒色上 黒味強い、粘質士

5 暗灰色土 壁崩壊土か

6 暗灰色七 黒色土プロック少

7 灰黒色上 4層に近似、明るい

8 暗灰色土 5 • 6層より明るい

9 暗灰色土 7層に近似、粘性強

第 2号井戸跡上層

1 灰黄褐色土 シルト質、 Fe多

2 褐灰色土 シルト質

3 褐灰色土 シルト質、 2層より灰白

色シルトプロック少

シルト質

シルト質、灰白色シルト

プロック

シルト質、 4層より灰白

色シルトプロック少

シルト質、灰白色・暗褐

色シルトプロック少

粘土質、灰白色シルトプ

ロック多

4

5

 

灰白色土

褐灰色土

褐灰色土

7
 

灰白色土

褐灰色土

第 3号井戸跡±層

1 暗褐色土 暗黄褐色土プロック多

2 黒褐色土 暗黄褐色土プロック少

3 黒褐色土 焼土粒少、 Fe斑多

4 暗黄褐色土 Fe斑多

5 黒色土 粘質土、 Fe斑多

6 青灰色土 粘質土

第 4号井戸跡土層

1 褐灰色土 粘質土、 B軽石・炭化物

．灰色シルトプロック少

シルト質、暗灰色シルト

粘質土、 B軽石少

粘質土、 B軽石多、青灰

色粘土プロック少

粘質土、炭化物少

粘質土、 Fe多

粘質上、炭化物少

粘質士、青色粘土プロッ

ク・砂炭化物粒子少

粘質土、青灰色粘土プロ

ック少

2

3

4

 

5

6

7

8

 

，
 

灰白色上

褐灰色土

黒褐色土

褐灰色土

灰黄褐色土

褐灰色土

褐灰色土

黒褐色土

第 6号井戸跡土層

1 暗灰色土 粘質土、 B軽石少

2 黒褐色土 炭化物層

3 褐灰色土 灰色シルトブロック少

4 褐灰色土 シルト質

5 灰白色土砂質

6 褐灰色土 粘質土、シルトブロック少

7 灰白色土 砂層中に暗灰色土少

第 7号井戸跡土層

1 暗灰色土 シルト質、 B軽石・暗褐

色土・シルトプロック少

粘質土、灰白色シルトプ

ロック少、礫多

シルト質

シルト質、混入物なし

シルト質、暗褐色土とシ

ルトの互層

砂暦・灰色粘土が互層状

粘質土、粘土プロック少

粘質土、 6層の砂が混入

砂質、混入物なし

2
 

3

4

5

 

6

7

8

9

 

暗灰色土

黄橙上

灰黄褐色土

褐灰色土

灰白色土

褐灰色士

褐灰色土

黄橙土

゜
2m 
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形を呈しているが、これは壁面の崩落による変形であ

り、本米は円形であったと恩われる。断面形状は、部

分的に段をもつ力湘］鉢状を呈する。底面付近での径は

50X 60cm程で、平面形状は楕円形を呈する。

2層以下は自然埋没、 1層以上は人為的埋め戻しと

思われる。また 1層中には、浅間B軽石の混入力噸忍め

られた。

規模は晃なるものの本井戸跡と SE6は、形状や埋

没状況において類似点がみられる。また、井戸跡の深

度についてはSE6が0.85m、本井戸跡が1.07mと若

干の開きがあるものの、底面の標高値からみればSE

6が22.35m、本井戸跡が22.26mとほとんど同レベル

といえる。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

2層中に礫が混入していたのみで、土器や石器など

の遺物は出土しなかった。

第 8号井戸跡（第192図）

111-90グリッドに位置する。他の遺構との重複関係

はない。井戸跡底面まで完掘することができた。

規模は1.41X 1. 30X O. 90mを測る。平面形状は不整

円形を呈しているが、これは井戸跡壁面の崩落による

変形であり、本米は円形を呈していたと考えられる。

断面形状は揺鉢状を呈する。底面付近での径はlOOX

110c叫涅で、平面形状は円形を呈すると思われる。

下場線の南側半分か推定線になっているのは、南側

を土層断面の観察用に残し、北側半分のみを掘ったこ

とによる。土層断面の実測以前に、土層断面の多くの

部分が崩落したため、断面実測をできなかった。

井戸跡底面の標高値は22.lmを測り、完掘し得たほ

かの井戸跡の底面レベルにきわめて近い。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第 9号井戸跡（第193図）

107-107グリッドに位置する。 SD46を切っている

と思われる。

規模は2.22Xl.63X(1.60) mを測る。平面形状は

楕円形、断面形状はロート状を呈する。平面・断面と

もに、壁面の崩落によって形状・規模が変化している

ものと思われる。円筒状になる部分での規模は70X85

mを測り、平面形状は楕円形を呈する。

湧水と壁面の崩落の恐れかあるため、確認面から約

160cmまで調査した段階で、掘り下げを中止した。

4層以下は自然埋没で、 4層中には浅間B軽石が混

入していた。 1~3層は、人為的な埋め戻しと思われ

る。なお、 3層中にも浅間B軽石の混入か確認された。

6層以下には、浅間B軽石は混入していないと思わ

れる。

本井戸跡は、井戸跡が埋まり切る以前の段階におい

て、自然埋没層の最上面に浅間B軽石が混入している。

そして、埋まり切っていない部分を、浅間B軽石を合

んだ土で人為的に埋め戻していると推定される。

こういった埋没状況が観察できる井戸跡はSE6・

7も同様で、 SE6-SE7間は約3m、本井戸跡ーS

E6・7間は約10mと位置的にもきわめて近いといえ

る。また形状についても、 SE6・7は揺鉢状、本井

戸跡はロート状を呈している。

ロート状の井戸は、井戸穴を掘削する際にまず上部

を揺鉢状に掘り広げ、さらに中央を円筒状に掘り下げ

たものと推定される。この点から、断面形状からみて

も3基の井戸跡は類似しているといえよう。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

喫が混入していたのみで、土器や石器などの遺物は

出土しなかった

第10号井戸跡（第193• 194図）

108・109-88グリッドに位置する。 SD83を切ってい

る。底面まで完掘することができた。遺構の遺存状況

は、比較的良好といえよう。

規模はl.65Xl.45X 1.35mを測る。平面形状につい

ては、平面図上ではSD83との重複箇所でやや湾曲し

ているが、本井戸跡はSD83を切っており、遺構確認

の際に、円形を呈しているのが明瞭に検出できた。断
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北島遺跡第 14地点

第193図 井戸跡(2)
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面形状はロート状を呈する。

断面形状が、揺鉢状から円筒状に変わる部分の規模

は80X95mで楕円形を呈し、底面での規模は40X50cm 

で円形を呈する。井戸跡最下面の標高値は22.24mで

ある。

因みに、完掘し得た井戸跡の底面の標高値は、

第14地点： SE2 =22.52m、SE3=21.74m、SE

4 =21. 74m、SE6 =22.35m、SE7 =22.26m、

SE8=22.lm、SE10=22.24m、SE 15= 21. 85m 

第15地点:SE 2 =22.18m 

第16地点： SE3 =22.37m, SE 9 =21.85m 

であった。標高値の最も低い第14地点SE3・4と、

最も高い第14地点SE2との標高差は約80cmある。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

図化し得た遺物は計2点であった。

第11号井戸跡（第193図）

108・109-90グリッドに位置する。 SE12の北約 3m

に位置する。 SD2を切る。井戸跡壁面に崩落の恐れ

があるため、確認面から約220cmの段階で掘り下げを

断念した。

規模は1.43X 1. 23X (2. 20) mを測る。平面形状は

楕円形、断面形状は円筒形を呈する。平面形状が楕円

形を呈し、井戸跡の西側壁面がややオーバーハングし

ているのは、井戸跡壁面の崩落による結果であると思

われる。

本井戸跡の、掘り下げ得た最―円面の標高値は20.5m

である。 8層は有機質を合む土層であった。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第12号井戸跡（第193図）

108-90・91グリッドに位置する。 SE11の南約 3m

に位置する。 SD2と重複するが、新旧関係について

は不明である。確認面が、図の左右で嬰なっているの

は、 SD2の斜面部に位置していることによる。井戸

跡壁面と土層断面に崩落の恐れかあったため、完掘に

は至っていない。

規模は1.44Xl.28X(1.83) mを測る。平面形状は

楕円形、断面形状はオーバーハングする円筒状を呈し

ているが、これは井戸跡壁面の崩落による結果であり、

本米は平面形は円形、断面は通常の円筒状を呈してい

たと思われる。

本井戸跡の、掘り下げ得た最下面の標高値は21.lm

である。

本井戸跡の上位面では、土層断面上に土壊状の掘り

込みか検出されたが、その性格については不明である。

井戸跡の上面近くでは、青灰色の粘土ブロックが多鼠

に混入しており、中位では炭化物粒子や炭化物ブロッ

クが多羅に含まれていた。掘り下げ得た最下層は、黒

色味の強い砂質層であった。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第13号井戸跡（第193図）

111・112-93グリッドに位置する。 SJ40を切ってい

る。井戸跡壁面の崩落の可能性と湧水のため、確認面

から約130cmの位置で掘り下げを断念した。また土層

断面も一部崩落し始めたため、実測を断念せざるを得

なかった。

規模は2.38 X 2. 00 X (2. 30) mを測る。平面形状は

円形を呈し、断面形状はロート状を呈すると思われる。

井戸跡下半の、円筒状を呈する部分は比較的原形を

とどめていると思われるが、上半は崩落によって変形

していると推定される。

井戸跡上半部の、段を有する部分 (10層上面）での

規模はl.60Xl.60X0.9mを測り、平面形状は円形を

呈する。また掘り下げを行った最下面では、径1.20X

1.25mの円形を呈する。

本井戸跡の、掘り下げ得た最下面の標高値は21.4m

である。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

緑泥片岩の破片が出土したが、土器や石器などの遺
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第194図 第 5 • 10 • 16号井戸跡出土遺物
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第73表 第 5号井戸跡出土遺物観察表（第194図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 11. 7 3.2 AE 評通 明褐色 日75 器面風化口：内外面横ナデ体：内外面ともナデ墨痕有

2 須恵器杯 (11.8) 3 0 EH 普通 灰褐色 口15 ロクロ成形

3 須恵器坪 0.9 5 1 EH 普通 暗灰色 底80 ロクロ成形 C 内：墨書外：箆記号有

4 須恵器杯 12.0 3 6 6.3 AEH 普通 灰褐色 底100ロクロ成形 RC底部内外面に墨書「中」

5 土師器甕 19.0 6.1 ACDEH 不良 明荼褐色 日30 器面風化著口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

6 須恵器甕 7.3 BEH 普通 灰褐色 ロクロ水挽き成形

7 陶器甕 13.3 台8.8 AE 良 暗荼褐色 台100ロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台

第74表 第10号井戸跡出土遺物観察表（第 194図）

番号 1 器種 I ll径 1器高 1 底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

1 土師器杯 11. 7 I 3.1 I - I ACE 蒋通明荼褐色口45 口：内外面横ナデ体：内外面ナデ底：箆削り墨書有

2 須恵器杯 一 1.7 I (5.7) I ADEH 不 良 灰 臼色 底40 ロクロ成形 RC

第75表 第16号井戸跡出土遺物観察表（第 194図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1 底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

1 I―十師質皿 I 13.1 I 3. 5 I 9. 2 I ACE I不良明荼褐色 l底100Iロクロ成形 Cか器形やや歪む器面風化著しい
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物は出土しなかった。

第14号井戸跡（第193図）

111-95グリッドに位置する。他の遺構との重複関係

はない。

井戸跡壁面の崩落と湧水のため、底面まで完掘する

ことはできなかった。また土層断面についても、崩落

の危険性が生じたため半載ではなく丸掘りに変更し、

実測は断念した。

規模は1.01 X O. 91 X (0. 7) mを測る。平面形状は円

形を呈する。断面形状については、実測図上では円筒

状に近いが、調査時の印象ではロート状を呈すると思

われた。本井戸跡の、掘り下げ得た最―日面の標高値は

22.6mである。

ロート状の断面の、段を有する部分の規模は0.75X 

0.80X0.70mを測り、平面形状は円形を呈する。この

部分から、円筒状に移行し始める箇所で、掘り下げを

断念せざるを得なかった。

本井戸跡は、今回の調査で検出された井戸跡の内で、

最も規模の小さなものの 1つであった。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

遺物は出土しなかった。

第15号井戸跡（第193図）

113-88グリッドに位置する。 SE8の南西約27m、

SElOの南約40m、第15地点SE3の東約40mに位置

する。

第14地点において検出された井戸跡の中で、最も南

に位置する井戸跡であった。他の遺構との重複関係は

ない。

規模は1.30X l. l 7X 1. 23mを測る。平面形状は円

形、断面形状はロート状を呈する。井戸跡上半部の、

揺鉢状から円筒状に移行する段をもった部分の規模は

0. 60X O. 65X O. 30mを測り、平面形状は円形を呈す

る。また底面の規模は0.65X0.70mを測り、平面形状

は他の部位と同様に円形を呈する。

断面の円筒状を呈する部分が、一部オーバーハング

している。これは主に、湧水によって滞水した水面の、

上下移動の繰り返しによって、壁面が崩落した結果で

あると思われる。

上半部の揺鉢状の部分も他の部分と同様に、壁面の

崩落によって変形していると推定される。

本井戸跡の、底面における標高値は21.85mである。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピット

などの施設は検出されなかった。

図化し得る遺物は出土しなかった。

第16号井戸跡（第193• 194図）

112-94グリッドに位置する。 SE13の南東約 3m、

S E14の南西約14m、またSE8の東南東約30mに位

置する。他の遺構との祈旧関係はみられなかった。

湧水と、井戸壁面の崩落の危険性のため、底面まで

完掘することはできなかった。

規模は1.85X 1. 75X (1. 90) mを測る。平面形状は

円形を呈するが、断面形状についてはロート状を呈す

ると思われる。

上段部分の規模については、1.35X 1.15X O. 85mを

測り、平面形状は楕円形、断面形状は揺鉢状を呈する。

また、円筒部分の堀り下げ得た最下部の規模は0.

9X0.85mを測り、平面形状は円形を呈する。円筒部分

の掘り下げ得た深度は1.0mであった。

本井戸跡の、底面における標高値は22.lmである。

平面図をみると、井戸の芯（水溜め）がやや東にず

れている。これは、井戸跡上半部の崩落が西側でより

大きかったため、結果的に東にずれているかのような

様相を呈しているものと思われた。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

図化し得た遺物は 1点のみであった。
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第76表 14地点井戸一覧表（第 192~|93図）

釆m万’•1 旧番 検出グリソド 平面形状 断面形状 長軸(m) 短軸（m) 深さ (m) 主軸方向 備 考

1 15 104-93 円形 円筒状 1.54 1.35 (1 43) N-90°-E 

2 7 ・12 105-105 円形 ロート状 (1 20) 1 13 0.80 N-33"-W S D39・55 

3 6 106-93 円形 2.21 1.94 1.65 N-14°-E SJ 29を切る

4 8 106-103 円形 円筒状 0.84 0.66 0 74 N-6 °-E SD19・35 

5 5 107~96•97 円形 ロート状か 2 31 2.20 (1.05) N-2"-E 

6 10 106-106 円形 揺鉢状か 1.13 1.10 0.85 N-7°-W 

7 ， 106-106 円形 揺鉢状か 1.82 1.60 1 07 N-46°-W S D44 

8 新 1 111-90 円形か 揺鉢状か 1 41 1 30 0.90 N-51"-W 

， 11 107~107 円形 ロート状か 2.22 1. 63 (1. 60) N S D43 

10 13 108 • 109-88 円形 ロート状か 1 65 1.45 1.35 N-37°-W 

11 14 108・ 109~90 円形 円筒状 1.43 1.23 (2.20) N SD2 

12 16 108-90・91 円形 円筒状か 1 44 1.28 (1 83) N-42°-E 

13 3 111-93 円形か 円筒状 2 38 2.00 (2.30) N-83°-E S J 9を切る

14 1 111-95 円形 円筒状か 1.01 0.91 (0 90) N 

15 7 113-88 円形 ロート状か 1.30 1 17 1.23 N-42"-E 

16 4 112-94 円形 ロート状か 1.85 1. 75 (1. 90) N-32°-W 
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(6) 道路状遺構

今回の発掘調査では、第14地点で 1筒所、第15地点

で1箇所の、計2箇所（第195図）で道路状遺構が検出

された。道路状遺構は、第 1~3次調査では検出され

ておらず、今回の調査で初めて検出された遺構である。

本地点の道路状遺構はほほ南北方向であり、第15地

点の道路状遺構は河川（現：星川）から北上したのち

屈曲して、西に向かう。両者の距離は約200mである。

第 1号道路状遺構（第195~198図）

103-105 • 106グリッドから106-105• 106グリッドに

かけて検出された。この道路状遺構はほぼ南北に走っ

ている。道路の痕跡が確認されたのは、北側は第14地

点の調査区境界線までであり、第16地点では検出され

なかった。

南側については、北西から南東に走る SD39との重

複点までで、これ以南では道路の痕跡は検出されてお

らず、またSD39に沿っていく様相もみられない。

道路状遺構とした根拠は、波板状の凹凸をもつ掘り

方や皿状ピットの存在であり、これらの凹凸面の分布

範囲やその周辺を道路状遺構と芳えた。

また、これら波板状の掘り方やlill.状ピットの周辺には、

遺構確認面よりも低く、小さくはあるが段差や高低差

のみられる箇所があり、路床部の可能性が考えられる。

この道路状遺構の遺存度はきわめて悪く、波板状凹

凸面やlIIl.状ピットには不明瞭なものが多い。波板状凹

凸面や皿状ピットと推定できるものは、大小合わせて

37箇所であった。

またこれらの他にも波板状凹凸面や皿状ピットの可

能性が考えられるものが幾つか存在する。

以上の点から、道路状遺構と判断した範囲内での長

さは11.3mで、ほぼ直線状を呈する。

この道路状遺構の軸方向はN-l1°-Eを指す。重複

している溝跡にはいずれも切られていると思われ、こ

の道路状遺構に伴う側溝はないと思われる。

道路状遺構の大部分が、他の溝跡に切られているた

め断定はできないが、路肩部分が比較的良く残っている

と推定される調査区境界線付近での土層断面（第197

図A-A'•B-B') を観察した結果側溝は伴わないと

思われた。また、この地点での道路幅は4.2mであった。

本道路状遺構の特徴の 1つとして、南北に連続して

並んでいる皿状ピットの内、 6箇所から計8点の馬歯

カ検出された（第196図）。そして、これらのピットの

内2箇所では、馬歯が2本ずつ検出された。

これらの馬歯は、出土の状況からみて皿状ピットへ

の単なる流れ込みではなく、埋納の可能性が高いと思

われる。これらは、道路を構築する際に行われた、何

らかの地鎮関連の祭祀行為の脹跡であろうか。

次いで、土層断面をみていくこととする。まずはじ

めに、基本土層の土層註記にあるII層は正しくはIV層

であり、ここに訂正しておきたい。

11層は、 SD23を人為的に埋め戻したと思われる褐

灰色土層であり、 10• 14層は波板状凹凸面の掘り方へ

の充填土である。

基本的に波板状凹凸面や皿状ピットヘの充填土は、

10・15・16層である。馬歯を出土したピットは他のピッ

トよりも深く、馬歯の入っていた15層中には礫や土器

片が混入していた。そして馬歯を含むこの14層の上面

には、混入物のないシルト質の灰白色土がのっていた。

波板状凹凸面や皿状ピットヘの充填土は、概ね褐灰

色土または灰白色で、礫や砂、土器片などはほとんど

みられず、僅かに馬歯を合む土層で礫や土器片が出土

したのみであった。

波板状凹凸面や皿状ピットの周辺にみられる浅い窪

みは、遺構確認よりも低く遺構確認の段階では溝状遺

構として判断された。そしてこの溝状遺構を掘り下げ

ていく過程において波板状凹凸面や皿状ピットカ屯t出

され、その時点で道路状遺構と命名された。

第1号道路状遺構でも、この溝状の窪みが波板状凹

凸面や皿状ピットと同じ方向に、南北に検出されてい

る。そして、この窪みはこの方向だけではなく 106-104

グリッド杭のすぐ西あたりから、 SD34に平行するか

のように、西北西に延びているのが検出されている。

この道路状遺構は分岐していたのであろうか。周辺か

ら紡錘車が出土したが、本遺構との関連は不明である。

-202-



81 82 83 84 

〇 〇 f t ロ 0 - ロ□ 上

102 1 

I 
1 03 1 

104 
l 

105 

10戸

1 07 

101 

99 

3
 ，

 
。., 

・

ー

・

翌
1
9
5

回

2
0
3
ー

ー

I 

I 

□--第 15地点
I I 

8
5
E
マ竺
8
E
I
I
I
A

102-•s 

86 

I, 
＊ 

87 88 89 190 91 

涵
栞
1

注
陣
藷
芦
繭
回

』
i 

! I ! ! 
I 

第14地点 1 

I I I I 

! I I I 
! i i 
I i I 

I I 

I I I 
j§ I 

屑二。 18m 
111 I I t::::r::::j 
>-

一己□・戸
口—--日

X=l7595m 

I 

共
撫
面
罫
咄
一
4

筈
亜



第196図

-ho3-I04 

道路状遺構

十3-105 *°3-106 土正107

ー

'

-

排水溝

g十゚

0 

十。
／

／

疇 ゜

C

)

 

0
 

゜ ゜
Iヽ ＼こ

＼ 
「---―

S039 

ヘ。+
。 。。 ゜

。

／
 

゜
5m 

-204-



北島遺跡第14地点

第197図道路状遺構

A 24.5 A' B 24.5 B'C  23 7 旦

023.7 D'E  23,7 E' 

F 23.7 F' 

゜
2m 

基本土層

I 暗灰掲色シルト 白色パミス微訊

II 黒褐色シルト FA直上

道路状造構土層

1 にぷい黄橙色±: Fe・Mn多 10 褐灰色上 灰白色土プロック(r/JO. 5 cm)少、波板充填土

2 灰黄褐色土 Fe・ Mn多、 1層より暗い 11 褐灰色土 灰白色土プロック(¢ 1~3 cm)多、人為的な埋土か

3 灰黄褐色土 Fe・Mn多、 2層よりやや明るい 12 褐灰色士 混入物なし、旧地表土

4 褐灰色土 6層の崩壊上、混入物なし 13 褐灰色上 Fe多

5 褐灰色土 粘性強、混入物なし 14 灰白色土 シルト質、混入物なし

6 褐灰色土 Fe・Mn少 15 褐灰色土 1層より粘性強、暗い、深いピットの下層、馬歯

7 褐灰色土 灰白色土小プロック 礫・上器片を含む

8 褐灰色土 6層に近似、灰白色土プロック(,f,1 cm)少、道路状 16 褐灰色土 1層と暗褐色土プロックとの混合層

遺構充填土 17 褐灰色＿十 シルト質、炭化物粒子・土器片を含む (SD55) 

9 灰白色土 混入物のない純層

第198図 道路状遺構付近出土遺物

ロ
）
／

D

1

/

]

 

゜
10cm 

1 : 3 

紡錘車である（凝灰岩製）。材質は砥石で用いられて

いるものと一致すると思われる。上面側にマンガンが

付着していると思われる。

平面形状はやや歪んだ円形を呈し、断面は下面側が

直立し、上面側が湾曲する。穿孔は垂直方向ではなく

僅かに傾いてしまっている。

明橙褐色。表面は調整痕が僅かに残っているが、各

面とも滑らかである。側面と下面に、僅かに表面剥離

がみられる。

各面とも線刻などの痕跡はみられない。

上径3.6cm・下径5.1cm・孔径0.9cm・厚さ21cm、現存

重量93.9gを測る。現存率9炉ゞ ーセント。
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(7) 性格不明遺構

今回の調査で検出された遺構のうち、性格不明遺構

(SX) としたのは、併せて11基である。その内訳は

第14地点： 4基、第16地点： 7基であった。

これらの他にも、性格不明遺構とすべき遺構は数多

くあるが、その都度ピットや土壊、井戸跡、溝跡など

と命名して扱ってきた。

本項に掲載する遺構についても、それらの遺構に合

むべきであろうというものもあるが、発掘調査時点で

の名称を原則的に踏襲して、 SX＝性格不明遺構とし

て扱った。

第 1号性格不明遣構（第199図）

115-94グリッドに位置する。 SJ53を切る。 SD8 

も切っていると思われるが、 SX2との新旧関係につ

いては不明である。

SXlは、 SJ53のプランi御忍中に確認された。発

掘調査行程の都合上、 SJ53と重複関係にある範囲内

のみの調査となったため、全体の形状や規模は不明で

あふ検出し得た範囲内からみると、 SJ53の北西コー

ナー際を扇項部として、南東方向へ扇状に展開してい

ると思われる。 SXlの覆土は地山を起源としており、

プランの確認は非常に困難であった。

覆土は概ね 2層に分層できる。 2層は厚さ 5~20cm

程で、底面にのり、その上位が1層となる。 1層は暗

褐色土で、焼土粒子・炭化物粒子を少量含む。 2層は

疇色土で、炭化物粒子と灰が少贔含まれる。

SJ 53と重複している範囲しかプランが判明して

いないため、これ以外の部分に関しては周囲の状況か

らの推定となる。南東部については、 SJ53の南東コー

ナーが遺存しているため、この先にまで延びることは

ないといえよう。但し、北東方向と南西方向について

は、どの程度広がっているのかは不明である。

調査区南端部に掘削した排水溝の壁面部を観察して

みたが、すぐ南を流れている新星川の作用によるもの

か、土層は堆積状況が非常に乱れていた。

そのため、この堆積層の中にSXlの覆土が含まれ

ているのか否かは判断できなかった。従って、 SXl

の南限については特定できず不明である。北限につい

ては、 SB40のピット 8か遺存しており、このピット

8が明瞭に地山を掘り込んでいることから、 SXlは

これ以前で納まっていると判断される。因みに、 SJ

53から SB40までの距離は約 3mである。

全体的に、形状はきわめて不明瞭である。調査し得

た範囲内では北東ー南東方向：現状で5.9m、北西

ー南東方向は確定した数値で6.0mで、深さは0.47m

であった。

性格不明遺構として扱ったが、平面形状からみても

意図的なものが感じられにくく、果たして人為的なも

のか否かという疑問が生じよう。地形的にみると、遺

跡は主として自然堤防上に立地しており、平坦面と傾

斜の緩い斜面部分からなり、全体的に起伏は緩やかで

ある。

SXlは、断面図上では起伏が緩やかな印象を受け

る。しかし、斜面自体はある程度の凹凸をもっており、

砂地やシルト質の土壌を主体とする自然堤防という立

地条件では、自然作用で形成されにくいのではないか、

というのが調査時の印象であった。

また今回の調査範囲内からみても、平面規模では例

があるものの、ここまでの深度をもつ例はなく、内部

の起伏の状況も異なる。根拠は薄いか以上の事柄から、

SXlは微地形的な窪みといった性格の自然地形では

なく、人為的に掘られたものであると判断した。

1つの可能性として、粘土などの土取りをしたもの

であろうか。

出土遺物は少なく、図化し得た遺物は 2点であった。

1はSXlからの出土。土錘である。下端を一部欠

損する。現存長2.6cm・輻1.1cm・孔径0.3cm、現存重量

2.9gを測る。灰褐色。胎土はA+C+Hである。焼成

は普通である。

2もSXlからの出土。確認面から32cm下位の斜面

部にのるかたちで検出された。鞘尻と思われる。図の

左方向（波線方向）に鞘が装着される方向となる。銅

製。全面を緑錆に覆われているが、遺存状況は比較的

良好であり、原形を良くとどめている。
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北島遺跡第14地点

第199図第 I• 2号性格不明遺構
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長さ1.1cm・径4.5X2. lcmの長楕円形を呈する。重

量12.03g。側面に径0.3cmの小孔が2箇所、互い違い

になるように穿たれている。側面に用いられている板

材を内側に曲げ、底板をはめ込んでいると思われる。

内外面ともに、装飾の痕跡はみられない。

第 2号性格不明遺構（第199図）

115-94グリッドに位置する。 SJ53とSB40(P 8) 

を切っているが、 SD8とSX2との新旧関係につい

ては不明である。

SXlと同様に、 SJ53との重複部分とその近辺の

みの調査のため、全体の形状と規模については不明で

ある。

SJ 53の北側壁面の北から始まり、南東方向へ延び

る。性格不明遺構(SX)として扱うよりも、溝跡(SD)
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第200図 第 3• 4号性格不明遺構

SX3 

SX4 

゜
L~23.6m 2m 

として扱うべきであったかも知れない。

規模は、調査し得た範囲で長さ6.lm・輻0.7~1.25

m。深さは深い部分で0.38m、テラス部分で0.12mを

測る。方向はN-49°-Wである。

覆土は分層できず、基本的に 1層のみと思われる。

暗褐色土で、焼土粒子を少量含む。しまり強で、粘性

は弱である。遺物は出土しなかった。

第 3号性格不明遣構（第200図）

112-95グリッドに位置する。重複する遺構はない。

規模は長さ4.7m• 最大幅1. 45m ・深さ 0.2m を測る。

平面形状は不整形である。

断面形状は底面がほぼ平坦であり、立ち上がりはや

や急な箇所があるものの、全体的には緩やかであると

いえよう。人為的なものではなく、微地形的な窪みで

ある可能性も否定できない。遺物は出土しなかった。

第4号性格不明遣構（第200図）

110-103グリッドに位置する。 SD4と重複するが

新旧関係は不明である。北側のプランはSD4の中に

収まっているとも思われるが、深度が浅いことから、

プランがSD4の北側で飛んでしまっている可能性も

考えられる。 SXよりも SKとすべきであったかも知

れない。遺物は出土しなかった。
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(8) ピット

ここでピットととして扱ったのは、土壊 (SK) と

して扱わず、さらに掘立柱建物跡や柵列跡の柱穴と

なったピットを除いたものである。

土壊とピットとの区分も明確なものではなく、概ね

平面規模が50X50cm以下の小穴をピットとして扱っ

た。規模のみでピットとしているため、遺構の性格は

様々であろうと思われる。

ピットとした中には柱痕の明瞭なものも存在してお

り、掘立柱建物跡や柵列跡を想定して、周辺のピット

との位置関係や並びについて検討してみたが、結果的

にそのどちらとも結論できなかった例も少なからず

あった。

関連する柱穴などが既に失われているため、柱痕を

残す柱穴が、本米存在したピットから途切れた状態で

遺存している場合も充分に考えられる。

これらについては、発掘調査中のみでなく整理作業

第201図ピット(I)

Pl P2 四

口

P7 P 8 pg 匹

／ 

Pll 

］ □ 
P12 匹

P14 p_1_5 臼 叩

北島遺跡第14地点

中においても、掘立柱建物跡や柵列跡などの可能性の

基に検討したが、これらの遺構とするには不充分で

あった。こうした小穴についてもピットとして扱い、

本項に掲載することとした。

第14地点において検出されたピットは358基であ

る。今回の調査で検出されたピットは、第15地点では

13叫店、第16地点では70儲〖、総計120闊坦こ上る。

各地点ごとのピット数の比率は、第14地点： 30パー

セント、第15地点： 11バーセント、第16地点： 59パー

セントである。

ピットの多くは、一部を除いて調査中に遺構番号を

付さなかった。そこで、整理作業の段階で新番号を付

すこととした。

ピットの番号付けは他の遺構と同様に、原則的に北

西端から東に送り、また西へ戻る工程を繰り返しなが

ら、順次南に下っていく方法を採った。しかし、都合

により一部例外も存在する。

P4 P5 p 6 

口

゜
L = 23.6m 2m 
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第202図ピット(2)

匹 P19 P20 区 I P22 竺 3 P24 

P25 P26 P27 -— L• 23 7 —--

P33 

P40 

P46 

竺

P 60 

P 34 P35 

四

巳

P54 

P旦

四

P55 

P62 

P笞

翌6

P43 

P_l3ー3

P互

P 29・30 

臼

P44 

p_3_1 

P 38 

翌2

P39 

P竺

P些 巳 P50 

P旦7

P亙ー4

P主

P竺

P翌

P互

芦

P66 

゜
P26以外

L=23.Bm 2m 
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北島遺跡第 14地点

第203図ピット (3)

匹 7 P68 箋 p.1_0 E刀 巴2 PD 

口

Pユ8 芦 P旦9巴7P74 P75 匹

□言万 言二 三

P81 

｀ 
P88 

口

P95 

Pl 02 

P翌

毯2

P坐

P103 匹 4

P翌

P翌

P旦3

： 
P旦§

p_9_§ 

堕1

p~ 

P92 

P翌

嗅

P旦

喫

P且4

plQO PJ.Ql 

P105 Pl06 

゜
L= 23.Bm 2m 

ピット 103

1 明灰褐色土 灰色粘土・褐色土プロック混合、焼土少

2 灰褐色士 粘質土、ロームプロックやや多

3 褐色士 砂質土

ピット 105

1 褐色土 灰色粘土・焼土粒子多

2 褐色七 灰色粘七少

3 黒色土 灰・焼土多

ピット 106

1 黒色土 灰・焼上多
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第204図ピット(4)

声 7

□ 
P1 08 P109 p 110 •四 1 'PJJ2 Pl 13 

疇言言言 冒 言言言 言 冒

Pi14 

:]ニ二□／
巴 6 PJ_1_7 Pll8 P119 

匹 1

P120 

Pl 28 Pl29 P130 匹 1 Pl32 Pl 33 P134 

言 冒 口 言冒言 冒 冒

P135 

PI 22 

□□ご：□9三□□

Pl 36 Pl 37 

Pl 42 

Pl 23 P1 24 P125 巴 6 芦 7

PJ49 

□ 
P143 

P150 f'J_5 l 

Pl 38 P139 

言言言言□□

Pl52 

ピット土層註記（各土層番号は共通）

1 黒灰色土 粘質シルト、黒色土に灰色土を混入、しまり弱

2 黒褐色土 シルト質、黒色士と地山プロック、柱穴埋土、しまり強

3 灰白色士 シルト質、地山よごれ十＿、しまり強

4 暗褐色土 シルト質、焼士粒子少、しまり強

5 暗灰色土 シルト質、焼土粗い、均ーな士層、しまり強

6 暗灰色土 シルト質、粒子粗い、均ーな土層、しまり強

7 暗灰色土 シルト質、粒f粗い、均ーな土層、しまり強

P153 

Pl 40 Pl41 

口
P144 P145 P 146 P147 P14 8 — L=23. J -― L=23.J -・ [一 L= 2 JO -·'— L= 23 3 -・'-'-

言二言：

Pl54 

゜

Pl 55 

P144~147以外

L= 23-6 m 2m 
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北島遺跡第14地点

第205図 ピット (5)

P156 匹 7 国 8 P159 P160 P旦1 Pl62 

言こロ

’̀ 三三 ］ □ ］ ：` 
P163 Pl 64 P165 Pl66 匹 7 P168 P169 

言 し｀ごし9二言二言冒言

P170 印 1 叩 2 P1 73• 1 7 4 
L =2 3.0ー..一

P175 P1 76 P177 ,~'L=23.2-

｀冒口言三□三言ニ

P—178 L=23 2 - 四gL=232一 国 OL=232 - P—181 L-23 1 - •P--182 L= 23 1 - 匹 3L=232- Pl84 

言 口 言 し 言言

゜＇` 匹 5 Pl 86 匹 7 P188 P189 P190 P191 

三 疇 ； 口` 三 ］ 三

P192 p Pl93 P194 P195 P196 四 7 P198 

口 言 言 言言 口／言 疇 冒

P199 P200 翌01 P202 p203 P204 P205 

ど 言 口 言

゜
冒 ］ 

P172 • 177~183以外

゜
L=23.6 m 2m 

ピット土層註記（各土層番号は共通）

1 黒灰色士 粘質シルト、黒色上に灰色土を混入、しまり弱

2 黒褐色上 シルト質、黒色土と地山プロック、柱穴埋士、しまり強

3 灰白色土 シルト質、地山よごれ土、しまり強 6 暗灰色七 シルト質、粒子粗い、均ーな上層、しまり強

4 暗褐色土 シルト質、焼土粒子少、しまり強 7 暗灰色土 シルト質、粒子粗い、均ーな士層、しまり強

5 暗灰色士 シルト質、焼土粗い、均ーな土層、しまり強 ※ P 173は典型的な抜取土層と考えられる
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第206図ピット (6)

P206 P207 P208 P209 P210 翌11 ~2 

／二 □ ロニ三9:

P213 P 214 翌15 翌16 P217 P218 P___g)9 

二 言▽言 □ □9 0 言

P220 P221 P222 P223 P224 P225 P226 

□言

P227 

P234 P235 . .  

第207図ピット (7)

P236 P237 

P243 

二三

ロ`ニ

P244 

口

言言胃二

P228 f'-2.29 呟 30 国 1 P232 P233 

二／］口 □0:]

゜
L~ 23.6 m 2m 

p238 

二三 □ 戸二］

P245 

翌 39

P_l.46 

言二

P240 

P三47

P241 

巴゚48

P242 

P249 

P250 P251 P252 P253 P254 P255 

□ コ ゜
L ~ 23-6m 2m 
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北島遺跡第 14地点

第208図 ピット (8)

P256 P257 P258 P盆 9 芦 0 P261 P262 

P263 

P旦69

］ 

｀口｀
P264 

P270 

言三

P之65

ロ`
P271 

コ

二

P _<._66 

P272 

゜

］ 
P273 

三 三

P 267 

口

：ロ

P268 

言言言

p274 

言

P275 P276 図 7 P278 P279 P280 P281 

ロ ロロロ口ロ］
P282 P283 P284 P285 P286 

言 三

P287 P288 P289 P290 P291 P292 P293 

］ ］  

P294 P295 

三

P296 

二三

三

P297 

／` 

O言言冒宣

三

p:  

” 
P299 

口

〇 L~23,6m 2m 
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第209図ピット (9)

P300 P301 P302 p303 旦04 P_J_05 

］ ］：：ニ

P306 P3 07 P308 P309 P 311 

言 ¥]]口：］｀

P313 P314 四 5 P立］6 竺17 P318 

長 ］］ロニ言言］ロ

P320 P321 P322 P 323 P324 P325 

］ 宣冒｀'"'言

P327 P328 P329 P330 翌31

宣 言口

P334 芦 5 四 6

P341 P342 P343 

疇 亨言〉｀言

□ 三

P立37 P338 

P310 

三

巳32

国 9

言 二青］二言二言

P312 

P319 

P326 

口
P333 

］ 

P 340 

］ 
P344 P且5 P迅 6

コ ココ
。

L=23.7m 2m 
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北島遺跡第14地点

第77表 第14地点ピット一覧表（第201~209図）

番号 旧番 検出グリッド 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ (cm) 番号 旧番 検出グリッド 長軸 (cm) 短軸(cm) 深さ (cm)

1 103-107 60 49 19 59 1 106-92 36 30 25 

2 103-107 33 29 23 60 8 106-92 37 31 45 

3 104-107 26 21 8 61 7 106-92 30 26 33 

4 104-108 75 53 45 62 107-66 42 34 11 

5 105-107 26 23 5 63 107-66 36 18 13 

6 105-107 25 21 5 64 107-66 33 32 12 

7 105-107 25 21 23 65 107-66 35 28 13 

8 105-107 32 31 25 66 16 107-66 25 25 10 ， 105-107 29 21 6 67 20 107-66 29 27 11 

10 105-107 36 36 13 68 6 107-66 23 19 18 

11 105-107 37 26 18 69 13 107-66 34 32 26 

12 105-107 21 21 1 1 70 12 107-66 35 31 15 

13 105-107 34 32 19 71 18 107~66 26 25 15 

14 105-108 70 62 12 72 11 107-66 35 28 24 

15 105-108 59 55 15 73 ， 107-66 22 22 18 

16 106-107 32 25 21 74 10 107-88 51 30 ， 
17 107-107 71 52 14 75 11 107-88 30 23 6 

18 103-87 31 28 8 76 ， 107~88 39 28 12 

19 1 104-92 42 34 13 77 7 107-88 29 22 28 

20 2 104-92 52 28 16 78 4 107-88 32 31 18 

21 4 104-92 31 29 15 79 5 107-88 32 29 30 

22 105-86 44 40 ， 80 8 107-88 24 22 25 

23 105-87 32 26 6 81 107-89 49 39 31 

24 5 105-92 36 35 12 82 107-89 34 32 27 

25 4 105-92 49 22 14 83 1 107-91 24 22 12 

26 8 105-92 29 27 25 84 4 107-91 42 34 17 

27 ， 105-92 51 36 18 85 2 107-91 19 18 24 

28 2 105-92 45 29 11 86 8 107-91 24 23 12 

29 6 105-92 35 30 27 87 5 107-91 40 29 19 

30 105-92 43 37 25 88 6 107-91 40 33 19 

31 12 105-92 51 32 21 89 1 107-92 35 32 28 

32 10 105-92 34 32 18 90 108-86 52 26 17 

33 27 105-92 39 36 41 91 108-86 41 34 16 

34 26 105~92 47 20 11 92 108-86 38 31 7 

35 19 105-92 37 35 28 93 3 108-88 30 20 26 

36 20 105-92 29 22 22 94 1 108-88 31 30 5 

37 21 105-92 19 18 7 95 1 108-89 48 27 12 

38 15 105-92 46 43 33 96 108-89 34 30 24 

39 16 105-92 57 49 34 97 108-89 34 33 23 

40 17 105-92 28 25 20 98 108-89 33 32 25 

41 22 105-92 31 25 19 99 ， 109-86 45 43 40 

42 18 105-92 59 45 56 100 8 109-86 27 25 10 

43 13 105-92 42 31 21 101 7 109-86 51 47 ， 
44 14 105-92 58 38 29 102 4 109-86 71 45 16 

45 24 105-92 57 32 15 103 3 109-86 39 34 18 

46 12 106-87 46 23 19 104 5 109-86 29 25 13 

47 17 106-88 30 29 28 105 2 109-86 42 40 17 

48 7 106-88 44 32 36 106 1 109-86 56 51 18 

49 20 106-88 42 20 18 107 104~94 60 45 20 

50 21 106-88 30 20 20 108 104-94 33 26 3 

51 106-89 22 20 23 109 104-94 36 35 4 

52 106-89 76 49 32 110 104-94 35 32 3 

53 106-89 35 24 23 111 104-94 37 23 7 

54 1 106-90 31 29 30 112 104-94 69 41 5 

55 2 106-90 55 37 28 113 104-95 51 38 45 

56 2 106-92 31 22 14 114 18 104-95 41 39 17 

57 2 106-91 47 31 8 115 17 104-95 44 41 22 

58 3 106-91 34 32 34 116 15 104-95 63 48 25 
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番号 旧番 検出グリッド 長軸 (cm) 短軸(em) 深さ (cm) 釆m早」 旧番 検出グリソド 長軸 (cm) 短軸(cm) 深さ (cm)

117 11 104-95 48 43 32 175 1 105-96 58 57 16 

118 6 104-95 56 43 60 176 105-96 48 29 27 

119 10 104-95 56 42 45 177 ， 105-96 31 29 10 

120 7 104-95 65 43 25 178 8 105-96 48 23 3 

121 13 104-95 44 36 52 179 10 105-96 21 20 23 

122 14 104-95 39 32 21 180 105-96 52 41 14 

123 16 104-95 45 41 37 181 11 105-96 40 34 3 

124 104-95 80 39 56 182 12 105-96 34 30 3 

125 4 104-95 53 37 17 183 7 105-97 36 32 10 

126 2 104-95 62 44 37 184 1 105-97 50 47 50 

127 3 104-95 62 39 44 185 106~94 45 44 23 

128 20 104-95 54 52 30 186 106-94 35 31 43 

129 103-95 41 24 18 187 106-94 22 18 16 

130 104-95 31 27 10 188 106-94 60 37 31 

131 104-95 52 46 17 189 106-95 34 30 21 

132 1 104-96 60 45 5 190 106-95 35 30 13 

133 4 104-96 24 21 3 191 106-95 45 38 12 

134 8 104-95 30 23 15 192 106-95 45 40 13 

135 5 104-96 23 21 3 193 106-97 32 29 8 

136 105-93 47 36 14 194 106-97 36 29 7 

137 3 104-96 51 47 6 195 107-94 30 24 6 

138 2 104-96 41 41 5 196 107-95 31 28 12 

139 6 104-96 51 32 2 197 107-96 33 32 40 

140 7 104-96 42 30 3 198 107-96 30 29 15 

141 10 104-96 56 52 17 199 107-96 33 30 15 

142 ， 104-96 34 33 3 200 107-97 28 23 7 

143 8 104-96 57 52 4 201 107~97 37 33 41 

144 104-98 39 39 17 202 107-97 26 25 5 

145 104-98 38 32 7 203 107-97 37 37 7 

146 104~98 55 48 16 204 107-97 55 49 5 

147 104-99 58 39 7 205 107-97 38 37 8 

148 105-103 35 26 22 206 107-98 114 38 12 

149 105-93 21 20 16 207 107-98 35 30 12 

150 10 105-93 39 30 21 208 107-98 27 26 11 

151 11 105-93 31 30 20 209 107-98 26 25 7 

152 105-93 43 37 30 210 107-99 60 34 4 

153 105-93 46 42 12 211 107-99 37 33 18 

154 105-94 50 38 15 212 107-99 38 32 17 

155 105-94 40 39 22 213 107-99 79 68 3 

156 105-94 19 18 8 214 108-97 56 46 10 

157 105-94 20 18 23 215 108-97 36 35 10 

158 105-94 48 36 22 216 108-97 22 20 12 

159 105-94 35 34 37 217 108-97 19 15 1 1 

160 105-94 22 22 1 1 218 108-97 33 30 8 

161 105-94 25 23 30 219 108-98 31 28 4 

162 105-94 43 49 33 220 108-98 17 17 7 

163 7 105-95 40 40 35 221 108-99 37 35 8 

164 s 105~95 46 43 21 222 108-99 41 40 32 

165 4 105-95 60 51 32 223 108-99 25 22 5 

166 105-95 55 45 30 224 108-99 50 35 15 

167 105-95 59 47 10 225 108-99 35 23 13 

168 105-95 43 37 8 226 108-99 90 36 7 

169 105-95 32 28 6 227 108-99 26 23 5 

170 6 105-95 49 41 28 228 108-99 34 33 12 

171 1 105-95 76 38 35 229 108~99 70 55 14 

172 12 105-95 19 16 ， 230 109-94 40 34 27 

173 3 105-96 43 37 30 231 109-94 34 29 4 

174 2 105-96 50 34 36 232 109-94 25 20 8 
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北島遺跡第 14地点

番号 旧番 検出グリッド 長軸 (cm) 短軸(cm) 深さ (cm) 番号 旧番 検出グリソド 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ (cm)

233 109-97 36 31 19 290 111-92 30 26 15 

234 109-98 32 30 16 291 111-92 62 50 52 

235 109-99 47 45 5 292 111-92 27 21 18 

236 105-100 50 33 8 293 111-92 20 17 26 

237 105-103 55 45 31 294 111-92 31 25 J ウ

238 105-103 33 26 4 295 112-91 27 24 7 

239 106-100 41 38 28 296 112-92 27 27 12 

240 106-100 38 37 25 297 112-92 114 73 7 

241 106-104 56 37 17 298 115-90 28 20 13 

242 107-100 22 21 ， 299 115-91 43 34 17 

243 107-102 32 31 つJ 300 110-94 34 32 24 

244 108-100 41 31 8 301 110-94 24 22 17 

245 108-100 40 39 18 302 110-94 68 56 11 

246 108-100 23 19 7 303 110-94 38 34 8 

247 108-100 85 24 12 304 110-95 194 92 16 

248 108-100 28 22 ， 305 110-96 41 33 24 

249 108-100 23 22 7 306 110-96 25 22 17 

250 108-100 26 19 8 307 111-93 32 23 13 

251 108-100 30 30 ， 308 111-93 28 26 27 

252 108-100 17 16 3 309 111-93 108 96 17 

253 108-100 26 22 5 310 111-94 26 25 17 

254 108-100 35 30 16 311 111-95 24 24 18 

255 108-102 35 31 15 312 111-95 33 30 35 

256 110-86 38 36 35 313 111-95 54 20 27 

257 110-86 35 30 26 314 111-95 llO 33 26 

258 110-86 30 25 24 315 111 ~95 20 19 27 

259 110-86 32 31 17 316 111-95 40 20 6 

260 110-86 38 38 16 317 111-95 23 21 24 

261 110-86 37 36 18 318 111-95 48 33 8 

262 110-86 32 26 19 319 111-95 43 31 34 

263 110-87 43 37 29 320 111-95 32 28 15 

264 110-87 49 40 15 321 111-95 31 30 15 

265 110-87 27 26 23 322 111-95 53 45 35 

266 110-87 90 42 17 323 111-95 28 27 31 

267 110-87 59 50 13 324 111-96 18 17 23 

268 110-87 27 25 5 325 111-96 35 31 26 

269 110-87 58 51 26 326 111-96 48 35 49 

270 110-87 21 18 13 327 113-95 29 24 16 

271 110~87 46 41 12 328 113-95 41 36 18 

272 110-87 60 43 17 329 113-95 31 30 15 

273 110-91 98 37 23 330 113-95 41 32 16 

274 110-91 45 40 7 331 113-95 35 34 21 

275 110-92 33 27 32 332 111-96 43 15 26 

276 110-92 31 24 8 333 111-96 31 29 25 

277 110-92 35 30 8 334 114-93 21 20 18 

278 111-87 80 52 23 335 114-93 65 52 18 

279 111-87 31 30 27 336 114-93 42 40 14 

280 111-87 54 45 22 337 114-94 24 24 21 

281 111-88 51 44 22 338 114-96 42 31 4 

282 111-88 90 50 19 339 114-96 52 45 3 

283 111-88 66 51 20 340 115-93 29 28 37 

284 111-88 103 48 23 341 115-93 28 23 14 

285 111-88 73 65 20 342 115-93 42 39 12 

286 111-89 89 41 35 343 115-95 32 30 12 

287 111-91 23 22 26 344 115-95 41 38 13 

288 111-91 30 30 37 345 115~95 27 26 11 

289 111-91 32 26 35 346 115-95 22 21 8 
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(9) 溝 跡

第14地点地点で検出された溝跡は102条である。但

し、別個の溝跡として数えたものの中にも、同一の遺

構である可能性をもつ例があり、逆に同一遺構として

扱ったが、別個の遺構である可能性も存在する。

従って、この数力対闘跡数の実体を示すものとはいえ

ないが、敢えて発掘調査時に数え上げた数値のままと

した。

溝跡についても調査を開始した順に遺構番号を振っ

ていったが、その際に遺構番号の重複を避けるため、

番号をとばして命名した例もある。

但し、煩雑化を避けるため新たに遺構番号を付すこ

とをせず、旧番号のままとした。

図化し得る遺物が出土した溝跡を中心に、主な溝跡

について遺構番号順に記述していくこととする。

溝跡は検出例が多く、しかも規模も様々である。そ

こで、個々の溝跡を検索するには不向きではあるが、

やむを得ず遺構平面図は各々の溝跡を個別に掲げるの

第210図 第14地点溝跡紙割図

ではなく、グリッドの配置に基づいた分割方式で掲載

することとした。

つまり、第14地点を 7分割し、この内の北西端のも

のを(1)として東へ(4)まで送り、また西に戻って南西端

から東へ(7)まで送った（第210図）。

溝跡の平面図は、主に空中写頁測鼠による成果を用

いている。しかし、第14地点は 1度に全面調査を行っ

た後、 1度に全体を測星できたものではない。

残土処理の問題などもあったため、都合4回に分け

て調荘し、その都度空中写真測羅を行った。調査区内

に走る細い排水溝は、この際の境界線である。

これらの図を合成して 1つの図にしたため、溝跡の

上場線・ド場線のつながりや本数に、若干の制翻をき

たした箇所があることを予めお断りしておく。

第 1号溝跡（第211• 212 • 219 • 220 • 226~233図）

104-89 • 90グリッドから116-87• 88グリッドにかけ

て検出された。第14地点を南北に縦断するかたちとな

る。

(7) 
1 13 •l紐

＋ 11'・107 

115-10B 

; J_1|  16109 

: LI三 Sm111,-110
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SJ 1 • 2を切り、 SD2~4に切られる。 SD14

との新1日関係は不明である。

但しSD1は、 SD2やSD3・4に切られている

ため、これらの溝跡との合流部分以南についてはSD

1という単独のものではない。

SD 1は、 X軸（東西）方向110グリッドあたりまで

ほぼ直線状に南下し、ここでSD2と合流する。そし

てこの位置からやや西に振れながら南下して、現在機

能している用水路に合流する（写真図版1参暗）。

さらにこの用水路は新星川へと注いでいる。 SD2

~SD4も113・114-88・ 89グリッド付近でSD 1に合

流する。

SD2~4の平面形状（流路）や、 SD1との位置

関係をみると、それぞれの溝は、既存であったSD1 

に合流させ、さらに河川（現：新星川）へと接続させ

ているような印象を受ける。

SD 1の検出し得た長さは117mを測る。主な部分

における溝跡の幅X深さは、北端部で6.5Xl.4m、東

西106グリッド線付近では9.95Xl.75m、断面図（第

220図）H-H'では8.5X2.6m、J-J'では9.90X 1. 

70mである。

X軸（東西）方向110グリッド以南の掘り下げを行っ

た期間は、時期的にまだ地下水位が高く、溝跡の覆土

および壁面・底面は泥溶化する結果となった。

そこで調査の安全性をはかるために、溝跡内部を小

型のバックホーで粗掘りをし、仕上げを人力で行うと

いう方法を採らざるを得なかった。

そのため、 X軸（東西）方向の110グリッド以北の計

測線とはやや食い違ってしまう結果となった。

またこのことは、東西方向106グリッド線を境とし

て、北側と南側における計測線の違いについてもいえ

る事柄である。

溝の掘り下げを行う小型バックホーの傍らで、土層

断面を観察した結果、 SD2が本溝跡を切っているの

カ所窟認できた。

P223に、東西105グリッド付近の土層断面を模式化

し、土層の註記をしてみた。 1層の暗灰褐色土の上部

北島遺跡第 14地点

には、浅間B軽石（ll08犬仁元年）が含まれていた。

浅間B軽石については、東西104グリッド線付近で

も確認面近くの覆土に混入しているのが確認された。

また、このやや南に当たる東西106グリッド線近く

の土層断而G-G'（第212図）の 1層中の白色粒子も、

前二者との位置閃係からみても浅間B軽石と判断でき

ると思われる。

さらに、東西ll4グリッド線近くの土層断面E-E'

（第220図）では、 22層中に浅間B軽石と覚しき火山灰

が、比較的多く確認、されている。

この土層断面中で、 SD1に相当するのは 9~21層

であろうが、 9層は別個の溝跡でSD1を切っている

可能性と、 SD1を掘り直しているとか考えられる。

いずれにせよ 9層は、浅間B軽石と思われる白色粒子

を混入したll層を切っている。

因みに、 22~26層はSD2、27層はSD3、そして

1~8層はSD4に相当する。

以上の事柄をまとめると、 SD1は浅聞B軽石降下

時には、当時の生活面のレベルが不明ではあるものの、

その大部分が埋まって浅い溝になっていたと考えられ

る。

そして、浅間B軽石降下以後にSD4に切られた。

SD 1も浅くはあるが掘り直しが行われるか、または

別な溝（ともに 9層）に切られたと思われる。

ついで、この溝も SD2に切られることとなった。

なお、 SD2もSD3を切った後順次埋まっていき

(24~26層）、掘り直しが行われた (22・23層）と考え

られる。

土層断面G-G＇（第 212図）の 5~11層は須恵器や士

師器が合まれるが、 3 • 4層は土師器質上器、灰釉陶

器、緑釉陶器、羽釜などが含まれていた。

なお、 3 • 4層からの遺物は溝の中心よりも西寄り

に多く、炭化物や灰も混在しているの力鸞忍められた。

この点から、溝の西側からの投棄によるものと推定さ

れる。

第 2号溝跡（第2ll• 212 • 219 • 220 • 234図）

104-90 • 91グリッドからll6-87• 88グリッドにかけ
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て検出された。 SDlとSD3を切る。 SD14との新

旧関係については不明である。

SD2は、東西110グリッド線付近でSDlと合流

し、東西113。114グリッド線付近でSD3 • 4と合流

する。

た。

SD4との新旧関係については確認できなかっ

SD2の検出状況からみて第16地点まで続くと推

定され、 そのSD2の推定範囲も一部今回の調査範囲

の中に含まれていた。

屋に接近しており、

問題があるとして、

した。

しかし、調査区の西隣にある家

この部分に排水溝を掘削するには

5m程東へ逃がして排水溝を掘削

この排水溝を掘削する際に、 SD2の続き部分の有

無を確認するため、南北91グリッド線の 3m程西まで

第211図 溝跡(I)
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北島遺跡第14地点

第212図溝跡(I)断面図
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第 1号溝土層

1 黒色土 炭・炭化物粒子、焼土粒子多、白色粒子混人

2 茶褐色上 焼土粒子、炭化物粒子やや少、 Fe多

3 灰褐色粘質土 炭・炭化物、焼上多、土師質土器包含屑

4 灰褐色粘質土 炭化物粒子、焼土粒子微罷、黄褐色砂粒含、土師質

土器少

5 黄褐色土 地山崩落士、プロック状の灰色粘質土

6 灰褐色粘質土 黄褐色上、炭化物粒子少

7 暗褐色粘質土 炭化物粒-f少

8 黄褐色土 粘七プロック混在、層右手は還元して緑色

9 青灰色砂層 炭化物粒子縞状に堆積

10 緑灰色砂質t 黒色土プロック混在

11 暗灰色砂質土 8 層と同—、粘質上やや多

第 2号溝土層

1 褐色土 粗砂層

2 褐色土 砂質

3 明灰色士 粘質土、黄褐色土、プロック混入

4 黒褐色土 カーポン粒子やや多

5 青灰色砂質土 褐色砂質土縞状に堆柏

6 灰色土 粘質土

7 明褐色土 炭化物粒子やや多

8 暗灰色粘質土 炭化物粒子少

9 暗灰色粘質土 黄褐色土プロック・炭化物粒子少

第 80号溝土層

1 明灰褐色土 焼土粒子少、やや砂質強

2 暗灰褐色ナ 炭化物粒子多

第 83号溝土層

1 暗褐色土

2 暗褐色土

ロームプロック(¢ 4~5  cm)・灰褐色粘土多

ローム粒子、ロームプロック(¢ 4~5  cm)・灰褐色粘上

層多

3 暗黄褐色土 ローム粒子多、ロームプロック（r/,4 cm)少

第 84号溝土層

1 暗灰褐色土 焼土粒子、カーポン少

第 85号溝土層

1 暗灰褐色土 粘質土、ローム粒子・ロームプロック多

第 87号溝土層

1 暗褐色土 粘質土、ローム粒子少

第 88号溝土層

1 褐色上 やや砂質強、灰色粘上プロック少
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トレンチ掘りを行ってみた。その結果トレンチの断面

に、東側から西側に落ち込むラインを観察できた。

しかし、地表面に溜まった30cm程の水と、 トレンチ

壁面の崩落のため、断面実測や写貞撮影をする余裕は

なく記録は残すことができなかった。

参考程度でしかないが、この落ち込みはSD2と同

ーの遺構であると推定される。

また、第13地点で検出されたSD25（大谷1991)も、

位阻関係からみて今回検出されたSDlと同一の溝跡

であると思われる。

土層断面D-D＇（第 212図）をみると、 6~9層を覆

土とする部分と 1~5層を覆土とする部分が存在する

と思われる。

前者では須恵器など力湘訊されているが、後者では

須恵器は出土しておらず、図化には及ばなかったもの

の、常滑産の甕の破片か検出されている。おおまかに、

前者は古代の溝跡であり、後者は中世の溝跡と推定さ

れる。古代からの溝を、中世の段階で掘り直しを行っ

第213図溝跡(2)
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北島遺跡第14地点

第214図溝跡(2)断面図 SD 17 
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゜第 14号溝土層（ 1)

1 暗褐色十 ロームブロック少

2 掲色土 灰色粘tプロック状少

第 14号溝土層（ 2)

2m 
I: 80 

6 灰杓色上 砂質、焼土等殆ど含まない

7 暗灰色上 砂質、炭化物粒了→・焼上粒子微贔

1 黒褐色十 FA混入、 t面に FAをのせる黒褐色士をベースとする、 8 暗灰色土 砂質、地山フロック（大）多、ローリングしている、壁崩

しまり強、粘性弱 壊上

2 賠褐色土 砂粒か、 FAをのせる黒褐色上の卜位にある砂層をベー

スとする、しまり強、粘性渕

3 暗黄褐色土 黒祀色粒か、 FAをのせる黒褐色上の卜にある砂屈をヘ

ースとする、しまり強、粘性弱

4 黒褐色土 FA混入、 1層と共通、しまり強、粘性弱

5 暗褐色土 砂居中に黒褐色上か、しまり強、粘性弱

6 暗黄褐色土 3層に共通

第 7 • 14号溝土層

1 黒褐色土 カーボン（遺物多） •Fe 少、しまり強、粘性弱

2 暗灰褐色土 カーポン微紺

3 暗茶褐色土 Fe多、焼十．粒f・カーポン少、しまり強、粘付弱

4 茶褐色土 Fe多、カーボンか

5 黒褐色土 谷の埋土、 5庖の直ヒに FAをのせる

6 灰褐色土 砂屈、地 111

第 14• 15号溝土層

第 15号溝土層覆土

1 灰褐色土 (SPB-B' の 3層に相当）

第 14号溝土層覆士

2 暗灰褐色土 シルト質、 Fe少、人為的埋戻し上

第 19号溝土層（1)

1 H月灰色土 砂質、炭化粒子・焼上粒子少

2 灰白色土 砂質、炭化粒子少、地山プロック（大）多、埋士か

3 賠灰色土 砂質十に炭化物を層状に含む

4 明黄白色士 砂質、炭化粒子・焼上粒子少

5 灰褐色土 砂質、酸化鉄多、一時期滞水したと思われる

9 灰褐色七 砂賞、砂粒経やや大、炭化粒子微量

※ 地山、灰黄白色上、砂質土、場所によりやや粘性帯

びる部分あり、某本層拉の 7層以下と思われる

第 19号溝土層 (2)

1 暗褐色ナ 砂質、浅間 B軽石粒子少、焼上粒チ・炭化粒了少

2 灰黄褐色上 砂質、炭化粒子少

3 灰黄褐色土 砂質、炭化粒子少

4 灰褐色十 シルト質、地山プロック少

5 灰褐色上 シルト質、炭化粒子少

6 灰褐色土 シルト質、炭化物粒子少、粒抒火

7 灰褐色．I'. シルト質、地llIプロック（黄灰色）多

8 肖灰色土 粘質、比較的均一、ややシルト質

9 暗灰色土 粘質、腐柏質粘上

※ 灰黄白色土、砂質士、場所によりやや粘性を帯る

部分あり、基本屑位の 7層以下と思われる

第 17号溝士層

1 暗褐灰色土 粘質

2 暗褐色士 粘質

第 16-18号溝土層

第 16号溝土層覆土

1 暗褐色土 粘質、 Mn・ 灰色粘質十少

第 18号溝土層覆土

2 暗灰色土 シルト質、焼上粒・白色微細粒微星、 Mn粒子少

3 黄灰色土 シルト質、 Fe多、黄色昧強

- 225 -



ているとみることができよう。

土層断面E-E’（第220図）においても、

~3段階をもつ可能性が考えられる

層、上層： 22・23層）。

因みに、

SD2は2

（下層： 24~26

これは土層断面D-D'（第212

図）で大きく 2段階に分かれる層序と対応するのであ

ろうか。

SD2の下層の溝跡では確認面からの深さ

は0.8mを測り、底面は非常に平坦で壁面の立ち上が

りも緩やかである。

上層の溝跡では輻5.3m・深さ0.7mを測り、底面は

平坦で、壁面の立ち上がりも非常に緩やかであると思

われる。

なお、土層断面D-D’（第212図） 9層下面はややテ

ラス状を呈するが、 この部分には杭列の痕跡力粛忍めら

れたが図化するには至らなかった。

この杭列の範囲・規模・性格については特定するこ

とができなかった。

この土層断面に見える上層（中槻） の溝跡は輻4.2

第215図 溝跡（3)
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北島遺跡第 14地点

第216図溝跡(3)断面図
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第 15• 27号溝土層

第 15号溝土層覆土

1 灰色土 粘質シルト質、炭化粒子・地山プロック少

2 黄灰色土 粘質シルト質、地山プロック大

第 27号溝土層覆土

3 白灰色土 シルト質、 Mn粒子微星

4 黄灰色土 シルト質、 2層に近似

第 15• 30号溝土層

第 30号溝土層

1 黄灰色土 シルト質、 Fe・Mn微量、白色微細粒子（武内 A)、し

まり強

2 灰色土 粘質、混入物なし

第 15号溝土層

3 褐灰色土 シルト質、 Fe少、 Mn微量、白色微細粒子、 3居より 1

層のほうが Fe多、しまり強

4 暗灰色土 粘質、暗褐色土少

5 明暗灰色土 粘質、地山プロック多、底面漸移層

第 19号溝土層

1 暗黄灰色土 砂質、炭化粒子・焼土粒子少

2 灰褐色土 砂質、酸化鉄多、一時期滞水

3 灰白色土 砂質、焼土等含まず

4 暗灰色土 砂質、炭化物、焼土粒子微量

5 暗灰色土 砂質、地山プロック多、ローリングしている壁崩覆土

第 24号溝土層

1 灰白色士 表土水田耕作土、下部に浅閻 A軽石粒子多

2 灰黄色土 粘質シルト、 Fe多

3 灰色土 粘質シルト、 Mn少

4 暗灰色土 粘質シルト、 Mn多

5 暗灰色土 粘質シルト、 Mn少、粘質やや強

6 暗灰色土 粘上、地山プロックと灰色粘士の混色土

第 40• 54号溝土層

1 灰色土 砂質、炭化物含む、獣骨片（生）．礫少

2 褐灰色上 シルト質、炭化物・礫少

3 黄橙色土 砂質、炭化物・土器細片少（下面）

4 灰白色土 砂層（東且砂）、土器細片．礫少、下面は硬化

5 灰白色土 シルト質、炭化物少、下面に土器細片が広がる、焼けた

獣骨か

6 褐灰色土 シルト質、地山の灰白色シルトプロック (5層）

7 灰黄褐色上 シルト質、炭化物少、土器細片面あり

8 灰白色土 炭化物層

9 灰白色＿十 粘上質、黒色上プロック混入

IO 褐灰色上 粘土質、黒色上に灰白士プロック混入

II 灰白色土 地11」シルトプロック
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m・確認面からの深さは0.9mを測り、底面には凹凸を

もつが比較的平坦であり、既面の立ち上がりも緩やか

であるといえる。

今回の発掘調査にはいる以前の段階では、概ね東西

106~109グリッド線付近には、部分的にアスファルト

舗装の道路が残っていた。

なる。

SD3は第14地点では、 SDlを切っている以外は

他の遺構との重複関係はみられない。第15地点では、

S J13、SD15・16・29を切っているか、 SD 4 • 5 • 

そして調査のため、 このアスファルト舗装を除去し

たところ、砂が客土されている箇所力汀忍められた。 こ

の砂地の部分は、幅6~7mで南北方向に延びており、

地元の方に窺ったところ「ここには溝があったが、道

路をアスファルト舗装する際に砂で埋めた場所」との

ことであった。

後日、 この周囲を表土掘削した際に、砂が客土され

ていた箇所の下位面から検出されたのかSD2であっ

た。

言い換えるならば、 このSD2は現代までその痕跡

をとどめていたといえるのである。

第13地点のSD25を、第14地点における SD2と考

えたが、このSD25の西隣にみられる SD26は、第14

地点SD2の古代もしくは中匪の部分の続き部分であ

ろうか。

SD]に較べ遺物の出土はきわめて少ないといえ

る。図化し得た遺物は併せて 7点であった。

第 3号溝跡（第219• 220 • 234 • 333~335図）

111-86グリッドから116-87グリッドにかけて検出

された。第15地点で検出されている SD3は、位置関

係・規模からみて第14地点のSD3とは同一の溝であ

ると推定される。そこで遺構名も SD3と命名した。

第15地点における SD3の検出範囲は、 110・111-79グ

リッドから110• 111-85グリッドである。

SD3は、第15地点からやや南に振れながらほぼ東

西に延び、 111-86グリッド付近でカーブを描いて南下

してSDlに合流する。そしてこのSDlは、

南下をして河川（新星川）へと注ぎ込む。

因みに、

さらに

SDl~4の、検出されている範囲内での

南端部のすぐ南側は、現．．祈星川の河川敷にあたる部

11 • 17との新旧閃係は不明である。

SD3の各部分における輻・深さは、第15地点の西

端部（第333• 334図）で4.3Xl.6m、底面での幅は

1. 7mを測る。

底面は平坦で、南側堕面は底面から70cm程急激に立

第217図 溝跡(4)
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ち上がり、屈曲して開くように立ち上がる。北側壁面

はほぼ直線的に立ち上がる。第15地点内のSD3から

の出土遺物は、大部分が1層もしくは 2層上部からの

ものであった。

東端部（同図）で4.2Xl.5m、底面での幅は2.lmを

測る。

北島遺跡第14地点

底面は平坦で、南側壁面は急激に立ち上がるが、北

側壁面の立ち上がりは比較的緩やかである。

本地点での SD3からの出土遺物はきわめて少な

かった。

第14地点の断面A-A＇（第 219・220図）では、 3.44X

1.12m、底面での輻は0.6mを測る。

第218図溝跡(4)断面図
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1. 1 60 

第 34号溝土層

1 黒灰色土 粘土質、灰褐色粘土少

2 暗褐色土 Fe沈着

3 暗灰色土 地山プロック(¢ 3~5  cm)多、炭化物粒子(¢ 0. 5~  

0. 8 cm)少

4 灰黒色土 地山プロック(¢ 2 CIIl)少

第 39• 40号溝土層

1 黒褐色土 ローム粒子(¢0.5cm)多、炭化物粒子少

2 黒褐色土 灰褐色粘土少、ロームプロック(¢ 1~2 cm）多

3 黒灰色土 粘土質、灰褐色粘土少

4 灰褐色土 粘土質、ロームプロック(¢ 3~5  cm）多

5 灰褐色土 炭化物と灰色粘土の互層（層状）、炭化物粒子多

6 灰褐色土 炭化物と灰色粘土の互層（層状）、炭化物粒子少

7 暗灰褐色土 炭化物の純層

8 暗灰褐色土 炭化物と灰色粘土の互層（層状）、粘土多

9 暗灰色土 砂質

10 暗灰色土 粘土質

第 32• 33号溝土層

第 32号溝土層

1 黒褐色土 ローム粒子(¢0.5cm)多、炭化物少

2 黒灰色土 粘土質、灰褐色粘土少

3 灰褐色土 粘土質、ロームプロック(¢ 3~5  cm)多

第 33号溝土層

4 黒褐色土 灰褐色粘土少、ロームプロック(¢ 1~2 cm)多

5 黒褐色土 ロームプロック粒子(¢0.5cm)多、炭化物粒子少

6 暗灰色土 粘土質

7 黒灰色土 粘土質、灰褐色粘土少

8 灰褐色土 粘土質

第 41• 42 • 44 • 45 • 48号溝土層

1 灰色土 砂質

2 黒褐色土 SD  32の 1層に近似

3 黒灰色土 SD  32の 2層に近似（灰褐色粘土多）

4 黒褐色土 砂質、 SD32の 1層に近似

5 灰褐色土 Fe沈着多、 SD32の 3層に近似

第 53号溝土層

1 黒褐色土 Fe沈着多、 SD32の 1層に近似

2 黒灰色土 粘土質、灰褐色粘土少

3 黒灰色土 ロームプロック(¢ 3~ 5  cm)少、 SD32に近似

4 灰褐色土 灰褐色粘土プロック(¢ 5~8  cm)多、 SD32の 3層に近似

第 46• 49号溝土層

1 黒褐色土 灰褐色粘土多、 SD32の 1層に近似

2 黒灰色土 砂質、灰褐色粘土少

3 灰褐色七 砂質、ロームブロック(¢ 3 cm)多

4 黒褐色土 Dーム粒子 (¢0.5cm)多、炭化物粒子少

5 灰褐色土 ロームプロック（の 2~3  cm)多、 SD32に近似
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底面は南側がやや窪み、壁面の立ち上がりも第15地

点に較べ緩やかである。この断面は、形状的にも別個

の溝跡が存在したか、または掘り直しによる断面形状

の変形かとも思われる。 1 • 2層がこれに相当するの

であろうか。

土層断面を観察することができなかったが、位置的

にみても断面D-D'にかかる溝跡が、 SD3に続くで

あろうことは、断面E-E’（第220図）からも明らかで

ある。

そこでD-D'にかかる部分も SD3として判断を

した。この部分からの遺物の出土はない。

断面E-E'での規模は5.04X 1. 80mを測る。底面

第219図溝跡（5)
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北島遺跡第 14地点

第220図 溝跡(5)断面図
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第 3号溝土層

第 3号溝土層上層

1 灰褐色土 灰褐色粘土

2 灰褐色土 灰白色粘土

第 3号溝土層下層

3 暗青灰色土 白色の粒子、部分的に砂粒少

4 灰色土 緑灰色の粘土粒子、砂粒少

5 暗緑灰色土 粘土粒子、砂粒多

※ 点線部分… SD2は二時期に掘削されて埋積したものか
16 

第 1• 2 • 3 • 4 • 6号溝土層
17 

第 4号溝土層覆土
18 

1 灰褐色土 灰黄白色の粘土、（の 0.5 cm)前後の粒が多、（細粒～¢
19 

20 
0. 1 cm)少

灰黄白色の粘土多、（細粒～¢ 4 cm)少
21 

灰色粘土（細粒～ ¢0.5cm)多、粘性強、砂粒少 22 

粘性強、有機物若干 23 

緑灰白の粘土プロック（細粒～¢ 5 cm)多 24 

4層より暗い、含有物少、粘質強 25 

灰白色の粘土プロック多 26 

灰白色の粘＿十粒f-多 27 

， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

2

3

4

5

6

7

8

 

灰褐色土

灰褐色土

灰色土

灰褐色土

灰色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

暗青灰色土

暗青灰色土

暗灰色土

緑灰色土

緑灰色粘土

暗灰色土

灰色砂層

灰白色土

灰褐色土

灰褐色土

灰色土

灰褐色土

緑白の砂多、含有物少

灰白色粘土粒子(¢0.3cm)少

灰白色粘土粒子、火山灰多（浅間 B軽石か）

灰色の砂層

灰白色粘土プロック、灰色の砂層

灰白色の粘土プロック、砂層

緑灰色粘土と明青灰色粘土の混入、底面には緑灰白の砂

粒多

砂粒多

砂は 1層よりやや少、緑灰白の粘土プロック若干

緑灰色の粘土粒子多

砂層

18層色土が混じる、暗灰部あり

青灰色の粘土ブロック

灰色粘土(¢ 1~3 cm)縞状を呈す

灰色の砂粒少

灰白色の粘土プロック（細粒～¢ 1 cm)少

灰色砂層との互層、底面に砂粒多

砂粒少

青灰色の粘土粒子多、底面に砂粒多
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は必ずしも一様ではなく、

さ50cm程の窪みをもつが、

の平坦面をなしている。

6層の部分では幅80cm、深

8層の部分では幅100cm程

これは溝の掘り直しなどの結果と思われるが、その

うちのある段階の溝跡が、第15地点で検出されている

SD29であろうか。

なおこの部分では、 SD3かSDlの覆上中、浅間

B軽石を混人する層（11層）を明瞭に切っているのが

観察された。

全体的に出土遺物はきわめて少なかった。

陶器は近江産であろうか。

第 4号遺跡（第215• 219~223 • 234図）

3の緑釉

第221図 溝跡(6)
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SD4についても SDl~3と同様の理由で、小型

バックホーで粗掘りしたため、溝跡底面のレベルにつ

いて確証がない。しかし、ほぼ同レベルである遺構確

認面での溝輻の規模から、西南西に流れ下ると思われ

る。

111-94グリッド付近で 2条の溝跡が合流している

が、遺構名については、どちらも SD4のままとした。

北側の溝跡は、 108-106グリッド以東ではプランが

失われていた。深い部分で深度は0.9m、底面は平坦面

に近い。

南側の溝跡については、 103-101グリッド以東は調

査区外に続く。規模は幅・深さともに北側の溝を上回

る。そしてこの 2条の溝跡は合流して西南西に流れ、

114-96グリッド付近でSDl~3と合流したのち屈

曲して南に向かう。

SD4の断面A-A’（第222図）をみると、南側の溝

が切っているといえよう。この箇所での南溝の規模は、

輻3.9m・深さ1.3mを測る。

SD4はSDl~3との位置関係からみて、 SDl

~ 3と重複しているというよりも、接続させていると

いえるのではなかろうか。

第14地点・第16地点をみると、多くの溝跡は北西か

ら南東方向に向かって走っているのがわかる。これは

第14地点東端部が南西方向に広がる埋没谷に位置し

北島遺跡第14地点

ているためで、第16地点の溝もこの谷地形に向かって

注いでいたと推定される。

これに対して遺構の数は少ないものの、これらの溝

跡とは直行するかのように北東から南西に向かうもの

を存在する。 SD4も後者の部類であり、 SD1 ~3 

を念頭に置いていると思われる。

遺物の出土はきわめて少なかった。

第5号溝跡（第211• 235図）

104-88 • 89グリッドに位置する。北側は調査範囲外

に続き、南側はSD1と重複している。

検出された範囲は、全長8.5mときわめて小規模で

ある。この範囲内では幅2.0~2.6mを測り、調査区境

界線付近で西方向へ屈曲すると思われる。溝跡底面は

平坦ではなく凹凸が多く、壁面の立ち上がりは弱い。

溝跡として扱ったが、不整形の土壊としての可能性も

考えられる。

SD5は深さ 5~10cmときわめて浅いため、 SD1 

に合流して終わっているのか、本米はSD1の東側に

まで続いていたのか、 SD1の東側ではプランが失わ

れてしまっているのかは判断できなかった。

遺構の調査範囲は小規模で、遺存度も悪いものの、

遺物の出土は比較的多く、図化し得た遺物は18点で

あった。

第222図 溝跡(6)断面図
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SD 11,13 
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第 4号溝土層

1 灰褐色土 カーポン少、やや砂質、しまり強、粘性弱

2 暗灰褐色土 砂粒・カーボン少、 Fe沈着、しまり強、粘性弱

3 黒灰色土 粘質土層にカーボン・砂粒少、しまり・粘性強

4 暗灰褐色七 砂粒（¢ 3 cm)をプロック状に少、炭化物粒子少、しまり

・粘性強

5 茶褐色士 砂層中に粘七プロック(¢ 1~3 cm)若干、しまり・粘性弱
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第223図溝跡(7)
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北島遺跡第14地点

第225図 第14地点遺物出土状況
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第 7号溝跡（第213• 214 • 221 • 222 • 236図）

ほぼ南北に走る。 SDl4を切り、 SD17に切られる。

S B35との新旧関係は不明であるが、これを切って

いる可能性が高いと思われる。

この溝の北端部については、 SD17の実測線が途切

れる手前あたりから埋没谷となり、 SD7のプランを

見失う結果となった。但し、 SD19との重複関係は認

められなかった。 SD7と、第16地点のSDll4・ 115 

との関連性については不明である。

南側についてはSD4に合流して終わるものと思わ

れる。検出し得たSD7の全長は57.6mであり、輻

l.2~1.8m・深さ0.6mを測る。平面形状はほぱ直線に

近く、 N-I7T-Wの方位で南流する。

断面形状については、底面は概ね平坦で逆台形を呈

する部分が多い。

東西グリッド線の、 108• 109グリッド以北は埋没谷

の端部に相当しており、この谷を覆う土と遺構覆土と

の識別は困難であった。このためこの近辺での遺構検

出作業の段階において、 SD7を検出する以前に何点

かの遺物が出土した。

これらの遺物は、帰属遺構が確定する以前に原位置

を失う恐れが生じたため、グリッドー括遺物として取

り上げざるを得なかった。この際、 9X9mの大グリッ

ド内に 3X3mの小グリッドを設定して 9分割し、 a

~ iと命名して遺物取り上げを行った。

第242図1~11として掲げた土師器質土器は、この

際に取り上げを行ったものであるが、その小グリッド

の位置からみると、これらの遺物はSD7の覆土上層

からの出土である可能性が高いと思われる。

SD7の覆土から出土した遺物は比較的多く、その

中で図化し得たのは計25点であった。

第8号溝跡（第221・222• 236図）

115-93グリッドから114-96グリッドにかけて検出さ

れた。西側は、調査のために掘削された排水溝によっ

て切られているが、さらに調査範囲外に続くと思われ

る。東側は、土取りによる攪乱のために切られている

か、攪乱以東は調査範開外であるためSD8の有無に

ついては不明である。

SJ 53 • 54 • 56を切っているがSX1・2との重複

関係については不明である。 SDlOを切っていると思

われる。

検出し得た範囲内での長さは35.4m、輻は0.8~1.2

m、深さは0.4m前後である。溝跡の平面形は直線的で

はなくやや湾曲するが、概ねN-102"-Wの方位で西

流する。

底面は平坦面またはやや凹面状を呈する。壁面の立

ち上がりは比較的急で、断面形状は逆台形に近いとい

える。

溝は南北に振れながら、東西に走り、西側が「F」

であると思われる。

覆土中には多量の炭化物が混入しているのが認めら

れた。

遺物の出土は少なく、このうち図化し得た遺物は計

3点であった。

第17号溝跡（第213• 214 • 237 • 238図）

103-93グリッドから106-97グリッドにかけて検出

された。 SD17は、北西から南東方向に開く埋没谷を

縦走するかたちで検出された。 N-123°—Eの方位で

東流するが、これに近い傾きをもつ溝跡は多く、第14

地点のみにとどまらず、第16地点にも共通する。

これらの溝跡は、地形的に南東方向に存在した谷地

形に向かって溝が設けられていると推定される。

SD17は、西側は調査範囲外に続くが、第16地点内

には及んでいない。第16地点の西側を通過していると

思われる。

東側は埋没谷の内部で消えてしまっている。 SD17

は、恐らく谷に接続させて終わっている遺構であると

思われる。

SD 7 • 16を切る。検出し得た範囲内での長さは

36.5m、幅は1.3~1.6m・深さは0.4~0.5mを測る。

溝跡底面は平坦であり、壁面の立ち上がりも直線的で

比較的急勾配に立ち上がる。断面形状は、明瞭な逆台

形を呈する。

104-94グリッド付近では、土師質土器力情闘跡底面よ
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北島遺跡第 14地点

第226図 第 1号溝跡出土遺物(|)集中区
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第227図 第 1号溝跡出土遺物（2) 集中区
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北島遺跡第 14地点

第228図 第 1号溝跡出土遺物（3) 集中区
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第229図 第 1号溝跡出土遺物(4)
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北島遺跡第 14地点

第230図 第 1号溝跡出土遺物(5)
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第231図 第 1号溝跡出土遺物(6)
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北島遺跡第 14地点

第232図 第 1号溝跡出土遺物（7)
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りやや浮いたレベルでまとまって出土した。一括投棄

された遺物であろうか。これ以外にSD17から出土し

た遺物はほとんどなかった。

第233図 第 1号溝跡出土遺物(8)
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第78表 第 1号溝跡出土遺物観察表（第226~228図）

番号 器種 日径 益ロロ 古向 底径 胎十一 焼成 色調 残存 備 考

1 上師質杯 (10 2) 3.9 (3.8) AEF 普通 橙褐色 口20 ロクロ成形の後体部～底部外面箆削り

2 七師質杯 (10.4) 4.4 (4.2) AEFH 普通 黄橙褐色 底30 ロクロ成形体～底（外）：箆削りか器面風化

3 土師質坑 11. 4 3.8 5.6 AEFH 将通 黄橙褐色 底100ロクロ成形体下（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

4 上師質杯 11 6 3.6 6.7 AEFH 普通 明橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押えか

5 土師質杯 11. 5 3 7 5.8 AEF 普通 明橙褐色 完形 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

6 土師質杯 11.4 3.8 5.1 AEF 普通 黄橙褐色 口85 ロクロ成形体～底（外） ：箆削り

7 t師質杯 11 3 3.5 5.4 AEFH 普通 黄橙褐色 口65 ロクロ成形体～底（外「箆削り

8 土師質杯 11.2 3.8 5.3 AEF 普通 橙褐色 完形 ロクロ成形体～底（外）：箆削り， 土師質杯 11.8 3.4 6.0 ACEF 普通 黄褐色 完形 ロクロ成形体下半～底（外）：箆削り後底ナデ

10 土師質杯 11 1 3.5 5.7 AEFH 普通 明橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後ナテ

11 土師質杯 11.4 3 7 6.0 AEFH 普通 黄橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

12 土師質杯 11.0 3.6 6.2 ADE 将通 明橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後ナデか

13 七師質杯 12 0 4.4 5.5 ACEF 普通 黄橙褐色 完形 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

14 土師質杯 11.8 3 6 6 2 AEF 普通 黄橙褐色 口60 ロクロ成形体～底（外） ：箆削り

15 十師質杯 11.3 3.4 5 5 AEF 普通 貨橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削リ後周辺指押え

16 土師質杯 11 6 3.3 6 2 AEF 普通 明褐色 ロ70 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

17 土師質杯 11. 3 3 5 6.0 AEF 普通 黄橙褐色 完形 ロクロ成形体～底（外）：箆削リ
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北島遺跡第14地点

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

18 士師質杯 11 3 3.7 5.4 普通 明橙褐色 底100ロクロ成形体～底（外）’箆削り

19 上師質杯 11 3 3 5 5.3 AEF 普通 明橙褐色 口85 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

20 土師質杯 11. 7 3.4 6 4 ACEF 普通 黄橙褐色 [ 1 95 ロクロ成形体下半（外） ：～底：箆削り

21 土師質杯 11.3 3.7 5 9 AEF 普通 黄橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

22 土師質杯 11 7 3.4 6 0 AEF 不良 黄橙褐色 口60 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

23 上師質杯 11 5 3.8 4.9 AEF 普通 黄橙褐色 口90 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

24 土師質坑 12 0 3.5 6 4 AEF 普通 黄橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

25 七師質杯 11. 7 3 9 5 7 AEF 普通 明橙褐色 底100ロクロ成形体～底（外）：箆削り

26 土師質杯 11.4 3.8 5.1 AEF 普通 明橙褐色 完形 ロクロ成形体～底（外）：箆削り底部中央（外）：ナデ

27 上師質杯 11 2 3.7 5 5 AEFH 普通 明橙褐色 日90 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後ナデか

28 七師質杯 11 1 3.6 5 7 AEF 普通 明橙褐色 底100ロクロ成形体～底（外）：箆削り

29 土師質杯 11.4 3.7 5 6 AEF 普通 暗橙褐色 口100ロクロ成形体～底（外）：箆削り

30 上師質杯 11 7 3.8 6 1 AEF 普通 黄橙褐色 口80 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

31 土師質杯 11.2 3.7 5.8 AEF 将通 明橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外） ：箆削り後周辺指押え

32 土師質杯 11.6 3.6 5.7 AEF 普通 橙褐色 完形 ロクロ成形体部―ド～底部（外）：箆削り（中心まで及はず）

33 土師質杯 11.8 3.6 5.1 AEF 普通 明褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：指押えとナデ

34 七師質杯 11.0 3.4 5 9 AEF 普通 明橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後粗いナデ

35 土師質杯 12 0 3.5 6 3 AEF 普通 黄橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り内面スス付着（灯明皿）

36 上師質杯 11 7 3.8 5.6 ACEF 普通 黄橙褐色 底100ロクロ成形体（外） ：箆削り底（外）：箆削り後ナテ

37 土師質杯 11.3 3 8 5.7 AEFH 普通 橙褐色 完形 ロクロ成形後体～底（外）：箆削り

38 七師質杯 11.5 4.0 5 5 AEF 普通 黄橙褐色 完形 ロクロ成形後体部下半（外）：箆削り底（外）：ナデ

39 士師質杯 11 3 3.7 5 8 AEFH 普通 黄橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り口（内）：タール状のスス付着

40 土師質杯 11 5 3.9 5 3 AEF 普通 黄橙褐色 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後ナデ

41 土師質杯 11 2 3.5 5 6 AEF 普通 黄橙褐色 完形 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後ナデ

42 士師質杯 (11.4) 3 1 (5.1) AEFH 曹通 橙褐色 ロ25 ロクロ成形後体部～底部外面箆削り覆土

43 上師質杯 (11. 7) 3.5 5.5 AEF 普通 橙褐色 口15 ロクロ成形後体部～底部外面箆削り覆土

44 土師質杯 (10 5) 2.8 ADE 普通 白橙色 口25 ロ：内外面横ナデか体（外）上半：ナデかド半：箆削り

第79表第 1号溝跡出土遺物観察表（第229~233図）

番号 器種 ロ径 益叩 古向 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

45 土師器皿 11 2 3.2 5 9 AEH 普通 明荼褐色 完形 ロクロ成形 RC

46 t師器皿 10. 9 1.8 5.7 ACE 良 明荼褐色 完形 ロクロ成形底：回転糸切り離し

47 土師器皿 11.4 3.2 6.0 ADH 不良 橙褐色 底100J.1：内外面横ナデか体（底）：内外面とも横ナデ

48 上師質杯 (10.2) 2.6 (5.3) AD 不良 明荼褐色 口20 ロクロ成形器面風化著しい

49 陶器皿 10.3 3.0 5.1 E 良 赤橙色 底100ロクロ水挽き成形 RC器形歪む（内） ：タール状のスス付着

50 土師質杯 (9. 9) 3.5 (5.0) AEF 普通 明褐色 口40 ロクロ成形 C 器面風化著しい覆土

51 土師質杯 10.8 3 0 4.7 AE 普通 明褐色 日55 ロクロ成形 C 器面風化

52 土師器皿 (10.6) 3 0 5.2 AE 不良 明褐色 底100ロクロ成形 RC器面風化

53 土師質杯 (11.1) 3 0 5.6 AEF 不良 明褐色 底100ロクロ成形 C 器面風化

54 土師器皿 10 8 2 8 5.3 AE 不良 橙褐色 口95 ロクロ成形 RC器面風化

55 上師器杯 (11.3) 3 5 (6.1) AE 不良 明荼褐色 日20 ロクロ成形 C 器面風化

56 土師器皿 10 6 2.9 6 0 AEF 不良 明褐色 底60 ロクロ成形 RC器面風化

57 土師質杯 (11.8) 3 2 5.3 AE 普通 明褐色 底90 ロクロ成形 C 器面風化

58 土師質杯 (12.8) 3 4 AH 普通 明荼褐色 口20 ロクロ成形器面風化

59 土師質杯 (13.2) 4 0 AE 普通 明荼褐色 日15 ロクロ成形

60 土師質杯 (11 5) 3 0 6.2 ACDEF 不良 橙褐色 底80 ロクロ成形 RC

61 土師質杯 11.0 3.8 4.8 ABEH 不良 白灰色 底100ロクロ成形 RC（内）：漆付着

62 上師質杯 (12. 7) 3 2 (4.8) AEF 普通 明橙褐色 口15 ロクロ成形後体部～底部外面箆削リ

63 土師質杯 (11.2) 3 5 (6.4) AEFH 将通 橙褐色 底35 ロクロ成形 C

64 土師質杯 (10 6) 3 8 6.2 ADEF 普通 黄褐色 底95 ロクロ成形 RC箆記号あり「メ」

65 土師質杯 (13 1) 4.0 6.7 E 普通 明褐色 口35 ロクロ成形器面風化著しい

66 上師質杯 (12 8) 3.9 5.5 ACEF 普通 灰橙色 完形 ロクロ成形 RC

67 七師質杯 (14 3) 3.0 AE 普通 明褐色 口25 ロクロ成形器面風化著しい

68 須恵器杯 2.6 7.2 CDE 普通 青灰色 底60 ロクロ成形 RBb
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番号 器 種 日径 器高 底 径 胎七 焼成 色調 残存 備 考

69 須恵器杯 (11 9) 3.6 6.2 EH 将通 灰青色 底90 ロクロ成形 RC内面：自然釉付着

70 須恵器杯 13 7 3.3 6.6 AFH 不良 閲灰／暗荼 日45 ロクロ成形 RC

71 須恵器杯 (13 7) 4.7 4.6 ADE 不良 橙褐色 底100ロクロ成形 RC器形大きく歪む

72 須恵高台杯 13.2 5 0 6.6 DEF 不良 日灰色 台100ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付内面に線刻有

73 須恵高台杯 5 1 6 9 ACEF 不良 緑灰色 台100ロクロ成形 RC後高台貼付内黒処理

74 須恵高台杯 11. 7 5.0 (5.9) ACDEF 不良 暗赤褐色 日55 ロクロ成形 C 付け高台器面風化

75 七師高台杯 (12. 0) 4.4 5 3 AEF 不良 橙褐色 台55 ロクロ成形底：回転糸切り離し後付け高台

76 土師高台杯 12.3 5.2 7 0 ABEF 普通 明荼褐色 95 ロクロ成形

77 土師高台杯 (11.9) 3.9 ACEF 不良 白橙色 l] 15 ロクロ成形後底：糸切り離し後貼付高台か

78 七師高台杯 4 3 6 4 ADE 普通 臼橙色 台100ロクロ成形底：I司転糸切り離し(R)後高台貼付か

79 土師高台杯 3 1 6 4 ACDE 不良 橙褐色 台100ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付か器面風化著

80 上師高台杯 4.2 9.0 ACE 不良 橙褐色 台100ロクロ成）I多底：糸切り離し後付高台か器面風化著しい

81 七師高台杯 2.7 7 7 ACD 稗通 明荼褐色 底90 ロクロ成形底：旧転糸切り離し後高台貼付

82 灰釉高台碗 3 7 (8.6) DEF 良 白灰色 台35 ロクロ成形（外） ：回転箆ナデか底・回転糸切離後高台貼付

83 須恵高台以 3 2 7 6 ACE 良 黒灰色 底80 底：回転糸切リ離し (R)後高台貼付内面：皐書「吉」

84 土師質杯 (12.0) 4 4 AEH 不良 明褐色 口25 ロクロ成形（水挽きか）器面風化著しい

85 土師器碗 (17.8) 6.5 7 9 ACE 不良 荼褐色 底100口：内外面横ナデ体～底：内外面ナデカ~器面風化著しい

86 土師器小鉢 (7.3) 3.5 4.0 AE 普通 黒色 底80 口～体（外）：箆磨き底（外）：糸切り離し内外面黒色処理

87 土師高台皿 10.3 2.8 5.7 ACE 不良 橙灰色 台100ロクロ成形か底：糸切り離しカ~貼付高台器面風化著しい

88 士師高台杯 (12 0) 4 6 6 5 AE 不良 明褐色／黒 台95 ロクロ成形 C 貼付高台内面箆磨き内黒処理器面風化

89 土師器碗 (13.4) 3 7 AEFH 不良 橙褐色 口15 ロクロ成形（内）：箆磨き内黒処理器面風化

90 土師高台碗 (13.6) 5 6 7.5 AEH 不良 明橙褐／黒 底100ロクロ成形底：阿転糸切り離し後高台貼付器面風化著

91 七師器碗 (13. 9) 6 4 ACEH 不良 明橙褐色 口30 ロクロ成形（内）：箆磨き内黒処理器面風化

92 上師器甕 (16.5) 4.0 ACDEF 普通 黒褐色 口20 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り外面スス付着

93 土師器甕 (19 4) 5.9 ACEF 普通 灰橙褐色 口45 日：内外面横ナデ胴（外）：箆削リ外面スス付着器面風化

94 土師器鉢 (17.9) 5 0 ACEH 稗通 明褐色／黒 口30 器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：箆ナデ

95 土師器甕 (21.4) 4.3 AEH 普通 明赤褐色 口15 器面風化著口：内外面横ナテ体（外）：箆削りか外面赤色化

96 七師器鉢 (20.6) 7 4 ACEH 普通 橙褐色 日35 器面風化口．内外面横ナデ体（外） ：箆削りか（内）：箆ナデ

97 土師器甕 (24.2) 6.6 AE 普通 明橙褐色 口15 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削りか（内）：箆ナデか

98 上師器甕 (22.5) 4.5 AEH 不良 橙褐色 口15 器面風化口：内外面横ナテ体（外）：箆削りか（内）：箆ナデ

99 七師器鉢 (22 8) 6 0 ACE 普通 明褐色 口30 器面風化著口：内外面横ナデ体（外）：箆削りか

100 土師器甕 (21 0) 5.6 ACDEF 普通 橙褐色 口15 器面風化日：内外面横ナデ体（外）：箆削りか

101 須恵器鉢 (22.3) 15 0 ABEH 普通 暗橙褐色 ロ：内外面横ナデ体（外）：箆削り指頭痰有外面スス付着

102 須恵短頸壺 (10.3) 3 8 BEGH 普通 白灰色 口45 ロクロ成形外面に自然釉付着

103 須恵長頸壺 (13.6) 12.7 BEGH 良 暗灰色 口55 ロクロ水挽き成形［l～頸：内外面と胴（外）：自然釉付蒋

104 土師器羽釜 (17 0) 5 9 ABEH 普通 灰褐色 日15 内外面とも横位のナデ器面風化著しい

105 土師器羽釜 (17 9) 4.5 ACE 普通 明橙褐色 口15 内外面とも横位のナデか器面風化

106 上師器羽釜 (22.9) 6.8 ACEH 普通 明橙褐色 口15 ロクロ成形か底・糸切り離しか貼付高台器面風化著しい

107 上師器羽釜 (24.6) 6 0 AEH 普通 黒褐色 口15 内外面スス付着外：横位のナテ内：箆ナデ後横位のナデ

108 土師器羽釜 (27. 7) 8 4 ACEH 将通 明褐色 口15 ロクロ成形か器面風化覆土

109 土師器湖釜 (22 7) 10.0 ABC 普通 暗橙褐色 日20 外（上） ：横位ナテ（中以下） ：箆削りか内：横位ナテ鍔貼付

llO 上師器羽釜 26 1 24.4 ACE 普通 灰白色 口60 ロクロ成形胴下（外）：箆削り（内）：箆ナデ

111 緑釉碗 2.9 E 普通 濃緑色 ロクロ成形

112 緑釉高台皿 2 5 (7.2) E 管通 濃緑色 台40 ロクロ成形底：回転糸切離後高台貼付底部に修復痕有

113 緑釉劇台杯 1 6 5 3 普通 明緑色 底75 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付か

114 緑釉高台杯 6 7 回転糸切り離し後周辺箆削り不鮮明

115 緑釉高台碗 1.8 (7.4) E 良 濃緑色 台40 ロクロ成形底：回転糸切リ離し後高台貼付

116 緑釉高台杯 1 4 6 5 E 良 淡緑色 台100ロクロ成形底：回転糸切り離し後周辺箆ナテ高台貼付

117 緑釉高台碗 2 7 (5 5) CE 普通 黄緑色 台50 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付

118 灰釉杯 (13 3) 2 3 E 良 橙灰色 口20 ロクロ水挽き成形

119 灰釉杯 (13.9) 2.9 DE 良 灰黄色 口20 ロクロ水挽き成形

120 灰釉杯 (14 5) 2.8 DE 良 白灰色 ロ25 ロクロ水挽き成形

121 灰釉高台杯 (13 2) 4 5 6 3 DE 良 灰白／灰緑・台80 ロクロ成形底：糸切り離し後全面箆ナテか貼付高台

122 緑釉高台杯 3.8 6.2 DE 良 白灰色 台100ロクロ水挽き成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

123 緑釉高台碗 5 0 (8 7) DE 良 灰白色 台20 ロクロ水挽き成形底：回転糸切離後高台貼付台：スス付着
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

124 緑釉高台碗 1.4 6 8 E 良 灰白色

125 緑釉高台碗 (17 4) 6.5 8 4 DEH 普通 緑灰色

126 緑釉高台碗 1.3 (7.6) DE 将通 白灰色

127 緑釉高台杯 2.0 (7.2) DE 普通 臼灰色

128 緑釉高台碗 2.3 (8 5) E 良 臼灰色

129 緑釉高台杯 1 7 (6 5) E 良 白灰色

130 緑釉皿 1.8 (8 7) EH 普通 白灰色

131 緑釉高台皿 (13 6) 2 3 7.2 E 普通 臼灰色

132 緑釉高台JII1 11. 9 2 1 6 7 DE 良 橙灰色

133 緑釉高台皿 (12 1) 2.2 (5.8) E 良 橙灰色

134 八稜鏡

134:八稜鏡（銅製）。この銅鏡は、 106-89-dグリッ

ドにおいて検出された。 SDl西側のテラス部分の底

面より 10c呻呈浮いた位置から、鏡背面を上に向け、溝

跡底面に平行するかたちで出土した。

推定直径7.2cm、内区径5.2cm、縁厚 1mm、紐厚3mm、

現存重星18.9 gを測る。薄くて軽い凹面鏡で、表面に

は研磨の痕跡がみられる。外区の 3分の 2が欠損して

いる。縁形は蒲鉾式細縁、界園は単圏細線、紐形は裁

頭円錐形索紐である。紐には孔がなく、鏡縁部に穿孔

第19号溝跡（第213~217• 239図）

103-95 • 96グリッドから108-107グリッドにかけて

検出された。第16地点における SD99はSD19の続き

であろうか。東端部については、埋没谷を南東に縦走

するが、調査区南東端の手前で溝跡壁面の立ち上がり

が消滅した。

検出し得た範囲内で長さは116.4m、幅は1.5~18

m・深さは0.5~0.6mを測る。 N-105 -Eの方位で

東流する。

底面はほぼ平坦で、壁面は溝跡力嗜ミく残っている部

分（断面E E'、R-R’＝第227図）では比較的急勾

配で立ち上がり、断面は逆台形を呈する。

断面M-M＇（第 214図）は、 SD19を直行する断面で

はなく斜めに切っているために、図上では実際のSD

19よりも幅広なものとなってしまっている。 1層～ 3 

層は覆土的にも、底面のレベル的にも SD19といえよ

北島遺跡第 14地点

残存 備 考

台55 ロクロ成形底：旧転糸切り離し後回転箆削り

台35 ロクロ成形底：回転糸切り離し後周辺箆ナデ高台貼付

台25 ロクロ成形底：回転糸切り離し(R)後高台貼付

台45 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付

台25 ロクロ成形（外面箆ナデ）底：回転糸切り離し後高台貼付

台35 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付

台25 ロクロ水挽き成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

台55 ロクロ成形底：回転箆削り(R)後高台貼付

台75 ロクロ水挽き成形底：回転箆削り後高台貼付釉薬：演け掛け

台30 ロクロ水挽き成形底：糸切り離し後高台貼付釉薬：漬け掛け

がされている。文様は外区が飛雲文、内区は一対の瑞

花文であろうか。

135:鉄製の刀子と思われる。銹化著しく原形をと

どめない。欠損部分も非常に多く、切先と基部の一部

分が遺存しているのみであった。鍛造。

136：土錘。 CH、一方の端部を欠く。灰褐色。焼成：

普。現存長3.4cm・最大径0.7cm、現存重量1.8g。

137:土錘。 ACDH、完形、明褐色。焼成：普。長

さ6.4cm・最大径3.3cm・孔径1.0cm、重さ54.2g。

う。しかし 4層以下については、砂質よりもシルト質

が強くなり覆土の様相も異なっている。

4層以下は、 SD19に切られている別個の遺構であ

る可能性が高いと思われる。 1層中には浅間B軽石が

混入しているのが観察できた。

既に述べたように、調査期間と調査時における安全

性の問題から、幅や深さがある程度の規模をもつ溝跡

については、小型バックホーによる粗掘りを行わざる

を得なかった。そのため、数多くの溝跡が重複関係に

あるが、その大部分については残念ながら新旧関係を

とらえることができなかった。

SD19についても同様で、重複するいずれの溝跡と

も新旧関係は不明である。

遺物の出土は比較的多く、図化し得た遺物は計28点

であった。
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第234図 第 2 • 3 • 4号溝跡出土遺物
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第80表 第 2号溝跡出土遺物観察表（第234図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 上師器杯 (11.8) 2.3 ACE 口15 （外）：横ナデ

2 土師高台杯 2 2 8.2 ACE 不良 明荼褐色 台50 ロクロ成形 C貼付高台

3 須恵器杯 12.0 3.3 5.2 BEH 将通 暗灰青色 底100ロクロ成形 RC

4 須恵器杯 1.0 (5 6) BDE 普通 白灰色 底30 ロクロ成形 RC

5 土師器杯 (10 4) 3.6 5 8 ADEF 蒋通 白橙褐色 底100ロクロ成形 RC

6 上師器甕 (25.1) 7.6 ACE 普通 暗荼褐色 口30 器面風化日：内外面横ナテ胴（外） ：箆削りか（内） ：箆ナデ
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7は耳環である。鉄製であるが、本米は鉄地金銅貼

りであり、現況では地金の部分のみが遺存していると

第81表 第 3号溝跡出土遺物観察表（第234図）

北島遺跡第14地点

思われる。地金部分は完形といえる。遺存状況は比較

的良好。直径2.5cm・芯径0.5cm、現存重量11.4g。

番号 器秤 「1径器高底径

1 須恵器杯 一 1.0 I 6.0 

2 須恵器杯 一 1.4 I 6.4 

3 緑釉llll I (11_9) I 5.6 I 2.5 

胎士

AEH 

BEH 

焼成I色調 I残存 備

イサ良黄橙褐色底50 ロクロ成形 C 底：箆記号

普通暗青灰色底25 ロクロ成形 RC

普通濃緑色底100ロクロ水挽き成形釉の剥離多

考

4は紡錘車である（土製）。 ACEH、残存率6砂ヽ ー゚セ

ント。黒褐色、下面は黒色。焼成：普通。造りは粗く、

形状は歪んでおり、表面は荒れている。上径(2.2)cm・

下径4.7cm・厚さ1.8cm・孔径1.0cm、現存重量28.3g。

第82表 第 4号溝跡出土遺物観察表（第234図）

番号 器種 11径 益ロロ 古向— 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 2.6 6.0 BCE 普通 白灰色 底50 ロクロ成形底：糸切り離し後杯部（外）端部を手持箆削り

2 七師高台碗 1.6 6.3 ACDE 普通 明橙褐色 台100ロクロ成形 C後貼付高台内黒処理

3 上師高台杯 2.2 6.3 ACE 将通 明荼褐色 底85 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付

4 土師高台碗 7 0 9.2 AE 不良 明褐色 台100ロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台

5 士師器杯 11 5 3 5 6.0 AEFH 普通 黄橙褐色 底100ロクロ成形内面にタール状のスス付着灯明llll? 

第235図 第 5号溝跡出土遺物
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第83表 第 5号溝跡出土遺物観察表（第235図）

番号 器 種 ロ径 益＂＂ 古向 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師質杯 11.3 2.9 6 3 AE 不良 黄橙褐色 1155 ロクロ成形か C 器面風化著しい

2 土師質皿 (11 6) 3.1 6 0 AE 普通 暗黄褐色 底70 ロクロ成形か C 器面風化

3 七師質杯 (12 0) 2.8 AEF 普通 暗橙褐色 口45 ロクロ成形体（外）：箆削り

4 土師質杯 (11.0) 3.1 AEF 稗通 明橙褐色 ロ25 ロクロ成形体（外）：箆削り

5 上師質杯 11.2 3.4 6 2 AEF 普通 明黄褐色 底95 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後粗いナデか

6 上師質杯 10.1 3.3 5 0 ADE 不良 黄橙褐色 底90 ロクロ成形 C 器面風化粋しい

7 土師質杯 10 5 3.1 5 1 ADE 不良 明褐色 日55 ロクロ成形 RC

8 土師質杯 10. 7 3.2 5 5 AE 不良 明荼褐色 底100ロクロ成形 RC器面風化著しい， 土師質杯 (12.0) 2.2 ADE 不良 明褐色 日30 口：内外面とも横ナデ体：内外面ナテか器面風化

10 t師質杯 (13. 9) 2.7 AEF 不良 明橙褐色 口15 ロクロ成形か

11 上師質杯 (14.8) 3.4 ADEF 不良 明褐色 l 125 ロクロ成形器面風化

12 上師高台杯 13.8 5.3 ABE 不良 明橙褐色 日70 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付か器面風化著

13 七師高台碗 3.6 7 6 ACD 普通 日橙色 台45 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付か

14 土師器甕 (12.3) 4.4 AEF 普通 荼褐色 日20 日：内外面とも横ナデ器面風化内外面ともスス付着

15 灰釉碗 3.7 7.7 DE 普通 灰白色 台95 ロクロ水挽き成形底：糸切り離し後高台貼付竹塗りか

16 七師高台杯 1.8 5.9 ACE 不良 黒灰色 底90 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付

17 土師点台碗 2.2 6 9 ADEF 不良 明茶褐色 底95 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付器面風化

18 土師器鉢 (19.8) 12.9 8.8 ADE 不良 黄橙褐色 底95 日唇～底（内）：箆磨き日縁～底（外）：箆削りか内黒処理

第84表 第 7号溝跡出土遺物観察表（第236図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 (4.6) 2.7 (12.6) DEH 不良 白灰色 底25 ロクロ成形天井部：回転糸切り離し

2 土師器杯 (11.1) 2.2 AEFH 普通 橙褐色 口15 口：内外面とも横ナデ底（外）：箆削り

3 須恵器杯 2.7 (6.0) 普通 灰褐色 ロクロ成形底：阿転糸切り離し (R)後周辺箆削り

4 須恵器罫 1.5 5.6 AEH 評通 白灰色 底65 ロクロ成形 RC

5 須恵器杯 0.7 (5.8) CEH 普通 灰白色 底45 ロクロ成形 RC

6 須恵器坪 2.0 (7.6) DF 普通 灰黄色 底40 ロクロ成形底：糸切り離し後箆削り

7 須恵高台杯 2.9 (7.8) BE 評通 暗青灰色 底25 ロクロ成形底：糸切り離し (R)後高台貼付

8 須恵器坪 2.6 6.7 ABCEH 良 青灰色 台95 ロクロ成形底：糸切り離し (R)後高台貼付， 上師高台杯 12.8 4.8 6.3 CDE 普通 黄褐色 口95 ロクロ成形底：糸切リ離し後高台貼付か体（外）：墨書か

10 土師高台杯 12.3 4.9 6 6 AEH 不良 灰褐色 完形 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付か器面風化

11 上師高台杯 (11.0) 3.2 6.0 AEFH 普通 白橙色 底100ロクロ成形底：阿転糸切り離しか貼付高台

12 土師高台杯 (1 4. 5) 4.6 ADEF 許通 明褐色 1130 ロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台

13 土師高台杯 (13.5) 5.6 6.8 ACE 不良 黄橙色 台100ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

14 土師高台杯 14.7 5.5 AEFH 普通 白橙色 口40 ロクロ成形底：阿転糸切り離しか器面風化

15 土師質杯 (12.2) 3.0 ADEF 普通 白橙色 口20 ロクロ成形

16 上師高台杯 3 1 6 8 ADEF 普通 白橙色 台100ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付

17 土師高台杯 2.3 7.6 ADEF 普通 白橙色 台8 ロクロ成形底：阿転糸切り離しか貼付高台

18 七師偉j台杯 3.6 9 0 ADEF 不良 黄橙褐色 底35 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

19 土師質杯 (10.5) 3.3 5.4 普通 黄橙褐色 底100ロクロ成形 RC底面に亀裂焼成時のものか

20 土師質杯 11.8 3.7 5.8 ACDE 普通 白橙色 口50 ロ：内外面とも横ナデ体（外）：ナデ底（外）：箆削り

21 須恵長頸坪 8 5 8.2 DEH 普通 暗灰色 口55 ロクロ水挽き成形内外面に自然釉付着

22 士師器甕 (18.1) 3.9 ADEF 普通 黄橙褐色 口15 日：内外面横ナデ頸（外） ：指押えとナデ

23 土師器甕 (19.9) 4 1 ACEF 将通 明荼褐色 口10 日：内外面とも横ナデ胴（外）：箆削りか（内）：箆ナデ

24：砥石。（凝灰岩製）。両端部を欠損する。 4面と

も使用しており、細かな条線がみられる。現存長8.0

第85表 第 8号溝跡出土遺物観察表（第236図）

cm・幅4.0cm・厚さ3.9cm、現存重量149.0 g。

25：士錘。 ACF、黒褐色。焼成：普、現存重量3.7 g。

杯

皿

杯

三

『
1

2

3

 

号釆
田

三
胎七

ADE 

ADE 

E 

焼叫色調 I残存 備

イヽ良 白灰色 口15 ロクロ成形

普通 明褐色 底25 ロクロ成形か器而風化著しい

普通明褐色 底30 ロクロ成形か

考
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北島遺跡第14地点

第236図 第 7 • 8号溝跡出土遺物
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第237図 第17号溝跡出土遺物(I)
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北島遺跡第14地点

第238図 第17号溝跡出土遺物(2)
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第86表第17号溝跡出土遺物観察表（第237• 238図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 (10 7) 4.0 5 6 ACDE 不良 明荼褐色 底55 ロクロ成形 c
2 七師器杯 11 7 3.8 5 0 ADE 不良 明橙色 底100ロクロ成形 RC

3 須恵器杯 (12.2) 3.9 5.6 AEF 不良 臼橙色 底60 ロクロ成形底：箆削りか

4 土師器杯 (12 0) 3.6 6.6 AEFH 普通 黄橙褐色 口15 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

5 土師高台杯 (13 1) 5.3 6 2 ADE 不良 黄橙褐色 底70 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付

6 土師高台碗 4 6 9.0 AE 不良 明褐色 台50 ロクロ成形底：糸切り離しか貼付高台器面風化

7 土師器杯 (11 7) 3.6 (5.6) AEF 普通 黄橙褐色 日20 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

8 上師器杯 (11.8) 3 5 (5.5) ACEF 許通 黄橙褐色 底40 ロクロ成形体～底（外） ：箆削りか， 土師器杯 (12 0) 3.9 (5.4) AEFH 普通 暗橙褐色 底55 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

10 上師器杯 (12.5) 3.9 (5 8) AEF 普通 黄橙褐色 口25 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後指押えか

11 土師器坑 11.8 3.7 6.6 ACEF 普通 明橙褐色 底100ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：指押えとナデか

12 土師器杯 11 6 3.6 5.9 AEF 普通 黄橙褐色 底65 ロクロ成形体―ド（外）：箆削り底（外）：箆削り後指押えか

13 上師器杯 11 8 3.7 6 4 AEH 曹通 明橙褐色 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後指押え

14 土師器坑 11.8 3 7 6.2 AEF 普通 黄橙褐色 底95 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

15 土師器杯 12.2 4.6 5.7 ABEF 普通 貿橙褐色 底95 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後ナデか

16 土師器杯 11 9 3.6 6.1 AEF 普通 明橙褐色 口70 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

17 上師器杯 11.9 4 0 5.6 AEFH 普通 明褐色 底80 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

18 七師器江 12 8 3.6 6.1 AEF 普通 明橙褐色 口45 ロクロ成形体（外）・箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

19 土師器杯 (11.6) 3 6 5.8 AEFH 普通 黄橙褐色 底95 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

20 上師器杯 12.0 3 3 6.5 AEFH 普通 明橙褐色 口80 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

21 土師器杯 12 3 3.8 6.4 ACEF 普通 黄橙褐色 底100ロクロ成形体～底（外）：箆削り

22 土師器杯 12.0 3 5 6.1 AEF 普通 黄橙褐色 日55 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

23 土師器杯 12.1 3.6 6 1 AEFH 普通 黄褐色 底75 ロクロ成形器面風化著しい体下・底（外）：箆削り

24 土師器j;不 11 9 4.7 6 6 AEF 将通 明褐色 口70 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

25 土師器杯 12.1 3 8 6.0 AEF 不良 灰橙色 l] 70 ロクロ成形体（外）：箆削り底（外）：箆削り後周辺指押え

26 土師器杯 11.6 3.9 5.9 AEF 普通 明橙褐色 口50 ロクロ成形体～底（外）：箆削り

27 七師器甕 (18.8) 6 0 ACEF 不良 暗荼褐色 口15 器面風化日：内外面横ナデか胴上（外） ：ナテか

28 灰釉高台杯 1.4 (7.0) DE 普通 白灰色 台40 ロクロ成形 c
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第239図 第19号溝跡出土遺物
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第87表 第19号溝跡出土遺物観察表（第239図）

番号 器種 ロ径 在"a・卜 古戸j← 底 径 胎土 焼成 色調

1 土師質皿 (10.2) 2.5 5 0 ACE 普通 黄橙褐色

2 上師質杯 (11. 4) 4 5 ACEF 普通 黄橙褐色

3 土師質杯 12.8 3.5 6 6 ACDE 不良 日橙色

4 須恵器杯 (12.0) 3.4 6.4 AEH 普通 青灰色

5 須恵器杯 12.6 3.4 6.7 ACE 普通 灰白色

6 須恵器杯 12.2 3 6 5 8 EH 普通 黒灰色

7 須恵器杯 (12.6) 3 4 6 0 EH 普通 青灰色

8 須恵器杯 12 5 3.4 6.1 EFH 将通 白灰色， 須恵器杯 (12 3) 3.8 5 9 EH 普通 暗灰色

10 須恵器杯 (12 1) 3.2 DEH 普通 黒灰色

11 須恵器杯 1.2 5 9 EH 不良 暗灰色

12 須恵器杯 1.2 6.5 AEH 不良 灰橙褐色

13 須恵器杯 1.5 (6.0) AEH 普通 暗荼褐色

14 須恵器杯 2.2 5.8 CDEH 不良 灰白色

15 須恵器杯 1.5 (4.3) EH 普通 青灰色

16 須恵器杯 1.4 (6.2) DE 不良 白灰色

17 須恵器杯 1 4 6.1 AEH 普通 暗荼褐色

18 須恵器杯 0.8 6.7 EH 普通 臼灰色

19 須恵器杯 2.3 5.6 BEH 普通 緑灰色

20 須恵高台杯 2 5 7.7 良 青灰色

21 須恵器碗 1.4 (8 9) ADEH 普通 灰白色

22 須恵器鉢 (28.0) 8 0 CEH 不良 臼灰色

23 須恵器甕 6.8 8 5 BEH 普通 灰臼色

24 灰釉高台杯 1.6 (7.1) ACE 普通 灰白色

25 灰釉高台碗 2.5 (8.0) DE 将通 白灰色

26 灰釉高台杯 2.7 (7. 7) DE 普通 白灰色

27 灰釉皿 (13.4) 3.4 (8.0) BDE 普通 灰白色

28 灰釉杯 (15.8) 5.3 (6.8) DE 普通 薄緑灰色

第22号溝跡（第213• 240図）

104・ 105-97グリッドにかけて検出された。 SD18と

重複するか新旧関係は不明である。やや西に振れなが

ら南に流れ、谷地形に届いて終わると思われるが、北

側については溝跡壁面の立ち上がりが失われており、

どこから始まっているかは不明である。

検出し得た範囲内で長さは4.5m、幅0.7m・深さ0.2

mを測る。 N-16Z-Wの方位で南流する。

溝跡底面はほぼ平坦で、壁面の立ち上がりは緩やか

であり、断面形状は逆台形を呈する。

遺物の出土は少なく、図化し得た遺物は計 3点で

あった。

第32号溝跡（第217• 218 • 240図）

103・ 104-108グリッドにおいて検出された。第14地

点の北東端に相当する。第16地点のSD93が、本溝跡

と同一遺構との可能性も考えたが、むしろ SD33がよ

り可能性が高いと推定した。

北島遺跡第14地点

残存 備 考

底80 ロクロナテ底：囮転糸切り離し

日30 ロ：内外面とも横ナデ内外面とも少星のスス付着

底100ロクロ成形 RC

底65 ロクロ成形 RC

底100ロクロ成形 RC

底95 ロクロ成形 RC

底100ロクロ成形 RC

底90 ロクロ成形 RC

底85 ロクロ成形 RC体（外）：墨痕判読不nJ

口30 ロクロ成形

ロクロ成形 RC

底100ロクロ成形 RC

底45 ロクロ成形 RC

ロクロ成形 RC

底25 ロクロ成形 RC

底35 ロクロ成形 RC底：内外面に墨痕内面は「南」か

底90 ロクロ成形 RC底（内）：墨書「風間」か

底95 ロクロ成形 RC底（外）：墨痕「日上」か

底100ロクロ成形 RC底（内）：墨痕「 H上」（外）：墨痕「上」

底100ロクロ成形 RBa後高台貼付墨痕（外）：「上」

底45 ロクロ成形底：回転箆削り(R)後高台貼付

ロクロ成形

台100ロクロ成形回転箆削りか貼付高台

底35 ロクロ水挽き成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

台40 ロクロ水挽き成形底：箆削り後高台貼付

底35Iロクロ水挽き成形底：回転糸切離か貼付高台スス付着

台40 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

底25 ロクロ水挽き成形貼付高台

第16地点では、本溝跡の痕跡が失われているのであ

ろうか。東側については調査範囲外に続き、谷地形を

縦断するように東流すると思われる。

検出し得た範囲内で長さは8.6m、輻は1.45m・深さ

は0.95~1.45mを測る。 N-115 Eの方位で東流

する。

溝跡底面は平坦面または凹面状であり、断面形状は

逆台形もしくはU字状を呈し、後者では壁面の立ち上

がりがきわめて急勾配である。

調査範囲の小規模さに較べて遺物の出土は比較的多

く、底面から30c碕呈のレベルで、投棄されたと思われ

る状況で検出された。その中で、図化し得た遺物は計

7点であった。

第34号溝跡（第215• 217 • 218 • 240図）

第14地点では103-105グリッドから105-109グリッ

ドにかけて検出された。第16地点のSDllOは本溝跡

と同一遺構であると思われる。
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第240図 第22• 32 • 34 • 35号溝跡出土遺物
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北島遺跡第14地点

第88表 第22号溝跡出土遺物観察表（第240図）

番号 1 器秤 I l] 径 1器高 1底径 1 胎t |J:尭成 1 色講］ I 残存 備 考

1 土師高台杯（13.8)I 5.o 台5.6

2 土師器杯 12. o I 4. 5 I 4. 3 

3 須恵大甕 ― 8.1 

AEFH 不良暗褐／黒色台45 ロクロ成形器面風化著 C後高台貼付か

AEFH 不良暗橙褐色底95 器面風化口：内外面とも横ナデ

良 黒灰色 ーロクロ成形

第89表第32号溝跡出土遺物観察表（第240図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 11 6 4 3 5.9 BDE 良 青灰色 底100ロクロ成形 RC器形歪む

2 

3 土師器甕 (24.0) 6.1 ADEF 普通 明荼褐色 口15 器面風化口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

4 土師器甕 21 0 12.2 ACEF 普通 明荼褐色 口80 器面風化著口：内外面横ナテ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

5 土師器甕 18 6 10.8 AEFH 普通 明荼褐色 日95 器面風化著口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

6 土師器甕 7.0 4 4 ACEF 普通 明荼褐色 底100（外） ：箆削り（内）：箆ナデ

7 土師器甑 12.2 (14.6) E 普通 白灰色 底15 胴・端部：内外面ナデ・箆削り底：内外面箆調整

第90表第34号溝跡出土遺物観察表（第240図）

番15̂1ノ頁：ごし： I 1:21:I門竺1: :蚤 I胎DE土 1::I ：［火： I二：）Iロクロ成形 RC 備

考

まず第14地点内でのSD34では、長さは38.0m・輻

は1.2~1.3m・深さは0.9~1.lmを測る。 N-11g

-Wの方位で東流する。ほぼ直線状であるが南北108

グリッド線付近で南に屈曲する。

第16地点 SDllOは、 96• 97-94グリッドから

102-102グリッドにかけて検出されている。検出され

ている範囲内での長さは84.2m ・輻は0.8~ 1. 2m• 深

さ1.3~1.6mを測る。南北98グリッド線付近でやや屈

曲するが、ほぼ直線状を呈する。溝跡はN-120° -W  

の方位で東流する。

溝跡底面は輻30cm程の平坦面で、壁面はやや緩やか

ではあるものの、直線的に立ち上がる。

第14• 16地点合わせた長さは、両地点の中間部分を

含めて約150mで、今回の調査で検出された溝跡の中

でも、最も長い溝跡の 1つである。 SD34は部分的に

やや蛇行するものの、全体的にはほぽ直線状であると

いえよう。

断面A-A'（第218図）・断面F-F’ （第405図） に

よると、基本土層VI層を掘り込み、 V層に覆われてい

るのがわかる。

遺物の出土はきわめて少なく、図化し得た遺物は第

14地点のSD34では 1点のみ、第16地点SDllOでは

3点であった。

第35号溝跡（第215• 216 • • 240 • 408 • 409 • 417図）

SD35も、第16地点から第14地点に亘っている。第

16地点では、 96-107グリッドから102-105グリッドに

かけて検出され、第14地点では103-104グリッドから

107-103グリッドにかけて検出された。

また、第13地点のSD3も本溝跡と同一遺構である

と思われる。第13地点の北側の第10地点内は通らず、

東側にそれていると考えられる。南側は谷地形に合流

して、溝の立ち上がり力哨肖滅する。

第13地点も合めて、検出された長さは117.Sm・幅は

2.3~3.05m・深さは0.95~1.7mを測る。

溝跡底面は幅30~40cm程の平坦面で、壁面は直線状

に開き、プランは非常に明瞭である。 N-15S-Wの

方位で南流する。

出t遺物はきわめて少なく、図化し得た遺物は第14

地点•第16地点とも各 1 点の、計 2 点であった。

SD35出土の遺物は鉄滓と思われる。鍛冶滓か。荼

褐色～暗荼褐色。

全体的に凹面が多くみられるが、発泡は少ないとい

えよう。法量は5.5X4.3X3.0cm、重さ37.4gを測る。

第54号溝跡（第215• 216 • • 241図）
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第241図 第54号溝跡出土遺物
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107-105グリッドにおいて検出された。土壊とすべ

きであるかも知れないが、北西から南東へ走る溝跡の

1つが、谷地形に合流することによって立ち上がりが

失われた状態と判析して溝跡として扱った。

検出し得た範囲内での長さは4.2m·輻は1. 2m• 深

さは0.25mを測る。 N~l33゜ ーの方位で南流する。

投げ込みと思われる獣骨は 2箇所で数点ずつ出士し

た。

図化し得た遺物は計7点であった。

第91表 第54号溝跡出土遺物観察表（第241図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器江 1. 4 6.2 CEH 普通 青灰色 底100ロクロ成形 RBb
2 須恵器杯 1. 7 7.1 DEH 普通 臼灰色 底60 ロクロ成形 RBb底に箆記号

3 須恵器杯 (12.8) 3.2 6.1 ABE 不良 暗灰色 底100ロクロ成形 C
4 須恵器杯 1.0 6.7 BDE 将通 白灰色 底100ロクロ成形 RC
5 須恵器杯 0.8 5.9 ACE 普通 白灰色 底85 ロクロ成形 RC底（内）：黒痕「西」

6は土錘である。一方の端部を欠損する。橙褐色を

基調として黒斑がみられる。胎土は ACHを混入す

る。残存率は8和ゞーセントである。

焼成は普通。表面は荒れており、ザラザラしている。

現存長は3.6cm•最大径は1. 3cm・孔径0.3cm、現存重量

は6.9gを測る。断面形は円形を呈する。 SD54南土器

群からの出土。

7は土錘。一方の端部を僅かに欠損している。明荼

褐色を基調として黒斑がみられる。胎土は ACHを混

入する。残存率は9和ゞーセントである。

焼成はやや不良。表面は荒れており、ザラザラして

いる。全長は4.8cm•最大径は1.9cm・孔径0.3cm、現存

重量は13.5gを測る。断面形は楕円形を呈する。
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(10) グリッド出土遺物・表面採集遺物

今回の発掘調査において、表土掘削以前・掘削中、

さらに遺構確認作業中に数多くの遺物が検出された。

第14地点でも数多くの遺物力浙鉗忍された。表土掘削

第242図 グリッド出土遺物
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第92表 グリッド出土遺物観察表（第242図）

番号 器種 ロ径 4＂ 呑＂ 古向 底径 胎七 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 11 6 4 2 5.5 AEFH 普通 白橙色 底95 口：内外面横ナテ体～底（外）：箆削り（内）：箆ナデ

2 土師器杯 12.2 4.4 6.2 ACEF 普通 明橙褐色 完形 日：内外横ナデ体上半（外）：指押えとナテ体～底（内）：ナデ

3 土師器杯 11.4 4.4 5.2 ADE 普通 白橙色 口70 日：内外横ナデ体上半（外）：指押えとナデ体～底（内）：ナデ

4 土師器杯 12 4 4.2 5.4 AEF 許通 嗚色／黒灰 底100口：内外面横ナデ体上半（外）：指押え体～底（内）：ナデ

5 土師器杯 12.3 5.2 5.2 AEF 不良 暗灰橙色 口50 ロ：内外面横ナテ体上半（外）：指押えナデ体～底（内）：ナデ

6 七師器杯 (12. 3) 4.1 5.3 AEF 普通開色／暗灰 底90 ロ：内外面横ナデ体上半（外）：指押え体～底（内）：ナデ

7 土師器杯 12.1 3.6 5 7 AEF 普通 白橙色 日85 日：内外面横ナデ体上半（外）：指押え体～底（内）・ナデ

8 土師器杯 12.8 4.6 5.1 ACEF 将通 黒色／暗灰 口70 日：内外趾横ナテ体上半（外）：指頭押え体～底（内）：ナデ， 士師器杯 12.5 4.5 5.5 AEF 普通 明橙／臼橙 口90 口：内外面横ナデ体上半（外）：指頭押え体～底（内）：ナデ

10 土師器杯 (12.6) 4.4 5.3 AEF 普通 黒灰／白橙 底100ロ：内外面横ナテ体上半（外） ：指押え体～底（内） ：ナデ

11 須恵器坑 12.5 4.4 4.8 ACEF 不良 関色／黒灰 底100日：内外面横ナデ体上半（外）：指頭押え体～底（内）：ナデ

量以前のもので、原位置を失う可能性のある遺物は表

面採集遺物として取り上げを行った。

基準点測量終了後で、調査範囲内にグリッド杭が設

置されて遺構に検出された遺物については、帰属遺構

か確定するまで極力出上位置に残すこととした。

最終的に帰属遺構が確定できなかった遺物、および

遺物周辺に遺構が検出さなかった遺物については、グ

リッド名を付して取り上げを行うこととした。

ここではこれらの中から、図化し得る遺物を掲載す

る。グリッド出土遺物は12点、表採遺物 2点の計14点

である。

1~11（第242図）はいずれも土師器質の杯である。

これらの遺物については大グリッドをさらに小グリッ

ドに分けて取り上げを行った。

まず 9X9mの大グリッド内に、 3X3mの小グ

リッドを 9つ設定し、これに北西端から西へ小文字で

a~C、中段を西から d~f、さらに南西端を西から

g ~ iとした。

第243図表面採集遺物

□
 

13 

I□□ 
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I I I 1 : 3 

こうして大グリッドと小グリッドを組み合わせて、

108-96-gGといった表記を行った。

1~11は、いずれも遺物観察表（第92表）内では表

記の余裕がなかったため、ここに列挙しておきたい。

以下、 1: 108-96-e・ g、 2: 108-96-h、3: 108-96、

4 : 108-96-h、5: 108-96-h、6: 108-96-e、7: 

108-96、8: 108-96-e • g、 9: 108-96-g • h、10:

108-96-h、11: 108-96-eである。

この付近は谷部に接近しており、遺構確認面に達す

るまで、谷の埋没土が顕著であった。そのため、遺構

としてのSD7を認識し得た時点にはかなりの数の遺

物が出土してしまう結果となった。

1 ~11の遺物はこうした状況で出土した物であり、

位置的にみて、 SD7の覆土上層に位置していた可能

性が高いと思われる。

12は土製紡錘車である。外面は黒褐色で、焼成は良

好。遺存度4汐ゞーセント程で、これからみた法贔は、

上径 (3.3)cm。下径（4.4) cm、厚さ2.5cm、孔径 (0.

7) cm、現存重量23.5gである。なお、括弧（ ）付の

数値は推定値を意味する。

紡錘車の胎士はC+D+E+Hである。

13は表採遺物である。不明石製品、軽石製。側面部

と下面を一部欠損している。現存長8.0cm、現存幅6.2

cm、現存厚3.7cm、現存重量108gを測る。

14は表採遺物である。モモの種。乾燥しており、遺

存状況は比較的良好。法量は、長さ2.7cm、輻2.2cm、

厚さ1.5cm、重量3.4gを測る。

-260-



北島遺跡第15地点

3. 
概

第15地点

要

今回調査を行った 3地点の中で、第15地点は最も面

積の小さな調査地点であり、位置的には第14地点とと

もに北島遺跡の最南端部に相当する。本地点のすぐ南

側は現：新星川の河川敷で、 この部分での遺構確認調

査においても、遺構はまったく検出されなかった。

調査区は全体的に平坦で、本地点最南端部付近から、

新星川の河川敷に向かって緩やかな下り勾配となる。

他の調査地点と同様に湧水の影響は大きく、冠水と

排水の繰り返しによって遺構が損傷したり、遺物が現

位置を失うことが少なからずあった。

本地点でも 8世紀代から11世紀代、および中近祉に

亘っている力湘見ね9世紀代を中心とし、溝跡に対し住

居跡群力河甜開的に先行しているといえる。

10~11甘紀代の遺物は、主として第14地点北西部・

第15地点•第16地点の西部を主としており、分布域が

ある程度限られているといえる。

検出された遺構は住居跡34軒．掘立柱建物跡9棟・

溝跡29条・土壊28基・ピット 14瑾、および道路状遺構

1基であった。

この他に遺構は検出されていないものの、縄文時代

晩期末～弥生時代中期の土器・石器力湘糾iされている。

注目される遺構として、古代の道路状遺構が挙げら

れる。 この道路状遺構は、

られる以上、

SB9 (2 X 3 間庇付•第

331図）を回り込むように116度の角度で屈曲して、東

西辺は西に向かう。両者は併存していた可能性が高い

と思われる。そして、南北辺は南へ向かっている。当

時の流路と現：星川の流路が一致しているとまではい

えないが、基本的に現在の河川敷の内側であると考え

この道路状遺構は川の方向へ向かってい

ると思われ、河川と道路との関係は興味深いといえる。

第244図 第15地点全体図
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(1) 住居跡

第 1号住居跡（第245• 247図）

108-79 • 80グリッドに位置する。本遺構の北半部は

調査区北側に続く。 SJ2を切る。コーナ一部分はや

や丸味をもつ。東西x深さは4.23X0.15mである。主

軸方向はN-3°-WもしくはN-8T-Eを指す。検

出し得た南北規模は1.93mである。

調査し得た範囲内では、輻15~20cm・深さ 5cm前後

の周壁溝が巡るが、全体的に不明瞭である。

住居中央部を掘り残すドーナツ状の掘り方をもち、

地山ブロックと黒色土からなる混合土で埋め戻してい

る。床面は比較的柔らかなものであった。

SJ 2を埋め戻して、本住居跡を構築していると思

われる。土層断面の観察からは、壁外構造物は認めら

れなかった。西南コーナー付近では、確認面から床面

にまで、炭化物が分布していた。遺物はいずれも覆土

中からの出土である。

図化し得た遣物は、土師器杯1・甕2、須恵器杯1.

甕 1、土錘 1の、計6点であった。

第245図第 1号住居跡
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基本土層

I 暗灰褐色シルト 白色バミス微量

II 黒褐色シルト 白色バミス微景

III 灰褐色シルト

w 黒褐色シルト FA直上

v 黒褐色シルト 遺構確認面

第 1号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)・炭化物粒子少
2 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 8 cm)多、ロームプロック(¢ 2 cm)・焼土粒'f(の 0.8 cm)少
3 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 8 cm)多、焼土プロック(¢ 1 cm)・炭化物粒子少
4 暗褐色土 ロームプロック(¢ 2~3 cm)多

5 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 8 cm)・焼土プロック(¢ 1~2 cm)多、炭化物少
6 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 8 cm)・ロームプロック(¢ 1~2 cm)多、焼土粒子・炭化物粒子少
7 暗褐色土 ロームプロック(¢ 3~5 cm)・炭化物粒子少
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北島遺跡第15地点

第246図第 I• 2号住居跡
B B' 

A

一

第 2住居跡掘方

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・ロームプロック(¢ 1 cm)少、焼土プロッ

ク（¢ 1~2 cm)多

2 暗褐色土 燃焼部埋め戻し（貼床か）、ロームプロック(¢ 1~2 cm)少
3 黒色土 炭化物粒子・焼土粒子 (¢0.Scm)・焼土プロック（¢ 1 cm)多

言
C C' 

A' 

第 1号住居跡ピット土層

A 1 黒褐色土 ローム粒子(¢ 5~0  

. 8 cm)・炭化物粒子少

2 黒褐色土 1層に近似、粘性あり、

灰褐色粘上少

3 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)

多

4 黒色土 焼土粒子 (¢0.8cm)・

焼土プロック(¢ 1 cm)・ 

炭化物粒子多

゜
L=24.0m 2m 

第247図 第 1号住居跡出土遺物

二／，

＼ 
I ¥ 4 

て ―] I2 7
 

3
 

9
仔
心

口こ5

€) 

゜
1 ~ 5 10cm 

I: 4 
0 6 5cm 
1,  1 1 : 3 

第93表 第 1号住居跡出土遺物観察表（第247図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 02.0) 2.7 ACE 普通 荼褐色 口15 器面風化口：内外面横ナデか体（外）：箆削りか掘方

2 土師器甕 (19 4) 3.3 ACDEFH 普通 荼褐色 口15 日：内外面とも横ナデ

3 土師器甕 (20.0) 3.9 AEFH 普通 明荼褐色 口15 日：内外面とも横ナデ

4 須恵器杯 1.5 (5. 7) DEH 普通 灰白色 底25 ロクロ成形 RC

5 須恵器甕 4.7 (11.6) EGH 良 暗灰褐色 ロクロ成形胴下端部（外）：箆削り胴～底：一部自然釉付着
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6は土錘である。荼褐色を基調として黒斑かみられ

る。完形。

胎上は AEFHを混入する。焼成はやや不良。表面は

荒れており、ザラザラしている。

全長は6.0cm•最大径は1.1cm・孔径は0.3cm、重量は

7.60g。中央がやや膨らむものの細長く、最大径に対

して孔径の比率が高いといえよう。断面形は円形を呈

する。掘り方内からの出土である。

第 2号住居跡（第246• 249 • 248図）

108-79グリッドに位置する。 SJ1に切られる。プ

ランは隅丸長方形を呈する。長径x短径X深さは3.

60X 2. 56X O. 24mである。主軸方向はN-81°-Eで

ある。 SJ 1によって、埋め戻されている状況であっ

た。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央よ

第248図 第 2号住居跡出土遺物
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ロ

り、やや南寄りに設けられている。全長0.99m・焚ロ

幅0.64mを測る。 7• 8層は掘り方、 3層は焚日部～燃

焼部、 4層は煙出しに相当すると思われる。 1層は、

天井部の崩落土であろうか。燃焼部は箱形を呈して僅

かに窪む程度であり、緩やかに煙道部に続き、煙出し

部に至る。燃焼部はほとんど焼けていない状況であっ

た。袖部は確認されていない。

カマド前面力特に掘り下げられた掘り方は、地山ブ

ロックと黒褐色土との混合土で埋め戻されている。住

居跡中央は、床面の硬化が認められた。貼り床は不明

瞭ではあるものの、 2枚までは確認できた。周壁溝で

は、板材と思われる壁材の痕跡が、部分的にではある

ヵ可忍められた。

図化し得た遺物は、計10点であった。

9は紡錘車である（凝灰岩製）。緑白色。残存率5!Yゞ一

二 ＼ ピーーク
I ¥ 4 

I I 

□ ロー［／＿〖 a □] 
＼I ーロ＝

二ロニ
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1 ~ 8 10cm 〔一口）

1 4 ↑ ゜
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第94表 第2号住居跡出土遺物観察表（第248図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 (11.3) 2.5 ACDEF 不良 暗褐色 口15 器面風化口．内外面横ナデ体（外）：箆削り内：ナデカ~掘方

2 須恵器杯 (13.0) 4.1 6.0 AEH 普通 灰白色 底100ロクロ成形 C 掘方

3 須恵器杯 02.2) 3.5 6 1 ADEH 普通 灰白色 底40 ロクロ成形 C
4 須恵器杯 1 4 7 3 EH 普通 乳白色 底100ロクロ成形 A オ屈方

5 須恵器杯 (12.3) 3.7 ADEH 普通 青灰色 口25 ロクロ成形杯（外）：墨痕有「田」か

6 須恵器江 0.7 6 1 DEH 普通 青灰色 底100ロクロ成形 RBa 欠け口を面取紡錘車へ転用未製品か

7 須恵器杯 2.2 (7 0) CDEH 不良 暗灰色 底40器面風化著ロクロ成形か A 掘方

8 土師器甕 (21.5) 6.1 ACDEH 将通 荼褐色 日：内外面横ナデ胴（外） ：箆削り（内） ：箆ナデ
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北島遺跡第15地点

第249図第 2号住居跡
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第 2号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子・ロームプロック

(¢ 1 cm)多、粘土粒子少

2 暗褐色土 Dーム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm) • 

ロームプロック（¢ 1~2 cm)多、

焼土プロック(¢ 1 cm)少

3 暗褐色土 ローム粒子(¢0.Scm)・ローム

ブロック(¢ 1 cm)少

4 暗褐色土 ローム粒子少、粘性強

5 暗褐色土 3より粘性強

6 暗褐色土 ローム粒子・ロームプロック少、

焼土プロック(¢ 1~2 cm)多

7 暗褐色土 ロームプロック(¢ 1~2 cm)少、

燃焼部埋め戻し（貼床）

8 黒色土 炭化物粒子・焼土粒子(¢0.Scm)・

焼土プロック(¢ 1 cm)多

第 2号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.8cm)・ロームプロック

(¢ 2~3 cm)多、焼土粒子少、天井部

2 赤褐色土 焼土粒子少、硬質

3 灰黒色土 炭化物粒子多、焼土プロック(¢ 2~3 cm)少

4 暗灰褐色土 ローム粒子 (¢0.3cm)・焼土粒子少、炭化

物粒子多

。
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セント。直径（4.9) cm• 原さ 1.1cm・孔径0.8cm、現存

重量23.6gを測る。内側が窪んである。両方向からの

穿孔であると思われる。

りに設けられている。カマドは全長1.39m・焚日輻0.

47mを測る。 4層は焚日部・燃焼部、

に相当すると思われる。また、

2層は煙出し部

1層は天井崩落土であ

10は 刀子の破片であると思われる。銹化著しく、

原形をとどめない。刃部の大部分と切先付近を欠く。

平棟造り。現存長5.2cm・茎部幅0.7cm・茎部原0.2cm、

残存範囲内で刃幅1.3cm・刃厚0.3cmを測る。

第 3号住居跡（第250• 251図）

108-79グリッドに位固する。ほかの遺構との重複関

係はない。

プランは隅丸に近い長方形を呈する。長径x短径x

深さは3.26X2.70X0.13mである。主軸方向は N

-13°-Eを指す。

カマド 1基力渇血されている。カマドは北壁の東寄

ろうか。燃焼部は土墳状に掘り窪められている。燃焼

部も掘り方を有するが、住居跡掘り方と同時に埋め戻

されたのであろうか。焚日部には、炭化物・焼土が分

布していた。燃焼部は部分的に赤変硬化力可忍められた。

ドーナツ状の掘り方をもつが、中央の掘り残し部分

は全体的に不明瞭である。掘り方は、粘土ブロックを

含む暗黄褐色土で埋め戻されているが、貼り床は確認

されなかった。幅が狭く、比較的深い閲壁溝の底面に

は、壁材の痕跡と思われる落ち込み力屯糾iされた。

図化し得た遺物は、計8点であった。

第250図 第3号住居跡出土遺物
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第95表 第3号住居跡出土遺物観察表（第250図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎七 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (12. 7) 3 1 7 5 DEH 普通 灰褐色 日15 ロクロ成形 A
2 須恵器杯 2.9 DEH 普通 臼灰色 ロクロ成形外面に墨書「明知」又は「朋知」か

3 須恵器杯 0.9 6.6 EH 普通 灰褐色 底30 ロクロ成形 Bb墨書有？

4 土師器甕 (16 0) 4 3 AEFH 普通 荼褐色 日25 ロ：内外面横ナデ胴（内）：箆ナデ

5 上師器甕 (17 4) 3 4 ADEFH 普通 荼褐色 ロ20 口：内外面横ナデカマド

6 土師器甕 (19.1) 7.0 ACEFH 普通 荼褐色 |」15 日：内外面横ナデ胴（外） ：箆削り（内） ：箆ナデ

7 須恵器甕 3 5 (16 3) BCEH 不良 灰白色 器面風化著ロクロ成形

8は紡錘車である。須恵器杯の底部を穿孔し、欠け

口を丁寧に面取りして転用したもの。底部は全面糸切

り離し。灰褐色、 BCEH、焼成：普。直径7.lcm・厚さ

0.6cm ・孔径0.7cm ・重鼠42.8gを測る。
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北島遺跡第 15地点

第251図 第 3号住居跡

"¥¥¥¥ 

| 

第 3号 住 居 跡 土 層

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.8cm）多、ロームプロック(¢ 2 cm)・焼土粒子・炭化物粒子少、 F e 

沈着

ローム粒子 (¢0.8cm）多、ロームプロック(¢ 1 cm)・焼土粒子少

焼土粒子・炭化物粒子少

ローム粒子 (¢0.5cm)・焼土粒子（¢ 0. 5~0. 8 cm）多、炭化物粒子少

3層より炭化物粒子・炭化材多

4層より炭化物粒子・焼土粒子多

ローム粒子(¢ 0. 9~1 cm）多、焼十．粒子少

粘土プロック多、カーボン少、しまり・粘性やや強

2

3

4

5

6

7

8

 

暗褐色土

黒色土

暗褐色土

黒色土

暗褐色土

暗褐色土

暗黄 褐 色 土

゜
L= 23.9 m 2m 

S J 3カマド

ワ
I
 

第 3号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm）少、ロームブ

ロック(r/J1~2 cm)多、 Fe沈着

焼土ブロソク(r/J1 cm)多

ローム粒子 (¢0.Scm)多、焼七プロ

ック(r/J1~3 cm)少

炭化物粒子・焼上粒子(¢0.Scm)多、

燃焼部埋め戻しか‘)

2

3

 

4
 

赤褐色土

暗褐色土

黒色土

゜
L二 23.9m 1m 
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第252図第 4号住居跡

l•一

SJ 6 

土81e；より

o 東2•南 6m

◎ 

゜

゜
L=24.0m 2m 

第 4号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子多、焼t粒子 (¢0.8cm)・焼土プロック(¢ 1 cm)・炭化物粒子少

2 暗褐色上 ロームブロック(¢ 1~2 cm)・焼土プロック(¢ 1 cm)・炭化物少

3 暗褐色士 ローム粒子 (¢0.5cm)・焼土粒子 (¢0.8cm)・ 炭化物少

4 黙色土 炭化物粒子・炭化材・焼土プロック(¢ 1 cm)多

5 II紆笛褐色土 黙色土とロームプロック(¢ 1~2 cm)の混合土、貼り床

6 賠褐色十 硬質（踏み締りか）

SJ 4カマド

、‘

I

I
し

第 4号住居跡カマド

1 暗褐色t 灰色味強い、ローム粒子

(¢0.Scm)・焼土ブロック

(¢ 2 cm)・炭化物粒子多

2 黒色上 焼土プロック(¢ 1~2 cm) • 

炭化物粒子多

゜
L=23.9m 1m 
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第4号住居跡（第252• 253図）

108-80・81グリッドに位置する。 SJ5 • 6を切る。

本遺構は位置的にみて、 SJ5にのった状態で構築さ

れており、 SJ5を拡張したものであろうか。

プランはコーナ一部分に丸味をもつ長方形を呈す

る。長径X短径x深さは4.57X3.03XO.13mである。

主軸方向はN-4°-Wを指す。

カマドが1基検出されている。カマドは北壁中央よ

りやや東寄りに設けられており、 SJ5のカマド位置

第253図 第4号住居跡出土遺物

、 L——-二

第96表 第4号住居跡出土遺物観察表（第253図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵器杯 0.7 (7.4) CEH 普通 灰褐色

2 須恵器杯 0.8 6.3 CDEH 不良 暗灰色

J ウ 上師器甕 3.5 5.2 ACEFH 蒋通 明褐色

北島遺跡第15地点

とも一致している。カマドは、全長0.55mときわめて

短いタイプであり、焚口幅は0.5mを測る。カマド抽部

が一部分遺存している。 1 • 2層は焚口部・燃焼部に

相当すると思われる。

SJ 5の上位に、暗貿褐色土と暗褐色土(5• 6層）

を充填して、床面を構築していると思われる。 5層（貼

り床） • 6層は踏み締めによるものか、硬質であった。

図化し得た遺物は須恵器杯2、上師器甕1の、計3

点であった。

゜
10cm 

残存

底45ロクロ成形 RC

底95ロクロ成形 RC

底80外面：スス付着箆削り内面：箆ナデ

備 考

第 5号住居跡（第254~256図）

108-80・81グリッドに位置する。 SJ6を切り、 S

J 4に切られる。住居跡のコーナーは少し丸味をもつ。

プランは、全体的にやや歪んでいる。 SJ5とSJ4 

は、カマドの位置・北壁・南壁・西壁がほぼ一致して

おり、 SJ4は本遺構を拡張して構築された住居跡で

あると思われる。長径X短径x深さは4.20X3.05X 

0.2mである。主軸方向はN-3°-Wを指す。

カマド 1基か検出されている。カマドは、北壁中央

よりやや東寄りに構築されている。カマドの遺存度は

比較的良好で、天井部と柚部の一部が残っている箇所

もあった。全長1.52m・焚日幅0.54mを測る。 7層は

カマド掘り方、 3層は焚口部・燃焼部、 4層は煙道に

相当すると思われる。燃焼部はやや揺鉢状に窪み、煙

道に続く。燃焼部は比較的良く焼けている。

掘り方は全体的に掘り窪めるものであるが、凹凸が

多く、深さは10~20cmを測る。

図化し得た遺物は、計5点であった。

第6号住居跡（第254• 255図）

108-80 • 81グリッドに位置する。 SJ4 • 5に切ら

れる。北壁は、 SJ5のカマド西側に僅かではあるが

遺存していたために、南北規模を得ることができた。

プランは、方形を呈すると思われる。南北2.2m、深さ

O.lmを測り、東西については1.0mまで調査できたに

とどまる。主軸方向はN-6°-Eを指す。輻10cm前

後・深さ15cmの周壁溝が、西壁と南壁を巡る。周壁溝

は、掘り方を埋め戻した後に掘られたものと思われる。

遺物は出土しなかった。
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第254図第 5 • 6号住居跡(I)

!,___ ------—--

ヘ

SJ 5 

土-81Gより

東 2•南 6m

言
゜

L=24.0rn 2m 

第 5 6号住居跡土層

1 暗褐色土 焼土粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)・炭化物粒子少

SJ 5カマド 0| 

し、ロ

2 暗褐色土 ロームプロック(¢ 2~3 cm)・焼土粒子・炭

叫 化物粒子多

3 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・焼土粒子(¢0.5cm)

少、粘性強

4 黒褐色土 ロームプロック(¢ 1 cm)多、焼土粒子少

5 灰黒色土 灰褐色粘土粒子少、ロームプロック(¢,1 cm) 

多、粘性強、埋め戻しか

6 黒褐色土 ロームプロック(¢ 3~5 cm)多、焼土粒子(¢

0. 5 cm)少（掘方）

7 黒褐色土 ロームプロック(r/J3~5 cm)・焼土プロック

(¢ 1~2 cm)多、焼土粒子(¢ 8 cm)・炭化物

粒子少（掘方）

8 黒褐色土 ロームプロック(¢ 3~5 cm)・焼土粒子

(¢0.Bcm)・焼土プロック(¢ 1~2 cm) 

多（掘方）

9 暗褐色土 地山に近似、ローム粒子(¢0.5cm)多（掘方）

10 暗褐色土 地山に近似、炭化物粒子多（掘方）

0| 
VI ド、＼＼＼＼＼

11 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.Scm)多、炭化物粒子・黒c 
褐色土プロック(¢,1~2 cm)少

12 黒褐色土 炭化物粒子・焼土少、硬質

13 暗褐色土 ロームプロック(¢ 5 cm)多（掘方）

A
-

A' B
一

B' 

一
第 5 • 6号住居跡カマド

1 灰褐色土 焼土粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)・炭化物

粒子少、天井部

2 灰褐色土 焼土ブロック(¢ 1 cm)少、天井部

3 黒灰色土 焼上粒子（ ¢0.5cm)・炭化物粒子多

4 暗褐色七 焼土粒子(¢ 0. 3~0. 5 cm)・炭化物粒子少

゜
L=24.0rn 1m 
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北島遺跡第 15地点

第255図第 5 • 6号住居跡(2)掘方

第256図 第 5号住居跡出土遺物
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第97表 第 5号住居跡出土遺物観察表（第256図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎上 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 摘 (2.4) 1.1 CEH 普通 灰白色 摘45 ロクロ成形天井部．箆削り掘方

2 土師器杯 (11.9) 2 9 ACEFH 稗通 明荼褐色 日25 ロ：内外面横ナデ体（外）上半：ナデ下半：箆削り（内）：ナデ

3 須恵器杯 2 0 5.1 CEH 普通 灰褐色 底55 ロクロ成形 RC底（内）に墨書「月」か掘方

4 須恵器甕 10.1 (12 1) DEH 良 灰緑色 底25 ロクロ水挽き成形胴（外） ：、F行叩き文を施した後ナデ

5は磨石であろうか。小型で、やや扁平な長楕円を

呈する。乳白色、安山岩製。規模は長さ4.lX輻3.lX

厚さ2.9cm、重量65.0gを測る。磨面は凸面と恩われる

が、痕跡は明瞭ではない。

-271-



第257図 第 7号住居跡
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口□□三言三言
第 7号基本士層

I 暗灰褐色シルト

［［ 黒褐色シルト

III 灰褐色シルト

W 黒褐色シルト

v 黒褐色シルト

白色パミス微量

白色パミス微屋

FA直上

遺構確認面

゜
L~24.Dm 2m 

第 7号 住 居 跡 ± 層

1 暗 褐 色 土 SD  29覆土

2 暗 褐 色 土 ローム粒子 (¢0.5cm)・炭化物粒子 (¢0.2cm)少、焼土粒子(¢ 0. 8~1 cm)多

3 暗 黄 褐 色 土 ロームプロック多、焼土粒子微量（掘方）

SJ7カマド

第 7号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・炭化物粒子少、

焼土粒子(¢ 0. 8~1 cm)多

Fe沈着、ローム粒子(¢0.Scm)少、

硬質

黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子少

暗褐色土 焼土粒子(¢0.5cm)少、天井崩落土

暗褐色土 1層に近似、焼土プロック(¢ 1 cm)少

黒灰色土 灰層、炭化物粒子多

暗黄褐色土 ロームプロック多、焼土粒子微星（掘方）

2
 

暗褐色土

3

4

5

6

7

 

゜
L~24.0m 1m 
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第 7号住居跡（第257• 258図）

110-79グリッドに位置する。 SD29に切られている

ため、遺構検出時点では南壁は確認されなかったが、

掘り方調査の段階で、南壁の位置を確定することがで

きた。什居跡西半部は調査範囲外に続く。プランは方

形か長方形かは不明である。南北2.97m・深さ0.35m

を測るが、東西規模については2.35mまで調査できた

にとどまる。主軸方向はN-1°-Wを指す。今回の調

査で検出された最西端の住居跡である。

カマド 1基が検出されている。カマドは北壁に構築

北島遺跡第15地点

されている。全長1.48m・焚日幅0.44mを測る。両袖

とも削り出しによるものではなく、黒色土と粘土の混

合土によって構築されている。燃焼部に、壁面のライ

ンに続く段を有する。 5• 6層は焚口部・燃焼部、 1 

層は煙道部、 4層は天井崩落土に相当すると思われる。

燃焼部は長方形を呈して窪み、平坦な煙道部へと続く。

燃焼部・煙道部ともに焼け方はきわめて弱い。

北東コーナー付近に掘り方が検出された。

出土遺物は少なく、図化し得た遺物は須恵器杯片 1

点のみであった。

第258図 第7号住居跡出土遺物

＼＝＝」 亡ニニク

゜
10cm 

第98表 第7号住居跡出土遺物観察表（第258図）

番号 1 器種 1 日径 1器高 1底径 1 胎上 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 I須恵器杯 1. 5 I 9. o I DEH I普通 灰青色 I底25Iロクロ成形 A

第259図第 8号住居跡

一ー＝コ←——+--

SJ 8カマド

第 8号住居跡士層

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・炭化物粒子・炭化材多

2 暗掲色一十 じ1ーム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多、焼土粒了少

第 8号住居跡カマド

1 暗褐色土 灰褐色七混入、焼土プロック(¢ 1 cm)少

2 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 3~0. 5 cm)少、焼上

プロック (¢0.Scm)多

3 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・炭化物粒f少

。
L=24.0m 2m 

゜
L=24.o m 1m 
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第 8号住居跡（第259• 260図）

109-80グリッドに位置する。ほかの遺構との重複関

係はみられない。今回の調査で検出された住居跡の中

で、最も規模の小さな住居跡である。

プランは、やや歪んだ方形に近い長方形である。長

径x短径x深さは2.20X1. 97X 0.09mである。主軸方

向はN-86°-Eである。

カマドが1基検出された。カマドは、東壁中央より

僅かに南寄りに設けられている。袖部の実測線は復元

第260図 第8号住居跡出土遺物

口 ／ 三／2

的なものであり、崩壊している可能性が高く、カマド

として疑問の余地もある。 1 • 2層は焚日部・燃焼部、

3層は煙出しに相当すると思われる。燃焼部内面はほ

とんど焼けていなかった。

掘り方をもたず、砂対立を主体とする地山直上に構策

しているため、床面は全体的に柔らかい。但し、遺構

検出段階ですでに掘り方に達してしまっている可能性

も否定できない。床面直上の遺物は出土しなかった。

図化し得た遺物は、須恵器片 3点であった。

ロニ三3

i
逗
ぶ
ょ

゜
10cm 

第99表 第8号住居跡出土遺物観察表（第260図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 碩恵器杯 (12 7) 3 8 DEH 普通 灰白色

2 須恵器杯 (13 0) 2 5 EH 普通 白灰色

3 須恵高台杯 3 8 台8.8 ADEH 不良 灰白色 ヽ
~カ台高付占廿ハ後し仕麿り切糸一広庫回．．

 ロ
備 考

第 9号住居跡（第261• 262図）

109・110-80グリッドに位置する。はかの遺構との新

旧関係はない。プランは、コーナ一部分に丸味をもっ

た方形を呈する。

住居跡の覆土は、他の住居跡よりも地山への同質化

が進行しているためか、色調による確認は難しく、床

面や壁面の検出は困難であった。

長径x短径x深さは3.49X3.37X O.18mを測る。主

軸方向はN-74°-Eを指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央よ

り、やや北側に設けられている。住居跡本体と同様に、

カマドも掘り方をもたない。

粘土を含む土層が、カマド袖部に相当する位置に検

出されたことにより、その面的な分布範囲から、復元

的に実測線を引いた。そのため、図上では実際の遺構

よりも明瞭なカマドとの印象を受けることになった。

2層は焚日部・燃焼部に相当すると思われる。焚日部・

燃焼部は、地山を僅かに掘り窪めたのみであり、ほと

んど平坦である。カマド内部はほとんど焼けていない

状況であった。

砂沫立を主体とする地山直上に構築しているため、床

面は全体的に柔らかい。但し、遺構検出段階ですでに

掘り方に達してしまっている可能性も否定できない。

図化し得た遺物は、 2点のみであった。
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第261図第 9号住居跡

北島遺跡第15地占

‘ ¥  ＼汗 I I¥¥ | 1¥¥ S J 9カマド

‘‘ ～ 
し

屯゚ £! 

：よ

第 9号住居跡土層

1 黒掲色十 灰褐色土湿入、ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多

2 黒褐色土 Fe沈着、硬質

3 暗褐色土 ローム粒子・ロームプロック(¢ 1 cm)少

゜
L=24.D m 

第 9号住居跡カマド

1 暗灰褐色土 ローム粒子 (¢0.Scm)多、焼t．粒了

少、粘性強

2 黒褐色土 炭化物粒子・焼土粒子 (¢0.Scm)多

3 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.Scm)多、 Fe沈着

4 暗褐色上 地山と灰褐色粘土の混土層（カマド袖）

2m 

゜
L二 23.9m 1m 

第262図 第9号住居跡出土遺物
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第100表 第9号住居跡出土遺物観察表（第262図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1 底径 1 胎土 1焼成 1 色凋 1 残存 備 考

1 須恵器杯

2 須恵器杯

1.3 I (6.5) I CEH 普通青灰色 底15 ロ ク ロ 成 形 Bb

1.4 I 6.5 I EH 不良白灰色 底20 ロクロ成形 RC

第10号住居跡（第263• 264 • 266図）

109 • 110-80 • 81グリッドに位置する。 SJ10~12 

は重複するが、地山と住居跡の覆土との色調的な違い

が小さく、しかも重複関係は複雑であった。そのため、

各住居跡の検出および、床面や壁面の確定はきわめて

困難であった。 SJ11・12を切る。 3軒の住居跡の内、

主軸方向に違いがあり、プランはやや歪んだ長方形を

呈する。床面については、部分的な硬化面を検出して、

そのレベルを床面として認定した。

住居跡の長径x短径x深さは4.03X2. 97X O.2mで
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ある。主軸方向はN-16'-Eを指す。本遺構の主軸方

向は、 SJ11 (N-4 °-W) ・SJ 12 (N-7'-W) 

とは異なるものの、 3軒の住居跡は規模・形態の違い

があるものの、カマド位置はほとんど一致している。

カマド堪が検出されている。全長1.34m・焚日輻9.

42mを測る。燃焼部の左側面は、大きく外側に湾曲し

ている。

部分的に、地山と暗灰褐色粘土との混合土からなる、

カマド袖が遺存している。 2層は焚日部・燃焼部、 3 

層は煙道部・煙出し部、 1層は天井崩落土に相当する

と思われる。カマドの左側面は被熱のため赤変硬化し

ているが、全体的に炭化物粒子・焼土粒子が少なく、

焼け方は弱い。

西壁と南壁の一部分に、輻10~15cm・深さ 5~15cm 

の周壁溝が巡るが、ほかの部分では検出できなかった。

出土遺物は比率的に小破片が多いが、カマド付近に

集中する傾向をもつ。図化し得た遺物は土師器 1・須

恵器3の計4点であった。

第263図第IO• 11 • 12号住居跡
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第264図 第10号住居跡出土遺物
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北島遺跡第15地点

第101表 第10号住居跡出土遺物観察表（第264図）

番陸 器種 ロ径 器高 底 径 胎士 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 11. 9 3 6 6.3 DEH 普通 灰臼色 口70 ロクロ成形 RC

2 須恵器杯 (12 1) 3.6 6.3 EH 普通 灰白色 底95ロクロ成形 RC

3 狽恵器鉢 15 6 6 0 5.8 EI 普通 黒灰色 底100ロクロ成形 RBb

4 土師器甕 (16.9) 10 9 AEFH 不良 橙褐色 口15器面風化著口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

第11号住居跡（第263• 267図）

109・110-81グリッドに位置する。 SJ12を切り、 S

J 10に切られる。プランは、コーナ一部分に丸味をもっ

た方形に近い長方形を呈する。長径X短径x深さは3.

65X2.92X0.25mを測る。主軸方向はN-4°-Wを

指す。本遺構はSJ12と、カマド位置・西壁・南壁が

ほとんど一致しており、 SJ12を拡張した住居跡であ

ると思われる。

カマド］基力昧爽出されている。カマドは北壁のほぼ

中央に設けられている。 SJ12のカマドを埋め戻して、

本遺構のカマドを構築していると思われる。カマド内

には、焼土粒子や炭化物粒子が多量に分布しているが、

内面の焼け方はきわめて弱いものであった。

SJ 12を僅かに埋め戻して、床面も構築している。

土師器・須恵器の小破片が少数出土したが、図化に

は至らなかった。

第12号住居（第263• 265 • 268 • 269図）

109 • 110-81グリッドに位置する。 SJlO・llに切

られる。コーナ一部分に丸味をもつ長方形を呈するも

ので、プランは比較的整っている。長径X短径X深さ

は3.16X2. 6X O. lOmを測る。主軸方向はN-7°-W

を指す。

カマド 2基力検出されている。カマド(1)は北壁中央

に設けられている。全長0.6m・焚日幅0.5mを測る。

カマド(2)は西壁中央より、やや南寄りに設けられてい

る。今回の調査で検出された、西カマドをもつ住居跡

は本遺構のみである。全長0.6m・焚口幅0.52mを測

る。

カマド(1):4~ 6層は燃焼部に、 1~ 3層はSJ10 

またはSJ11のカマドを構築する際に、埋め戻された

土層であると思われる。内面の焼け方はきわめて弱い。

カマド(2):3 • 4層は燃焼部に相当すると思われる。

このカマド(1)は、 (2)より焼土粒子・炭化物粒子が多

く分布しており、焼け方もやや強い。

揺り方は全体的に掘り下げるもので、凹凸に富む。

図化し得た遺物は、須恵器杯7点であった。

第265図 第12号住居跡出土遺物
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第266図第10号住居跡
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第 10号住居跡土層

1 暗褐色上 ローム粒子 (¢0.5cm)多、焼土粒子(¢

0. 8 cm)少

2 賠褐色i： ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)・焼土プ

ロック(¢ 1 cm)・炭化物粒子少

3 累樹色上 ローム粒子 (¢0.5cm)少

4 冗褐色上 ローム粒子 (¢0.Bcm)・ロームプロッ

ク(¢ 2 cm)多、炭化物粒子・焼土粒子少

5 '埓灰褐色t ローム粒子(¢ 0. 3~0. 5 cm)・ローム

プロック（¢ 1 cm)多、粘性強

6 昭灰褐色土 ローム粒子 (¢0.3cm)・炭化物粒子少、

粘性強

A
-

A' 

第 10号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子(¢0.3cm)・炭化物粒子少、

焼上プロック（¢ 1 cm)多、天井部

2 灰黒色七 炭化物粒子多、焼上プロック(¢ 1 

cm)少、軟質

3 黒褐色土 炭化物粒子・焼土粒子 (¢0.3cm)少

4 暗褐色土 地山と暗灰褐色粘土の混合土（カマド袖）

一＇：：／ ：：：： ／／ ／ ／ ／口:nh
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北島遺跡第 15地点

第267図 第II号住居跡

第 11号住居跡土層

j 
／ 

1 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 

8 CIIl）・ロームプロック

ハ
(¢ 1~2 cm)多、焼土粒

子・炭化物粒子少

／ 
2 暗褐色土 1層より暗い

3 黒色土 炭化物粒子・焼土粒子

(¢ 0. 8 cm)多軟質

4 黒褐色土 ローム粒子・焼土粒子・

炭化物粒子多

5 暗褐色土 ローム粒子(r/JO. 5 cm)多、

焼土粒子少

SJ10 II 
II 

土 ！！ 

8l c; 
II 

l : 

／
 

SJ12 

―--s9「吋 ←ー三＝三冑三冒
゜

L=24.0 m 2m 

SJ IIカマド
＼ヽ＼＼＼ベ

第 11号住居跡カマド

1 暗赤褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・

焼土プロック(¢ 1~  2 

cm)・炭化物粒子多

2 暗赤褐色土 焼土粒子 (¢0.5cm)・

焼土プロック(¢ 1~  2 

cm)・炭化物粒子多

3 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.Scm)・

焼土プロック(¢ 1 cm)多

4 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・

焼土粒子少

゜
L=24.0 m 1m 
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第268図 第12号住居跡(I)
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第 12号住居跡土層

1 暗褐色土 ロームプロック(¢ 2 cm)多、焼土粒子・炭化

物粒子(¢0.Scm)少

2 暗褐色土

3 暗黄褐色土

4 黒色土

5 黒褐色十

6 黒褐色土

7 黒褐色土

o| 

ローム粒子(¢ 0. 2~0. 3 cm)・ 黒褐色土プ

D ック(¢ 1~2 cm)多、灰褐色粘土少

ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多、焼土粒子少

炭化物粒子層中にローム粒子(¢0.8cm)多

ローム粒子(¢0.3cm)少

ローム粒子(¢ 0. 2~0. 3 cm)多、焼土粒子

(¢0.2cm)少

焼t粒子少、硬質

゜
L=24.0m 2m 

S J 12カマド(1)

SJ IIカマト‘ — 

第 12号住居跡カマト（ 1)

1 暗褐色土 灰褐色粘土・ローム粒子(,jJO. 5 cm)多、 Fe沈着

2 暗褐色土 ローム粒子(,jJO. 5~0. 8 cm)多、焼土粒子少

3 黒褐色土 黒褐色土プロック(,jJ2 cm)・ローム粒子(,jJO. 5 

cm)多、焼土粒子・ロームプロック（,jJ1 cm)少

4 黒色土 炭化物粒子・焼土粒子少

5 黒褐色土 灰褐色粘土・ローム粒子(,jJO. 3 cm)多

6 暗灰褐色土 ローム粒子(,jJO. 3 cm)多、炭化物少、粘性強

SJ 12カマド(2)

ぉ杏

己

◇

第 12号住居跡カマド (2)

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.8cm)多、焼土粒子

・炭化物粒子少

2 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.8cm)多、 Fe沈着

3 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・炭化物粒子

少、焼土プロック(¢ 1~2 cm)多

4 黒褐色土 ローム粒子（ ¢0.5cm)・焼土粒子少

0 L二 23.9m 1m 
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北島遺跡第 15地点

第269図 第12号住居跡(2)堀方

。

。゚。

第 12号住居跡掘方土層

1 暗灰褐色土 ロームプロック多、

炭化物粒子少

゜
L=24.0rn 2m 

第102表 第12号住居跡出土遺物観察表（第265図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (1 2. 2) 3.3 EH 稗通 灰白色 f]30 ロクロ成形掘方カマド

2 須恵器杯 12 9 3 4 7.1 BEH 不良 暗灰色 完形 ロクロ成形 RC
J 0 項恵器杯 (12 4) 3.5 6.0 CDEH 不良 乳灰白 底100ロクロ成形 RC

4 須恵器杯 (11 9) 3 6 (6. 7) AEH 普通 暗灰褐色 底45 ロクロ成形 RC

5 須恵器杯 (12.0) 3.8 DEH 不良 灰褐色 口15 ロクロ成形カマド掘方

6 須恵器杯 2 5 6.2 AEH 普通 暗灰色 ロクロ成形 RC

7 須恵器杯 1.1 5.6 EH 不良 灰白色 底80 ロクロ成形 RC

第13号住居跡（第270• 271図）

110・80・81グリッドに位置する。 SJ14を切り、 S

D 2 • SD 11 • SD 29を切る。住居跡の南半部は失わ

れており、プランが方形を呈するのか、または長方形

を呈するのかは不明である。

東西輻4.7m・深さは 8cmであるが、南北幅について

は2.7mまで調査できたにとどまる。主軸方向はN

10°-Wを指す。

カマドが1基検出されている。カマドは北壁中央よ

りやや東寄りに設けられている。全長1.02m・焚口幅

0.5mを測る。遺存度はよくないものの、両袖とも検出

できた。 1• 3層は天井崩落土、 4層は燃焼部に相当

すると思われる。燃焼部は僅かに掘り下げられ、煙出

し部にいたって立ち上がるもので、平面形は箱形に近

い。燃焼部・焚口部および、その周辺に焼上粒子・炭

化物粒子が広く分布しているが、カマド内部はほとん

ど焼けていない状況であった。

本住居跡周辺の地山は、黒褐色に近い暗褐色で、暗

褐色または荼褐色の覆土をもつ住居跡が、地山から浮

き上がるような様相を呈していた。本住居跡は掘り方

をもっておらず、砂沫立を主体とした地山を、床面とし

ていると思われる。

図化し得た遺物は、土師器3、須恵器 2のほか、土

製品 1、石製品 1の計7点である。
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第270図 第13号住居跡出土遺物
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第103表 第13号住居跡出土遺物観察表（第270図）

番号 器 種 日径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 士師器杯 12 0 3 4 AEFH 普通 明荼褐色 口55 口：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

2 須恵器杯 (12 1) 3 3 (6.0) EFH 不良 暗灰褐色 口30 ロクロ成形 C カマド

3 須恵器杯 1 6 6.1 ACEH 将通 灰褐色 底75 ロクロ成形 RCカマド

4 土師器甕 (21 2) 5.0 ACEFH 普通 明荼褐色 口15 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

5 七師器甕 (21.0) 5.5 ACDEH 普通 明荼褐色 口15 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

6は紡錘車（土製）である。 AEH、明褐色、現存率

4和ゞーセント。焼成：普。形状はやや歪み、断面形は

台形というよりも円盤状に近い。上径 (3.8)cm・下径

(5.0) cm・孔径 (0.9)cm、現存重鼠15.9 gを測る。

7は砥石（凝灰岩製）である。両端部を欠損する。

表裏面と両側面の 4面を研ぎ面として使用している

が、とくに表裏面の磨滅が著しい。現存長8.7cm・幅4.

lcm・ 厚さ3.7cm、現存重量128.8 gを測る。

第14号住居跡（第272• 273図）

110・80・81グリッドに位置する。 SJ13とSD2に

切られる。プランは長方形を呈する。長径x短径x深

さは3.11 X 2. 63 X O. 36 mである。主軸方向はN-79°

-Eを指す。

土層断面の観察から、本住居跡は 2次にわたる遺構

であると推定された。 8層は掘り方で、その直上が1

次床面であり、 7層はカマド燃焼部の最下面であろう

か。この上位面に、ロームブロックやローム粒子を多

く合んだ暗褐色土 (3• 4層）で埋め戻して 2次床面

としていると考えられる。

1 : 30で図示したカマドは、この 2次床面上に設け

られているものである。

カマド 1基力検出されている。カマドは東壁中央よ

り、僅かに南寄りに設けられている。左側袖部の基底

部が遺存していた。 5層は 1次床面を埋め戻した土層、

3 • 4層は燃焼部・煙道部、 1 • 2層は天井崩落土に

相当すると思われる。燃焼部の左側側面は比較的良く

焼けているが、天井部―日面や撚焼部底面は、ほとんど

焼けていない状況であった。煙道部 (4層）下位は、

地山を掘り残していると思われる。

北東コーナー付近以外は、凹凸の多い掘り方をもつ。

掘り方の埋め戻し土は地山に近く、床面の検出が困難

であったため、硬化訓を床面として判別した。

図化し得た遺物は土師器 2、須恵器 2の計4点で

あった。
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北島遺跡第 15地点

第271図 第 13号住居跡
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算 13号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子少、天井部

2 黒褐色土 焼土プロック(r/J1 CID）少、焼土粒

子(¢0.Scm)・炭化物粒子多、

暗灰褐色粘質土混入、軟質

1層に近似、 1層より焼土粒子少、

天井崩壊土

燃焼部炭灰層、炭化物粒子・灰．

焼土粒子(r/JO. 5~0. 8 CID)多

3
 

4
 

3
 

茶褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黒灰色土

第 13号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子多、炭化物粒子・焼土

粒子少、 Fe沈着、硬質

ローム粒子(¢,0. 5 cm)・焼土粒子

(¢, 0. 3 cm)多、炭化物粒子少

粘土プロック(¢,1 cm)少、炭化物

粒子(¢,0. 5 cm)・焼土粒子

(¢, 0. 8 cm)多

゜
L=24.0m 2m 

一］／言□□□
゜

L=24.0m 1m 
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第272図第14号住居跡
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第 14号住居跡土層

1 褐色土 ローム粒子(¢ 0. 8cm)・ロームプロック

(¢ 1 cm)多、焼ナ粒子・炭化物粒子少

2 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)・焼土粒子

(¢0.Scm)・炭化物粒子少

3 黒褐色上 黒褐色土ブロック(¢ 1~2 cm)少、ローム

粒子(¢0.5cm)多、 Fe • Mn沈着

4 黒褐色土 Dーム粒子(¢0.Scm)・ロームプロック(¢

3~5 cm)・焼土粒子少

5 黒褐色土 ロームブロック(¢ 1~2 cm)・焼土プロック

(¢ 1cm)少

6 黒褐色土 ローム粒子(¢0.Scm)多、黒褐色土プロッ

ク(¢ 4~5 cm)少

7 黒色土 炭化物層

8 黒褐色t ロームプロック少、ローム粒子多（掘方）

第 14号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 CID）多、炭化物粒

子少、天井部

2 黒褐色＿十 黒褐色七プロック(¢ 2~3 cm)・ローム粒子

(¢0.5cm）多、天井部

3 黒色土 焼土プロック・炭化物粒子少、粘性強

4 暗褐色土 焼土プロック・焼土粒子・炭化物粒子少

5 黒褐色土 ロームプロック(¢ 3~5 CID)・ローム粒子

(¢ o. 8 Clil）多、焼土粒子少

゜
L=24.0m 1m 
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北島遺跡第15地点

第273図 第14号住居跡出土遺物
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第104表 第14号住居跡出土遺物観察表（第273図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (12.1) 3.9 5 9 DEFH 普通 灰白色 底100ロクロ成形 RC

2 土師器甕 (23 5) 8 8 ADEFH 稗通 暗橙褐色 日25 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

3 土師器鉢 12.5 6.5 ACEFH 普：通 暗橙褐色 底100外：箆削り内：箆ナデ外面スス付着

4 須恵器甑 12 1 (17 7) CEH 普通 黒灰色 底15胴（外）：箆ナデ後指ナデ（内）：ナデ下端部付近：箆ナデ後穿孔

第15号住居跡（第274• 275図）

109 • 110-81 • 82グリッドに位置する。 SJ16を切

り、 SDllも切っていると思われる。プランは長方形

を呈する。

本住居跡は、 SJ16とカマドの位置・東壁・南壁が

一致している。床面も SJ16の上面に、部分的に 5cm 

程埋め戻しているのみであることから、本遺構はSJ

16を拡張した住居跡であると考えられる。

住居跡の長径x短径x深さは、 4.12X3.6X O.22m 

である。主軸方向はN-74'-Eを指す。

カマド 1基か検出されている。カマドは、東壁中央

より南側、南東コーナー近くに設けられている。全長

1.36m・焚口幅0.51mを測る。焚日部付近は、貼り床

の上にのっているが、この貼り床はSJ16のものであ

ろうか。遺存度は良くないものの、左右の袖ともに検

出することができた。

4 • 6層は焚日部・燃焼部、 5層は煙出し部、 1. 

4層は天井崩落土に相当すると思われる。燃焼部内に

あるピットは、本住居跡に伴うものと判断した。

燃焼部・焚日部およびカマド周辺に、炭化物粒子や

焼土粒子が広く分布しているが、カマド内部の焼け方

は弱しヽ 。

本住居跡周辺の地山は、黒褐色に近い暗褐色で、暗

褐色または荼褐色の覆土をもつ住居跡が、地山から浮

き上がるような様相を呈していた。

本住居跡は掘り方をもつが、 SJ16の掘り方と区分

することはできなかった。掘り方は東側力哨『干浅いも

のの、全体的に掘り窪めるもので、深い箇所では20cm

を測る。全体的に凹凸が多い。

南東コーナー付近を除いて、輻10~20cm・深さ

10~15cmの周壁溝が巡っている。周壁溝は断面U字形

を呈し、直線的であり、立ち上がりも明瞭であった。

図化し得た遺物はいずれも須恵器の蓋もしくは杯で

計11点であった。
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第274図 第15号住居跡
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第 15号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子(¢ o. 8 cm)多、焼土

粒子少、 Fe沈着

黒褐色土プロック（ ¢5cm)・D-

ム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多、

Dームプロック(¢ 1 cm)少

ローム粒子 (¢0.5cm)・ローム

プロック(¢ 1~2 cm)・炭化物

粒子・焼土粒子 (¢0.5cm)少

黒褐色土プロック(¢ 2~3 cm) • 

Dーム粒子 (¢0.3cm)少

壁崩壊土（地山）、 Fe沈着顕著

ロームプロック(¢ 3 cm)多（掘方）

2
 

3
 

4
 

暗褐色土

黒褐色土

暗灰褐色土

暗黄褐色土

暗黄褐色土

゜
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暗赤褐色上

灰黒色土

暗褐色土

暗褐色土

灰黒色土

灰黒色土

黒褐色土

10 暗黄褐色土

11 黒色上

第 15号住居跡カマド

1 暗褐色t 砂質、ロームプロック(¢ 2~ 

3 cm)多、天井部

l層に近似、焼土粒子(¢ 0. 5 

cm)多、天井部

焼土粒子少、天井赤変硬化部分

燃焼部炭灰層、炭化物粒子多

焼土粒子 (¢0.Scm）多

焼土粒子 (¢0.Scm）多、粘性強

炭化物粒子層、 1火褐色粘質土プロック(¢ 3 cm)多

炭化物層、 7屑に近似、焼上粒子 (¢0.Scm)多

ローム粒子多 ロームプロック・焼土少、天井崩壊

土か

地山近似、焼土粒子少

S J 20埋土、炭化物居、焼土粒子(¢ 0. 8cm)少

暗褐色土

゜
L二 23.8rn 1m 
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北島遺跡第 15地点

第275図 第15号住居跡出土遺物
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第105表 第15号住居跡出土遺物観察表（第275図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎士 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 (16. 9) 3 1 EH 将通 灰青色 口30 ロクロ成形

2 須恵器蓋 (18.4) 2.3 DEH 普通 灰褐色 ロクロ成形内外面とも端部黒色

3 須恵器杯 (12.2) 3 2 (7 3) AEH 普通 灰白色 底45 ロクロ成形 Ba

4 須恵器杯 (11. 9) 3 4 (7 3) ABH 普通 暗灰褐色 口35 ロクロ成形 A

5 須恵器杯 (11 9) 3.3 (7.0) EH 不良 暗荼褐色 日35 ロクロ成形 C

6 須恵器杯 13.4 3 5 7 7 DEH 不良 灰橙色 底65 器面風化ロクロ成形 c
7 須恵器杯 0.8 (6 6) CEH 普通 青灰色 底70 ロクロ成形 RBb底に箆記号 2カ所

8 須恵器杯 1.0 (7.4) AEH 普通 灰青色 底50 ロクロ成形 RBb， 須恵器杯 1 4 (8 6) ACDEH 不良 灰褐色 底20 ロクロ成形 Bb

10 須恵器杯 12.2 3.9 5.2 AEH 普通 灰褐色 底95 ロクロ成形 RC

11 須恵高台碗 2.2 8.8 CDEH 不良 灰白色 底85 器面風化著ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付か

第276図 第 16号住居跡出土遺物

□ '口／ロロロ
三三

゜
↑0cm 

第106表 第16号住居跡出土遺物観察表（第276図）

番号 器種 ロ径 p益口 古向 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 (12 5) 3 2 CDEH 普通 荼褐色 1135 ロ：内外面横ナデ休（外）：箆削り（内）：ナテ器面風化

2 土師器杯 (12.3) 3.1 AEFH 良 橙褐色 口30 日（上）：内外面横ナテ（ド）：内外面ナテ底（外）：箆削り

3 須恵器杯 (13.0) 3 2 EH 良 青灰色 口15 ロクロ成形

4 土師器甕 (21 4) 7.4 ACE 蒋通 明褐色 日25 日：内外面横ナテ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデカ~掘方
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第277図第16号住居跡
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第 16号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 8~0. 9 cm) • 

0ームプロック(¢ 1~2 cm)多

2 暗黄褐色上 ロームプロック(¢ 3 cm)多

0 L~24.Dm 2m 
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第16号住居跡（第276• 277図）

109 • 110-81 • 82グリッドに位置する。 SJ15に切

られる。 SJ15は、本住居跡を拡張した住居跡と思わ

れる。プランはコーナ一部分にやや丸味をもつ方形を

呈する。長径x短径x深さは2.67X 2.63X 0. 27mであ

る。主軸方向はN-73°-Eを差し、 SJ15の主軸方向

N-74°-Eと共通する。

カマド 1基か検出されている。カマドは東壁中央よ

り南寄りに設けられている。カマドは、全長72cm・焚

第278図第17号住居跡

りk
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83
祠

三

[

第 17号住居跡土層

1 褐色上 ローム粒子多、焼上粒子・炭化物粒子少

2 暗褐色土 黒褐色土ブロック・ローム粒子多、焼土少

3 暗灰褐色上 0ーム粒子多、灰褐色粘土粒子少、 Fe沈着

北島遺跡第15地点

日輻60cmを測る。住居跡本体と同様に、カマドも掘り

方をもつ。 SJ15のカマドは、本カマドを埋め戻して

構築されている。燃焼部は、浅い土壊状を呈する。燃

焼部内面には、焼土粒子・炭化物粒子が分布している

が、全体的にカマド内部の焼け方は弱い。

掘り方は全体的に掘り窪めるもので、凹凸が多く、

深さは 5~20cmを測る。貼り床の厚さは 5cm弱である。

遺物の出土は少なく、図化し得たのは土師器、須恵

器を合わせて計4点であった。

|

g
 

SJ 17カマド

こ

置口属

第 17号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子少、天井部崩落上

2 暗赤褐色土 焼土粒子・焼土プロック・炭化物粒子多

3 暗褐色土 ローム粒子・炭化物粒子少、焼土粒子多

゜
L=24.0m 2m 

゜
L=23.9rn 1m 

第17号住居跡（第278• 279図）

109-82・83グリッドに位置する。 SB5に切られる。

プランはほぽ方形を呈する。長径x短径x深さは3.

57X3.12X0.12mである。主軸方向はN-9°-Wを

指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは北壁中央よ

り、僅かに東寄りに設けられている。カマド袖は、地

山と枯土の混合土で構築されているか、住居跡覆土に

きわめて近いものであった。袖部は遺存度は良くない

ものの、両側ともに検出された。 2• 3層は燃焼部・

煙出し部、 1層は天井崩落土に相当すると思われる。

燃焼部内は、焼上粒子や炭化粒子が比較的多く分布す

るが、内面の焼け方は弱く、赤変硬化はほとんどみら

れない。住居跡は掘り方をもたず、砂沫立を主体とする

地山を、床面として使用していると思われる。

図化し得た遺物は土師器5、須恵器のほか、貝巣穴

痕泥岩 1の計8点であった。
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第279図 第17号住居跡出土遺物
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第107表 第17号住居跡出土遺物観察表（第279図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵器杯 (13.0) 3.2 EH 不良 明荼褐色

2 須恵器杯 13 0 3.7 5 9 ACDE 不良 暗灰褐色

3 土師器甕 02. 9) 10.3 AEH 普通 荼褐色

4 土師器甕 (18.3) 5.0 ABEFH 普通 暗茶褐色

5 上師台付甕 15 1 22 2 10 6 AEH 普通 黄橙褐色

6 土師台付甕 5 1 (8.2) ADEH 蒋通 赤褐色

7 上師台付甕 6.2 9 6 AEFH 普通 明褐色

8は貝巣穴痕泥岩である。今回の調査で検出された

貝巣穴痕泥岩の中でも、貝巣穴が明瞭な部類の 1つで

あるといえよう。認められる貝巣穴は、縦方向が4箇

所、横方向が2箇所の計6箇所である。

またこれらの他にも 1~2 mm程の小穴が多数みられ

る。規模は長さ3.9cm・輻2.5cm・厚さ1.4cm、重さ5.4

gを測る。明赤褐色を呈し、被熱していることが明瞭

である。

第18号住居跡（第280• 281図）

109 • 110-82 • 83グリッドに位置する。 SJ19~21 

を切り、 SD5に切られる。プランは長方形を呈する。

長径x短径X深さは5.63X4.61X0.13mである。主軸

方向はN 84°-Eを指す。

1 4 1 3 

残存 備 考

口25 ロクロ成形

ロクロ成形 RC

口85 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

ロ25 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

口85 ll：内外面横ナデ（外）：端部指押え胴（外）：箆削り

底40 胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ脚台：内外面とも横ナデ

底80 胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ脚台：内外面とも横ナテ

カマド 1基力浙禽出されている。カマドは東壁中央よ

りやや南寄りに設けられている。全長1.49m。焚日輻

0.66mを測る。遺存度は良くないものの、枯土と地山

土の混合土で構築された柚部が、両柚とも検出された。

8層は焚口部・燃焼部、 9層は煙道部・煙出し部、 4. 

6層は天井崩落土に相当すると思われる。焚口部・燃

焼部とも、焼土粒子・炭化物粒子からなる層が観察さ

れるが、底面はほとんど焼けておらず、赤変硬化はみ

られなかった。

炭化物層が少なくとも 2層存在し、床面の検出は困

難であった。掘り方をもたず、砂粒を主体とする地山

を床面としていると思われる。

図化し得た遺物は計8点であった。
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北島遺跡第 15地点

第280図 第 18号住居跡
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第 18号住居跡土屠

1 褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多、焼土粒

子・炭化物粒子少

炭化物層、焼土粒子少

焼土プロック(¢ 2 cm)・炭化物粒子少

黒褐色土プロック(¢ 3~5 cm)・焼土粒子

少、 Fe沈着

暗褐色土 焼土プロック(¢ 1 cm)・焼土粒-f(¢ 0. 8 

cm)多、ローム粒子 (¢0.5cm)・炭化物粒

子少

炭化物層

2

3

4

 

6
 

黒色土

暗褐色土

暗褐色土

黒色土

01 
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A
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B' 

第 18号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・ロームプロック

(¢ 1 cm)少

焼土粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)・焼上プロック

(¢ 2~3 cm)・炭化物多

焼土プロック(¢ 1~2 cm)多

ローム粒子（ ¢0.5cm)・焼土粒子(¢ 5~0.8 

cm)・焼土プロック(¢ 2 cm)少、炭化物多

1層より暗い炭化物多、天井部

焼土粒子 (¢0.8cm)少、天井部（地山類似）

ローム粒子(¢0.5cm)・焼土粒子・焼一十プロック

(¢ 1 cm)・炭化物少

炭化物層、ローム粒子 (¢0.3cm)・焼土プロック

ほ 1~2 cm)少

黒褐色土プロック(¢ 1~2 cm)多、灰褐色砂粒．

焼土粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)少、硬質

2
 

3

4

 

5

6

7

 

8
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黒色土

暗赤褐色土

黒色土

暗褐色士

暗褐色土

黒褐色土

黒色土

暗褐色土
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L=23.8rn 
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第281図 第18号住居跡出土遺物

ロニ／ □ ＼ 2 

□ (5  

＼二＿／ ＼三 ／
I ¥ 4 

ーロ6 □□ ← =: 7 

ー ゜
10cm 

第108表 第 18号住居跡出土遺物観察表（第281図）

番号 器 種 日径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (12 4) 3.4 6 5 ABEH 不良 橙褐色 底70 ロクロ成形 RC

2 須恵器杯 (12 6) 4.2 6.6 EH 普通 灰白色 底95 ロクロ成形 RC

3 須恵器杯 3.2 (7. 0) DEH 普通 暗灰色 底15 ロクロ成形 c
4 須恵器杯 1.8 6 4 CEH 不良 橙褐色 底85 ロクロ成形 RC

5 土師器甕 (17 0) 6.1 ACEFH 普通 明褐色 口15 器面風化苫ロ・内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか

6 上師器甕 (20 3) 4.2 ACEFH 普通 明褐色 口15 器面風化口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

7 土師器甕 (17.5) 6.1 ACEH 普通 明褐色 口15 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

8 須恵器甕 6.0 EH 良 黒灰／灰青 ロクロ水挽き成形器形は歪む

第19号住居跡（第282• 283図）

110-82・83グリッドに位置する。 SJ20・21を切り、

SJ 18・SK16・SD 5に切られる。プランはコーナー

部分に丸味をもった長方形を呈する。長径X短径x深

さは3.91X2.97X0.17mである。主軸方向はN-86°

-Eを指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央よ

り、やや南寄りに設けられている。全長1.5m・焚口幅

0.41mを測る。焚口部と燃焼部を土塙状に掘り下げ、

その上に粘土と地山土からなる混合土で、袖部と燃焼

部などを構築している。状況は良くないものの、両袖

とも検出できた。

カマドも掘り方をもつ。 3層は燃焼部・煙道部、 4 

層は煙出し部、 1 • 2層は天井崩落土に相当すると思

われる。焼土や炭・灰を主体とする層 (3• 4層）は

厚く、燃焼部の左側面は赤色硬化が顕著にみられる。

南東コーナーに貯蔵穴力湘細心れた。住居掘り方は、

中央を浅く掘り残すタイプである。

図化し得た遺物は、土師器 1、須恵器2・須恵器杯

の底部を転用した紡錘車 1の計4点であった。
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北島遺跡第15地点

第282図 第19号住居跡
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第 19号住居跡土層

1 褐色土 ローム粒子(¢ 0. 3~0. 5 cm)多、炭化物粒

子・焼土粒子少

黒褐色土プロック(¢ 2~3 cm)多、焼土プロ

ック(¢ 1~2 cm)・炭化物粒子少

ローム粒子(¢0.3cm)・ロームプロック(¢

1 cm)多、炭化物粒子・焼土粒子・灰褐色粘土

粒子少

ロームプロック(¢ 2~3 cm)多、カーボン少

2
 

3
 

4
 

暗褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土

C

、

第 19号住居跡カマド

1 暗褐色土 褐色粘土粒子・焼土粒子少、天井部

2 暗褐色土 1層に近似、灰褐色粘土多、焼土粒子少、天井部

3 暗赤褐色土 焼土粒子 (¢0.Scm)・焼土プロック(¢ 1 cm)多、

炭化物粒子・灰褐色粘土少

ローム粒子(¢0.5cm)・焼土粒子 (¢0.5cm)・ 炭

化物粒子少

炭化物層、焼土少

暗褐色土

黒色土

゜
L=23.9m 1m 
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第283図 第19号住居跡出土遺物
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第109表 第19号住居跡出土遺物観察表（第283図）

番号 1 器 種 1 |]径 1器高 1 底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

l 須恵器蓋 （17.1) I 1.7 
2 須恵器杯 一 1.3 I 5.5 
3 土師器甕 （18.3) I 4.3 

EH 不良暗赤灰色口15 ロクロ成形

AEH 普通灰赤色 底50 ロクロナデ C

ACEFH 普通明荼褐色口20内外面とも横ナデ胴（外）：箆削り

4は紡錘車である。須恵器杯の底部を穿孔し、欠け

ロを面取りして転用したもの。但し、面取りの仕方は

雑であるといえる。底部は全面糸切り離し。灰褐色、

胎土は DEHを混入する。焼成：普通。直径7.3cm・厚

さ0.6cm・孔径0.6cm・重鼠36.7 gを測る。欠損してい

る部分が多いが、転用以前か以後であるのかは不明。

第20号住居跡（第284• 285図）

109 • 110-82 • 83グリッドに位置する。 SJ21を切

り、 SJ18 • 19、SD5に切られる。プランは長方形

を呈する。長径X短径x深さは3.75X 2.85X 0.29mで

ある。主軸方向はN-73°-Eを指す。 SJ19に切られ

ているためか、南壁と西壁は不明確であった。

本住居跡は掘り方をもたず、 SJ21の床面を 2~4

cmの暗褐色土で埋め戻しているが、両者のプランは

一致している。本遺構は、 SJ21の規模をそのままに、

カマドを移動して、立て替えたものであろうか。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央よ

り、南寄りに構築されている。状況は良くないものの、

両袖とも検出できた。袖部は、粘土と地山土からなる

混合土で構築されている。 5層は被熱のため赤変硬化

した部分、 3 • 4層は焚日部・燃焼部に相当すると思

われる。 1• 2層はSJ18を構築する際に、埋め戻さ

れた土層であろうか。燃焼部は平坦な箱形を呈し、や

や細長く平坦な煙道に続き、緩やかな立ち上がりをも

つ円形の煙出しに至る。

SJ 21の床面を暗褐色土で、 2~4c頑呈埋め戻して

床面としている。

図化し得た遺物は、須恵器杯 1点のみであった。

第284図 第20号住居跡出土遺物
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北島遺跡第15地点

第285図 第20号住居跡
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第 20号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多、焼土粒子・

炭化物粒子少

1層に近似、ロームプロック(¢ 1~2 cm)多

黒褐色土プロック（¢ 1~2 cm) ・ローム粒子

(¢0.Scm)・ロームプロック(¢ 1~2 cm)多、

SJ 22埋土
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暗褐色土
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げ
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胃
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第 20号住居跡カマド

1 暗灰褐色土 ローム粒子(¢ 0. 3~0. 5 cm)多、焼

土粒子 (¢0.8cm)・炭化物粒子少

ローム粒子(¢0.5cm)・ロームプロ

ック(¢ 1 cm)・焼土粒子(¢0.3cm)

・炭化物粒子少

ローム粒子(¢〇 .3cm)・焼土粒子少、

炭化物粒子多

ローム粒子 (¢0.5cm)多、ロームプロ

ック(¢ 1~3 cm)・焼土プロック(¢ 1 

~2  cm)・炭化物粒子少

焼土粒子 (1 • 2層は埋め戻しか）多、

被熱赤色化範囲

2
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4
 

5
 

暗褐色土

黒色土

暗褐色土

暗赤褐色土
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第286図第21号住居跡(I)
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第 21号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子(¢ 5~0. 8 cm)多、

焼土粒子・炭化物粒子少

2 暗褐色土 1層に近似、ロームプロック多、

焼土粒子・炭化物粒子少

3 暗黄褐色土 ロームプロック(¢ 3 cm)多、カ

ーボン少（掘方）

゜
L=24.Dm 2m 

S J 21カマド

第 21号住居跡カマド

1 暗灰褐色土 ローム粒子(¢ 0. 3~0. 5 cm)多、焼土粒子

(¢0.8cm)・炭化物粒子少

2 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・ロームフロック(¢

1 cm)・焼土粒子 (¢0.3cm)・炭化物粒子少

3 黒色土 ローム粒子 (¢0.3cm)・炭化物粒子多、焼

土粒子少

゜
L二 23.9m 1m 
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北島遺跡第15地点

第287図 第22号住居跡
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第 22号住居跡士層

1 暗褐色上 ローム粒子多、焼士粒子少

2 暗褐色土 ローム粒子・炭化物粒子・焼士粒子少
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SJ 22カマド
第 22号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子(¢ 5 cm)多、焼土粒子

・炭化物粒子少、 Fe • Mn沈着

2 暗褐色土 焼士粒子 (¢0.Scm)多、焼土プロ

ック(¢ 1~2 cm)・炭化物粒子少

3 黒色土 炭化物層、焼土プロック(¢ 2 cm)多
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第288図第23• 24号住居跡
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第 23号住居跡カマド

1 灰褐色土 貼床、粘土、暗黄褐色土との互層

2 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子少

3 黒色土 炭化物粒子層、ロームプロック

(¢ 2 cm)少

第 24号住居跡カマド

1 黒褐色土 砂質、灰・焼土粒子・焼土プ

ロック(¢,1~2 cm)多

2 黒色土 炭化物粒子層、灰多

3 黒褐色七 砂質、焼土粒子(¢,0. 8 cm) • 

焼土プロック(¢,1 cm)多

。
L= 23.6m 1m 
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北島遺跡第15地点

第289図 第21号住居跡(2)掘方
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SJ 20カマト

第 21号住居跡掘方土層

1 暗黄褐色土 ロームプロック(¢

3 cm)多、カーボン少

゜
L=24.D m 2m 

第110表第20号住居跡出土遺物観察表（第284図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1 底 径 1 胎土 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

1 I須恵器杯 11.9 I 3.5 I 5.6 EH I普通I乳灰色 I底95Iロクロ成形 RC

第21号住居跡（第286。289• 290図）

109 • 110-82 • 83グリッドに位置する。 SJ18~20、

SD5に切られる。プランは、コーナ一部分に丸味を

もつ長方形を呈する。長径x短径X深さは3.78X 2. 

82X0.33mである。主軸方向はN-19"-Wを指す。本

住居跡の上位面にSJ20がのっている。カマドの位置

が拠なるものの、両者のプランはきわめて良く一致し

ている。これらの点から、 SJ20は本住居跡のカマド

付け替えに伴う建て替えであると推定される。

カマド 1基が検出されている。カマドは北壁中央よ

り、やや東寄りに設けられている。状況は良くないも

のの、両袖とも検出できた。袖部は、枯土と地山土か

らなる混合土で構築されている。燃焼部はやや箱形を

呈するもので、浅く掘り窪められ、煙出し部に至って

急勾配に立ち上がる。 1層は天井崩落土、 3層は燃焼

部に相当すると思われる。燃焼部の右側壁は比較的良

く焼けており、赤変硬化している。

掘り方は全体的に掘り窪めるタイプであるが、 ドー

ナツ状に深く掘り下げ、中央部は浅い。床面には、踏

み締めによると思われる硬化が認められた。周壁溝や

貯蔵穴は確認されなかった。

図化し得た遺物は、計5点であった。
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第290図 第21号住居跡出土遺物
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第111表 第21号住居跡出土遺物観察表（第290図）

番号 器 種 ロ径 器高 底 径 胎t 焼成 色調 残存 備 考

1 士師器杯 (13.9) 3.3 ADEH 普通 明荼褐色 日35器面風化日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデか

2 土師器甕 (19.2) 7.0 ACDEFH 普通 明荼褐色 ロ25 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：ナデ

3 上師器甕 (19. 9) 8.1 ACEH 普通 明荼褐色 日30器面風化口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

4 土師器甕 (19.9) 13.3 ACEH 普通 茶褐色 ロ25 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ外：スス付着

5は石皿であろうか。安山岩製。石材は、全体的に

風化のため灰褐色に変色しているが、未風化の部分は

帯緑灰色を呈する。

SJ 21のカマド焚日部付近（第286図）から出土し

た。但し、この遺物そのものには被熱の痕跡は認めら

れず、 SJ21が廃棄された以降投棄されたもので平面

形は楕円形に近い。一方の面は扁平で、他方は山形を

呈する。 14.lcmX 13. lcmX 4. 5cm、1,251g。

第22号住居跡（第287• 291 • 292図）

109-83・84グリッドに位置する。 SJ23・24を切る。

西壁を第 1次調査によるトレンチによって切られてい

る。プランは方形に近い長方形を呈する。長径x短径x

深さは4.48X3.57X0.14mである。主軸方向はN

-88"-Eを測る。

カマド 1基か検出されている。カマドは東壁中央よ

り、やや南寄りに設けられている。状況は良くないも

のの、両袖とも検出できた。袖部は、青灰色枯土と地

山土からなる混合土で構築されている。 2• 3層は焚

ロ部・燃焼部、 1層は天井崩落土に相当すると思われ

る。左側の袖部～燃焼部側面に、赤色硬化がみられる

が、全体的に焼け方は弱い。

幅15~20cm・深さ10cm前後の周壁溝が巡っている

が、北西コーナー付近では途切れる可能性がある。

掘り方は部分的であり、暗黄褐色の地山ブロックを

混入した暗褐色土で、埋め戻している。遺物は、床面

から若干浮いた状態で出土した。

遺物の出土は比較的多く、図化し得た遺物は土師

器・須恵器合わせて、計14点であった。

第23号住居跡（第288• 291 • 292図）

109-83・ 84グリッドに位置する。 SJ24を切り、 S

J 22に切られる。プランは長方形を呈する。壁面は全

体的に外側に膨らむが、西壁では顕著である。南東コー

ナー付近では、周壁溝がやや乱れる。長径X短径x深

さは4.25X 3. 38X O. 3mである。主軸方向はN-89"

Eを測る。

カマドー基が検出されている。カマドは東壁中央よ

り、やや南寄りに設けられている。袖部は検出されな

かった。 2• 3層は焚口部・燃焼部に相当すると思わ
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北島遺跡第15地点

第291図第22• 23号住居跡

----」/ 1-

ビ
梱

•
O
O嵌

9

8

8

'

喜

5
褐

子

着

少

．

灰

粒

沈゜

い

(
‘
[
M
n

い

疇

幻

□
8

□23

農

J

ム

．

土

F
J

子

（

□鱈

白

（

土色褐暗3
 □
 

＇

I
,
l
`
”
/
(

入
い
~
・

図
r

s

[

NIm□ 

□ ` 
1 SJ22 

。
L-24.0 rn 2m 

れる。 1層は土層が薄く分層できなかったが、天井崩

落土の上面に SJ22の貼り床がのっている様子が観

察された。カマド内面の焼け方は弱い。

掘り方をもたず、 SJ22のほぽ直上にのっている。

北壁と南壁の多くの部分が共通しているほか、間壁溝

も連続している。 SJ22の東壁の位置は不明であるが、

本住居跡の東壁と一致するとはプラン・規模からは考

えにくい。本住居跡は、 SJ22を東にずらし、カマド

を付け替えて、立て替えをした遺構であろうか。

図化し得た遺物は、土師器 2、須恵器3の計5点で

あった。須恵器杯の 1点には、墨書力汀忍められた。

第24号住居跡（第288• 292図）

109-83 • 84グリッドに他置する。 SD4を切り、 S

J 22 • 23に切られる。プランは、カマドの位置から見

て長方形を呈すると思われる。南北3.18m・深さ0.3m

であるが、東西規模については不明であり、 0.9mまで

検出できたにとどまる。主軸方向はN-4°-Wを指

す。カマド 1基が、北壁に検出されている。カマドは

検出位置からみて、中央より東寄りに構築されている

と思われる。

全体的に、カマド内面の焼け方は弱い。

遺物は少なく、図化し得たのは 1点のみであった。
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第292図 第22• 23 • 24号住居跡出土遺物
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北島遺跡第15地点

第112表 第22号住居跡出土遺物観察表（第292図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 (16.8) 2.3 EH 普通 灰青色 口15 ロクロ成形天井部：箆削り (R)

2 須恵器杯 11.4 3.4 AEFH 不良 暗橙褐色 日15 ロクロ成形

3 須恵器杯 12.2 3.5 6.7 CEFH 不良 灰白色 底100ロクロ成形 RC

4 須恵器坑 (12.0) 3.5 (5.8) AEH 普通 暗茶／灰褐 口45 ロクロ成形 RC

5 須恵器杯 (12.5) 3.4 CEH 良 灰白色 口15 ロクロ成形

6 須恵器杯 (12. 7) 3.4 (7.1) AEH 普通 暗灰青色 日25 ロクロ成形 RC

7 須恵器杯 03. 7) 4.0 7.0 AEH 普通 灰白色 底40 ロクロ成形 RC

8 須恵器杯 1. 9 6.1 AEH 普通 青灰色 底50 ロクロ成形 RC， 須恵器杯 1 6 (6 3) ADEH 普通 灰白色 底50 ロクロ成形 RC

10 須恵器杯 3 0 (7.0) CEH 普通 灰褐色 底20 ロクロ成形底：遺存範囲は箆削り

11 須恵器杯 2.6 (7.8) DEH 普通 灰褐色 底30 ロクロ成形底：同転糸切り離し後周辺箆削りか

12 須恵器鉢 (14.1) 6.0 EH 普通 暗灰色 日35 ロクロ成形

13 須恵器碗 台(131) 2 0 ACEH 不良 明橙褐色 台30 器面風化著ロクロ成形貼付高台

14 土師台付甕 6.4 台8.1 AEFH 普通 黒褐色 台35胴（外）：箆削（内）：箆ナデ脚台上半：内外面ナデ下半：横ナデ

第113表第23号住居跡出土遺物観察表（第292図）

番号 器 種 日径 在m廿コ← 古向 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器坑 (12.1) 3.5 ADEH 普通 橙褐色 口15器面風化著口：内外面とも横ナデ

2 須恵器杯 (12.6) 3.7 ACEH 良 青灰色 日15 ロクロ成形

3 須恵器杯 0.6 (7.6) DEH 普通 白灰色 底90 ロクロ成形 RC （内）．皐書「千万」か掘方

4 須恵器杯 0.8 (6.0) ACEH 不良 灰白色 底45 ロクロ成形 RC

5 土師器碗 (20.8) 5.0 AEFH 不良 明褐色 口30 器面風化著口：内外面横ナデか体（外）：箆削りか（内）：ナデ

か

第114表第24号住居跡出土遺物観察表（第292図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1 底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

1 I 土師器甕 19.9 I 9.1 ADEH I普通 I明荼褐色 I 口55I口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

第25号住居跡（第293• 294図）

113-84グリッドに位置する。 SJ26・27を切る。プ

ランは隅丸の長方形を呈する。

本住居跡は、 SJ26と床面を共有しており、西壁も

一致している。またカマドの位置や、南壁も同じであ

ると考えられる。これらの点から、本住居跡はSJ26 

を北側と東側に、拡張した遺構であると推定される。

SJ 25のカマド北側の東壁の位置から考えて、 SJ26 

を拡張する (SJ25) 際、カマドも外（東）側に少し

ずらしていると思われる。

長径x短径x深さは4.18X3.12X O. 08mである。主

軸方向はN-94"-Eを指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央よ

り、やや南側に構築されている。前述のように、 SJ

26のカマド位置をほぼ踏襲していると判断した。

8層はカマド掘り方であり、地山ブロックを多く合

んだ暗黄褐色土で埋め戻されている。 7層は燃焼部に

相当すると思われるが、この層の上位面は、ロームブ

ロック・ローム粒子・焼土粒子などを含む暗褐色土で、

埋め戻されている可能性がある (5層）。 6層は煙道

部・煙出し部、 4層は燃焼部を一旦埋め戻した後の、

2次的な燃焼部、 3層は天井崩落土に相当すると思わ

れる。

天井崩落土 (3層）の下位面の焼け方は弱い。状況

はあまり良くないものの、両袖とも遺存していた。袖

部は、帖土と地山土からなる混合土で構築されており、

両柚とも内側は赤変硬化力碍忍められた。

掘り方は存在しないが、 SJ27の上位面では、貼り

床状の部分が小範囲ではある力吼窟認された。

遺物は少なく、図化し得た遺物は 3点であった。
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第293図 第25• 26号住居跡
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第 25• 26号住居跡土層

1 暗褐色土 灰色味強、ローム粒子 (¢0.Scm)・

炭化物粒子・焼土プロック少

ロームブロック(¢ 1 cm)多

ローム粒子（の 0.8 cm)多、焼土粒子

(¢0.5cm)・炭化物粒子少

SJ 6貼床

2

3

 

4
 

6
 

7
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暗褐色士

暗褐色土

暗褐色土

゜
L=24.0m 2m 

第 25• 26号住居跡カマド

1 暗褐色土 砂質、焼土プロック(¢ 1 cm)少

2 暗褐色土 炭化物粒子・炭化材少

3 暗褐色土 砂質、ローム粒子(¢0.5cm)多、

焼士粒子少、天井部

炭化物層、焼土粒子 (¢0.3cm)・

焼土プロック(¢ 1 cm)少

ローム粒子(¢0.5cm)多、ローム

プロック(¢ 1 cm)・焼土粒子(¢

0. 1 cm)少

焼土プロック(¢ 1~2 cm)多、炭化

物粒子少

炭化物層、焼上粒子 (¢0.5cm)少

地山プロック 60%、焼土粒子・炭化

物粒子少（埋め戻し土・カマト掘方）

4
 

黒色土

暗褐色土

黒褐色土

黒色土

暗灰褐色七

゜
L=24.0m 1m 
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北島遺跡第15地点

第294図 第25号住居跡出土遺物
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第115表 第25号住居跡出土遺物観察表（第294図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 土師器以 12.0 3.5 ACEH 普通 橙褐色

2 須恵器杯 1 0 (6.8) ABE 普通 白灰色

3 土師器甕 (13 6) 4.1 ACDEFH 普通 荼褐色

残存 備 考

口95器面風化口：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

底35ロクロ成形 RC

「115 日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

第26号住居跡（第293図）

113-84グリッドに位置する。 SJ27を切り、 SJ25 

に切られる。プランは、コーナ一部分に丸味をもつ方

形を呈するが、西壁の南半部は歪みをもつ。

本住居跡は、 SJ25と床面を共有しており、西壁も

一致している。またカマドの位置や、南壁も同じであ

ると考えられる。これらの点から、 SJ26は本住居跡

を北側と東側に、拡張した遺構であると推定される。

北壁・東壁は拡張のため、南壁はSJ27との重複の

ため、プランの検出は困難であった。

本住居跡の東壁については、 SJ25のカマド北側にあ

る東壁が本来の位置であり、 SJ25として建て替える

際に、東側にも拡張したものと判断した。また、東壁

の位置から考えて、本住居跡を拡張する際、カマドも

外（東）側に少しずらしていると思われる。

長径x短径は2.85X2.8mを測り、床面については

SJ 25と共有しているため、 SJ25と同じく 0.10mで

ある。 SJ25は、本住居跡を北側に125cm・東側に35cm

程拡張したことになる。

カマドについても、住居を拡張する際に、ある程度

位置をずらして作り替えていると推定されるため、本

住居跡に伴うカマドは遺存しておらず、従って詳細は

不明である。

住居跡の遺存度は悪く、 SJ25と重なる南壁でも、

立ち上がりは10c碕呈しか残っていない。柱穴・貯蔵穴・

周壁溝はみられなかった。

掘り方は存在しないが、 SJ27の上位面では、貼り

床状の部分が小範囲ではあるが確認された。

本住居跡の床面を、 SJ25の床面として踏襲してい

るため、本住居跡としての出土遺物はなかった。

第27号住居跡（第295図）

113-84グリッドに位置する。 SJ 30を切り、 sJ 

25 • 26に切られる。プランは長方形を呈する。北壁・

南壁の規模が異なること、東壁・西壁が平行していな

いことなどから、プランは歪んでいる。

長径x短径x深さは3.35X2.75X0.26mである。主

軸方向はN-88°-Eを指す。

ガマド 1基が検出されている。カマドは東壁中央よ

り南寄り、南東コーナー付近に設けられている。全長

86cm・焚口輻51cmを測る。 4 • 6~ 8層は燃焼部・煙

出し部、 1 • 3層は天井崩落土に相当すると思われる。

柚の構築土は、僅かに粘土が含まれるのみでほとんど

埋土と変わらなかったが、炭化物の分布から柚部の範

囲力斗佳定できた。

掘り方は、中央を浅く周囲を深く掘り下げるタイプ

であり、深い箇所では20cmを測り、凹凸が多くみられ

る。貼り床は存在しないと思われる。

遺物は出土しなかった。
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第295図 第27号住居跡
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第 27号住居跡土層

1 暗褐色士硬質

2 暗褐色土 Dーム粒子(¢,0. 8 cm)・ロームプロック

(¢, 5 cm)多、焼土粒子・炭化物粒子少

暗掲色土 ローム粒子(¢,0. 8 cm)・ロームプロック

(¢, 1~2 cm)多、焼土粒子・炭化物粒子少

黒褐色土 ロームブロック多、ローム粒子・焼土粒子

微量（掘方）

3
 

4
 

第 27号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子(¢0.Scm)・ロームプロック

(¢ 3~5 cm)多、焼土粒子・炭化物粒子少

ローム粒子・ロームプロック(¢ 1 cm)少

地山に近似、ローム粒子 (¢0.Scm)多

焼土プロック(¢ 1~2 cm)多

4層に近似、 4層より焼土少

炭化物層、灰白色灰粒子少

炭化物層、焼土粒子少

黒褐色土プロック(¢ 1 cm)・ローム粒子

(¢0.5cm)多、焼土粒子少

暗褐色土

暗黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒色土

黒色土

黒褐色土

゜
L = 24.o rn 1m 
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北島遺跡第15地点

第296図 第28号住居跡
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1
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1
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バベ：:
忍1

言口／／／／／／／／／／／／／／／／／／ロニ：
第 28号住居跡土層

1 暗褐色上 ロームプロック・ローム粒子多、砂質、 Fe・Mn沈着

2 暗褐色土 ローム粒子多、焼土粒子・炭化物粒子・灰褐色粘土少

SJ 28カマド

",----， 
I 

I I 

＼ ！ 
I I 
I I 
I ---/ 

第 28号住居跡カマド

1 褐色土 ローム粒子(¢0.5cm)多、焼土

粒子・炭化物粒子少、天井部

焼土粒子(¢0.5cm)多、天井部

炭化物粒子多

焼土プロック(¢ 1~2 cm)多

炭化物層

焼土粒子少

2

3

4

5

6

 

褐色土

暗褐色土

赤褐色土

灰黒色土

灰黒色土

゜
L-24.Dm 2m 

゜
L = 24-0m 1m 

第28号住居跡（第296• 297図）

113-84グリッドに位置する。 SJ27を切り、 SJ29 

を切っていると思われるが、

明である。

SJ 31との新旧関係は不

耕作による攪乱のため、北西コーナー付近以外は壁

面がほとんど失われていたが、僅かな壁面の痕跡から

プランを復元した。プランは方形を呈すると思われる。

長径x短径は2.89X2.65mを測り、主軸方向はN

2T-Eを指すと推定される。

カマド 1基が検出されている。カマドは北壁中央よ

り、東寄りに構築されていると見なされる。袖部の構

築土は埋土とほとんど変わらず、不明確であった。あ

るいは無柚のカマドであろうか。燃焼部中央にピット

があり、炭化物粒子が多鼠に混入していた (8層）。

~ 5層は焚口部・燃焼部、

3
 

1 • 2層は天井崩落土に相

当すると思われる。石製の支脚が、燃焼部底面に突き

剌さった状態で検出された。カマド内は、底面・側面

ともに焼け方は弱い。

本住居跡は掘り方をもたず、地山を床面としている。

灰釉陶器も含め、図化し得た遺物は計4点であった。

第297図 第28号住居跡出土遺物

：ロ 口／］→-口2

ロニ

ニロ／
7
 

刀3 

゜
10cm 
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第298図第29号住居跡(I)

口 □□ I 
I 

SJ 28 I 
、 I
~ ~‘‘~ / 

--..I 

｀ 
｀いり 。、

炉・憐紐 9 

/―/////／／／／／口／□三冒

第 29号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.3cm)・ロームプロック

(¢ 1 cm)多、焼土粒子・炭化物粒子少、砂質

2 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 3~0. 5 cm)・ロームプロック(¢

1 ~ 2  cm)・炭化物粒子多

3 暗褐色土 やや暗い、ローム粒子 (¢0.5cm)多、焼土粒子・炭

化物粒子少

4 暗黄褐色土 ロームプロック多、ローム粒子・炭化物粒子少（掘方）

。
L=24.0rn 2m 

SJ 29カマド

8

E

 

第 29号住居跡カマド

1 暗褐色土 ローム粒子(¢0.3cm)多、焼土プロッ

ク(¢ 2~3 cm)少、天井部

2 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多、焼

土プロック・炭化物粒子少、天井部

3 暗褐色上 ローム粒子(¢0.8cm)少、焼土粒子

(¢ 0. 5~0. 8 cm)多

4 黒色土 炭化物層、焼土粒子(¢0.8cm)・焼

土プロック(¢ 1~2 cm)多

5 灰黒色土 炭化物層、 4層に近似、灰褐色粘土少

6 暗褐色土 焼土プロック(¢ 1 cm)多

7 暗褐色土 焼土・焼土粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm) • 

焼土プロック(¢ 1 cm)少

8 黒褐色土 ローム粒子（ ¢0.5cm)・焼土粒子(¢

0. 8 cm)・焼土プロック（¢ 1~2 cm) 

少、炭化物粒子多

9 暗褐色土 ローム粒子(¢0.5cm)・焼土プロック

(¢ 1 cm)・炭化物粒子多

゜
L =N.O m 1m 
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北島遺跡第15地点

第116表 第28号住居跡出土遺物観察表（第297図）

番号 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 t師器杯 12 3 4.0 5 8 ACEF 普通 白橙褐色 l1 60 ロ：内外横ナデ体上（外）：ナデ部分指押え下半～底：箆削り

2 土師器甕 (18 8) 4.9 ADEFH 普通 橙褐色 口15器面風化著口：内外面横ナデ胴（外）：箆削りか（内）：箆ナデ

3 土師器甕 (24.3) 4.3 AEFH 普通 荼褐色 日15 日：内外面横ナデ胴（外）：箆削りか（内） ：箆ナデか

4 灰釉碗 (15. 2) 4.8 7.3 DE 普通 白灰色 底70 ロクロ水挽き成形底：回転箆削り(R)後高台貼付

第29号住居跡（第298~300図）

114-84グリッドに位置する。 SJ28に切られ、また

SJ 34にも切られていると思われる。プランは方形を

呈する。

長径x短径x深さは3.43X3.22X0.14mを測り、比

較的小型の住居跡であるといえる。主軸方向はN-12°

-Eを指す。

カマド 1基ヵ検出されている。カマドは、北壁のほ

ぼ中央に構築されている。全長1.76m・焚日輻0.52m

を測る。遺存度は良くないが、両袖ともに検出された。

8 • 9層はカマド掘り方であり、炭化物を多鼠に含む

黒褐色または暗褐色土で埋め戻されているが、とくに

第299図第29号住居跡(2)掘方

ヽ
、`

＼
 

I 

--、SJ~2:] ~ J I i l 

I 

+4  84GLり

痕6・南‘3m

9層では炭化物が層状に分布しているのが観察され

た。 4• 5層は焚口部・燃焼部、 3層は煙道部・煙出

し部、 1 • 2層は天井崩落土に相当すると思われる。

燃焼部は土壇状に浅く窪んで緩やかな勾配で煙道へと

続き、煙出しの部分で急激に立ち上がる。燃焼部の左

側側面が若干赤変硬化しているほかは、燃焼部・煙道

部内面の焼け方は弱い。

掘り方は中央を浅く、周囲を深く掘り下げるタイプ

であり、土層断面に貼り床が2枚検出されたが、図示

できないほどの薄い土層であった。

出土した遺物はいずれも小破片で、図化し得た遺物

は計4点であった。

第300図 第29号住居跡出土遺物

□ 
＼ェニニジ► 2 

I ¥ 

:¥ 口

口

口

口第 29号住居跡掘方土層

1 暗黄褐色土 Dームプロ

ック多、ロ

ーム粒子・

カーボン少

゜
10cm 

。
L= 24.D m 2m 
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第117表 第29号住居跡出土遺物観察表（第300図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師器杯 12.5 3.7 ACEH 普通 荼褐色 日50 日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ

2 須恵器杯 1.0 (6 8) DEF 普通 白灰色 底35 ロクロ成形 C
3 土師器甕 (22.0) 3 0 ABEFH 将通 暗茶褐色 日15 ロ：内外面とも横ナデ

4 土師器甕 (21. 9) 5 4 ACEH 普通 明荼褐色 口10器面風化著口：内外面横ナデ胴（外）．箆削り（内）：箆ナデか

第30号住居跡（第301• 302 • 303図）

113・114-84グリッドに位置する。 SJ31を切り、道

路状遺構に切られる。住居跡西側は、道路状遺構に切

られているため、僅かな痕跡からプランを判断したも

のである。プランはコーナ一部分に丸みをもつ長方形

を呈する。壁面が、南北方向と東西方向では直行して

おらず、全体的にプランは歪んでいる。長径x短径x

深さは3.89X3. lSX 0.18mを測る。主軸方向はN

-7°-Wを指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは全長1.22

m・焚口幅0.5mを測る。カマドは貼り床面にのってい

ると思われる。部分的にではあるが、両柚か遺存して

いるの力咄節忍された。 16• 17層は焚日部・燃焼部、 18

層は煙出し部、そして 1層は天井崩落土に相当すると

思われる。燃焼部の左側側面は、若干赤変硬化が認め

られた。

住居跡の掘り方は、中央を略方形に浅く掘り残し、

周辺を深く掘り窪めるタイプで、凹凸が多くみられる。

掘り方はカマド近くではとくに深く、25cm前後を測る。

土層断面に、黄褐色の地山ブロックを含む 2枚の貼り

床が観察された。

出土した数少ない遺物はいずれも遺存度が悪く、図

化し得たのは計4点であった。

第31号住居跡（第302図）

113・ 114-84グリッドに位置する。 SJ30および道路

状遺構に切られる。住居跡西側は大部分失なわれてい

るため、僅かな痕跡からプランを想定して、波線で図示

した。プランは長方形を呈すると思われる。短径X深

さは3.10X0.17mであり、長径については4.5mを測

ると思われる。主軸方向はN-2°-Wと推定される。

住居跡の遺存していた範囲内では、カマドは検出さ

れなかった。プランからみて、 SJ30のカマドの位置

と一致しているのであろうか。遺構の遺存度は非常に

悪く、深い箇所でも壁面の立ち上がりは10cmに満たな

かった。掘り方をもたず、地山を床面としている。

遺物は出土しなかった。

第301図第30号住居跡

三 1

ロ □
 

□ ¥4  

三 2

゜
10cm 

第118表 第30号住居跡出土遺物観察表（第301図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎七 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 摘33 1. 7 AEH 普通 灰褐色 摘100掘方

2 土師高台碗 2.0 台8.0 ABE 普通 明褐／黒色 台90 器面風化著ロクロ成形か内黒処理

3 土師器甕 (20.3) 4.1 BCEH 蒋通 荼褐色 口15 ロ：内外面とも横ナデ掘方

4 士師器甕 (18 6) 5 3 ABEF 将通 荼褐色 口15 ロ：内外面とも横ナテ｀胴（外）：箆削り（内）：箆ナデか
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北島遺跡第15地点

第302図第30• 32号住居跡

SJ27 

□3.8:：り怨

E
3
2
 

◎
 

｀
 

道路状遺構 SJ30'___  
-1-----T--SJ31 

SJ 30カマド

勺

12 暗褐色土

13 暗赤褐色土

14 暗褐色土

15 赤褐色土

16 黒色土

17 暗褐色土

18 暗褐色土

19 黒褐色土

20 黒褐色土

゜
L=24.Dm 2m 

第 30• 31号住居跡土層

1 暗褐色土 砂質、ローム粒子 (¢0.2cm)・焼土粒

子少

2 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・炭化物粒子少、

Fe沈着、しまり強

3 暗褐色土 黒褐色土プロック(¢ 1~2 cm)多、炭

化物粒子少、しまり強

4 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・炭化物粒子少、

粘性強

5 暗褐色土 ローム粒子・炭化物粒子少

6 暗黄褐色土 SJ 33貼床

7 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒子少

8 暗黄褐色土 S J 33貼床

9 暗褐色土

10 黒褐色土

11 暗褐色土

ロームプロック・ローム粒子多

ローム粒子・カーボン少（埋め戻しか）

ロームプロック・炭化物粒子少(SJ 31 

掘方）

ローム粒子・焼土粒子少、天井部

ローム粒子多、焼土粒子少

焼土プロック少、焼土粒子多

焼土プロック多、炭化物粒子少

炭化物層、焼土粒子多

焼土粒子・炭化物粒子少、砂質

焼土粒子・焼土プロック多

ロームプロック(¢ 1 cm)少、ローム粒子

(¢0.5cm)多

ロームプロック(¢ 4~5 cm)・ローム粒

子(¢0.Scm)多

゜
L=24-0 m 1m 
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第303図 第30号住居跡

掘方

゜
L=24.Dm 2m 

第304図 第32号住居跡
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第 32号住居跡土層

1 暗褐色土 ローム・ローム粒子(¢ 0. 5 cm)多、焼土・炭化物粒子少、硬質

2 暗褐色土 黒褐色七プロック(¢ 1~2 cm) 多、ローム粒子（ ¢0.5cm)• 炭

化物粒子少、 Fe沈着

炭化物・焼土少（土漿か）

ロームブロック(¢ 2 Clll）少
3

4

 

黒褐色土

暗褐色土

。
L=24.0 m 2m 
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第32号住居跡（第304• 305図）

113・ 114-85グリッドに位置する。後代の水田耕作に

よって攪乱が顕著であり、プランは非常に不明瞭であ

る。また、第 1次調査によるトレンチによって、住居

跡の東半部が失われている。

本住居跡は不明瞭な土質ではあるものの、撮り方を

もつ。掘り方は比較的深く、浅い部分でも 10cm弱、深

い部分では30cmに達するものである。掘り方が全体的

にこの規模であったとすると、住居跡のプランがトレ

ンチの東側まで及んでいた場合、検出されると推定で

きるのではなかろうか。しかし、実際にはトレンチの

東側には、本1主居跡のプランもしくは掘り方は検出さ

れなかった。この点から、本住居跡のプランは、 トレ

ンチ内に収まる規模であると判断した。

北島遺跡第15地点

プランは、方形を呈すると思われる。長径x短径は

概ね3.2X3.2mと推定され、深さは0.12mを測る。主

軸方向については、 N-53°-WまたはN-3T-Eで

ある。

遺存範囲内では、カマドは検出されなかった。住居

跡掘り方は、中央部を深く掘り下げるタイプであるが、

3層の部分は土塙の可能性も考えられる。掘り残した

箇所では地山を床面としており、全体的に柔らかい。

図化し得た遺物は 1点のみであった。

第305図 第32号住居跡出土遺物

□/ ゚ 10cm 

第119表第32号住居跡出土遺物観察表（第305図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1 底径

1 土師器甕 ー 5. 9 I 4.1 

胎土焼成色調 I残存 備 考

ADEH 普通黒褐色 I底55I外面スス付着（外）：箆削り（内）：箆ナデ

第33号住居跡（第306• 307図）

114-84グリッドに位置する。後代の耕作により、住

居跡上面は攪乱を受けている。さらに住居跡西側を、

第 1次調査によるトレンチによっても攪乱されてお

り、ほとんど床面まで届いている状況であった。

SJ 34を切るが、道路状遺構と SD16に切られ、遺

構の南西半部を失っている。そのため、プランが方形

か長方形かについては不明である。

但し、住居跡の北壁と東壁は直角を呈しておらず、

またごく狭い範囲内ではあるが、南壁も北壁と平行し

ていない。これらの点から、本住居跡のプランは歪ん

でいたものと推定される。

住居跡の、南北規模と深さは3.35X O. 23mであり、

東西規模については、最大幅3.35mまでの遺存にとど

まる。主軸方向はN-16°-Wを指す。

カマド 1基が北壁に検出されている。全長90cm・焚

日幅60cmを測る。住居跡本体～カマド焚日部は、 sJ 

34の上にのっている形となる。

カマド焚口周辺では、 50X120cmの範囲に炭化物が

分布しているのが検出された。この炭化物の分布状況

を観察すると、焚口右側で僅かではあるが、凹字状に

炭化物が途切れる箇所が認められた（＝住居跡のプラ

ンが、カマド右側で屈曲する部分）。

この屈曲部分の、遺存状況は明瞭なものではないが、

その位置・形状からみて、カマドの袖部であると判断

した。カマド掘り方は存在しない。 1~ 3層は焚口部・

燃焼部・煙出し部に相当すると思われる。燃焼部内の

層序は典型的なもので、上面から焼土層→炭化物層→

灰層となっている。焼土や炭化物は明瞭に遺存してい

るものの、全体的にカマド内面の焼け方は弱い。

トレンチが、ほとんど床面にまで及ぶ状況であった

ため、床面の帰属は不明確であった。調査時の所見か

ら、本住居跡はSJ34直上に、部分的に貼り床して構

築されていると推定した。

図化し得た遺物は土師器甕3、須恵器杯 1の計4点

であった。
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第306図第33号住居跡
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第 33号住居跡土層

1 暗褐色土 炭化物粒子少、しまり強

2 暗褐色土 ローム粒子（ ¢0.Scm)・ロームプロッ

ク(¢ 1~2 cm)多、焼土粒子・若千、

しまり強

3 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.2cm)少、しまり強

゜
L=24.Dm 2m 

第 33号住居跡カマド

1 赤褐色土 ロームプロック(¢ 1~2 cm) 

・焼土プロック(¢ 1 cm)多

2 灰黒色土 炭化物と灰からなる、ローム

プロック(¢ 2~3 cm)少、焼

土粒子(¢ 0. 8~1 cm)多

3 黒色土 炭化物層、ロームプロック（

¢ 1 cm)・焼土粒子(¢ 0. 8 

cm)少

◎
 

2

a

 

゜
L=23.9m 1m 

第307図 第33号住居跡出土遺物
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北島遺跡第15地点

第120表 第33号住居跡出土遺物観察表（第307図）

番号 器種 ロ 径 器高 底 径 胎士 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 12 3 3.9 6 6 CEH 良 青灰色 底100ロクロ成形 C

2 上師器甕 (21 3) 6.0 ABCEF 稗通 橙褐色 口15 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内） ：箆ナデ

3 土師器甕 (19 1) 7.5 AEFH 普通 暗荼褐色 口35 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削リ（内）：箆ナテか

4 七師器甕 (19 7) 8.8 ACDEFH 普通 荼褐色 「130 器面風化「1：内外面横ナテ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

第308図 第34号住居跡
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第 34号住居跡土層

1 暗褐色土 焼土粒子・焼上プロック・炭化物粒子少

2 暗褐色土 1居 に 近 似 、 ロ ー ム 粒 子 多

3 暗黄褐 色 土 黒 褐 色 土 ブ ロ ッ ク 少 、 ロ ー ム プ ロ ッ ク 多 、 埋め戻しか

4 暗黄褐 色 七 地山に近似、ローム粒子多、埋め戻しか

第 34号住居跡カマド

1 暗褐色土 焼土ブロック多、硬質

2 暗褐色土 焼上粒子・炭化物粒子少、硬質

3 暗褐色土 ロームブロック多、炭化物粒子少、硬質

第34号住居跡（第308• 309図）

114-84グリッドに位置する。後代の水田耕作による

攪乱が顕著であり、遺構の遺存状況はきわめて悪い。

SJ 29を切っていると思われる。南北SJ33とSD

16には切られている。これらの重複関係のほかに、南

北方向の土層断面では、焼土ピットを切っているのか

観察された。コーナ一部分が1筒所しか遺存していな

いため、プランが方形か長方形であるのかについては

不明である。

但し、北壁はSJ33のカマド付近でやや屈血してい

るほか、東壁とは直角を呈していない。これらの点か

ら、住居跡のプランは比較的歪んだものであると椎定

される。

1主居跡の規模は、遺存していた範囲内で東西。南北

ともに3.5m、深さは10cm前後であった。主軸方向はN

85"-Eを指す。

カマド 1基が検出されている。カマドは、東壁の中

央から北寄り、北東コーナーに近くに構築されている。

全長78cm・燃焼部輻40cmを測る。 1~ 3層は焚日部・

燃焼部に相当すると思われる。全体的に、カマド内面
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第121表 第34号住居跡出土遺物観察表（第309図）

番号 1 器 種 1 口径 1器高 1 底径 1 胎土 1焼成 1 色調 I残存 備 考

1 I須恵器杯 12.5 I 3.8 I 6.5 I BEH I普通 I暗灰褐色 I 底901ロクロ成形 RC箆記号「ノ」有

第309図 第34号住居跡出土遺物

口
／］ 

゜
10cm 

の焼け方は弱い。

焚日部・燃焼部ともに、底面ははぱ平坦で短く、煙

出し部は急勾配に立ち上がる。袖部に該当するあたり

の土質はほとんど地山であり、無袖の可能性も考えら

れる。

本住居跡の床面については、第 1次調査によるトレ

ンチによって、ほとんど床面が現れてしまったためS

J 33 • 34のいずれに帰属するのであるか不明瞭であっ

た。

本1打呂跡は、プラン的にはカマド 1基と北壁・東壁

の一部が遺存していたにとどまる。可能性としては 2

点が挙げられる。

(1) 本住居跡は、カマドが遺存するのみでSJ3冴影築

の際、掘り方掘削によって完全に破壊されてしまっ

た。従って、床面も遺存していない。この場合、 1 

~ 4層はSJ33の掘り方ということになる。カマド

の付け替えによる建て替えであろうか。

(2) 本住居跡の床面については、掘り方をもたず地山

をそのまま床面としている。この場合、 1 ~4層は

本住居跡の埋土ということになる。

調査時の印象では、 (1)の可能性がより高いと思わ

れた。

出土した遺物はきわめて少なく、図化し得た遺物

は須恵器杯l点のみであった。

なお、焼土ピット内からの出土遺物はなかった。
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(2) 掘立柱建物跡

今回の調査で検出された掘立柱建物跡は、合わせて

67棟であった。内訳は第14地点： 4訃東 (64．ツゞ ーセン

ト）、第15地煮： 9 棟（13 ．レ←—セント）、第16地点：

1吋東 (22.レ←ーセント）、である。

9棟のうち SB9を除いた 8棟は、調査区北部に集

北島遺跡第15地点

中している。検出し得た範囲内では、掘立柱建物跡同

士や住居跡との重複例はないと思われる。

SB9はこれらの掘立柱建物跡とはやや離れて位置

する大型のもので、 2 X 3軒で東側に庇をもつ。

そしてこのSB9を回り込むようにして道路状遺構

が検出された。両者は併存関係にあったと思われる。

第310図 第 1号掘立柱建物跡

□□△ 

B
 

p
 c
 

C
-

口

゜□-80G 

旦Q )P,

叫

旦 ~P2

◎)凡

吋

｀旦

◎p42 

口

A
-

A' B
_
 

B' 

2 黒褐色土 ローム粒子・ロームプロック少、灰褐色

粘土若干、 2層に近似、 F e沈着

3 黒褐色土 炭化粒子・焼土粒子少、 Mn・Fe沈着
C C' 

4 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm）少

5 黒灰色土 灰褐色粘上粒子・焼上粒子少

6 黒灰色土 ローム粒子（ ¢0.5cm)・焼土プロック

(¢, 1 cm)少

7 暗灰色土 粘土庖

8 黒褐色上 Dームブロック(r/J2~3  cm)多， 黒褐色土 灰褐色粘土、ロームプロック(¢ 5 cm)・

D D' 黒褐色土プロック(¢ 3 cm)多

10 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)・ローム

プロック(¢ 2 cm)多

第 1号掘立柱建物跡上層

1 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・ロームプロック

(¢ 1 cm)少

'2 3 45  6 7 8 

26：汀丁了
。

L =2 40 m 2m 
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第 1号掘立柱建物跡（第310図）

109・110-79・80グリッドに位置する。今回の発掘調

査で検出された遺構のうちで、最西端に位置する掘立

杜建物跡である。ピットの新旧関係は不明である。

規模は 2X 2間で桁行3.9m・梁行3.7mを測り、柱

間距離は、桁行で芯々1.9m、梁行では芯々1.9mと2.

Omを測る。

P 4 • P 8は桁行線上より西側にずれている他、 P

2・P6は梁行線上よりやや北側にずれており、プラ

ンは全体的に歪んである。主軸方向はN 4°-Wを指

す。

柱穴は、 35X35cm~60X 50cmの円形もしくは楕円形

を呈するものであるが、南東のコーナー・ピット (P

第311図 第2号掘立柱建物跡
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十，—81G より
知・南3m 

c旦

阿

叫
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5)のみは85X40cmの長方形を呈するものとが混在し

ている。柱穴の掘り方は、比較的小規模である。

8本の柱穴のうち、 5本で柱康を検出できた。直径

は、 15X15cm前後である。 1層は柱痕に相当すると思

われるが、その周囲には黒褐色土が充壌されている。

土師器甕と須恵器杯の小破片が出土したが、図化に

は至らなかった。

第2号掘立柱建物跡（第311図）

109-81グリッドに位置する。 SD31と重複するが、

新旧関係は不明である。

P5-P6間にピットはみられない。可能性として

a:P5-P6間のピットが、 SD31と重複して失わ

れている。 b:プランはP5 ・P 6以南に続くが、ピッ

叫

］ u』o| 

A A' 

第 2号 掘 立 柱 建 物 跡 土 層

1 黒褐 色土 ローム粒子（の 0.5 cm)・ロームプ

ロック(¢ 1 cm)少

2 黒 褐色土 炭化粒子、焼土粒子少、 Mn・Fe

沈培

3 黒 褐色土 ローム粒子少、 2層に近似
B 旦こ 4 黒灰 色土 灰褐色粘土・焼土粒子少

5 暗灰色土 粘土層

6 暗 褐色土 黒褐色土プロック(¢ 1~2 C!Il）少、

地 山に 近似

I 234567  

20 口C 旦
60 

S031 

゜
L=:240 rn 2m 
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トが浅く既に失われている。両方の可能性を想定して、

周辺の精査を繰り返したが、ピットは検出されなかっ

た。 a•b いずれとも確定はできなかった。従って規

模は、桁行は 2間までできたに留まり 2.5m、梁行は 2

間で2.8mを測る。柱穴の並びは比較的悪く、プランは

やや歪みがある。主軸方向はN-4°-Wを指す。

柱穴は、 30X25cm~45X55cmの円形を呈するもの

と、 50X50cmと60X45cmの、方形あるいは長方形を呈

するものとが混在している。深度は概ね40cm前後であ

るが、 P4のみは70cmを越える。柱穴の掘り方は、比

較的小規模であるといえる。 1層が柱痕に相当すると

思われるが、抜き取りされているとみられるピットも

存在する。

須恵器杯の小破片が出土したが、図化には至らな

かった。

第312図 第3号掘立柱建物跡
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北島遺跡第15地点

第 3号掘立柱建物跡（第312図）

108-82グリッドに位置する。 SD5やSK3と重複

しているが、新旧関係については不明である。

検出できたのは東西方向の 2間のみであるが、掘り

方の規模からみても柵列とは考えにくい。遺構として

は掘立柱建物跡であり、プランは調査区外に続くと判

断した。

柱穴掘り方の規模の大きさから、他の遺構との重複

や表土削平等によって柱穴が失われた可能性は低いと

思われる。東西規模は 2間で、芯々2.7mを測る。軸方

向はN-84'-Eを指すが、p1~P3が梁行である場

合の主軸方向は、 N-6"-Wを指す。

柱穴は、いずれも長方形を呈するもので、深度も深

く掘り方は明瞭であった。 1• 7層は柱痕に相当する

と思われる。 P3では柱穴底面から浮いた状態で、直

叫叫 □ ：可色：土建物□［：］（クロ8:Clil/):

3 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.Scm)・ロ

叫

"'I 

ームプロック(r/J5~IO cm)多

4 暗黄褐色土 ロームプロック(r/J3 cm)多

5 黒灰色上 灰褐色粘土・黒掲色土ブロ

ック(r/J2~3 cm）多、粘性強

6 黒褐色土 灰褐色粘土層、ローム粒子

7 灰褐色粘上層

(¢0.Bcm）多、ロームプロッ

ク(r/J1 cm) ・黒掲色土プロッ

ク(r/J1 cm)少

1 2 3 

20 口
6C 

゜
L=2 4 om 2m 
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径十数cmはどの円盤形の石力咽団｝された。柱痕は直径

約20cmで、周囲は黒褐色または黒灰色の堅緻な充填土

であった。

土師器甕の小破片が出土したが、図化するには至ら

なかった。

第 4号掘立柱建物跡（第313図）

108-82グリッドに位置する。 SB3 • 5に挟まれる

位置に当たる。 SK3、SD32およびピットと重複す

るが、新1日関係は不明である。

規模は 1X 2間で、桁行は芯々で3.3m（北側）と2.

9m、梁行は芯々で2.8mを測る。柱間距離はp5~p 

第313図 第 4号掘立柱建物跡
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6間が1.2mである他は、概ね1.7mである。梁i子での

柱間距離は大きく、桁行規模に等しい。 Pl-P2間・

P4-P5間にも柱穴が存在したのであろうか。

本遺構の柱穴の深度は深く、深いものでは85cm、浅

いものでも 50cmを越えている。表土削平やプラン確認

による削平によって、柱穴が失われたとは考えにくい。

この位置に柱穴があったとすれば、補助的なのもで

あったと思われる。柱痕の位置から見ても、プランは

歪んでいるといえよう。主軸方向は、 N-88°―Eを指

す。

杜穴は、 P6を除いて比較的小規模な掘り方で、円

切 に心心＼ O| 

o| 

o[ 

第 4号掘立柱建物跡土層

1 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・ロームプロック

(¢ 1 cm)少

2 黒褐色土 炭化粒手・焼土粒子少、 Mn・Fe沈着

3 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)少

4 黒灰色土 灰褐色粘土・焼土粒子少

5 黒灰色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・焼土ブロック

(¢ 1 cm)少

6 暗灰色土 粘土層

7 黒褐色土 ロームプロック(¢ 2~3 cm)多

8 黒褐色土 灰褐色粘土・ロームプロック(¢ 5 cm) • 

黒褐 色土 多， 暗灰褐色粘土 〇ーム粒子 (¢0.5cm)多

10 暗褐色土 黒褐色土プロック少、地 Il］に近似

20 ロ1 2 3 4 5 6 

60 

゜
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北島遺跡第15地点

第314図第 5号掘立柱建物跡
〇|

bl 

-----• 

SD12 

J w 
j 

輯 引

／ 叫

゜
胃 叫

叫

位
SD 5 

\~ ／ 

□ □7 

`:p,  I ＼ニンP5
0| 闘謬警鬱 叫

0| 0 
叫

第 5号掘立柱建物跡

A 
A' 

1 黒褐色士 焼土粒子・炭化粒子

少

2 黒褐色土 焼土粒子少、 Fe • 

Mn沈着

3 黒色土 粘性強、褐色粘土含

4 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5 

cm)、ロームプロック

(¢, 5 cm)多

5 黒褐色土 ロームプロック(¢i2 

~3  cm)多

6 黒褐色土 灰褐色粘土・黒褐色

B' 土プロック(¢ 4~  5 
B 

cm)多

7 黒灰色土 灰褐色粘土少、粘性強

8 暗褐色土 ロームプロック(¢

4 ~5  cm)、黒褐色土

プロック(¢ 3~4 cm) 

多

9 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 8 

cm)・ロームプロック

(¢ 2~3 cm)多

C C' 
10 暗灰褐色士 粘土層
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形もしくは楕円形を呈するものと、長方形を基本とし

たものとが混在する。 1層は、柱痕に相当すると思わ

れる。黒灰色の充壌土 (3層）は堅緻であった。

土師器甕の小破片か出土したが、図化できなかった。

第 5号掘立柱建物跡（第314• 317図）

108・ 109-82グリッドに位置する。 SJ12を切ってい

るが、それ以外に重複関係にある遺構との新旧関係は

不明である。

規模は 2X 2間であり、桁行4.7m・梁行4.5mを測

る。柱間距離は、桁行で概ね芯々2.3m、梁行で2.lm

と2.4mでるある。桁行西側と梁行北側では、柱痕がそ

れぞれ線上にのっているが、両者は直角を呈しておら

ず、 またP4も桁行綜上から外（東）側にずれている。

プランは全体的にやや歪んでいるといえよう。主軸方

向はN-5°-Wを指す。

柱穴は、 SOX40cm~llOX 70cmの方形もしくは長方

形を呈するものが基本となっているが、 P5はllOX

90cmの楕円形に近い。深度は55~100cmで、概ね60~70

cmと深い。掘り方は全体的に大規模である。

直（に相当すると思われる。柱穴への充填土は、黒褐

色または暗褐色の堅緻なものであった。

張り出しているか、柱の抜き取りの痕跡であろうか。

土師器杯と須恵器杯の小破片が出土したが、図化し

得たのは、

第6号掘立柱建物跡（第315図）

108-83 • 84グリッドに位置する。周圃の精査を繰り

返したが、

る。

1層は、

P 8は内側に

P5から出土した 1点のみであった。

これらの他にピットは検出されなかった。

調査担当者として、掘立柱建物跡である判断したが、

柵列跡の可能性も否定できない。掘立柱建物跡であれ

ば、遺構は北側に続くと考えられる。

検出されたのは東西方向に 2間（4.0m)であり、 こ

の範圃内でみる限り、柱穴の並びは整っているといえ

この 2間の他には、東側にも西側にも続かないも

のと思われる。この軸方向はN-86"-Wであるが、こ

の柱穴の並びが梁行である場合、主軸方向はN-4°

-Eである。

第315図 第6号掘立柱建物跡

:.:1 

ソ
チ

ヤ
＞

〔
8

＇ 8

4

G

ふ

◎P3 ＼ 
≪I ~ 

区
域
外

≪I 

叫

Q| 

m| 

“・l 

第 6号掘立柱建物跡

1 灰褐色土 灰白色・暗褐色

粘土プロック多

灰白色・暗褐色

粘上ブロック少

灰白色粘上ブロ

ック少

F e沈着多

炭化物・焼土粒

子少

灰白色粘士ブロ

ック少、粘性強

4

5

 

6
 

灰褐色土

灰褐色士

黄褐色土

灰黄褐色土

灰掲色上

1 2 3 
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。
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柱穴の平面規模x深度•平面形態は、 P 1 : 50X 

50X 60cm・円形、 P 2 : 40X 35X 40cm・円形、 p3: 

45X 35X 60cm ・長方形である。全体的に、柱穴の掘り

方は小規模である。 Plの1層は、柱腹に相当すると

思われる。 2~ 6層は、焼土粒子や灰白色の粘土ブロッ

クを少贔含む、灰褐色または黄褐色の堅緻な充填土で

あった。

遺物は全く出土しなかった。

第 7号掘立柱建物跡（第316図）

107・108-84グリッドに位置する。第15地点北東端に

おいて南北方向の 1間が検出されたのみである。

柵列跡の可能性も考えたが、 a:柱穴の掘り方が比

較的大きいこと、 b:P 2か鍵状を呈しており、コーナ

ー・ピットの可能性が考えられる点などから、掘立柱

建物跡であると判断した。この場合、プランは北側と

東側に続くと思われるが、 P2の形態から、掘立柱建

物跡の南東コーナーに相当する可能性もある。ピット

第316図 第7号掘立柱建物跡

1 調査区域外
,--、

排

水

溝

北島遺跡第15地点

は既に失われていたのであろうか。柱間距離2.0mで、

軸方向はN-2°-Eを指すが、この方向が梁行の場

合、主軸方向はN-88°-Wとなる。検出された柱痕は、

掘り方底面よりもさらに深く掘り下げられている。 P

2の規模は、 80X35cmで、深度はそれぞれ40cm程であ

る。

遺物は全く出上しなかった。

第 8号掘立柱建物跡（第318図）

109-84グリッドに位置する。いくつかのピットと重

複するが、それ以外の遺構との重複関係はない。なお、

ピットとの新旧関係は不明である。

規模は 2X 2間で、桁行は東側で3.Sm・西側で3.2

m、梁行は北側で3.7m・南側で3.6mを測る。桁行同

士は平行しているものの、梁行同士は平行していない

上に、桁行と直角を呈していない。全体的にプランは

大きく歪んでいる。主軸方向はN-4°-Wを指す。

柱間距離は、桁行P3-P4間＝2.lm・P4-P 5 

間＝1.7m、P7-P8間＝1.3m• P 8-P 1間＝1.

9m、梁行P1-P 2間＝1.7m・P2-P3間＝2.0

m、P5-P6間＝2.5m• P 6-P 7間＝2.lmを測

る。柱間距離はきわめて不規則である。とくにP7は

位置的にもずれており、掘り方も他のピットに比べ浅

土885Gより
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柱穴は、 30X25cm~35X30cmと一定した規模の、円

形もしくは楕円形を呈するものである。深度は約

20~45cmであるが、概ね30~40cmを測る。全体的に、

柱穴の掘り方は小規模である。 3本の柱穴で、柱康を

検出することができた。柱痕は、直径約lOX10cmであ

る。 1層は柱痕に相当すると思われる。

遺物は全く出土しなかった。

第122表 第5号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第317図）

fl~ I ノ頁沿：：t不 I ]lf:I門で1底5f:I l:正:I::I ：日： I 行~I ロクロ成形 C 備 考

第123表 第9号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第317図）

番号 1 器 種 1 口径 1器高 1底径 1 胎十 1J:尭成 1 色調 I残存 備 考

1 土師器杯 ー11.5I 3 
2 上師質杯 —11.413.61 5 
3 須恵器甕 —21. 9 I 7.4 

AEF 将通明荼褐色 ― Il：内外面とも横ナデ体（外）：箆削り内面～［1縁（外）：赤彩

AHE 不良 橙灰色 口15器面風化ロクロ成形 RC二次的な熟を受け赤色化

EH 良 緑灰色 口15内外面とも自然釉付着ロクロ成形
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4は刀子（鉄製）と思われる。銹化著しく原形をと

どめない。平棟造り、平関造りで関は直角に近いと思 SB 5 

われる。現存長6.5cm・ 茎 部 幅1.1cm・茎部厚0.4cm・刃

部輻1.1cm・ 刃 部 厚0.4cm、 16.Sgを測る。

第317図 第 5• 9号掘立柱建物跡出土遺物
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第318図 第 8号掘立柱建物跡
叫 肛 叫

に＼
叫

凶
叫

叫

€)P2 ゜攣A Q 
1 p1 

゜
l 

゜*"9-84Gより

◎巳

Q゚ 

東3•南 2m

主Q 0| 

゜
□旦'叫 □[ ド＼ 叫P5 

叫 叫

A A' 

第 8号掘立柱建物跡

1 黒色土 焼土粒子 (¢0.5cm)少

2 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)多、炭化粒子少

3 黒褐色土 焼土プロック(c/J1 cm)・炭化粒子少

4 黒褐色土 焼土粒子・焼土プロック・炭化粒子少

5 黒褐色土 ローム粒子 (¢0.5cm)・焼土プロック

(¢ 1~2 cm)少

B B' 
6 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多、ロ

ームプロック(¢ 1 cm)少

7 暗灰色土 粘土層

12345678 
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゜
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北島遺跡第 15地点

第319図 第 9号掘立柱建物跡(!)
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第 9号掘立柱建物跡（第317• 319 • 320図）

113 • 114-82 • 83グリッドに位置する。 SDl6 • S 

E 3 • SK17・ SK20に切られている。道路状遺構が

本遺構を廻り込むようにして存在するが、その位置関

係からみて両者は併存していたと思われる。

北西隅と、 P7-Pl3間の柱穴がSD16によって切

られており、 SDl6底面には柱穴の痕跡はなかった。

柱穴の深度はSD16 (75cm)よりも浅かったと推定さ

れる。遺存していた柱穴の深度は、 40~70cmであった。

規模は 2X 3間で、東側に庇をもつ。桁行7.5m、梁

第320図 第9号掘立柱建物跡(2)

行4.9mで庇を含めると6.5mを測る。主軸方向はN

5°-Wを指す。南側の梁 (P6~ 9)は柱痕がはほ‘

直線に並んで検出されたが、桁行と直角を呈しておら

ずプランは歪んでいる。 P8の北側には小規模な柱穴

(P 12)か確認された。柱間距離は、桁行で2.5mと3.

Om程で、 P9-Pl0間では芯々で3.0mであった。梁

行ではP7-P8間で2.7m、P8-P9間で2.lm、

P 7-P12間では2.6mを測る。掘り方は基本的に長

方形で、規模は比較的大きいといえる。

図化し得たのは計4点であった。
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第 9号掘立柱建物跡

1 暗褐色土 F e沈着、ローム粒子 (¢0.Scm)・ロームプロック(¢ 1 cm)多、硬質

2 暗褐色土 ローム粒子 (¢0.Scm)・ロームプロック(¢ 1 cm)多、炭化物粒子少、硬質
3 暗褐色土 灰褐色粘土層、炭化粒子少、ロームプロック(¢ 1~2 cm)・褐色土ロック(¢ 1 cm)多

4 暗褐色土 灰褐色粘土層、炭化粒子微罷、ロームプロック(¢ 1~2 cm)少

5 黒褐色土 ロームプロック多

6 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)・ロームプロック(¢ 5~1 0 cm)多、炭化粒子少、硬

質

7 黒色土 灰褐色粘土粒子少、粘性強

8 黒褐色土 ロームプロック(¢ 5~7 cm)少、硬質

9 灰褐色粘土層

10 黒色土 ローム粒子 (¢0.3cm)少、硬質

11 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0, 5~0. 8 cm)・ロームプロック(¢ 3~5 cm)少

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 
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(3) 土壊

今回の発掘調査で検出された土堀は、第14地点： 78

基第15地点： 28基、第16地点： 48基の計15闘兵あっ

た。各地点の土塙数の比率は、第14地点： 51パーセン

ト、第15地点： 1汐ゞーセント、第16地点： 31バーセン

トである。

全体的に各土壊からの出土遺物は少なく、図化し得

る遺物が出土した土堺はさらに少数であった。なお、

ここで土壊として扱った中には、ピットとした方が良

いと思われるもの、あるいは 1基の土壊として数えた

が、複数の土墳が存在している可能性をもつ遺構も存

在する。さらに、遺構ではなく窪み状の微地形である

可能性をもつ例も少なからず存在する。しかし、これ

らについても敢えてそのままとした。

以下順を追って記述していくこととする。

括弧（ ）付の数値は、推定値または現状における

法鼠を意味する。

第 1号土壊（第321• 324図）

108-79グリッドから検出した。調査区外に続くた

め、全体のプランは不明である。現状での規模は112X

(37) X 105c皿平面形状は円形をを呈すると思われる。

土壊としたが、形状と規模からみて、断面形状力哨『鉢

状を呈した井戸跡の可能性が高いと思われる。図化し

得た遺物は 1点であった。

第 2号土壊（第321図）

108・109-80グリッドから検出した。規模は193X

190X8cm。主軸方向はN-78'-Wを指す。平面形状は

略方形を呈す。遺物は出土しなかった。

第 3号土壊（第321図）

108-82グリッドから検出した。 SB3 • 4と重複し

ているが、本土壊が両者を切っていると思われる。本

土壊は形状からみて、 2基の土壊が重複していると思

われる。規模は290X53X27c皿主軸方向はNを指す。

平面形状は略長方形を呈す。遺物は出土しなかった。

第4号土壊（第321図）

108-82グリッドから検出した。 1基の土壊とした

が、幾つかの遺構が重複していると思われる。規模は

北島遺跡第15地点

決めがたいが、長さと輻という点から182X 54 X 11cm。

主軸方向はN-60°—E を指す。現状における平面形状

は不整形を呈す。遺物は出土しなかった。

第5号土壊（第321図）

108-82グリッドから検出した。規模は350X84X 35 

cm。主軸方向はNを指す。平面形状は楕円形を呈す。

遺物は出土しなかった。

第 6号土壊（第321• 324図）

109-82グリッドから検出した。規模は96X(80)Xl7

cm。主軸方向はN-90°-Wを指す。平面形状は長楕円形

を呈すると思われる。図化し得た遺物は 1点であった。

第 7号土壊（第321図）

109-82グリッドから検出した。規模は202X37X 13 

cm。主軸方向はN-11°-Wを指す。平面形状は長方形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第 8号土壊（第321図）

108-83グリッドから検出した。規模は141X32X6

cm。主軸方向はNを指す。平面形状は略長方形を呈す。

遺物は出土しなかった。

第 9号土壊（第321図）

108-83グリッドから検出した。規模は (97)X 43X 31 

c皿主軸方向はN-27゚ 一を指す。平面形状は長方形を

呈すると思われる。遺物は出土しなかった。

第10号土壊（第321図）

108-83グリッドから検出した。形状からみて 2基の

土壊が重複していると思われる。規模は167X50X 27 

cm。主軸方向はN-8°-Wを指す。平面形状は不整形を

呈す。土師器・須恵器の小破片が出土したが、図化に

は至らなかった。

第11号土壊（第321• 324図）

108-83グリッドから検出した。規模は112Xl04X28

cm。平面形状は楕円形を呈す。図化し得た遺物は 1点

であった。

第12号土壊（第321図）

108-83グリッドから検出した。土壊とピットが重複

している可能性が高い。規模は105X62X 14cm。主軸方

向はN-39一Wを指す。平面形状は不整形を呈す。遺
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第321図土壊(I)
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第 1号土壇土層

1 褐灰色土 焼土粒子・炭化物多

2 褐灰色士 焼土粒子・炭化物少

3 灰黄褐色土 灰白色粘土ブロック少

4 橙色土 焼土粒子層

5 褐灰色士

6 褐灰色土

7 灰白色士

8 褐灰色土

9 褐灰色土

10 灰黄褐色士

11 褐灰色上

12 黄橙色土

13 黒褐色士

2層に近似、灰白色粘土多

焼土粒子・炭化物少

灰白粘士層

褐灰色粘土層

炭化物粒子少

炭化物・鉄分少

8層に近似

鉄分多

混入物なし

第 2号土壊土層

1 灰黄褐色七 焼土粒子・炭化物多

2 褐灰色土 粘質土、混人物なし

第 3号土塩土層

1 褐灰色土 混入物なし

2 褐灰色士 黄灰色上プロック混合土

第 4号土壊土層

l 灰白色土 炭化物・鉄分多

第 5号土堰土層

1 褐灰色土 士器片少

2 灰黄褐色土 鉄分少

3 褐灰色土 混入物なし、粘性強

4 褐灰色士 黄掲色土プロック混合土

第 9号土撰土層

］ 暗灰褐色シルト 白色パミス微最

11 黒褐色シルト 白色パミス微呈

III 灰褐色ジルト

1 第 5号溝覆土

2 灰黄褐色土 混入物なし

3 褐灰色十 灰白色粘上プロック

4 褐灰色士 灰白色粘上プロック

5 灰黄褐色土 混入物なし

第 10号土壊土層

1 灰黄褐色土 炭化物

2 褐灰色土 灰白色粘上ブロック多

第 11号土壊土層

1 黒褐色土 炭化物・焼土粒子・土器破片多

2 褐灰色土 混入部なし

3 褐灰色土 炭化物粒子少

4 暗褐色上 焼士粒子少

゜
2m 
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北島遺跡第 15地点

第322図土壊（2)
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第 13号土城土層

1 褐灰色上 炭化物粒子・焼土粒子多

2 褐灰色土 炭化物粒子多

第 18号土壊上層

1 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒

子多、 Fe沈着

2 黒褐色土 ローム粒子・ロームプロッ

ク多、炭化物粒子少

3 黒褐色土 2層よりロームプロック多

第 19号土城土層

1 褐灰色土 粘質上・暗褐色・灰白色土

プロック混合

第 20号士塀土層

1 褐灰色土 砂質、炭化物層の最低部は

焼土化している

2 褐灰色土 シルト質、混入物なし

3 褐灰色土 粘質土、暗褐色土プロック

(¢ 1~2 cm)多

4 褐灰色土 粘質土、混入物なし

5 暗褐色土 粘質土、 Fe少

6 暗褐色土 粘質土、 Fe・Mn少

第 21号土城土層

1 褐灰色土 シルト質、焼土粒子少

2 黄橙色土 粘質土、灰白色粘土プロッ

ク多

3 褐灰色土 シルト質、灰白色粘土プロ

ック少

4 褐灰色土 粘質土、灰白色粘土プロッ

ク少

第 22号土城土層

1 暗灰褐色土 褐色粒子多、やや砂質、

しまり強

2 暗褐色士 シルト質、地山プロック

多、しまり強

24.0 

第 23号土壊土層

1 暗褐色土 地山プロック多、シルト質、

しまり強

2 暗褐色t 地山プロック極大、シルト

質、しまり強

第 24号土壊土恩

1 暗灰褐色土 褐色粒子多、やや砂質、

しまり強

2 暗褐色土 地山プロック多、シルト

質、 しまり強

3 暗褐色土 地山プロック極大多、シ

ルト質、しまり強

4 暗褐色土 地山粒子・褐色粒少、砂質

0 2m 
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第323図土塙（3)
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第 27号土堀上層

1 暗黄褐色土 ローム粒子・ロームプロック多

2 暗黄褐色上 黒褐色土プロック多

3 黒褐色土 ローム粒子・ロームプロック多

4 黒褐色土 ローム粒子・ロームプロック少

第 28号土壊土層

1 暗灰褐色土 白色粒子・ロームプロック少、砂質、しまり強

2 暗灰褐色土 白色粒子・ロームプロック少

3 暗灰褐色土 ロームプロック少、 Fe沈着

゜
2m 

物は出土しなかった。

第13号土塀（第322• 324図）

108-84グリッドから検出した。土塙の規模は143X

97X 37c皿主軸方向はN-6°_Eを指す。平面形状は楕

円形を呈す。図化し得た遺物は 3点であった。

第14号土壊（第322図）

109・ll0-80グリッドから検出した。規模は177X

38X14cm。主軸方向はN-8°-Wを指す。平面形状は略

長方形を呈す。遺物は出土しなかった。

第15号土壊（第322図）

ll0-82グリッドから検出した。規模はllOX100X22 

cm。平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第16号土壊（第322図）

ll0-82グリッドから検出した。規模は178Xl75X20

C皿平面形状は円形を呈す。遺物は出土しなかった。

第17号土壊（第322• 324図）

ll3-82グリッドから検出した。 SB9を切っている

と思われる。土壊の規模は127X(120) X llc皿平面形

状は楕円形を呈すると思われる。土錘 1点を含め、図

化し得た遺物は計6点であった。

第18号土壊（第322図）

ll3-83グリッドから検出した。規模は136X98X 60 

cm。主軸方向はN-29°-Eを指す。平面形状は楕円形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第19号土壊（第322図）

113-82・83グリッドから検出した。 SK20を切るが、

S D16との新旧関係は不明。土壊の規模は206X

(98) X 22cm。主軸方向はN-40°-Wを指す。遺物は出

土しなかった。

第20号土壊（第322図）

113-83グリッドから検出した。 SK19に切られる。

規校は208X (200) X 30cm。平面形状は楕円形を呈する

と思われる。遺物は出土しなかった。

第21号土壊（第322図）

113-83グリッドから検出した。規模は148X73X 28 

cm。主軸方向はN-47°-Eを指す。平面形状は不整楕

円形を呈す。道路状遺構に伴う遺構であると思われる。

遺存度が悪く図化には至らなかったか、馬歯数点が出

土した。この馬歯については、付編3)に分析結果を掲

載した。

第22号土壊（第322図）

115-81グリッドから検出した。土壇の規模は420X

60X 15cm。主軸方向はN 10° Wを指す。平面形状は

略長方形を呈す。遺物は出土しなかった。
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北島遺跡第15地点

第324図第 I • 6 • I I • I 3 • I 7 • 20号土壊出土遺物
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第124表第 1号土壊出土遺物観察表（第324図）

1番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成色調 1残存 I 備 考

1 須恵器杯 (12.5) 3 8 (6.0) ABCE 普通 白灰色 I 底45Iロクロ成形 RC

第125表第 6号土墳出土遺物観察表（第324図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成I色調 I残存 I 備 考

1 須恵器杯 (14.5) 4 4 (10.3) DEH 良 1 暗灰色 1 日20|ロクロ成形底：手持ち箆削りか（内）：自然釉わずかに付着

第126表第11号土墳出土遺物観察表（第324図）

番号 器種 口径器高底径 胎七 焼成色調残存 備 考

l 須恵長頸壺 (9 7) 1 3 BE 普通灰白色 日20 ロクロ成形

第127表第13号土壊出土遺物観察表（第324図）

番号 1 器種 1 日径 1器高 1底径 1 胎 L 1焼成I色調残存 備 考

1 須恵器蓋 2.7 I 2.0 

2 土師器杯 （13.0) I 2.1 

3 土師器甕 （16.1) I 2.4 

ACE 不良白灰色 ー ロクロ成形天井部：箆削り

AEF 普通明荼褐色 一 日：内外面とも横ナデ体（外）：箆削りか

AEF 普通明荼褐色日20 口：内外面とも横ナデ頸：内外面ともナデ

第128表 第17号土壊出土遺物観察表（第324図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器蓋 (15. 7) 1 3 EH 普通 青灰色 日15 ロクロ成形

2 土師質坪 (2.1) 3 8 6.0 ACEF 不良 暗黄橙色 底45 ロクロ成形か C 器面風化

3 上師高台杯 14.0 4.5 ADE 不良 明荼褐色 口50 ロクロ成形カ~底：糸切り離しか貼付高台内黒処理

4 須恵高台杯 13.3 5 0 6.0 ABCE 不良 黄橙褐色 台100ロクロ成形か底：糸切り離しか高台貼付

5 須恵高台杯 (16.2) 6.8 6.7 ABCE 不良 緑灰色 台100ロクロ成形か底：回転糸切り離し後高台貼付

6は土錘である。 BCE、灰褐色。焼成：やや不良。現 存長2.6cm•最大径0.9cm・孔径0.3cm、現存重量2.3 g。
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第23号土壊（第322図）

115-82グリッドから検出した。規模は295X62X 22 

cm。主軸方向はN-3°-Eを指す。平面形状は略長方形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第24号土壊（第322図）

115-82・83グリッドから検出した。規模は294X71X 

19c皿主軸方向はN-7°-Eを指す。平面形状は不整長

方形を呈す。遺物は出土しなかった。

第25号土壊（第323図）

114・ 115-83グリッドから検出した。 SK26との新旧

関係は不明。規模は229X45X 24cm。主軸方向はNを指

す。平面形状は略長方形を呈す。遺物は出土しなかった。

第129表第15地点土壊一覧表

番号 旧番 検出グリッド 平面形状 長軸（m)

1 2 108-97 円形か 1,12 

2 10 108・ 109-80 略方形 1. 93 

3 13 108~82 略長方形 2.90 

4 24 108-82 不整形 1.82 

5 12 108-82 楕円形 3.50 

6 23 109-82 長楕円形 0.96 

7 14 109-82 長方形 2.02 

8 19 108-83 略長方形 1 41 ， 16 108-83 長方形か (0.97) 

10 18 108-83 不整形 1.67 

11 20 108-83 楕円形 1.12 

12 21 108-83 不整形 1.05 

13 22 108-84 楕円形 1.43 

14 11 109・110-80 略長方形 1. 77 

15 15 110-82 円形 1.10 

16 32 110-82 円形 1. 78 

17 26 113-82 楕円形か 1.27 

18 27 113-83 楕円形 1 36 

19 28 113-83 2 06 

20 31 113-83 楕円形か 2.08 

21 30 113-83 不整楕円形 1.48 

22 4 115-81 略長方形 4.20 

23 5 115-82 略長方形 2.95 

24 6 115-82・83 不整楕円形 2 94 

25 7 114・ 115-83 略長方形 2 29 

26 8 115-83 略長方形 (3.00) 

27 ， 115-84 略長方形 4.06 

28 1 116-83 楕円形 0 85 

第26号土塘（第323図）

115-83グリッドから検出した。規模は (300)X 52X 

16c皿主軸方向はNを指す。平面形状は略長方形を呈

す。遺物は出土しなかった。

第27号土壊（第323図）

115-83グリッドから検出した。規模は406X52X 24 

cm。主軸方向はN-5°-Wを指す。平面形状は略長方形

を呈す。遺物は出土しなかった。

第28号土壊（第323図）

116-83グリッドから検出した。規模は85X74X65

cm。主軸方向はN-5°-Eを指す。平面形状は楕円形を

呈す。遺物は出土しなかった。

短軸（m) 深さ (m) 主軸方向 備 考

(0.37) 1.05 

1.90 0.08 N-78'-W 

0.53 0.27 N 

0 54 0 11 

0 84 0.35 N 

(0.80) 0 17 N-90°-E 

0.37 0 13 N -11"- W  

0.32 0.06 N 

0 43 0.31 

0 50 0 27 N-8°-W 

1.04 0.28 N-54°-W 

0.62 0.14 N-39°-W 

0.97 0 37 N-6'-E 

0.38 0 14 N-8°-W 

1 00 1 22 

1. 75 0 20 

(1 20) 0 11 

0.98 0 60 N-29°-E 

(0. 78) 0 22 

(2.00) 0.30 

0.73 0 28 N-4T-E 

0 60 0.15 N-10"-W 

0 62 0 22 N-3'-E 

0.71 0 19 N-7'-E 

0.45 0 24 N 

0 52 0.16 

0.52 0 24 N-5°-W 

0.74 0 65 N-5 ローE
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(4) 跡

15地点において検出された井戸跡、または井戸跡の

井 戸

可能性のあるものは、併せて 5基であった。

第 1号井戸跡（第325• 326図）

109・110-84・85グリッドに位置する。調査のために

掘削した排水溝に接する位置に検出されたが、遺構の

プランと規模を得ることはできた。他の遺構との重複

関係はない。

北島遺跡第15地点

井戸跡壁面の崩落の危険性と湧水のために、確認面

から130cm程掘り下げた段階から、小刑のバックホー

による掘り下げに切り替えた。その結果、深度約180cm

で井戸跡底面を確認できたが、実測は断念せざるを得

なかった。本井戸跡は、青灰色粘土層を掘り込むかた

ちで穿たれていた。

規模は2.35X2.05X(1.80) mを測り、平面形状は

円形を呈する。深さ20cm程の位置に段をもち、 この部

第325図 井戸跡(I)

+
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第 1号井戸跡土層

1 褐灰色土 灰白色粘土粒子多、炭化

物・土器片少

炭化物少

炭化物粒子少

炭化物少

混入物なし

黒褐色粘土プロック若干

焼土粒子・炭化物若干

植物繊維の炭化物粒子少

灰白色土と黒褐色土の混

合層

灰白色粘士プロック若干

混入物なし

青灰色土と青黒色上の混

合士

青黒色士ブロック混入

2

3

4

5

6

7

8

9

 

10 

11 

12 

灰白色土

暗胄灰色土

暗青灰色土

13 

第 2号井戸跡土層

1 灰黄褐色上

2 褐灰色土

3

4

 

褐灰色土

灰黄褐色土

褐灰色土

暗青灰色土

褐灰色土

褐灰色土

灰黄褐色土

褐灰色土

青灰色土

暗オリープ灰色土

褐灰色土

混入物なし

炭化物・黄褐色土

粒子少

混入物なし

黄褐色上粒子多

0

1

2

3

4

5

6

 

1

1

1

1

1

1

1

 

5

6

7

8

9

 

第 3号井戸跡土層

1 暗褐色土硬質

2 灰褐色土 粘性強

3 灰黒色土 粘性強

第 4号井戸跡土層

1 黒褐色土 Fe沈店、ロームブロッ

ク多

ロームプロック多

ロームプロック多

2

3

 

褐灰色土

オリーブ灰色土

オリープ灰色土

オリープ灰色土

オリープ灰色土

オリープ灰色上

暗オリープ灰色土

暗オリープ灰色土

オリーブ灰色土

褐灰色上

褐灰色土

暗オリーブ灰色土

暗黄褐色土

黒灰色上

黄褐色士粒子少

礫少

炭化物のラミナ層

白色砂粒子若干

礫少

礫若干

粘土プロック少

粘上プロック少

地山青灰色と黒色

粘土の混合層

黄褐色土粒子多

粘土プロック多

青灰色土と黒色

粘土の混合層

゜
2m 
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第130表 第 1号井戸跡出土遺物観察表（第326図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調

1 須恵器杯 12.2 3.7 5.9 ACDEH 不良 灰青色
2 須恵器杯 1 2 6.6 ABDE 不良 白灰色

3 須恵高台碗 2 9 8.0 BDE 普通 青灰色
4 須恵高台碗 4.5 (8.3) AE 不良 白灰色
5 土師器甕 (19.0) 6 0 ACEFH 普通 明褐色

6 土師器甕 (19. 7) 5.3 ACEFH 普通 明荼褐色

7 須恵器甕 ABE 良 暗緑灰色

分での規模は1.15X1. 25m、平面形状は円形を呈す

る。段よりも上位の部分における遺存度が低いため明

確さは欠くが、断面形状はロート状を呈すると思われ

る。

8層以上は人為的な埋め戻しと思われる。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

出土遺物は比較的多く、それらの内から土師器甕 2、

須恵器杯4.甕 1の計7点を実測することができた。

1~6の遺物については土層断面の 1~4層内からの

出土である。

第 2号井戸跡（第325図）

111-81グリッドに位置する。他の遺構との重複関係

はない。

本井戸跡は、調査中の状況や土層断面から見て、円

形の井戸枠をもっていたと思われる。但し、井戸枠は

遺存していなかった。

まず、確認面での規模が3.0X2.65mで、円形を呈す

る深さ1.2m程の逆台形の掘り方を掘り、次いで井戸

枠を設定し、さらに井戸枠と掘り方壁面との間に粘土

ブロックを含む土で裏込め (14~16層）を行っている。

1~11層が堆積している部分が井戸側内面に相当

し、 12• 13層の井戸底面が窪んでいる部分が水溜めに

相当すると考えられる。本井戸跡の井戸側は、井戸跡

中央より 50cmほどずれた位置に設けられている。

井戸側の規模は、開口部で2.2X2.45Xl.2m、底面

第131表第15地点井戸一覧表

番号 旧番 検出グリ、ノド 平面形状 断面形状

1 2 109・110-84・85 円形 ロート状か
2 3 111-81 円形 円筒状か
3 1 113-83 不整円形 円筒状
4 4 116-83 円形 ロート状か

残存 備 考

底100ロクロ成形 RBa

ロクロ成形 RC

台95 ロクロ成形底：回転糸切り離し(R)後高台貼付

底35 ロクロ成形底：回転糸切り離し力、高台貼付器面風化

口45 口：内外横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

日15 口：内外横ナデ胴（外） ：箆削り（内） ：箆ナデか

（外）：「平行叩き」の後ナデ（内）：青海波文

では1.2Xl.5mを測り、平面形状はともに円形、断面

形状は円筒状を呈すると思われる。

そしてこの下部に、 0.78X0.85X0.3mの水溜めが

設けられている。裏込めは概ね40cm程の原みをもつ。

井戸跡上層部に、人頭大～犬頭大の礫が、多鼠に投

げ込まれているのが確認された。

遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

土器などの出土はほとんどなかった。 1~4層のレ

ベルで青磁の小破片が1片検出された。

図化し得た遺物はなかった。

第 3号井戸跡（第325• 326図）

113-83グリッドに位置する。 SB3のP3を切って

いる。井戸壁面・土層断面の崩落の可能性と、湧水の

ため完掘には至らなかった。規模は1.20X O. 98X (1. 

13) mを測る。平面形状は楕円形、断面形状は円筒状

を呈する。遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思わ

れるピットなどの施設は検出されなかった。

出土遺物は少なく、図化し得たのは 1点であった。

第 4号井戸跡（第325• 326図）

116-83グリッドに位置する。規模は2.0 X 1. 35 X (0. 

93) mを測る。平面形状は円形、断面形状はロート状を

呈すると思われる。深度に疑問があるが井戸と判断し

た。遺構内や周辺部に、本井戸跡に伴うと思われるピッ

トなどの施設は検出されなかった。

出土遺物は少なく、図化し得たのは 1点であった。

長軸（m) 短軸(m) 深さ (m) 主軸方向 備 考

2.35 2.05 (1 80) N-40°-W 

3.00 2.65 1 52 N-6°-W 

1.20 0 98 (1.13) N-10°-E SB 7を切る
2 00 1 35 (0.93) N-23"-E 
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5は石皿であろうか。安山岩製。石材は、全体的に

風化のため灰褐色に変色しているが、未風化の部分は

帯緑灰色を呈する。

SJ 21のカマド焚日部付近（第286図）から出土し

第326図 第 I• 3 • 4号井戸跡出土遺物

SE 1 

口 ＼三
I ¥ 

北島遺跡第15地点

た。但し、この遺物そのものには被熱の痕跡は認めら

れず、 SJ21が廃棄された以降投棄されたもので平面

形は楕円形に近い。一方の面は扁平で、他方は山形を

呈する。 14.lcmX 13. lcmX 4. 5cm、1,251g。

ニ 3 

'1/タマ、べ‘

“: 
こ三

□(  
ロ

ロ／〔 6

SE 3 SE 4 

I/|_—|||] 

-

¥

 

ロ

¥1  

SE 5 

こ二ニ二ご 1

0 SE 3 5cm 
| l | 1 : 3 ゜

10cm 
1: 4 

第132表 第4号井戸跡出土遺物観察表（第326図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土|t尭成 1 色調 l残存 備 考

1 I 磁器碗 2.1 I 2. 9 E
 

良 I 暗灰色 台95Iロクロ水挽き成形底：［司転箆削り (R)後高台貼付

第133表 第 5号井戸跡出土遺物観察表（第326図）

番号 1 器種 |r1径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 I残存 備 考

1 I 灰釉皿 1.s I (7.6) EF I普通I白灰色 I底45Iロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台
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(5) ピット

第327図ピット(I)

Pl P2 P3 巴 壱 P6 P7 

p8 翌

匹

匹

三

三三

／コニ三

P11 匹 四 四

P30 立

口 ：三三：

嗅 四 匹 四 翌 P21 

翌 図 竪 芦 叩 芦 四

口 □ ニ

P22 

翌 図

： □言言言 □言

P_i) •四

芦

匹 包

P36 ．．  

三
芦 匹 •34 空 P38 

癒 咆］ 堕

匹

ピット 46・47 

1 にぶい黄橙色士

2 灰黄褐色上

3 褐灰色七

四

Fe多

炭化物・焼土粒子少

混入物なし

゜
L= 24 om 2m 
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北島遺跡第15地点

第328図ピット(2)

P50 P51 P52 P53 P54 P55 P56 

0]三□0 言 言言二 □ 
四 芦 P59 P60 四 P62 P63 

コ ］言 ： ］］ロ 三

P・ 64 • P65 P. 66 P・ 67 p68 P69 P70 

” ”'疇口疇冒言誓冒量疇

Pユ P72 P73 P74 P75 匹

三 三二ロニニ

P互 Pユ§ P79 P80 四 喫 P83 

こ 言：
□9 ¥ 

P旦 . P85 ・ P86 四 P88 国 P90 

疇 三□9 9冒讐疇

四 国 P93 墜 P95 P96 芭り

コ 疇
ピット 80

1 褐灰色士 灰白色粘土プロック・炭化物少、柱抜取後

の陥落土

P98 芦 P100 匹 1 2 灰黄褐色土 Fe多

3 掲灰色土 混入物なし

言言言 冑 言 u ゜
L= 24 om 2m 
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第329図ピット (3)

匹 2 P103 PJ_Q4 P□5 P106 P107 

三 三／：口三］

P108 P109 P110 巴11 四 2 即 3 四 4

ロ ロ三誓冒／：ロ

Pll5 P116 . P旦7 皿 8 四 9 ＿．虚0 P且1 匡 2

逗 3

□言］］／］ニコ］｀

匹 4 芦 5 匹 6 喫 7

Uロ口 □ロ

虚 0

P137 

P旦

P旦8

P旦2

P139 

： 
ピット 110

1 灰黄褐色土 砂質、混入物なし

2 灰黄褐色七 砂質、灰白色粘士プロック・掲灰色粘士プロック少

3 灰黄褐色土 砂質、褐灰色粘土ブロック少

4 褐灰色土 粘土質、灰色シルトと灰白色粘士の混合層

5 にぶい黄橙色土 粘土質、灰白色粘土主体

6 褐灰色土 粘土質、褐灰色粘七主体

7 灰黄褐色土 砂質、 2層に近似

ピット 111

1 褐灰色士 粘土質、混入物なし

2 褐灰色土 シルト質、混人物なし

3 灰黄褐色上 シルト質、混入物なし

P旦3 P134 

P128 

P135 

口］：

翌 9

匹゚ 6

三
Pl40 P旦1

冒

゜
L~ 24.D m 2m 

ピット 128

］ 褐灰色土 炭化物・焼土・土器細片を多

2 黒色土 炭化物層

3 灰白色土 炭化物少

4 褐灰色上 焼土少、 ヒ部に士器片．礫少

5 黒色七 炭化物層

6 褐灰色土 焼士少、下部に土器・骨片・礫少、粘性・しまり強

- 338 -



ここでピットととして扱ったのは、土壊 (SK) と

して扱わず、さらに掘立柱建物跡や柵列跡の柱穴となっ

たピットを除いたものである。土壊とピットとの区分

も明確なものではなく、概ね平面規模が50X50cm以下

の小穴をピットとして扱った。規模のみでピットとし

ているため、遺構の性格は様々であろうと思われる。

第15地点において検出されたピットは139基であ

る。今回の調査で検出されたピットは、第14地点では

第330図 ピット 128出土遺物

ロニ ミ
I ¥ 

北島遺跡第15地点

358基、第16地点では70闘§、総計1201基に上る。

各地点ごとのピット数の比率は、第14地点： 30バー

セント、第15地点： 11バーセント、第16地点： 59パー

セントである。

ピットの多くは、一部を除いて調査中に遺構番号を

付さなかった。そこで、整理作業の段階で新番号を付

すこととした。

ニ 3

゜
10cm 

第135表 ピット 128出土遺物観察表（第330図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 土師質皿 10.4 2 8 4.5 AEH 普通 橙褐色 95 ロクロ成形、 RC

2 土師質杯 2.2 6.0 ADEF 良 黄褐色 底100ロクロ成形 C

3 土師高台碗 3.0 7.3 ADE 普通 乳白色 底90 ロクロ成形

第135表第15地点ピット一覧表（第327~329図）

番号 旧番 検出グリッド 長軸(cm) 短軸 (cm) 深さ (cm) 番号 旧番 検出グリッド 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ (cm)

1 108-79 113 38 6 21 108-81 18 14 10 

2 108-80 26 23 33 22 108-81 21 18 6 

3 108-80 36 31 25 23 108-82 28 19 20 

4 108-80 40 34 24 24 108-82 33 24 41 

5 108-80 36 32 22 25 108-82 76 28 27 

6 108-80 48 22 6 26 108-82 26 18 20 

7 108-80 33 29 18 27 108-82 28 24 14 

8 108-80 37 34 14 28 108-82 23 21 12 ， 108-80 87 30 20 29 108-82 65 61 80 

10 108-80 35 30 17 30 63 108-83 56 47 23 

11 108-80 21 20 ， 31 108-83 27 22 19 

12 108-80 40 32 13 32 108-83 24 19 5 

13 108-80 43 42 17 33 108-83 18 16 21 

14 108-80 35 34 34 34 108-83 18 17 15 

15 108-80 41 32 5 35 108-83 26 16 14 

16 108-81 22 21 13 36 108-83 29 27 35 

17 108-81 26 21 19 37 108-83 29 25 27 

18 108-81 24 20 15 38 108-83 51 43 21 

19 108-81 28 27 24 39 108-83 79 37 13 

20 108-81 18 17 ， 40 108-83 24 21 24 
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釆田万ロ 旧番 検出グリッド 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ (cm) 番号 旧番 検出グリッド 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ (cm)

41 108~83 20 19 26 92 109-84 23 19 37 

42 108-83 32 31 36 93 110-79 50 49 7 

43 108-84 63 44 17 94 ll0-80 82 70 27 

44 108-84 59 56 5 95 110-84 49 41 37 

45 108-84 26 21 6 96 111-80 34 31 7 

46 84 108-84 56 49 55 97 111-81 26 24 15 

47 108-84 66 52 66 98 111-81 54 50 5 

48 108-84 21 19 6 99 111-81 25 24 15 

49 108-84 29 27 13 100 111-81 93 72 7 

50 108-84 28 24 13 101 111-82 23 22 15 

51 108-84 31 23 22 102 112-80 59 24 20 

52 108-84 23 27 23 103 112-80 48 30 16 

53 108-84 27 21 15 104 112-80 32 32 17 

54 108-84 54 52 ， 105 112-80 110 59 25 

55 108-84 54 51 8 106 114 112-80 133 89 30 

56 108-84 54 45 12 107 112-81 43 41 22 

57 108-84 45 21 12 108 112-82 47 26 22 

58 108-84 20 19 25 109 112-82 47 36 20 

59 108-84 18 16 25 110 134 112-82 76 54 36 

60 109-79 31 28 15 111 142 112-83 40 34 32 

61 108-84 19 17 26 112 112-83 30 29 16 

62 109-79 34 32 33 113 112-83 44 25 23 

63 109-80 45 42 24 114 112-83 101 49 7 

64 109-80 31 30 23 115 112-84 33 20 4 

65 109-80 50 45 20 116 112-84 43 21 5 

66 109-80 25 22 55 117 113-80 26 24 24 

67 109-80 45 44 21 118 113-81 55 41 22 

68 109-80 60 37 15 119 113-81 24 24 19 

69 109-80 23 21 13 120 113-82 31 29 14 

70 109-80 30 22 15 121 113-82 29 28 18 

71 109-80 51 41 25 122 113-82 57 42 22 

72 109-80 53 35 25 123 113-82 40 31 57 

73 109-80 53 29 7 124 113-83 42 35 17 

74 109~80 31 31 5 125 113-83 48 36 ， 
75 109-80 74 17 ， 126 113-83 48 40 25 

76 109-81 85 18 7 127 113-83 68 53 10 

77 54 109-81 30 27 5 128 124 114-81 76 73 85 

78 109-81 66 33 6 129 114-81 40 32 18 

79 55 109-81 17 15 19 130 114-81 43 37 10 

80 109-82 51 45 61 131 114-81 86 42 13 

81 109-82 55 48 21 132 127 114-81 64 59 17 

82 109-82 41 36 60 133 114-82 39 37 15 

83 109-82 31 29 17 134 114-82 31 18 14 

84 109-82 53 48 17 135 114-83 31 21 15 

85 109-82 31 30 18 136 114-83 22 21 23 

86 109-83 51 18 17 137 114-83 42 41 27 

87 109-84 23 23 24 138 114~83 40 40 25 

88 109-84 58 51 49 139 114-83 51 45 18 

89 109-84 29 27 18 140 114-83 76 42 18 

90 109-84 29 29 13 141 115-81 147 55 8 

91 109-84 42 35 14 
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(6) 道路状遺構

第 1号道路状遺構（第331• 332図）

道路状遺構として波板状凹凸面や皿状ピットが検出

されている範囲は、 112-81グリッドから始まって東に

向かい、 112-84グリッド付近で屈曲して南に向かう。

そして、 SD16と重複する114-83・84グリッド付近ま

で続いて終わる。この間の距離はおよそ32.5mを測

る。側溝はもたないと思われる。

第1号道路状遺構は、現：新星川の河川敷の北約30

m。現在の水流からは50mに位置している。 N-5°

- Wの方位で北上し、住居跡群とはやや離れた大型の

掘立柱建物跡である SB9を回り込むように116゚の角

度をもって西に屈曲している。両者の位置関係からみ

て、 1井存の可能性が高いと考えられる。

第1号道路状遺構は、 SJ26 • 29、SDl7 • 22を切

る。確証はないものの、 SD16には切られていると思

われる。

本遺構は、検出当初溝跡と判断してSD21と命名し、

遺物の取り上げも SD21で行った。しかし、掘り下げ

ていく過程で波板状の凹凸面が、浮かび上がり、道路

状遺構であることが判明した。

但し、この第 1号道路状遺構を 2次的に切っている

溝跡（第332図A-A'~C-C'の土層断面 1~4層）

についても SD21として遺物取り上げを行ったほか、

S D21の南側延長線上付近からの遺物も同様にSD

21として一括する結果となった。

そこで、第 1号道路状遺構に伴う遺物を特定できな

かったため、これらの遺物は(8講跡 (P334~)に掲載

することとした。本遺構を記述する便宜上、道路状遺

構の112-84グリッド付近での屈曲部分よりも西側を

北辺、南側を東辺と仮称する。

当初SD21とした部分の覆土には土器片や礫が混

入していたが、波板状凹凸面の充填土の中にも混入し

ているの力噸忍められた。北辺で、波板状凹凸面が分布

する部分での道路状遺構の輻は2.7~3.8m、深さは波

板状凹凸面のない部分で20cm前後、波板状の部分では

30~40cmを測る。波板状凹凸面は細長い土墳状を呈す

北島遺跡第15地点

るが、北辺の波板状凹凸面には、 2つの軸方向が重複し

た状態で存在している。

1つは軸方向がN-15°-Eを指すもので、道路状遺

構内では北側に位置する。今1つはN-4°-Wの軸方

向をもち、南側に位置している。路盤整備のために基

盤を掘り直していると思われるが、波板状凹凸面同士

の新旧関係については判断できなかった。北辺自体の

主軸方向はN-74°-Wである。

112-82グリッドの東半部から、 112-83グリッドの西

半部にかけての範囲では、 1つ 1つの波板状凹凸面は

明確ではなく重複するかたちで検出された。

東辺の東側は比較的明瞭に遺存している箇所があ

り、この部分での波板状凹凸面や皿状のピットには、

北辺と異なった特徴が見られる。つまり、 113-83・84 

グリッド北側の波板状凹凸面は、長いものと短いもの

とが交互に並び、短い波板状凹凸面の東側には、皿状

ピットが1つずつ検出された。皿状ピットの規模はま

ちまちであるが、概ね20X30cm~40X60cmの楕円形も

しくは長楕円形を呈し、深さは20~30c頑茎である。

これらの波板状凹凸面の西側半分については、波板

状凹凸面同士の複雑な重複のため形状は不明瞭であっ

た。

113・ 114-84グリッド付近の波板状凹凸面は「く」字

状を呈しており、一方の波板状凹凸面はN-50°-Eを

指し、他方はN-88°-Eを指している。北辺でみられ

たように路盤の掘り直しによる重複であろうか。

東辺の南側延長線上にあたる114• 115-83グリッド内

には、楕円形を呈する土壕状の窪みが連続しており、

後はど土壊群として扱ったが、既に述べたように検出

当初SD21として遺物取り上げを行った。この部分は

道路状遺構を切っているが、 SD21内にみられる 2次

掘削溝との新旧関係は不明である。

S K21はSD21内の 2次掘削溝の覆土内に検出さ

れた土壊で、馬の頭蓋骨が裏返った状態で出土し、さ

らにその下位からは人頭骨片力湘t出された。両者の関

係、および道路状遺構との関連は不明である。道路状

遺構に直接関わる遺物で、図化できるものはなかった。
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第331図 道路状遺構全体図
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北島遺跡第15地点

第332図 道路状遺構断面図
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第333図溝跡

110 

2
 

2

0

 
s

7

8

0

 

J

―

乃

・

1

9

7

7

.

 

/
、

D

5

傭
／
｛

76
／

J

/

 

ロロ」口
]n

5

』
65

叫
。
。
口
：
ロ

726-

,
g1

0
6

、乞
5
6
3
◎

D
 

6
0
.
 

s
 

11 2 

113 

114 

115 

以
蕊

,
I
I
I
 ,' 

□
~
|
 u

 

）
 

。。

- 344 -



北島遺跡第15地点

第334図溝跡断面図
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第 2号溝土層

1 黄橙色十

2 褐色十．

3 黄橙色土

黄褐色土プロック少

混入物なし

砂粒少

第 16号溝工層③

1 暗褐色土 黒褐色土プロック(¢ 2 cm)・炭化物少、ロームプロッ

ク粒子（¢ 0. 2~O. 3 cm)多

Fe沈着、ローム粒子(¢ 0. 2~0. 3 cm）多、ローム

プロック (¢0.lcm）少

② 3層に近似、ローム粒子（¢ 0. 2~0. 3 cm）多、ロ

ームプロック (¢0.lcm)少

砂質、 Fe沈着、ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多

砂質、下層に黒褐色土プロック(¢ 1 cm)少

粘土層、ローム粒-f-(¢0.5cm)少

粘土、ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm）少

砂質、黒褐色土プロック（ ¢0.lcm)・ ローム粒子

(¢0.3cm)・ロームプロック(¢ 0. 2~0. 3 cm)少

ロームプロック (¢0.2cm)多

地山に近似、ロームプロック(¢ 2~3 cm)多

暗褐色土

第 3号溝土層

1 褐灰色土

2 灰黄褐色土

3 青灰色土

4 暗青灰色土

5 暗青灰色七

6 暗青灰色七

7 灰黄掲色七

8 暗青灰色士

土器片・礫少

混入物なし

4層との境に木片少

軟質の白色砂粒少

植物遺体を少

混入物なし

流木片を多

青灰色粘士プロックを多

4

5

6

7

8

 

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰黒色土

灰色土

暗褐色土

9 暗褐色七

10 暗黄褐色上

第 4号溝土層

1 黄橙色七

2 褐灰色土

灰白色七プロック少

軟質白色砂粒少（浅間 B軽石か）

第 5号溝土層

1 灰黄褐色土

2 灰黄褐色土

3 灰黄橙色土

浅間 B軽石少

浅間 B軽石・焼土粒・炭化物・土器破片

浅間 B 軽石 •Fe 多

第 16号溝土層④

1 暗褐色土 Fe沈着、灰褐色粘十・ローム粒子 (¢0.5cm)・ロー

ムプロック(¢ 1~2 cm)多

ロームプロック多、炭化物粒子少

粘土層、炭化物粒子少、ロームブロック(¢ 2 cm)多

Fe沈着、ローム粒子(¢ 0. 3~0. 5 cm)少、粘性強

ローム粒子 (¢0.Scm)・ロームブロック(¢ 2~3 cm)多

Fe沈着、ローム粒子(¢ 0. 2~0. 3 cm)多、ロームプ

ロック (¢0.lcm)少

砂質、 Fe沈着、ロ一ム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多

砂質、下層に黒褐色士プロック(¢ 1 cm)少

粘上屈、ローム粒子 (¢0.5cm)少

粘上、ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)少

砂質、黒褐色土プロック(¢ 0. 1 cm)・ローム粒子

(¢0.3cm)・ロームプロック(¢ 0. 2~0. 3 cm)少

2

3

4

5

6

 

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰黒上

暗褐色土

第 15号溝土層①

l 暗褐色土 ローム粒子(¢0.5cm)・炭化物少

2 灰褐色土 1層に近似

3 暗褐色土 Fe沈着、ロームプロック粒子(¢ 0. 8~0. 9 cm)少

4 灰黒色土 ローム粒子(¢ 0. 2~0. 5 cm)・ロームプロック

(¢ 0. 2~0. 3 cm)少

黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 2~0. 3 cm)多

第 15号溝土層②

1 暗褐色士 硬質、ローム粒子(¢ 0. 8 C1Il）多

2 暗褐色土 ローム粒子(¢ 0. 8~0. 9 cm)・焼土粒子 (¢0.Scm)

多、炭化物少

炭化物層、焼土粒子(¢ 0. 8~0. 9 cm）多

粘土層、ローム粒子 (¢0.5cm)少

粘土層、ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm）多、焼土少

3

4

5

 

黒色土

灰褐色土

灰褐色土

第 16号溝土層①

1 暗褐色土 ローム粒子(¢0.lcm)多

2 暗褐色土 Fe沈着、ローム粒子(¢ 0. 8~0. 9 cm)多

3 灰黒色土 粘土層

4 灰褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 9 cm)・ロームプロック

(¢ 0. 2~3 cm)多、炭化物粒子少

灰褐色土 粘土、 Fe沈着、ローム粒子(¢ 0. 8~0. 9 cm)・ロー

ムブロック(¢ 2~3 cm)多、炭化物粒子少

Fe沈着、ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多

粘土、ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)少

6

7

 

灰褐色土

灰色土

第 16号溝土層②

1 暗褐色土 ローム粒子(¢0.5cm)・ 白色粒子(¢ 0. 1~0. 2 cm)少

2 暗褐色土 灰褐色粘土多、ローム粒子(¢ 0. 4~0. 5 cm)少

3 黒褐色土 ローム粒子(¢ 0. 5~0. 8 cm)多、炭化物粒子・焼土粒

子少

3層よりローム粒子少

炭化物層、炭化材少

灰褐色土少、ローム粒子 (¢0.3cm)多

粘土層、ローム粒子(¢0.5an）少

Fe沈着、黒褐色土プロック(¢ 0. 3~0. 5 cm）少

粘土、ローム粒子(¢ 0. 5~0.8口）少

1層に近似、 Fe沈着

。

4

5

6

7

8

9

ー

黒褐色土

黒色土

暗褐色土

灰黒色土

灰褐色土

灰色土

暗褐色土

0

1

 

1

1

 

7

8

9

 

灰褐色士

灰褐色土

灰黒色土

灰色土

暗褐色七

第 19号溝土層

1 暗褐色土

2 暗黄褐色士

3 暗褐色土

4 黒色土

5 黒褐色土

6 黒褐色土

第 21号溝土層

1 褐灰色土

2 灰黄褐色土

3 褐灰色土

4 褐灰色土

5 黄橙色土

6 褐灰色土

7 褐灰色土

8 褐灰色土

9 褐灰色上

10 灰色土

11 褐灰色土

12 褐灰色土

第 2g号溝土層

1 灰黄褐色土

2 褐灰色土

3 褐灰色土

砂質、 Fe沈着、ローム粒子（¢ 0. 5~0. 8 cm)少

砂質、地山に近似、 Fe沈着

砂質、ローム粒子多

炭化物層

ロームプロック(¢ 1 cm)・炭化物粒子・焼土粒子少

ローム粒子 (¢0.Scm)・ロームプロック(¢ 5 cm)多

粘土質、土器片・礫少

粘土質、褐灰色粘土ブロック・焼土粒子少

粘土質、 2層に近似、褐灰色粘土プロック多

粘土質、灰白色粘土が互相状に入る

粘土質、 2層に近似、 Mn多

シルト質、 Fe斑多、上器細片少

シルト質、土器細片・裸少

粘土質、灰白色粘土プロック少

粘土質、 2層と黒褐色土との混合層

粘土質、プロック少

砂質、土器細片少

粘土質、灰白粘土・プロック少

※ 6 ~ 8層・・・路面堀込遺構

9 ~12層・・・ 2次掘削溝

第 23• 24号溝土層

1 褐灰色土 浅間 B軽石少

2 褐灰色土 灰白色粘土プロック・焼土少

3 灰黄褐色土 浅間 B軽石・礫少

4 灰黄褐色土 浅間 B軽石少

浅間 B軽石・土器片少

混入物なし

黄褐色土プロック少
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(7) 溝跡

第2号溝跡（第333~335図）

108-83グリッドから110-80グリッドにかけて検出

された。北側は調査範囲外に続くと思われる。南側に

ついては、 SD3以南には検出されていない。 SD3

に合流して終わっていると思われる。 SJ13 • 14を切

り、 SD5 ・トレンチによって切られる。確認された

範囲内で長さ31.8m・輻0.4~0.6m・深さ0.2mを測

る。溝跡は直線的であり、 N-132°-Wの方位で、南流

すると思われる。溝跡の底面は比較的平坦である。壁

面は直線的で、比較的急勾配に立ち上がる。

図化し得た遺物は計3点であった。

4は軽石製品である。合計3箇所が欠けている他は、

比較的表面は滑らかである。

法量は7.5cmX 7. OcmX 3. 2cm、76.0gを測る。乳灰

色である。

第3号溝跡（第333~335• 219 • 220 • 234図）

第14地点のSD3と同一の溝跡であると推定され

る。第14地点の、溝跡の項 (P220~221)を参照のこ

と。

第4号溝跡（第333~335図）

108-84グリッドから110-83グリッドにかけて検出

された。北側は調査範囲外に続く。南側はSD3と重

複する部分で止まり、 SD3以南ではSD4はみられ

ない。 SD4は遺構の遺存度が非常に悪く、 SD3よ

り南側では溝跡の痕跡が失われている可能性もある。

検出された範囲内で長さは26.8m・幅0.5~0.7m• 

深さ0.15.~0.2mを測る。溝跡底面は平坦であるとい

える。溝跡は直線的で、 N-156°-Wの方位で南流す

る。断面形状は逆台形を呈する。

図化し得た遺物は 2点であった。

第 5号溝跡（第333~335図）

79-82グリッドから110-82グリッドにかけて検出さ

れた。北側は調査範囲外に続き、南側はSD3との重

複箇所で終わっている。 SD5は、 SD3以南では検

出されていない。しかし、 SD5は遺構の遺存度が非

常に悪く、 SD3より南側では溝跡の痕跡が失われて

北島遺跡第15地点

いるが、 SD26が同一の溝跡である可能性もある。 S

J 18~20を切り、 SD2 • 6との新旧関係は不明。検

出し得た範囲で長さ22.0m・幅0.5~0.7cm・深さ0.25

mを測る。溝跡底面は平坦または平坦に近い凹面で、

壁面は緩やかに立ち上がる。溝跡は直線状に南流する。

遺物の出土は少なく、図化し得たのは 1点であった。

第6号溝跡（第333~335• 211・212図）

108-82グリッドから108-84グリッドにかけて検出

された。西側は調査範囲外に続く。第14地点のSD83

と同一の遺構であると思われる。この SD83は、

109-89グリッドでSD1に合流して終わると推定さ

れる。

第15地点と、第14地点の中間部分にも SD6があっ

たことを前提にした長さは確認範囲で約60m、SD6

がSD1にまで及んでいるとすれば約65mとなる。輻

は0.65m・深さは0.25mを測る。溝跡はほぼ直線状で、

N-96'-Eの方位で東流する。溝跡底面は平坦もしく

はそれに近い凹面で、壁面の立ち上がりは比較的急勾

配であるといえる。

遺物の出土は少なく、図化し得たのは 2点であった。

第15溝跡（第333• 334 • 336 • 337図）

111-79グリッドから110-85グリッドにかけて検出

された。西側は調育範囲外に続く。第14地点のSD14

は本溝跡と同一遺構であると思われる。この場合、東

側は107-102グリッドまで続くことになる。 SD3 ・16 

に切られる。そしてこの溝跡は、谷地形に及んで終わっ

ていると思われる。検出し得た範囲内で長さは約208

m・幅は2.0m・深さは0.5~0.6mを測る。 SD15は、

直線的にN-78'-Eの方位で東流し、第14地点の

107-100グリッド付近でやや南に振れる。溝跡底面は

緩やかに窪み、壁面の立ち上がりも緩やかであるとい

える。

SD15の遺物取り上げについては、平面的に西から

1 ~ 5区まで設定して、区ごとに取り上げを行った。

その内訳は、西端部～南北81グリッド： 1区、南北

81グリッド～同82グリッド： 2区、同82グリッド～83

グリッド： 3区、同83グリッド～同84グリッド： 4 
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第335図 第 2・3・4・5・6号溝跡出土遺物
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第136表 第 2号溝跡出土遺物観察表（第335図）

番号 器 種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備

1 須恵器杯 2.0 6 0 AEH 普通 青灰色 底85 ロクロ成形 RC

2 須恵器杯 1 7 (7.2) ACEH 普通 暗荼褐色 底25 ロクロ成形 RC

3 須恵器杯 (11 7) 3.2 ACEH 普通 暗灰色 口20 ロクロ成形

考

第137表 第 3号溝跡出土遺物観察表（第335図）

番号 1 器 種 I 口径 1器高 1 底 径 1 胎土 1焼成 1 色調 1 残存 備 考

1 I須恵器杯 1.1 I 5.8 EH 普通 白灰色 I底100ロクロ成形 RC底（外）：箆記局（内）：墨痕判読不可

第138表 第 4号溝跡出土遺物観察表（第335図）

番乃 器種 口径 益＂＂ 古回 底径 胎土 焼成 色調 残存 備

1 須恵器杯 (15.1) 4 4 EH 普通 暗赤灰色 日15 ロクロ成形

2 須恵器杯 1.5 (6.0) DEFH 普通 灰青色 底35 ロクロ成形 RC

第139表 第 5号溝跡出土遺物観察表（第335図）

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎七 焼成 1 色調残存 I 備

1 灰釉碗か 3 3 (8 8) BDE 普通 l灰白色 l台25|ロクロ水挽き成形貼付高台

第140表 第 6号溝跡出土遺物観察表（第335図）

番号 器 種 ロ径 益ロロ ［E司5̀ 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備

1 須恵器杯 2.1 7.1 ADE 不良 白灰色 底55 ロクロ成形 RC

2 須恵器杯 2.0 (5.5) ACDE 不良 白灰色 底30 ロクロ成形 RC

考

考

考
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北島遺跡第 15地点

第336図 第 15号溝跡出土遺物(I)
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第337図 第15号溝跡出土遺物(2)
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北島遺跡第15地点

第141表 第15号溝跡 I区出土遺物観察表（第336図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 須恵器杯 (13.6) 3 8 (6.4) EH 普通 灰臼色 底30 ロクロ成形 A

2 須恵器邸 (12.2) 4 0 6.3 EH 蒋通 白灰色 底100ロクロ成形 RC

3 須恵器碗 4.8 (8.1) DEH 不良 白灰色 底25 ロクロ成形 RBb底（内）：黒痕判読不明

4 土師器甕 (11, 7) 5.0 ACEF 普通 暗荼褐色 口25器面風化口：内外面横ナデ内外面共にスス付着

第142表第15号溝跡 2区出土遺物観察表（第336図）

番号 1 器種 1 日径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 土師器杯

2 土師器甕

3 須恵器甕

11.6 I 3.5 

20.1 I 22. 0 

2u  I 16.1 

AEF 

ADE 

CEG 

普通暗褐色 口45 日：内外面とも横ナデ体（外）：ナテ底（外）：箆ナデ

普通明荼褐色 Il85 日：内外面とも横ナデ胴（外）：箆削り胴下半（外）：スス付着

良 青灰色底100胴（外）：平行叩き目文下端部箆調整（内）：当て具痰

第143表 第15号溝跡 3区出土遺物観察表（第336図）

番号 1 器種 1 口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調残存 備 考

1 I上師質羽釜1(18.8)15.7 ACE I普通 I 黄褐色 ロクロ成形

第144表 第15号溝跡 5区出土遺物観察表（第336~337図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 上師器杯 (11. 9) 2.6 ACEF 普通 黄橙褐色 日20 器面風化日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナテ‘

2 士師器杯 (12. 7) 2.8 ACDE 普通 暗荼褐色 日45 口：内外面横ナデ体（外）：ナデ底（外）：箆削り

3 土師器杯 14.4 3.6 AEF 稗通 明荼褐色 ロ25 口：内外面横ナデ体（外）：箆削り体（内）：ナデ

4 土師器坑 (14.9) 4.5 ACEF 普通 明荼褐色 ロ25器面風化日：内外面横ナデ体～底（外）：箆削り

5 須恵器蓋 2.7 2.2 CDE 普通 灰橙色 つ65 ロクロ成形天井部：部分的に回転糸切り痕残る (R)箆削り

6 須恵器蓋 1 9 (17.3) DEH 蒋通 青灰色 底15 ロクロ成形

7 須恵器杯 (13 0) 3.4 CEH 不良 灰褐色 口30 ロクロ成形

8 須恵器杯 (11.9) 3.7 (7.0) ABE 普通 白灰色 ロ25 ロクロ成形 RBa， 須恵器杯 (14.5) 3 5 (8 4) DEH 普通 灰橙褐色 底30 ロクロ成形 Bb

10 須恵器杯 (12.3) 3 7 6.7 DEH 普通 灰白色 底95 ロクロ成形 RBb

11 須恵器碗 2.7 7.7 BEH 良 灰青色 底80 ロクロ成形体部下端：回転箆削り (R)底：箆削り

12 須恵器杯 1.0 6 1 ABCEH 普通灰臼／暗荼 底100ロクロ成形 RBb

13 須恵器杯 11.9 3 5 5.9 EH 良 灰青色 底100ロクロ成形 RC

14 須恵器杯 (11.1) 3.4 (6 0) DEH 普通 白灰色 底35 ロクロ成形 RBb底（内）：墨痕判読不明

15 須恵器杯 (12.2) 3 7 6.1 ACEH 普通 灰青色 底55 ロクロ成形 RC

16 須恵器杯 1.4 6.1 EH 普通 白灰色 底100ロクロ成形 RC箆記号あり

17 須恵器杯 (14 0) 4.3 AEH 普通 灰白色 口15 ロクロ成形

18 須恵器碗 15 0 5.2 7 9 BEH 普通 灰白色 日50 ロクロ成形 C

19 須恵高台杯 (15.8) 6.1 8 4 DEH 普通 臼灰色 底50 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付スス付着

20 須恵器甕 ADE 普通 黒灰色 外：平行叩き目文（？）内：青海波文

第145表 第15号溝跡その他出土遺物観察表（第337図）

番号 1 器 種 1 ll径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色調 1残存 備 考

1 土師器杯 （14.0) I 4.5 I ~ I ACEFH 普通明荼褐色口3011]：内外面横ナデ体（外）：ナデ底（外）：箆削り

2 上師器甕 19.9 I 26.5 I 5.4 I AEF 普通明橙褐色口95 日：内外面横ナデ胴～底（外）：箆削り器面風化

区、同84グリッド～同85グリッド： 5区である。

土層断面の 3層は炭化物層であり、 5区から出土し

た遺物はいずれもこの 3層上面から出土した。

10は貝巣穴痕泥岩である。明瞭に貝巣穴と思われる

痕跡が10箇所はど存在する。明赤褐色をしており、被

熱しているためと思われる。長さ 4.6cm・輻3.8cm・厚

さ1.9cm、重量15.8gを測る。

第16号溝跡（第333• 334 • 338~340図）

111-79グリッドにかけて検出された。西側は調査範

囲外に続き、東側は排水溝や、現行の悪水路によって

切られている。空中写真測最のために撮影された写貞

を観察したところ、悪水路は117-88グリッドから

119-90グリッド方向に流れており、 SD16の方位・規

模ともに一致していることがわかった（写真図版1.
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北島遺跡第15地点

第339図 第16号溝跡出土遺物(2)灰層中
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第340図 第16号溝跡出土遺物(3)灰層下

1区

ロニ~5 口 7

¥

し

¥
h
t

;
9
 
... 

4
9、

心・

家
・
・
ヽ

．．
 

，
 

●
、
'
,
'
・
サ

9
9
．
；
ゞ

．．
 

｀
へ

V

〗

‘
‘
•
C・
ぇ
罫

が
祖
，
．
ふ
→
•
]

ぷー
9

.

』
認

`

g

凸

5

喜
警
~

硲
炉
噛

＼

勺

れ

＼

ャ

9

2区

ロニニ/38
／ ＼ 

こ三—三可 36

3区～ 4区

~40 
I ¥ 

4区

□3 

39 

口ー／44

~41 

I ¥ 

口
5区

□□□---:]) 47 

, ---
I→ 
＇ 口＿7 

□ 
ロニロ42

~8 

~49 

1 01  

｀ ＼
 

46 

こニー＿ 51 

52 

その他

ロニロロニ＇
ij ~ 55 

53 

信
50 

｀
ロロ

゜
46 • 54~56 

g
 

i

I

m

履 56 

54 

-354-



第146表 第16号溝跡出土遺物観察表（第338~340図）

番号 器種 ロ径 益nn 古回 底 径 胎土 焼成 色調

1 土師器皿 10.7 2.9 7.1 AE 不良 明褐色

2 土師器皿 11 2 2 9 5 4 ADE 普通 明褐色

3 土師器杯 11 7 3.9 5.8 ACEF 普通 黄橙褐色

5 須恵器杯 (13 O) 4.0 6.6 ABEH 将通 暗灰色

6 土師高台碗 3.0 (7 5) AEF 普通 白橙色

7 土師器甕 (19 6) 6.5 ACEF 普通 暗黄褐色

8 上師質杯 (9 9) 2.8 (6 0) ACEF 普通 黄橙褐色， 土師質杯 (12.0) 3.4 6.1 ACEH 不良 灰橙色

10 土師質杯 3.6 6.0 AEH 曹通 白橙褐色

11 須恵器杯 (14.6) 4.5 ACDE 不良 黄灰色

12 土師高台碗 4.1 8.0 AEF 不良 橙褐色

13 土師高台碗 2.5 (8.3) AEF 普通 臼橙色

14 須恵高台坑 3.3 (8.1) 良 青灰色

15 土師質羽釜 (20.0) 6.7 BCE 普通 暗橙色

16 土師質羽釜 (23 1) 14.1 ABD 普通 暗褐色

17 土師質甕 6.8 (14.2) ACDE 不良 暗橙褐色

18 須恵高台碗 2 5 7.7 ACDE 普通 白灰色

19 須恵長頸壺 7.1 DE 普通 暗緑色

20 須恵器皿 14 1 3.1 6.6 BEH 普通 灰白色

21 須恵高台碗 2 8 6.1 CEH 不良 白灰色

22 須恵高台杯 1. 7 7.8 ACDE 不良 臼灰色

23 上師器甕 (16.1) 3.8 AEF 普通 荼褐色

24 土師器甕 (20.1) 4.8 ACDEH 普通 明橙褐色

26 土師質杯 (10. 7) 3.3 6.0 ACE 不良 灰橙色

28 上師器杯 3.3 5.2 ACE 不良 暗橙褐色

29 須恵器杯 (13.3) 3.4 7 4 BDEH 普通 灰白色

30 須恵高台杯 24.2 5.9 7.4 BEH 普通 青灰色

31 須恵器甕 17 8 11.1 BEH 普通 灰青色

32 須恵器甕 4.9 (7.2) EH 普通 白灰色

33 上師質羽釜 7.7 CEF 普通 暗荼褐色

35 土師質杯 (11. 7) 3 3 5.6 AEF 不良 灰白色

36 灰釉高台杯 1.4 (7.2) DE 良 白灰色

37 灰釉碗 16.6 5.5 9 0 DE 良 灰白色

38 土師器杯 2.7 5.3 ADEF 普通 白橙色

40 上師器杯 2.0 4 8 AEF 不良 暗橙褐色

41 土師器杯 2.2 5.9 ACEF 普通 白橙褐色

42 須恵器甕 4.8 (13 0) BDEH 普通 灰白色

43 土師器杯 10.3 3.8 5.2 ACEF 普通 明橙色

44 土師器杯 (12 0) 3.4 (7.2) ADE 普通 黄橙褐色

45 上師器甕 (22.5) 5.5 ACE 普通 黄橙褐色

47 土師器杯 (14.6) 2.5 CDE 普通 明荼褐色

48 須恵器坑 2.4 3.8 AEH 不良 白灰色

49 須恵器杯 1.9 (5 3) ACEH 普通 黒灰色

50 土師高台碗 (13.0) 5.5 ACDE 不良 暗灰色

51 上師台付甕 2.0 (9 1) ACEF 将通 黄橙褐色

52 狙恵器壺 5.5 9 4 BEH 普通 灰白色

53 須恵器甕 4 7 (14 9) EH 良 暗灰色

下段写真）。現行のこの悪水路の一部は、 SD16の痕跡

を現在にまで残していると思われる。

検出し得た範囲内で長さは62.7m ・輻は2.5~3.0

m ・深さは0.6~O.Smを測る。溝跡は直線的に、 N

-126°—Eの方位で東流する。溝跡底面は平坦または

凹面状で、壁面は直線状に立ち上がる。

北島遺跡第15地点

残存 備 考

日90 ロクロ成形 C 器面風化器形歪む

底100ロクロ成形 C 器形歪む

底100ロクロ成形（R)体下（外）：箆削り底（外）：箆削り後指押え

底60 ロクロ成形 RC

台45 ロクロ成形底：回転糸切り離しか高台貼付

日25 ロ：内外面横ナデ胴（外）：箆削りスス付着（内）：箆ナデ

底35 ロクロ成形 RC器面風化

底100ロクロ成形 RC

底100ロクロ成形 RC

日15 ロクロ成形

台95 ロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台器面風化

台30 ロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台

台45 ロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台

日15 口～鍔：横ナデ胴：内外面ともナデか器面風化著しい

日25 ロクロ成形日～鍔部下（外）：丁寧なナデ

底30 ロクロ成形器面風化著しい

台75 ロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台

ロクロ水挽き成形か

底50 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)

台65 ロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台器面風化著しい

底75 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付

日25 ロ：内外面横ナデ頸：内外面ナデ胴（外）：箆削り器面風化

日15 口：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ器面風化

底100ロクロ成形 RC

底65 ロクロ成形 C 内黒処理器面風化蒋しい

日20 ロクロ成形 RC

日75 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

口95 ロ：内外面ともロクロナデ胴（外）：平行叩き目文

台45 ロクロ成形底．回転箆削りか貼付高台

日～胴上半（外）：T寧なナデ胴下半（外）：ナデ

底100ロクロ成形 RC

台40 ロクロ水挽き成形底：回転箆削りか貼付高台

台100ロクロ水挽き成形底：回転箆削りか高台貼付

底100ロクロ成形 RC

底100ロクロ成形 RC

ロクロ成形 RC

底35 ロクロ水挽き成形底：箆削り後高台貼付底（内）：自然釉付着

完形 ロクロ成形 RC器形やや歪む

口25 日：内外面横ナデ体（外）：ナデと指頭による押え

口15 日：内外面横ナデ胴（外）：箆削り（内）：箆ナデ

口15 日：内外面横ナデ体（外）：箆削り（内）：ナデ器面風化

底80 ロクロ成形 RC

底45 ロクロ成形 RC

口35 ロクロ成形貼付高台か内面：箆磨きの後内黒処理

台45 脚台部：内外面とも横ナデ

台80 ロクロ水挽き胴（外）最ド端：回転箆調整(R) 内外面自然釉

底30 胴（外） ：平行叩き目文（内） ：ナデ底：箆削りか

SD16の遺物取り上げについては、平面的に西から

1 ~ 5区まで設定して、区ごとに取り上げを行った。

その内訳は、西端部～南北81グリッド： 1区、南北

81グリッド～同82グリッド： 2区、同82グリッド～83

グリッド： 3区、同83グリッド～同84グリッド： 4 

区、同84グリッド～溝跡西端部： 5区である。また広
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い範囲で灰層力鳴忍められたため、この区分けの中で灰

層上、灰層中、灰層下と分けて遺物取り上げを行った。

遺物の出土は多く、図化し得たのは計56点であった。

4 ：有袋鉄斧（鉄製）。銹化著しく、図はX先写真か

らの推定。刃部は基部より僅かに輻広で、湾曲も僅か。

両刃か。袋部の断面形は、長楕円形で閉じていると思

われる。現存長10.2cm・現存刃部幅3.9cmを測る。

27:不明鉄製品。銹化著しい上に堅固で、クリーニ

ングしても錆落としできず、 X線でも形状は不明で

あった。現状で7.3cmX 5. OcmX 3. 8cm、168.3 gを測る。

34：不明鉄製品。銹化著しい上に堅固で、クリーニ

ングしても錆落としできず、 X線でも形状は不明で

あった。現状で4.3cmX 2. 8cmX 2. lcm、33.0gを測る。

39：磨石か。安山岩製、灰褐色。片面は表面が一部

剥離している。 8.6X 6. SX 3. 8cm、162.0 gを測る。

46：軽石製品。表面は風化している上に欠損部分も

多い。 8.8X7.0X4.9cm、現存重量139.3 gを測る。

54：貝巣穴痕泥岩。明瞭な貝巣穴がみられる。被熱

による明赤褐色。 2.6X2.6Xl.6cm、6.5g。

55：鉄刀か。切先と茎部欠損。多数の破片よりの復

元実測である。平棟造り。現存長18.3cm、切先付近棟輻

0.4cm。刃幅2.1cm、最大刃輻2.2c吋東幅0.4cm、21.8 g。

56:鉄刀の茎部か。 55と同一個体の可能性がある

が、刃部棟輻の差が大きいため別々に図化をした。現

存長5.8cm・茎輻1.9cm・茎厚0.6cm、25.2g。 日釘穴

か確認された。

第341図 第19号溝跡出土遺物
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北島遺跡第15地点

第342図 第20号溝跡出土遺物
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第19号溝跡（第333• 334 • 341図）

114-79グリッドから114-84グリッドにかけて検出

された。 SD16 • 20に切られる。西側は調査範岡外に

続き、東側も調査範囲外まで続いていると思われる。

調査し得た範囲内での長さは38.4m・輻2.0m・深さ0.

6mを測る。南北80グリッド以西では若干屈折するが、

それ以外の部分はN-92°-Eの方位で東流する。溝跡

底面は平坦で、壁面は緩やかに立ち上がる。

遺物の大部分は中層からの出土であり、図化し得た

遺物は10点であった。

第20号溝跡（第333• 334 • 342図）

第147表 第19号溝跡出土遺物観察表（第341図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調

1 須恵器蓋 2.3 AEH 普通 灰青色

2 須恵器蓋 (18.4) 3 0 4.2 AEH 普通 灰白色

3 土師器杯 (11.3) 3 2 AEFH 普通 橙褐色

4 土師器杯 (15.1) 3 8 ACEH 普通 赤褐色

5 須恵器杯 (12. 4) 3.9 (8.1) EH 普通 白灰色

6 須恵器碗 (14 4) 4.0 8.0 ADE 不良 黄橙褐色

7 須恵器碗 (18.6) 5.2 EH 普通 暗灰褐色

8 土師器甕 (20.2) 8.8 ADEF 普通 明荼褐色

9 土師台付甕 3.8 10 3 ACEF 普通 暗荼褐色

10 須恵器甕 (19.4) 26.4 BEH 普通 青灰色

第148表第20号溝跡出土遺物観察表（第342図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎士 焼成 色調

1 上師器杯 (11.6) 3 2 ACEFH 不良 暗橙褐色

2 上師高台杯 (14.6) 5 0 6.7 ACEFH ィ辻良 明荼褐色

3 上師器杯 (10.6) 4 4 5.9 ACEFH 普通 黄橙褐色

4 t師器杯 (10 2) 3 9 6.0 ADEF 普通 橙褐色

5 

10cm 口'1 4 

゜
5 10cm 

1 3 

112 • 113-79グリッドから113-82グリッドにて検出

された。西側は調査範囲外に続き、東側はSD16に合

流して終わると思われる。検出し得た範囲での長さは

27.0m・幅は0.9m・深さは0.4mを測る。 N-96°-E

の方位で東流する。溝跡底面は浅い窪み状を呈し、壁

面は緩やかに立ち上がる。

図化し得た遺物は計5点であった。

5は磨石か。安山岩製。平面形は長楕円形を呈する

と思われる。断面形はやや扁平である。磨面は表裏面

の2面と考えられるが、方向などの痕跡は明瞭ではな

い。周縁に敲打痕。 10.3X9.0X4.0cm、558.0 g。

残存 備 考

ロクロ成形天井：回転箆削り

日25 ロクロ成形天井：回転箆削り (R)

日20 ロ：内外面横ナデ体（外） ：ナデ底（外） ：箆削りか

日40 口（外）・横ナデ後箆削り（内）：横ナデ内外面ともに赤彩

底30 ロクロ成形底：箆削り

底90 ロクロ成形 Bb

日15 ロクロ成形

日40 口・内外面横ナデ胴（外）：箆削り （内）：箆ナデ

台55 脚台部下端部：内外面横ナデ外面スス付着

[1 35 ロクロ成形（外）：平行叩き目文と横位の平行沈線

残存 備 考

日20 ロクロ成形か

台55 ロクロ成形体部（内） ：箆磨き底：回転糸切り離しか貼付高台

底100ロクロ成形 RC外面スス付着

底100ロクロ成形 RC内外面にわずかにスス付着
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第343図 第21 • 26 • 28号溝跡出土遺物
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第21号溝跡（第333• 334 • 343図）

112-79グリッドから114-83• 84グリッドにかけて、

L字状に検出された。本遺構は当初溝跡として扱い、

遺物取り上げを行った。掘り下げていくに従って、 2 

次的に掘削された溝跡力湘t出された。またこの下位か

ら、波板状遺構が検出されるに及んで道路状遺構であ

ることが判明した。しかし、出土遺物は道路状遺構の

部分と、これを切る溝跡ともにSD21で取り上げる結

果となった。そのため、これらから出土した遺物は道

路状遺構の項ではなく、ここで掲載することとした。

図化し得た遺物は計21点。遺構については(6)道路状

遺構 (P341~343) を参照されたい。

第26号溝跡（第333• 334 • 343図）

111-83グリッドから112-83グリッドにかけて検出

された。 SD21を切る。 SD5と、方位・規模・断面

形・覆土が類似することから、同一の溝跡である可能

北島遺跡第15地点

性高い。検出し得た範囲内で長さは5.5m、SD5を同

ー遺構とすればこれを含めて40.3m、幅は0.5m、深さ

は0.25mを測る。 N-178°-Eの方位で南流すると思

われる。溝跡底面は窪み状で、壁面は急勾配に立ち上

がる。断面形はU字状を呈する。

遺物の出土は少なく、図化し得たのは 1点であった。

第28号溝跡（第333• 334 • 343図）

114-80 • 81グリッドから115-80• 81グリッドにかけ

て検出された。遺構の残りはきわめて悪く、深度はき

わめて浅い。 SD19に切られるが、これより北側には

認められない。南側は溝跡の痕跡は失われているもの

の、現：新星川方向に続いていたと思われる。

検出し得た範囲で長さは7.3m・輻は1.6m・深さは

0.3mを測る。 N-177°-Eの方位で南流すると思われ

る。溝跡底面は平坦に近く、断面形はU字状を呈する。

遺物の出土は少なく、図化し得たのは 1点であった。

第149表 第21号溝跡出土遺物観察表（第343図）

番号 器種 日径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 備 考

1 上師質坪 12.5 3.6 ADE 普通 明荼褐色 口70 器面風化著しい口：内外面とも横ナデ体～底（外）：箆削りか

2 士師質杯 2.9 5.7 ADE 普通 明荼褐色 底95 ロクロ成形か RC

3 土師質皿 10.4 3.5 5.2 普通 明橙褐色 底100ロクロ成形 RC底部に焼成時の亀裂あり

4 土師質杯 10.6 3.3 5.4 ACDE 不良 明荼褐色 底100ロクロ成形器面風化著しい RC

5 土師質皿 (11.6) 3.1 6.5 AE 不良 明橙褐色 底95 ロクロ成形器面風化底：回転糸切り離し

6 土師高台杯 (13 2) 3 6 ACDE 不良 黄荼褐色 日30 ロクロ成形

7 土師高台杯 11.6 5.0 6.3 AEF 普通 明荼褐色 口55 ロクロ成形 C後高台貼付

8 土師高台坑 12 6 5 1 6 6 ADEF 普通 白橙色 台100ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付か器形歪む， 土師高台杯 (13. 7) 5.6 6.5 ACEH 不良 暗黄褐色 台95 ロクロ成形器面風化著底：回転糸切り離し後高台貼付か

10 土師高台杯 13.7 6.3 6 5 ADE 普通 明橙褐色 口80 ロクロ成形内黒処理底：糸切り離しか貼付高台（内）：箆磨

11 土師質坑 4.7 6.7 ADEF 普通 白橙色 台75 ロクロ成形底：回転糸切り離し後高台貼付

12 須恵器杯 (12.4) 4.6 DE 不良 灰白色 日20 ロクロ成形

13 灰釉皿 (11.9) 2.7 DE 普通 灰白色 日20 ロクロ水挽き成形漬け掛けか

14 土師器甕 23.3 28 1 9.6 ACEH 普通 暗褐色 底90 日：内外面横ナデ胴～底（内）．箆ナデスス付着

15 土師器甕 (27. 7) 13 9 ACEH 普通 暗荼褐色 口35 日：内外面横ナデ胴：箆削りか外面：スス付着

第150表 第26号溝跡出土遺物観察表（第343図）

番号 1 器種 I 口怪 1器高］底径

1 灰釉高台杯 一 1.2 I (5.9) 

胎土

D
 

焼成I色調残存 備 考

普通 臼橙色 台30Iロクロ水挽き成形底：回転糸切り離しか貼付高台

第151表 第28号溝跡出土遺物観察表（第343図）

cffi:151 ：こご：Iロー径[::I悶：I 胎BEtl］：と成1: 灰 :I ：盆Iロクロ成形 B b 備

考
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(8) グリッド出土遺物・表面採集遺物

今回の発掘調査において、表土掘削以前・掘削中、

さらに遺構確認作業中に数多くの遺物力惰t出された。

第15地点でも第14• 16地点と同様に、表土掘削中に

も少なからぬ遺物が出土したが、この時点では遺構確

認以前であったため、その大部分が帰属遺構を特定す

ることはできなかった。

遺構確認作業中に検出された遺物のうち、基準点測

量以前のもので、原位置を失う可能性のある遺物は表

面採集遺物として取り上げを行った。

基準点測鼠終了後で、調査範囲内にグリッド杭が設

置されて以降に検出された遺物については、帰属遺構

カ所窟定するまで極力出土位置に残すこととした。

こうした中で、遺物周辺に遺構力惰団iさなかった遺

第152表 グリッド・表採出土遺物観察表（第344図）

番号 器 種 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調

1 土師器杯 (14.2) 4 4 ACEF 普通 暗荼褐色

2 須恵器杯 (12.3) 3.5 (5. 7) EH 普通 灰白色

3 土師高台杯 (12.8) 4.2 (7.3) ADE 普通 黄橙色

4 陶器高台碗 10. 7 4 6 AEH 普通 明荼褐色

5 須恵器杯 (12. 7) 3.4 6.0 DEH 不良 白灰色

6 灰釉高台杯 1 9 (7.1) EH 普通 灰白色

7 土師器甕 (22.2) 11.7 ABE 不良 暗橙褐色

8 須恵器杯 (13 0) 3 8 6.0 AEH 不良 黄灰色， 土師器甕 (11. 7) 4.3 AEF 普通 明茶褐色

10は磨石か。乳白色、安山岩製。扁平な長楕円形を

呈する。磨面は表裏面の 2面と思われるが、方向など

の痕跡は明確ではない。周縁には一部敲打痕が観察さ

れる。長さ 12.3cm・幅8.3cm・厚さ 3.2cm、重最463.0

gを測る。被熱していると思われる。

11：磨石か。乳灰色、安山岩製。一方の面の 3分の

1程を欠く。拳大程の磨石である。磨面は表裏面の 2

面と思われるが、方向などの痕跡はきわめて明確では

ない。周縁の上下の面と左の面に、一部敲打痕が観察

される。長さ 10.5cm・輻7.5cm・厚さ3.9cm、重贔439.

3gを測る。

物については、グリッド名を付して取り上げを行うこ

ととした。

また、最終的に帰属遺構を確定できなかった遺物に

ついても、グリッド名を付して一括で取り上げを行っ

た。

ここではこれらの中から、図化し得る遺物を掲載す

る。表面採集遺物では 7点、グリッド出土遺物では 6

点の計13点である。

なお、グリッドについては 9X9mの大グリッドー

括であり、大グリッド内を 3X3mで9分割する小グ

リッド名までは付さずに、遺物取り上げを行った。

因みに、小グリッド名まで付した遺物取り上げを

行ったのは、第14地点のみであった。

残存 備 考

日20 ロ：内外面とも横ナデ体～底（外）：箆削りか（内） ：ナデか

日25 ロクロ成形 C

台25 ロクロ成形底：回転糸切り離しか貼付高台

口55 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後 高台貼付

底80 ロクロ成形 RC

台45 ロクロ成形底：回転糸切り離し (R)後高台貼付

口30 器面風化口：内外面とも横ナデ胴（内）：箆ナデとナデか

底70 ロクロ成形底：回転糸切り離し

日20 日：内外面とも横ナデ胴（外） ：箆削り（内）：ナデか

12:石皿か。置いた状態で使用されたと考えられる、

比較的大型品であることから石皿として分類した。扁

平な長楕円形を呈する。灰褐色、安山岩製。表裏面の

2面を磨面として使用していると思われるが、方向な

どの痕跡は明確ではない。下面の周縁部に敲打痕がみ

られる。

13：石皿か。全体の 4分の 3程を欠損している状態

であると思われる。灰褐色、安山岩製。表面を暦面と

していると思われるが、方向などの痕跡は明瞭ではな

い。現存長13.5cm・現存輻10.1cm・現存厚5.8cm、現存

重鼠908.3gを測る。
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北島遺跡第 15地点

第344図 グリッド・表面採集出土遺物
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